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　　Prologue







　昼間に開かれた、とある記者会見のダイジェスト。

　我が家のリビングのテレビでは、先程から、それが放映されている。

　食卓を囲みながら、僕と両親は、呆あきれ顔でテレビを見ていた。

『──以上で、緊急記者会見を終了します』

　スーツを着た壇だん上じようの男が一礼をすると、会場にはフラッシュが迸ほとばしる。

　発言を終え、早々にその場を去ろうとする男に、マスコミはこぞって質問を浴びせかけた。

『何ですか、この形式だけの謝罪会見は！　弁護士のあなたしか喋しやべってないじゃないか！』

『本人からの謝罪はないんですか！　彼女は飲酒運転で、人間を１人轢ひき殺したんですよ！』

　憤いきどおったマスコミに退路を塞ふさがれ、壇上の男はたじろいでしまう。

　壇上の男は当事者ではなく、その弁護士であったのだ。話題の渦中の人物とは、先程から弁護士の傍かたわらに立っている無言の女。ふて腐れた顔の女優、実さね田だサエコの方である。

　自分の進路を塞ごうとするマスコミに苛いら立だったのか、カメラの前でも構わず、実田は小さく舌打ちをする。高飛車な態度で「通して」と言いながら、マスコミを押しのけて進み始めた。

『被害者の遺族に何かコメントはないんですか！』

『これは殺人事件と同じなんだ！　示談で解決なんて誰が納なつ得とくするんですか！』

　自分達を押しのけて会場出口に向かおうとする実田に、マスコミはカメラとマイクを向ける。シャッターフラッシュの中で、しきりに実田は「ノーコメント」を口にしていた。

　それまで黙だまってテレビを見ていた母親が、見かねて呟つぶやいた。

「まったく、この実田って女優は、とんでもない女だねえ」

　その意見に賛同した様子の父親も、ため息混じりで口を開いた。

「刑事事件だぞ。示談なんてできるもんか。金持ちは何でも金で解決できると勘違いしてるんだろう。警察も、さっさと逮捕すれば良いのに。何をまごついているのか」

　僕は黙って、夕飯の焼き魚を頰ほお張ばっていたが、両親の意見には概おおむね胸中で賛同していた。

　事故のあらましはこうだ。実田という女優が、飲酒運転であることを承知で、自家用車で朝帰りをした。途中、通学中だった小学生の列に撃突。２人が重傷。１人が死亡したのである。

　出来事としては単純だが、その事故現場たるや凄せい惨さんである。さすがにテレビに死体が映ることはない。だが報道されている現場映像では、乾いて赤黒くなった血ち糊のりがアスファルトの上に散らばっていたり、子供の血でできた手形が電柱に貼り付いていたりと、見るも無残な有様である。皮肉なことに、その事故を引き起こした当人には、さほど悪びれている様子すら窺うかがえないのだから、救いのない話だ。実さね田だからは、事態が公おおやけになった今ですら、被害者の家族に金を払うことで裁判を避けようという魂こん胆たんが見て取れる。

　父が言う通り、刑事事件の示談などできるはずがないのだ。その身勝手で傍ぼう若じやく無ぶ人じんな態度は、僕や両親のような視聴者に、ただただ悪印象を与え続けていた。

　……まあ、そんな事件も結局のところ、僕の生活とは関係のない縁遠いものなのだが。

「ごちそうさま」

　僕は食べ終わった食器を流しに置くと、いそいそと両親のいるリビングを後にした。

　ニュースよりも、夕飯前に中断したネットゲームの続きが気になっていたのだ。

　早くネットの友人達と遊びたくて、僕は２階の自室に続く階段を駆かけ上がる。

　自室に入るなり、僕は休眠状態だったデスクトップＰＣを起こした。

　暗転していたディスプレイには、中断したままだったゲーム画面がすぐに現れた。

「……ん？」

　パーティーメンバーが、僕の不在中に何かの話題で盛り上がっていたらしい。メッセージウインドウは、パーティーチャットの会話で溢あふれかえっているではないか。

　不在の間の会話に付いていくべく、僕もパーティーチャットに参加しようとした。

《ただいま。何の話題で盛り上がってるの？》

　僕の入力したメッセージに、パーティーメンバーから次々と返事が返ってくる。

《おかえり！》

《また〝例の奴やつ〟が配信を始めたみたいなんだよ！　現在、絶賛生放送中だよ！》

　例の奴。何のことだろうか。僕が返事のメッセージを入力するよりも早く、パーティーメンバーの１人が、どこかのＵＲＬリンクをウインドウに貼り付けてきた。

《マジやばいって、これ！　また処刑が始まるぞ！》

　処刑……。

　その不気味な説明に固唾かたずを吞のみながらも、僕は恐る恐るＵＲＬをクリックしてみた。

　ディスプレイ内に新たなウインドウが開くと、そこでは生配信の動画が放映されている。

　今現在、誰かがビデオ機材で撮影している映像が、ネットで配信されているようだった。

　映っているのは、どこかのバッティングセンターだろうか。野球場と思わしきマウンド。電柱のようなスタジアムライトが施設の隅に数本立っており、地面を照らし出していた。頭上高くに緑色のネットが張られているのは、打ったボールが施設外に飛んで行かないようにするためだろう。映像の視点を考えると、カメラはバッターボックスに置かれているらしい。

「……っ！」

　異様な状況にはすぐに気が付いた。マウンドの中央には、等身大の十字架が立っている。

　驚くべきことにそこには、人間が１人、磔はりつけにされているではないか。

「え？　この人って……!?」

　最初は見間違いではないかと思った。だが顔の特徴は忘れていない。

　その顔は──実さね田だサエコ。ついさっきニュースで見た、謝罪会見の女優である。

　唇くちびるにはガムテープを貼り付けられており、髪はボサボサになって風に揺ゆられている。それでも、画面の中で泣きじゃくっているその顔は、記者会見を開いていた、あの彼女本人である。

　──唐とう突とつに、動画から何者かの鼻歌が聞こえ始めた。

　その単調ながら耳に残るメロディには心当たりがある。

　クラシックの曲で、たしか題名は「よろこびの歌」だっただろうか。

　ネットでの生動画配信。そして配信者が口ずさむ、よろこびの歌。思い当たる噂うわさがあった。

　思わず僕の目は興奮で血走り、見開かれていった。

　やがて映像には、鼻歌を歌っている男の腕が映り込む。映像は配信者の目線になっているらしく、配信者自身の顔は見えない。ただスーツらしき服を着た謎なぞの人物の腕が見えるだけだ。

　男は画面の隅から、大きなスーツケースを取り出し、カメラの前で大おお仰ぎように開く。

　そこに納められていたのは、なんと分解された狙そ撃げき銃じゆうの部品ではないか。

「……ほ、本物？」

　何もかも不明の状況のまま、配信者の男は鼻歌混じりで、揚よう々ようと狙撃銃を組み立て始める。

　その慣れた手つきは、組み立てに長く時間を要することもなかった。あっという間に組み立てられた狙撃銃に、男はスコープを取り付ける。そうして完成した銃を、近くのテーブルの上に置き、銃口の先を磔はりつけにされた実田に向けるではないか。

　実田は、男がスコープを覗のぞき込み、自らに狙ねらいをつけていることに気が付いている。男の方を見つめながら、ひたすら泣きじゃくり、イヤイヤと首を左右に振っている。身み悶もだえ、十字架にガムテープで拘束されている両手足を解放しようと藻も搔がくが、どうやら無む駄だな抵抗だった。

　唐突に轟とどろく、無残な銃声。

　直後、磔にされていた実田の頭部が爆はぜて、眼球と脳のう漿しようが虚こ空くうに吹き出す。

　実田の頭部は抉えぐれ、Ｕの字のような形状に変形してしまった。美しかった顔は、見るも無む惨ざんな肉塊へと変へん貌ぼうしてしまう。それはあまりに呆あつ気けない〝殺人〟の光景だった。

　そこで動画の配信は、いきなり途絶える。

　……あまりにも現実味のない殺人動画の配信が途絶えると、僕は魂が抜けたかのように、椅い子すの上で惚ほうけてしまっていた。見ていて力んでいたのか、疲れてしまっているようだ。

　しばし呆ぼう然ぜんとした後、だが何だか無性に痛快な気分になって、笑えみがこぼれてしまう。

「フフ……フフフ。すごい、本当に現代の処刑人じゃないか……！」

　僕は改めて、動画配信者の情報を確認する。配信者のハンドルネームは、噂通りだ。

　──〝公共の敵パブリツク・エネミー〟。

　投稿した動画に、彼は毎回同じコメントを残していく。そのコメント文こそが、彼の行動の全てを物語っていると言えた。それを僕は、妙みように高こう揚ようした口調で読み上げてしまう。

「公共の敵パブリツク・エネミーに死を」

　そうして僕は、もう一度だけ、歪いびつな感情から生まれた温ぬるい微笑を浮かべるのだった。
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　４月中旬。

　まだ少し肌寒い日もあれば、うららかな日差しの日もある。

　霞かすみヶが関せきの警視庁本部庁舎ビル。そのフロントロビーを囲む壁面は、屋内に陽光をふんだんに取り込めるガラス張りとなっていた。ロビーにいても、庁舎周辺の街路樹を見渡すことができ、緑芽吹く植物の姿を見守るだけで穏やかな気分になれるだろう。

　受付前に立っている老人がいた。スーツ姿の、紳士然とした白髪の男だった。温和な老人の顔つきはしているが、片目を覆っている眼帯が無骨な印象だった。手には杖つえをついているが、別に男の足腰が悪いわけではない。その杖はファッションの一部のようなものである。

「すっかりと春の雰ふん囲い気きですよねえ、ドクター」

　老年の男、狩か月げつケイゾウは、傍かたわらに立っていた白衣の女性に話しかけた。

　ドクターと呼ばれたその女性は、ポニーテールの黒髪に、眼鏡めがね姿だった。クールビューティー然とした雰囲気だが、衣類に頓とん着ちやくがないせいで、どこに行くにも白衣姿である。

　ドクターは文庫本を立ち読みしながら、片手間のように返事をする。

「これから取り調べの立ち会いだっていうのに、ずいぶんと緩みきった顔じゃないか、局長。一応は〝内閣情報捜査局ＣＩＲＯ〟という国家安全保障に関かかわる組織の長なんだから、もう少し威厳のある顔付きをしていないと、警視庁の連中に舐なめられるんじゃないのか。完全に、縁側で日向ぼっこしている爺じいさんの顔になってるぞ」

　内閣情報捜査局ＣＩＲＯ。

　各都道府県の警察や公安などから選えりすぐりの人材を集めて発足された、日本国で初の情報捜査機関である。国内外の情報を収集して分析し、政権に必要な報告を行うのが通常の任務である。ただ、通常の情報機関と違うのは、警察の手に余ると判断された高度な犯罪や、国家安全保障に関わる事件の捜査に介入し、時には担当することができる点である。

　捜査機能を有した情報機関と言えるだろう。各都道府県に支部を持ち、総勢５千人近い人材を有する内閣情報捜査局ＣＩＲＯだが、狩月はその本部の長なのである。

「ドクターこそ、吞のん気きに読書してるじゃないですか。上級情報分析官とは言え、副局長の肩書きも持っている女性から、やる気を感じないのはいかがなものかと思いますよ？」

「仕方ないだろう。昨日中に読破する予定だった小説が残っていたんだ。どうせここで突っ立っている以外にやることもないんだ。今読んだ方が、時間を有効に使えて良いだろう」

「ちなみに何を読んでいるんですか？」

「恋愛小説だ」

「おや。ドクターにしては殊しゆ勝しような本を読むのですね」

「たまにはこういうものも良い。参考文献もなく、考証も考察も、まるでなっていない読み物だが、人間の感情と妄もう想そうだけで書かれたテキストというのも、なかなかに興味深い」

「うーん。ドクターは小説の楽しみ方を、少し間違っているように思いますねえ」

「何事も、楽しみ方など人それぞれだろ。人生は楽しめた者の勝ちさ」

　狩か月げつとドクターが雑談に興じていると、ロビー正面玄関の方角が騒さわがしくなる。

　その異変に気が付き、ドクターは読んでいた本を片手で閉じた。

　煩わずらわしそうに眉まゆをしかめると、狩月と共に正面玄関の方を見やった。

「主しゆ賓ひんが、おいでなすったようだぞ」

　正面玄関で騒ぎ始めたのは、少し前からそこで待機していた、マスコミ報道関係者達だった。皆が一斉にカメラやマイクを構える先。そこには、庁舎の正面玄関前を徐行して通り過ぎようとする、１台の護送車があった。

　護送車の後部座席中央には、手て錠じようをかけられた、１人の男が座っている。

　頭からジャケットを目ま深ぶかにかぶせられており、顔はよく見えなかった。男の両りよう脇わきには付き添いの刑事が座っており、厳重な護送体制で連れて来られたのは見てわかった。

　徐行する護送車の左右に、マスコミが群むらがるように近付いて行く。

　間もなくして、一斉に手錠の男に向かってフラッシュを焚たき始めるのだった。

　やがて護送車はマスコミの群れを離れ、ゆっくりと庁舎裏口の方に向かって去って行く。

　そんな一部始終を見ていたドクターが、感慨深そうに呟つぶやいた。

「護送車が堂々と庁舎正面を通過とはな」

「警察が、犯人逮捕を世間に強く印象付けるための演出ですよ。ここ２ヶ月くらい凶行を重ねてきた犯人です。わざと無力化したところを世間に見せ付けるように、マスコミの前を通らせているんでしょうね。世間に対する安全宣言というのは、治安当局としては大事なんですよ」

「安全になったのだと宣伝する広報活動も仕事の内ということか。表舞台の連中は、考えることが多くて面倒なことだ。その点に関しては、うちのような裏方仕事はマシな方か」

　ちょうど会話が途切れた頃だった。ロビー奥の廊下の方から、スーツ姿の小太りの男が狩月達に歩み寄ってくる。慌あわてているのだろう、その歩調は急ぎ足だった。

　男は上目遣いで、恐る恐る狩月に尋たずねてきた。

「あの～……内閣情報捜査局ＣＩＲＯの狩月局長でございますか」

「はい。私が狩月です」

「こ、これは！　この度は大変申し訳ございませんでした！」

　男は慌て、いきなり深々と頭を下げて謝罪し始めた。

「一般客のように、こうしてロビーでお待たせしてしまうなどとは不届き千万でございました。警視総監からも丁重におもてなしするよう仰おおせつかっておりましたのに……こちらの不手際でございます。平に陳ちん謝しやさせていただきます」

　必要以上に腰が低い態度の男に、狩月とドクターは少し呆あきれた顔をしてしまう。

　男は取り出したハンカチで汗を拭ふきながら、懸けん命めいに弁明を続けた。

「何せこの通り、今日の庁舎は慌ただしいものでして。本来ならば玄関口でお出迎えさせていただくべきでしたが、ああして居座っているマスコミの対応に手を焼いておりましてですな」

「あー、礼儀的なところに関しては気にしておりませんから、ご安心を。それよりも……あなたが我々を、先程の彼を取り調べる場まで案内してくださるのですか？」

　埒らちがあかないと判断した狩か月げつは、強引に用件を口にする。

　男はさらに慌あわてて、いっそう吹き出る汗を拭ぬぐって答えた。

「は、はい。申し遅れました。わたくし、警視長の宮みや部べと申します。こうして、お２人をお迎えに上がったところでございます。ささ。どうぞ、こちらです」

　宮部と名乗った警視長は、元来た廊下の方角を示して、狩月達の足を促うながす。

　狩月とドクターは、宮部に案内されて庁舎の奥に足を踏ふみ入れていった。

　エレベーターを利用し、通されたのは４階フロアである。

「こちらが、一昨年おととし新設された、警視庁本部庁舎の取り調べフロアですよ」

　宮部が説明する通り、狩月達が歩く廊下の造りは新しかった。廊下の左右にはいくつもの小部屋が配置されており、その１つ１つが取り調べに使用できるようだった。

　廊下には関所のように、いくつかの格こう子し扉が設置されている。宮部の案内する先は、その格子扉の向こう、廊下の最奥部にある取り調べ室のようだった。

　第17聴取室。宮部は、そんな札の付いた扉を開けて狩月とドクターを促す。

　通された部屋は薄暗く、手狭な場所だった。そこはモニター室であり、実際に取り調べを行う部屋とは、マジックミラー製の壁で仕切られた別室である。

　ドクターは室内に佇たたずむ、スーツ姿の男数名を見やって呟つぶやいた。

「ふむ。やはり先客も何人かいるようじゃないか」

「ええ。事件の担当刑事さん達以外に、旧ふるい知り合いもいるようです」

　狩月は、部屋の隅で腕を組んでいる、厳つい顔付きの男を見やった。

　相手も狩月に気が付いたらしく、軽く微笑ほほえむ程度の反応を示した。

　だが、それだけだった。狩月は構わず、マジックミラー越しに見える隣室を観察した。

　隣室の中央には１つのデスク。それを囲むように置かれた２つの椅い子すがある。すでに刑事らしき男が１人座っており、被疑者がやって来て、対面に座るのを待っている様子だった。

　──隣室の扉が開く。

　室内にコツリと足音を響かせながら、その男は入室してきた。

　男は付き添いの刑事に連れられており、頭からジャケットを目ま深ぶかにかぶせられていて、顔は見えない。高価そうなタキシードを着ており、取り調べには場違いな、まるでふざけた格かつ好こうだった。手て錠じようをかけられた両腕。タキシードの袖から覗のぞくそれは病人のように細い。

　取り調べの刑事が着席を命じた。男は、黙だまってそれに従う。

「始める前に、君の現状について説明しておこう」

　取り調べの刑事は、デスクの上で男の事件ファイルを開きながら口火を切った。

「君は自ら警察に出頭し、容疑の全てを認めた。だからこうして逮捕されたわけだ。警察の仕事は逮捕するところまで。ここから先、君を起訴するかどうかを判断するのは検察の仕事だ。だから君の身柄は今、検察庁の管かん轄かつにあると言える。今から行う取り調べは、検察庁の委託で、我々警察が行うものだ。後日、現場検証の後に、検事から同様の取り調べがあるだろう。何か今の内に質問しておきたいことはあるか？」

　刑事の質問に、男は何も答えなかった。

　男が口を閉ざしていると、狩か月げつ達と同じ部屋にいた刑事の１人が、室内カメラとマイクの起動スイッチを入れるのが見えた。これから本格的な取り調べが始まるのである。

「ではまず、簡単な質問からいこう。君の氏名は？」

　刑事は、男に名を問う。

　しかし男は案の定、何も答えようとしない。

　無言の男に対して、それでも刑事は構わず、質問を続けてみた。

「出身地は？　最終学歴は大学か。それとも高校？」

　１つとして質問に答えない男に、刑事は顔に出さずとも苛いら立だった。

「職歴は？」

　いくら質問を浴びせかけられようと、男は頑として何も答えない。

「……自首してきたんだろ。なら我々の手を煩わずらわせないで欲しいものだよ。逮捕から２日経った。それなのに我々は、いまだに君の名前も素す性じようもわからないままなんだ」

　通常ならば、逮捕した人物の素性がわからないなどという事態はあり得ないことだ。一般市民が逮捕されれば、その顔や名前、様々な個人情報を得るのは簡単なことである。しかし刑事の目の前に座る男とは、そんな普通の一般市民ではない。事情があって、警察はいまだに男の素性について摑つかみきれていないのである。

　……先程から、取り調べの刑事は気味の悪さを感じていた。

　理由は単純である。男の顔をベールのように隠しているジャンパー。その暗がりに覗のぞく男の顔が、取り調べが始まって以来、ずっと微笑ほほえみを浮かべているからだ。

《──フフフ。私に対して、質問が色々とお有りのようですね》

　男が取り調べで発した第一声は、それだった。

　発せられた声は、人間の肉声ではない。男の声は、喉のどに巻いてあるゴムバンドのマイクから発せられているのだ。その電子音の声色は、人工声帯装置が作り出しているものだった。

《まずは頭のこれを、取っていただけますか？》

　男は自分の頭部を指差し、顔を覆い隠しているジャンパーを取るように要求する。

　敢あえて男の顔を隠したままにしていたのは、取り調べを担当した刑事の配はい慮りよであったのだが……本人の要望とあれば拒む理由はない。男の顔を隠していたジャンパーを取り去った。

「……っ！」

　別室で取り調べに立ち会っていた人々が、絶句する。

　その下から現れた男の素顔は────まるで〝化け物〟だったのだ。

　めちゃくちゃに爛ただれた顔。

　それはかつて全身に大おお火傷やけどを負い、体中の皮膚が焼けただれたせいだろう。男の顔には、酷ひどい火傷の傷跡しか残っておらず、髪の毛の１本すらも生えていない。鼻と唇くちびるがあったであろう場所には、孔あなが空いているだけで何の起伏もない。ただ爛らん々らんと見開かれた両方の目が、青ざめている目の前の刑事を見つめているだけである。

　それを見たドクターは、改めて納なつ得とくして、密かに呟つぶやいた。

「……あの容姿では、素す性じよう調査もままならないというものだな」

　男は腰掛けていた椅い子すに深く背を預け、悠ゆう然ぜんとした態度で話を始める。

《人は好奇心が旺おう盛せいな生き物ですね。何であろうと知りたがる。私がどこの誰なのか。果たしてそれをここで、あなた方に教える必然があるのですか？　その情報は、世間の好奇心に応えるために必要なだけであって、私という人間を裁く上では、全く無用の情報でしょう》

　さもおかしそうに、男は口の端を、嘲ちよう笑しようしているかのように吊つり上げる。

　そして断じた。

《──裁かれる者が誰かなんてどうでも良い。ソレが〝悪〟なのだとさえわかっていればね》

　飄ひよう々ひようとした男の口ぶりに、取り調べの刑事は思わず沈ちん黙もくしてしまう。

　だが刑事もプロである。方針を切り替え、続けることにした。

「……良いだろう。君の素性については後回しだ」

　刑事は、デスクの上に開いてあったファイルから、５枚の写真を取り出した。いずれも凄せい惨さんな殺され方をした、被害者の姿が写っている。それを男の前に差し出して言った。

「陣じん代だい総合病院の医院長、湯ゆ沢ざわハルオ殺害。女優、実さね田だサエコ殺害。他合わせて５つの殺人事件の犯行を、君は認めた。実田サエコ殺害に使用した狙そ撃げき銃じゆうを手て土産みやげに、わざわざ警察署に出頭してきたわけだ。君はなぜ、５人を殺害したんだ。その動機を説明して貰もらおうか」

《理由など簡単ですよ。彼かれ等らが〝悪〟だったからです》

　男は即座に答えた。

《彼等は、善良な一般市民達にとって明確な悪でした。たとえば医院長の方は、自分の病院で起きた医療ミスを認めなかった。女優の方は、車で子供を轢ひき殺した。いずれも世間から〝多くの反感〟を買っていた人物です。つまり不特定多数の人間が憎み、悪なのだと認めていた人物であるということになりませんか》

「どうかな。それはわからないだろう」

《わかりますよ。その人間が悪であるのかどうかというのは、結局のところ多数決で決まるのが、この世のしきたりです。人々が悪だと認識していたからこそ、彼等は間違いなく悪だった。だからあなた方も、私のことを悪としてこの椅子に座らせている。違いますか？》

　異形の男は持論を続けた。

《そうですね。私が殺した彼かれ等ら。あれを呼ぶのなら〝公共の敵パブリツク・エネミー〟という言葉が相応ふさわしい。私が彼等を裁くことに対して、インターネット上では喜びや感謝の意見をよく見ます。この国で正義が成されないことに憤いきどおっていた多くの人々が、私という正義の鉄てつ槌ついに感激したのです。大っぴらにそうした意見を口にしなくとも、悪が殺されたことを胸中で喜んでいる一定数の市民は、確実にこの国に存在しているのですよ。そして、私に賛同する声は、日々着実に増えている。だからです。私はね、これからも公共の敵パブリツク・エネミーを殺し続けますよ。人々が正義を望むままにね》

　男の台詞せりふには、違和感があった。

　男はすでに逮捕されている。被疑者として、こうしてこの場で取り調べを受けている。ここから逃げられるはずもなく、もはやこれ以上の犯行に及ぶことなど、不可能な状況であるというのに……これからも公共の敵パブリツク・エネミーを殺し続ける？

《１つ、予言をしましょうか》

　男は不敵に微笑ほほえみ、宣告した。

《さらなる公共の敵パブリツク・エネミーが死にますよ────まもなくね》

　男は双そう眸ぼうにゾッとするような暗くら闇やみを湛たたえ、頰ほほに亀き裂れつが入ったかのような深い笑えみを浮かべる。その笑みは化け物の愉ゆ悦えつのようにしか見えず、意図せず刑事は青ざめてしまう。

《さっき私の名前を聞きましたね。私が動画をアップロードした時に使った名前をご存じでしょう？　私は〝公共の敵パブリツク・エネミー〟。この国に根ざしている、断罪されていない悪の１人です》

　異形の顔の男の、圧倒的な存在感。

　その強大さに射すくめられたかのように、取り調べの刑事からは次の言葉が出てこない。滲にじみ出る脂汗。その焦あせりを目の前の男、公共の敵パブリツク・エネミーに悟られないように努めるだけで精一杯である。

　その様子を見ていた狩か月げつは、別室で断じた。

「無理なようですね」

「ああ。あの刑事、取り調べの経験は豊富かもしれないが、アレは相手が悪すぎる」

　そんな時、突然、取り調べ室の入り口の扉を開く者が現れた。

　入室して来たのは、アタッシュケースを持った、スーツ姿の見慣れない男である。

　そのスーツの襟えり元もとに付いたバッジを見て、狩月はすぐにその正体を悟った。

　案の定、やって来た男は名刺を取り出し、取り調べ中だった刑事に差し出した。

「弁護士の山やま根ねです。取り調べを一時中断して貰もらいましょう。まずは依頼人と話がしたい」

「バカな、当番弁護士だと……！」

　当番弁護士制度は、弁護士連合会に依頼することで、被疑者にも弁護士を派遣してくれる制度である。現れたのは、公共の敵パブリツク・エネミーが、自分の弁護のために呼んだ弁護士のようだ。

　否いや応おうなく、弁護士によって取り調べは中断させられ、刑事達は部屋を追い出されてしまう。

　別室にいた狩月達も部屋から追い出され、弁護士の用件が済むまで、廊下で立たされることになってしまった。すると、手持ち無ぶ沙さ汰たになったドクターが、狩か月げつに話しかけてくる。

「用意周到な奴やつだな。いつの間に当番弁護士なんて呼んだんだか」

「司法制度について、それなりに知識があるようです。大半の被疑者は、当番弁護士制度を知りません。それにしても、弁護士が来るのが、早すぎる印象ではありますけど」

「奴が取り調べで言っていた、予言とかいうものだが、どう思う？」

「どうもも何も、ですよ。こうして彼が警察の本丸に監禁されている現状を考えれば、常識的に考えて、さらなる犯行なんて不可能です。ただ」

「ただ？」

「彼はなぜ弁護士を呼んだのでしょう。そこが解げせません」

　狩月は持論を展開する。

「違和感ですよ。自首してきたとはいえ、少しでも罪を軽くしたくて、減刑を希望するがゆえに弁護士を呼んだ可能性もあるでしょう。しかし取り調べの時の口ぶりから察するに、彼は裁判で自分が不利になることを危き惧ぐするようなタイプではないと思います。当番弁護士が来たところで、裁判で有利に立ち回る術すべを教えてくれるだけに過ぎません。ここで弁護士を呼ぶことが、彼のような人間にとっては利のある行動だと思えないのです」

「それは……まあ、言われてみれば、そんな気もするという程度の話だな」

「ですよね。私は人間洞察の専門家ではないので、あくまで大おお雑ざつ把ぱな私見ですよ」

　狩月は、ドクターに向かって続けた。

「勘ですけどね。何やら、きなくさいんです。彼が自首してきた理由さえも、まだ定かではないのですから。弁護士を、彼からなるべく遠ざけた方が良いかもしれません。警察には接見交通権を制限させ、あの弁護士には早く、ここからご退場願いましょう」

　そこまで言うと、狩月は悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんで言った。

「ここは１つ、うちの〝新人行動分析官プロフアイラー〟に、彼を観察してもらいましょうか」
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　静せい峯ほう学園の人質事件。

　早くも、あれから３ヶ月以上の時が過ぎようとしていた。

　あの事件以来、学園は公式に閉校となり、通っていた生徒達は、それぞれ新しい学校に転校となってしまっていた。クラスメイトは散り散りとなり、それぞれが、それぞれの場所で新しい生活を始めている。かつての友人との交友も、徐々に疎そ遠えんになりつつある。そんな時期だ。

　新しい学校。新しい教室で迎える、新学年の新学期。

　新しい友人達に、新しい制服。

　新しいものばかりに囲まれているはずなのに、どこか物もの憂うげに、窓際の自席で頰ほお杖づえを突いて外を見る少女────緋ひ上かみリセも、散り散りになった元静せい峯ほう学園の生徒の１人である。

　ちょうど昼休みだった。

　リセは、２階の教室の窓から見える校庭の葉桜を、ボンヤリと見下ろしていた。

　長い黒髪。整った顔立ちは、街を歩けば人目を惹ひく程に可か憐れんである。やや小柄な身体からだ付きであるため、同年代からはいつも年下に思われてしまうのが玉に瑕きずだ。あどけない面おも立だちをしているが、瞳ひとみの奥には凜りんとした意思を宿している。そうした、どこか不思議な雰ふん囲い気きの少女である。

　心ここにあらずなリセ。

　その様子に構わず、嬉き々きとしてリセに話しかける少女がいた。

「ねーねー、リセちゃん」

　それはリセの隣の席に座っている、同じクラスの女子生徒だった。

　リセと同じ制服を着てはいるが、自前の黒のハイニーソックスを履いている。制服の上に羽織ったパーカーは、さすがに校則違反だろう。肌は異様に色白く、眼まな差ざしが、どこか眠たそうな半眼の美少女である。

　少女は自販機で買ってきた缶ジュースを、誇ほこらしげにリセに見せ付けてきている。

　その缶の銘めい柄がらは「おしるこ」。しかもホットのようだ。

「へっへー。見てよー。最近の自販機って面白いんだよー。ほらこれ、おしるこが入ってる缶なんだってさー。興味本位で買っちゃったよ。どんな味がするんだろー」
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　マイペースな口調で、相変わらずの天然が入った言動である。

　おしるこの缶など、どこにでも売っていそうなものだが、どうやらその少女にとって、それは珍しいものであったらしい。……あまり自販機など利用することがない場所で生活を送ってきたとでもいうのだろうか。リセが少女について知っていることは、まだ多くない。

　深ふか水みルーク。

　それが、この学校で少女が名乗っている偽名である。本名ではないらしい。

　彼女はリセと同時期に転校してきたばかりなのである。

　表向きは同学年のクラスメイトであるが、リセとルークの間柄は、少し特殊なのだ。

　リセの前の席が空いていたこともあり、ルークはそこに腰を下ろした。

　そうして、おしるこ缶の蓋ふたを開けながらリセに話しかける。

「何だか元気がなさそうだよー、リセちゃん。この学校に転校してきてから、ずっとさー」

「そうかな。そんなことないと思うんだけど」

　実際のところ、ルークに対するリセの口調は、ルークの指摘通りに活力が乏とぼしい。

　それに、どこかルークに対する余所よそ余所しさのような態度も見られた。

　しかしそれでも気にせず、ルークは気さくに会話を続ける。

「まあ、わからないでもないんだけどねー。ここ最近、リセちゃんの身近では、色んなことが起こりすぎたんだろうから」

「……」

　ルークが言うことを、リセは否定しなかった。

　確かに、多くのことが１度に起きすぎたのは間違いないのだ。

「大変だったよねー。あたしも聞いてるよ。あの人質事件で死んだ人の中に、リセちゃんの面倒を見てくれていた不ふ破わ議員と、同居人だった男の子もいたんでしょ？　保護者がいないのって、あたしも同じだから、苦労はわかるかなー」

　ルークの言う通りだった。

　３ヶ月前の人質事件で、不破議員は死亡した。夫と息子を１度に失った不破の奥さんは、気を病やんで入院してしまい、広い不破家にはリセしかいなくなってしまったのだ。しかし、さすがに不破家をリセが１人で使うのは気が引けたため、今は１人暮らしである。結局のところ、その暮らしの生活費と学費を、不破家の財産から出して貰もらっているのは心苦しかったが。

　ルークは、おしるこ缶をちびちびと飲みながら、リセの反応を窺うかがっている様子だった。

「あたしは、あんまり悩んだりとかしないタイプだし、訓練されてるからさー。今のリセちゃんみたいな顔してる人に、役立ちそうなことも言えないと思うんだけど。ただ、そろそろ気分を切り替えないと、心のビョーキってのになっちゃうんじゃない？」

「……」

「リセちゃんとは、しばらく続きそうな付き合いなんだし、見てて心配になっちゃうかなー」

　元気がないリセを、気遣ってくれているはずのルークの言葉。

　だがそれは、リセの胸に届いていなかった。

　リセの無愛想な態度を気にせず、ルークは気を取り直すように、立ち上がって言った。

「今日、クラスのみんなが、あたし達の歓迎会を開いてくれるんだよね」

　この葉よう台だい高校、２年Ｃ組の有志生徒達が、転校してきたリセとルークのための、ささやかな歓迎会を企画してくれているのだ。その案内連絡は、すでにメールで貰もらっている。

　ルークはその場で伸びをすると、にやけて言った。

「たしか放課後、駅前のファミレスに集合だったはずだよ。良い気分転換になると思うし、何かご馳ち走そうして貰えるらしいし。フフー。美味おいしいご飯が食べられるの、楽しみだー」

「そうだね」

　リセは、無表情に応答する。やはり、どこか心ここにあらずな態度だった。

　おしるこ缶を一気に飲み干すと、ルークは空き缶を捨てるべく、教室を後にすることにした。そうして缶用のゴミ箱のある場所まで廊下を歩き始める。

　楽しそうに雑談に興じている生徒達とすれ違いながら、ボンヤリと呟つぶやいた。

「うーん、まだお兄さんの死から立ち直れてないかー……」

　ルークは頭の後ろで腕を組んで、少し面倒そうな顔をした。
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　放課後。リセとルークは、２人で駅前通りに向かう。

　並んで歩く２人には会話がなく、何となく気まずい雰ふん囲い気きばかりが漂っていた。

　その状況を何とかしたいと思っていたのは、実はルークよりもリセの方だった。

　昼休みにルークに言われた言葉。リセは、それらをボンヤリと脳内で反はん芻すうしている。「元気を出して欲しい」という趣旨のルークの優しい言葉。どうしてもその厚意を素直に咀そ嚼しやくしきれない、齟そ齬ごのような感覚に苛さいなまれていたのだ。その理由なら、リセにはわかっている。

　リセは決意して、傍かたわらを歩くルークに言ってみることにした。

「……内閣情報捜査局ＣＩＲＯが」

　リセが真面目まじめな顔をしているのに気付くと、ルークはリセの話に耳を傾ける。

「あなたみたいな〝護衛〟を私に付けてくれるのは、私が〝情報兵器デユプリケイタ〟だからで、ただ利用価値があるからなんでしょ？」

　思い切って、単刀直入に投げかけてみる。思った通り、ルークは何も答えない。

　確かなのは、それが否定を意味する沈ちん黙もくではないということだ。

　情報兵器デユプリケイタ。

　それが何であるのか、まだリセはよく理解していない。

　わかっていることは、リセの身体からだの中に、それが隠されているということだけである。

　リセの中に眠るそれを手にした者は、巨万の富を得て、強大な力を手に入れることができるらしい。だから他国の情報機関や、テロ組織などがリセの存在を知れば、たちまちリセの身を狙ねらって攻勢に出たとしてもおかしくないそうなのだ。内閣情報捜査局ＣＩＲＯ局長の狩か月げつからは、そうした説明をされている。

　だからこそ内閣情報捜査局ＣＩＲＯは、リセの身近に、リセの身を守る腕利きのボディガードを送り込んできたのだ。目の前のルークと名乗る少女の正体は、内閣情報捜査局ＣＩＲＯが雇った、民間顧問コンサルタントの戦闘工作員である。

　常にリセの傍そばにいるために、リセの転校先に、自らも転校生として紛まぎれてきているのだ。

　ルークがリセを守る理由は、友情や善意からなどではない。ただ命令であるからだ。

「内閣情報捜査局ＣＩＲＯが守ってくれてること。はっきり言って、実はあんまり良い気分じゃない。何だか私のことを、自分達の所有物みたいに扱っているように感じるから。私の人生は……今までずっと他人に利用され続けてきただけだった。私はもう、誰にも利用されたくないの」

　リセの言い分を聞こうと、ルークは敢あえて黙だまってくれているようだった。

　良い機会だと思い、リセは自分の気持ちを話しておくことにした。

「私は私の意思で、内閣情報捜査局ＣＩＲＯに行動分析官プロフアイラーとして協力することを選んだ。それは身を守って欲しかったからじゃない。平然と人を傷付ける、酷ひどい人達と戦うためだよ。戦い続けていれば、いつか必ず〝殺さつ戮りくの三日の犯人〟に辿たどり着けると信じてるから」

　殺戮の三日。５年程前に、神奈川県で起きた生物兵器事件のことである。

　テロリスト達が、１００万人の市民を、謎なぞの毒ガスを使って虐ぎやく殺さつしたテロ。その事件を引き起こしたテログループの主犯格を、どうしてもリセは見つけたいのだ。そのために、学生の身分でありながら民間顧問コンサルタントとして、内閣情報捜査局ＣＩＲＯの捜査に協力しようとしている。

　リセは忠告の意味を込め、ルークに対してトゲっぽく告げる。

「あなたは同じ職場で働く同僚なんだもん。思惑はともかく、あなたの仕事が私の身を守ることだっていうなら、それはそれで否定しないわ。お互い、プロフェッショナルとして割り切りましょう。けど忘れないで。私、守ってもらわなきゃいけない程、弱くなんていないから」

　ずっと口にして言いたかったのは、それだった。

　ルークの庇ひ護ごがなければ、自分の身１つ守れない。自分は、そんな弱い存在ではない。それを明言し、証明したくて、リセの胸中には、焦あせりのようなものがあったのかもしれない。

　なぜならリセは、強くならなければいけなかったからだ。

「……そうよ」

　思わず、自らに言い聞かせるような呟つぶやきが、リセの口からこぼれてしまう。

　リセがこれまで、ずっと知らなかった事実がある。

　ある少年によって、リセがずっと守られ続けてきたことだ。

　少年は、リセがテロ事件の真実によって傷付けられぬよう、檻おりの中で口を閉ざし続けてきた。たとえその結果が、人々に誤解され、自らの命と引き替えになろうと、少年はただ当たり前のように、リセのための選択を続けてきたのである。誰からも理解されず。憎にくまれ。疎うとまれ。リセのために、まるで世界を敵に回していたも同然の生き方だった。

　少年が命がけで守っていた、リセ本人すらもが、彼のことを冷たく罵ののしったのだ。

　何も知らなかったくせに。

「……っ！」

　耐えがたい後悔が押し寄せ、胸の奥を焼く。

　どんなにリセが悔やもうが……少年はもうこの世にいないのだ。

　それを思う度に、目頭が火ほ照てり、烈れつ火かのような涙があふれ出そうになる。

　リセは、いまだに少年に甘えたくなる自分の弱さを、懸けん命めいに押し殺そうとする。

「……もう誰かに守って貰もらえなくたって、私は１人でだって……！」

　そこまで言って、リセはハッと気づく。

　ばつが悪そうに表情を曇らせると、俯うつむいてルークに謝った。

「ごめん。……最近ずっと私、感じ悪いよね」

　ルークは変わらぬマイペースな雰ふん囲い気きで、ヒラヒラと手を振ってみせる。

「気にしてないよー。逆に、リセちゃんの考えがわかって、良かったくらいだよ」

　ルークは言った。

「内閣情報捜査局ＣＩＲＯに〝子供扱い〟されてるみたいに感じるのがイヤだっていうのはわかったよ。でもそろそろ、そんな硬い顔するのはやめよ。これからみんなと会うんだからさー」

「……そうだね」

　少し元気がない様子ではあったが、ようやくリセも、小さく微笑ほほえんで同意する。

　ルークに言われたせいもあるが、たしかに少しは気分を切り替えなければ、滅入ってしまうことを理解しているのだろう。リセなりに、努力はしようとしている態度だった。

　やがて２人がやって来たレストランは、どこにでもあるチェーン店である。

　店に入ると、先に来て待ってくれていたクラスメイト達が出迎えてくれた。

　最初は小規模な人数で行う歓迎会なのだと聞いていたのだが、人数をざっと見れば、クラスのほぼ全員が集まってきているようだった。予想外の大人数に戸惑っていたリセを、クラスメイト達は気さくに迎え入れてくれた。

　テーブルは、男子席と女子席に分かれている。リセとルークは女子席に並んで座り、そんな２人の周囲を囲うように、他の女子達が取り巻いてきた。

　やがてクラスメイト達は、お互いに自らのグラスの縁をぶつけて乾杯をする。

　リセとルークの歓迎会は、和やかな雰ふん囲い気きの中で始まった。

　クラスメイトが各おの々おのに談笑を始めてにぎやかになった頃だった。

　リセは向かいの席に座る、この会の主催者であるメガネの女子に話しかけた。

「あ、あの」

「んー？　どないしたん？」

　メガネの女子は、テーブル席でリセの向かいに腰掛けている関西弁の少女だった。

　ショートヘアに、少し洒落しやれたデザインのメガネ。活発で勝ち気そうな雰ふん囲い気きの少女である。

「何だかごめんね。私達２人のために、こんな集まりを開いて貰もらっちゃって」

「あー、そんなん気にすることないで。何せこの歓迎会は、歓迎会にかこつけた、新クラスの懇こん親しん会でもあるんや。そんなに畏かしこまらんといてーな」

　その返事は、少し意外なものだった。メガネの女子は、にこやかに微笑ほほえみながら続けた。

「リセちゃん達だけやのーて、実はうちらも、まだお互いのことをよーわかっとらんねん。２年に進級して、クラス替えがあったばかりやろ？　１年の時とは、クラスの顔ぶれもだいぶ違ってて、これから人間関係も１からスタート状態や。せやから１年の頃から葉よう台だい高校にいるうちらでも、今のクラスメイトのことは、お互いによく知らんねん。っちゅー意味で、転校生のリセちゃん達と大して変わらん境遇や。ほんま良いタイミングで転校してきたもんやな」

「そっか。そう言われてみると、そうかもしれないね」

「リセちゃんも、ルークちゃんも、これからよろしく頼むで！　あ、ちなみにうちの名前は、大おお庭ばヒナや。以後、お見知りおきな」

　大庭ヒナはリセにウインクをしてみせた。リセ達が挨あい拶さつを交わしていると、会話が聞こえていたのだろう、近くのテーブルの男子から野次が飛ぶ。

「大庭の呼び方なんて、また〝委員長〟で良いだろ！」

「そりゃ１年の頃の話や！　２年のクラス委員長はまだ決まってないから、まーだ委員長呼ばわりは早いやろ！」

　ヒナに軽くあしらわれ、言われた男子は引っ込んだ。

　それを横目に、ヒナは少し呆あきれたように嘆たん息そくして言った。

「見ての通り、うちの学校の男子連中は調子ええ奴やつばっかでな。今日だって、リセちゃんとルークちゃんがいなかったら、こんなに人数集まってんかったと思うで」

「え、どういうこと？」

「さっきからここの席、男子にチラチラ見られてるやろ。会話まで盗み聞いてるんか知らんけど、今みたいに絡んできよる。たぶん何かに付けて、ちょっかい出してきたいんちゃうかな。みんな美人に弱いっちゅーこっちゃ。２人共、かなり可か愛わいいから」

「な、なな、いきなり何を……！」

　唐とう突とつにヒナから「可愛い」と言われ、リセはカーっと真っ赤になって俯うつむいてしまう。

　褒ほめられたり、おだてられたりするのに、リセは慣れていない。耐性がないのである。

　一方、ルークはといえば、先程から吞のん気きにウエイトレスが運んできたフレンチフライポテトを幸せそうに口いっぱい頰ほお張ばっているだけである。モゴモゴと一いつ生しよう懸けん命めいに頰を膨ふくらませて食べる愛くるしい姿が、どうやらクラスの一部の女子達にウケているようだ。

　リセとルークの反応を、悪戯いたずらっぽくニヤけて見た後、ヒナは改めての所感を口にした。

「しっかしまあ、転校生が２人も同時にやって来るやなんて、珍しいこともあったもんやで。リセちゃん、前の学校はどこだったん？　うちが知ってるとこ？」

　リセは言葉を欠いてしまう。

　３ヶ月程前に、人質事件で大々的に報道された学園である。

　その名を口にすれば、リセの過去が学内に広まり、好奇の目を向けられることになるかもしれない。クラスメイト達に、余計な気を使わせてしまうことにもなるだろう。

　噓うそは言いたくなかったが……真実を告げるのは、まだ難しかった。

「みんなが知らないところだと思う。この学校からは、遠い場所にあるから」

「ふーん。そうなんか」

　ヒナの質問を躱かわせたようで、リセは密かに胸を撫なで下ろす。

　するとヒナは、今度はルークにも同じ質問をする。

「ルークちゃんは、どこの学校から来たん？」

「んー。あたふぃ？」

　口の中に食べ物を入れたまま、張らした頰をモゴモゴさせて、ルークは答えた。

「学校っふぇ、今まで行っふぁことないなー。必要なふぉとは、周りの大人たふぃが全部教えてくれふぇたし、ふぉうやって同年代で集まって勉強するふぉかは、案外初めてふぁも」

「な、何やそれ！　ルークちゃん、名前のキラキラっぷりといい、色々とツッコミどころだらけやで！　いったいどんなところで育ったんや！」

「（ゴクリ）。フフー。それは機密事項だから、誰にも言っちゃいけないんだよー」

　口の中を空にしたルークは、すぐに注文したハンバーグのプレートに手を伸ばす。

　それを美味おいしそうに頰張り、またもや口をモゴモゴさせ始めた。

　転校生であるリセとルークはゲスト扱いであり、食事代を奢おごって貰もらえるため、財布の事情は気にしなくても良い。だがそれにしてもルークは、遠えん慮りよなく食べ過ぎであるように見えた。まあ、奢る側の女子生徒達は、キャーキャー言いながらルークの口をハンカチで拭ふいてあげたりしてるようで、不満はなさそうである。

　久しぶりに、小さな笑えみがこぼれてしまう。

　何だかそれが、あまりにも平和な光景に思えたからだ。

　自分のグラスのストローを咥くわえ、リセはオレンジジュースを飲もうとした。

　そこでリセは、自分のグラスが空になっていることに気が付く。

「あ、ジュース……おかわりしてくるね」

　リセは、空いてしまったグラスを持って席を立った。

　ドリンクバーに向かう途中で、ボンヤリと考えごとに耽ふけってしまう。

　前の学校、静せい峰ほう学園にいた頃は、クラスメイトとの付き合いが、こんなに穏やかに感じられていただろうか。裕福な家の子供ばかりが生徒だったせいか、リセはいつも、どこか気位の高い人々に囲まれていた気がする。今にして思えば、庶民的な気質の生徒など少なかったのかもしれない。こうした、気を使わなくて良い付き合いは、リセにとって妙みように新鮮に感じられた。

　たしかに居心地が良かったとは言えない静峰学園ではあったのだが……親友と呼べる友達もいたことを思い出す。あの人質事件は、その親友すらリセから奪うばい去った。

「……」

　あの日の悪夢を思い出すと、いまだに胸が苦しくて、眠れなくなる夜がある。

　酷ひどい暴力と惨さん劇げきの果てに、大切なモノをたくさん奪われたのだ。

　そのショックは、やはりまだ、リセの心に大きな亀き裂れつを残したままであるようだ。暗い気持ちにばかり囚とらわれてしまう。裸で闇やみの中に投げ出されるような、そんな不安感が消えない毎日である。……へこたれていられない。早く立ち直らなければならないと、わかってはいる。

「きゃっ！」

　リセは他の客にぶつかってしまう。ボンヤリしながら歩いていたせいである。

「ご、ごめんなさい！」

「てめえ、どこに目ぇ付けてやがんだ！」

　不運なことにガラの悪い相手にぶつかったようだった。染めた髪にピアス。あちこち破れたパンクファッションの、ガタイの良い少年である。見た目はリセ達と同い年くらいではあるが、好んで友人になりたいとは思えない、ギラギラした雰ふん囲い気きだった。

　リセにぶつかられ、いきり立ってる様子の少年。

　その近くで連れ立っていた仲間が、そんな少年を窘たしなめようとする。

「お、おいおい、向こうも謝ってんだし、面倒ごとはやめとけって、正まさ木き」

「けど、こいつがよぉ！」

「今は〝大事な時期〟だろ？　板いた倉くらさんが言ってただろうが。目立つのはやべぇって」

　板倉という名前が出た途端、いきり立っていた少年は途端に勢いを弱めてしまう。

「……ちっ、そうだったな」

　リセには何のことなのかわからなかったが、少年はリセに向けていた怒いかりを収める。

「仕方ねえ。次は気をつけろ、アマ」

　不服そうではあるが、少年達はぶつかったリセにそれ以上は因いん縁ねんを付けず、自分達のテーブルに戻って行った。目の前で凄すごまれていたせいで、リセはその場で居い竦すくんでいたのだが……胸を撫なで下ろす。どうやら事なく解放されたようだ。思わず安あん堵どのため息が漏もれてしまう。

　リセの傍そばに、ヒナが歩み寄って来た。

「ひゃー……危なかったな、リセちゃん。大丈夫やった？」

「う、うん。何とか……」

　今の一部始終を見ていたらしいヒナの顔は、少し青ざめていた。

　グラスを持つ手が震えているのを観察するに、もしかしたら助けに入るべきか迷っていたのかもしれない。持っているグラスが空であることから察っすれば、ジュースのおかわりをしようと、ドリンクバーにやって来たところで、因縁を付けられているリセを見つけたのだろう。

「今の連中、赤い缶バッジを身に着けとったやろ。たぶん〝血盟団ブラツズ〟やろうな」

「……血盟団ブラツズ？」

「知らんかった？　この辺一帯を縄張りにしてる、有名なギャング団や」

　ヒナは忠告の意味を込めて、リセに説明する。

「あちこちから不良を集めて結成されたワルの集団で、団員のほとんどが、うちらと同い年くらいらしいで。援助交際とか麻薬とか、とにかく度が過ぎたヤバいことに手ぇ染めてる連中ばっかりらしくて、でっかいヤクザが背後にいるとかいう噂うわさや。……実は今日ここに来てないけど、うちのクラスにも団員の奴やつがおるねん。あんま近づかんように気ぃ付けた方がええで」

　ヒナの話を聞きながら、リセはドリンクバーで、空のグラスにオレンジジュースのおかわりを注ぐ。その時、リセはふと、傍かたわらに見知った気配を感じて振り向いた。

　いつの間に立っていたのか、リセのすぐ傍そばにルークが立っていた。

「さっきのは危なかったねー、リセちゃん」

　どうやらルークも、今の一ひと悶もん着ちやくを監視していたような口振りだった。

　ルークはにこやかに微笑ほほえんでいるが、その笑えみは作り物のように薄っぺらく感じられる。

　……薄氷の下に押し込められた攻撃性。そうとでも言えば良いのか。リセが先程の不良に何かされていたなら、いったいルークはどのような行動に出たというのだろう。

「そうそう。リセちゃんのスマホ持ってきたよー」

　ルークが差し出してきたそれは、たしかにリセのスマートフォンである。

　通学鞄かばんの中に入れてあったはずなのだが……どうやらテーブルの隅に置いてあったリセの鞄を、ルークは勝手に開けたようだ。

「呼び出しっぽい感じの連絡がきてたから、急ぎかなと思って」

　見ればメールの着信が１件きているようだ。

　待ち受け画面には、メールを送ってきた相手の、登録名が表示されていた。

　イーグルアイ。内閣情報捜査局ＣＩＲＯの情報分析官の、コードネームである。

　リセはルークから、スマートフォンを受け取る。

　メールを確認すると、「雨の予報有り。傘を届けて」という短い内容だった。

　一見して意図不明だが、それは隠語である。意味は「至急、連絡して欲しい」だった。

　リセは電話帳から、内閣情報捜査局ＣＩＲＯの番号を呼び出して電話をかける。

　短いコール音の後に、繫つながった通話先からはガイダンスが流れた。識別番号を入力しろというメッセージに従い、自分に割り当てられた番号を入力すると、ようやく受話口に人が出る。

『イーグルアイよ。そちらは？』

　誰が電話をかけてきたのか、すでに電話番号から探知しているはずだろう。

　だが敢あえて聞いてくるのは、かけてきた相手が、本物であるかどうかを確認するためだ。

「──〝女王クイーン〟です」

　リセは少なからずの覚悟を持って、自らに与えられたコードネームを告げた。

　もう後には戻れない。あの人質事件から、リセの生活の全ては変わってしまっていたのだ。

　高校生でありながら、情報捜査機関に協力する民間顧問コンサルタント。

　それこそが、今のリセの現実なのである。
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　歓迎会を途中で抜けて、リセとルークは地下鉄に乗っていた。

　まだかろうじて通勤ラッシュの時間帯ではないため、電車内に人の数はまばらである。

　電車のシートに、２人で並んで腰掛けていると、ルークが首を傾かしげながらリセに尋たずねた。

「……インターネット公開処刑事件？」

　今しがたリセの口から聞かされるまで、ルークはその事件名すら知らなかったらしい。

　怪け訝げんそうにしているルークに、リセは言った。

「２週間くらい前から、マスコミを騒さわがせてる事件だよ。聞いたことなかった？」

「んー。あたし、テレビとか新聞とか、あんまり見てないから。時事には疎うといんだよねー」

　何も知らない様子のルークに、リセはひとまず、状況を理解させることにした。

　自分の鞄かばんからタブレットＰＣを取り出して、イーグルアイから送られてきた、事件ファイルのデータをルークに見せてやる。画面に写真やイラスト付きの事件情報が表示されると、ルークの瞳ひとみは興味津しん々しんな幼子のように、無む邪じや気きに輝く。

「インターネット公開処刑事件っていう呼び方は、世間で言われてる俗称だよ。警察が名付けた正式な事件名称は、連続動画配信殺人事件って言うみたい。特定の犯人が連続で犯行を行っていることから、名前の通り、連続殺人に分類されてるよ」

「俗称の方が、呼び方かっこよくないー？」

「フフ。そうかも」

　画面をスクロールさせ、リセは事件の大まかな経過表を表示させる。

「被害者は、判明しているだけで５名。最初は、郊外の団地で起きた殺人事件だったわ。殺害されたのは女性で、昼夜関かかわらずに騒音を出して、近隣住人に疎うとまれていた人だったみたい」

　リセは凄せい惨さんな写真を見て、一いつ瞬しゆんだけ表情を硬くしてしまう。僅わずかな間の後、告げた。

「……その殺人事件が特殊だったのは、女性が首を搔かき切られて、死亡するまでの一部始終が、インターネットの動画配信サイトで生配信されたこと。〝インターネット公開処刑〟と呼ばれる所以ゆえんだよ。初期の頃は、よくできたトリックムービーだと思われてたみたいだけど」

「人殺しの生放送かー。そんなの放送したところで、見たい人なんているのかなー？」

「その動画の再生数は当初、削除されるまでに３０００回はあったみたい。動画を保存していた視聴者が再アップロードしたりしていて、今では削除が追いつかないみたいだよ。結局、現在では世界各国の視聴者がいつでも見られる状況で、１００万回の再生数を超えてるみたい。インターネットに１度アップロードされたものは、簡単に消せないんだね」

「ふんふん。意外だなー。人が殺されるのを動画で見たい人って、世の中にはそんなにいるもんなんだ。誰かが殺すのを見てるより、自分で殺す方が、まだ楽しめると思うけどなー」

　納得している様子のルーク。その発言が少し引っかかりはしたものの、リセは続けた。

「その最初の事件を皮切りとして、動画配信者である犯人の犯行は、次第にエスカレートしていったわ。２人目の被害者は、クラスメイトをいじめて自殺させた不良。３人目の被害者は、育児放棄で自分の子供を餓が死しさせた母親。そして４人目の被害者である、陣じん台だい総合病院の医院長の殺人動画配信で、この事件の犯人は一いち躍やく有名になったと言えるね」

「何で？」

「それまでの一連の事件の被害者は、世間に顔を知られていない一般人だったんだよ。でも４人目の医院長は違った。病院で起きた医療ミス隠いん蔽ぺいを巡って、ワイドショーで連日スキャンダルを放送されていたの。その人の衝撃的な公開処刑が、ある日、動画配信された」

「あー。なるほどねー。みんなが顔を知ってる有名人が殺されたから、そこで初めて、今までの動画がトリックムービーなんかじゃないって、広く認知されたのかー」

「そうだと思う。それまで無名の人しか殺害してこなかった犯人は、有名人にまで手にかけるようになったの。５人目の被害者も有名人。テレビで連日叩たたかれていた女優だよ」

「んー。何かそのニュースは、あたしも最近どっかで見たような気がするなー」

「被害者を殺害する方法は毎回違うわ。だけど一連の事件全てで共通していることもある。犯人は必ず、ベートーベン作曲の〝よろこびの歌〟を犯行時に口ずさんでいるのが、配信された動画で確認されてる。そして社会悪とされる人々を、インターネットの生放送で次々と公開処刑していく。この犯行手口から、一連の事件は連続殺人だと考えられたみたいだね」

　そこまで説明すると、リセはタブレットＰＣを鞄かばんに戻した。

　ルークに今話した内容は、ニュースを見ていれば、誰でも知っている話だった。

　ここから先は、マスコミに報道自じ粛しゆくを促うながしている情報である。一般人が乗り合わせているこの電車内で、ＰＣ画面に機密情報を表示させて話すのはまずいだろう。リセは周囲の人々に見聞きされていないことを確認してから話した。

「──〝公共の敵パブリツク・エネミー〟。犯人は、その名を名乗って動画配信をしていたわ。彼は２日前に、突然、最寄りの警察署に自首してきたらしいの」

「自首？　何で？」

「わからない。彼についてわかっていることは、警察関係者でも、まだ少ないみたいだよ」

「２日も前に捕まえたのに、わかってることが少ないって変じゃない？」

「その通りだと思う。けど自首してきたと言っても、身分証とか、犯人の身元に繫つながるような所持品は何も持っていなかったそうなの。それに……犯人は全身に火傷やけどを負っていて、本来の目鼻立ちがわからない。だから警察も、いまだに外見から、年齢や身元を洗い出せていないみたいだよ。今わかっているのは、男であるということ。それと、スロートマイクでしか喋しやべれない障がい者で、機械音声で話すみたいだけど、その声が犯行動画で流れていた鼻歌の声と合致したということ」

「へー。本当の顔だけじゃなくて、本当の声までわからないんだ」

「うん。ちなみに殺人動画には、１度も犯人の姿が映っていなかった。だから、その声だけで犯人とは断定できなかったみたいだよ。たぶんそれがわかっていて、犯人は、５人目の女優殺害に使用した狙そ撃げき銃じゆうを持参してきたんだと思う。その証拠が本物だって認められてから、ようやく犯人だって認められたけど、身元は不明のまま」

「どこから来た誰なのか。正体不明の男ジヨン・ドウかー」

「その男を〝観察する〟のが、今回の私の仕事みたい」

　狩か月げつからの依頼は、インターネット公開処刑事件の犯人を観察すること。

　それによって犯人に関する何らかの情報が得られないか、期待されているのだ。

　頑張らなくてはならない。

　話している内に、電車は降りる予定の駅に辿たどり着く。

　桜さくら田だ門もん駅。地下鉄有ゆう楽らく町ちよう線の駅の１つである。

　リセとルークは席を立つと、ホームに出た。

　エスカレーターを上った先の改札口を出ると、壁に貼られていた駅の構内地図を見た。

　……実はこれまでにあまり来る機会のない駅であったため、リセは、目的の出口がどこにあるのか知らなかったのである。リセは目をグルグルと回しながら悩み始めた。

「えっと、えー…………あっちかな」

「うーん、残念。意外とリセちゃん、方向音おん痴ちなんだねー。正解はこっちだよ」

　モタモタしているリセの前を、先導するようにルークが歩き始める。

「[image: ～][image: ～]っ！」

　できれば秘密にしておきたかった。だが方向音痴であることが呆あつ気けなくバレて、リセは恥はずかしさから頰ほほを赤らめる。気を取り直しながら、ルークの背中に付いて行くことにした。

　おそらくルークは、この駅に何度か来たことがあるのだろう。

　迷いのない視線運びと足取りを見ていれば、察するのは簡単である。

　出口に続く階段を上り続けると、やがて階段が尽つきたところで地上に出る。そこは遊歩道になっていて、隣接している広い道路を隔へだてた先に、大きなビルが建っていた。

「んー。東京都の都警察に所属している警察官って、たしか今は５万人だったっけー」

　夕焼け空の下に映えるそのビルを指差しながら、ルークはリセに言った。

「都警察の大本部。それがあのビル、警視庁本部庁舎だよー」

　18階建ての庁舎の上には、アンテナのような赤い鉄骨の塔が突き立っている。

　東京都知事管かん轄かつの、都警察の本部ビルだ。周囲には他にも、官庁が並び立っていた。

「この辺は通称、霞かすみヶが関せきって呼ばれてる場所だねー。もしかして、実物を見るのは初めて？」

　子供のように目を輝かせてビルを見上げるリセを、ルークは悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんで茶化した。

　図星を突かれたリセは、頰ほほを染めながら誤ご魔ま化かすように咳せき払いをする。

「べ、別に良いでしょ。さあ、狩か月げつ局長が待ってるよ。行こう」

　今度はリセが、ルークの前を率先して歩き始めた。

　……少しだけ、複雑な心境だった。

　ここには昔、リセの父親が働いていたはずなのだ。

　緋ひ上かみ警視総監。

　血の繫つながった本当の父親ではなかった。生前に、会って話せた時間も少なかった。けれどリセの中では、いまだに父親というかけがえのない存在には変わりないのだ。

　それはたとえ、偽物の父親だとわかった今でもだ。

「わわ、何あれ。庁舎の玄関に人だかりができてる」

　ルークに言われ、リセは考え事を中断する。促うながされ、庁舎の玄関口付近に目を向けた。

　カメラを持ったカメラマン達。マイクを持ったレポーター達。

　いずれも、どこかのテレビ局の人間であることは、見て明らかだった。

　周辺にはアンテナの付いた中継車も数台駐とまっており、それら車体に描えがかれた放送局のロゴはそれぞれ違っている。１局や２局などではなく、東京のキー局が全てこの場に集まって来ているように見えた。中には、ボイスレコーダーを手にしている新聞社の記者までいる。おおよそ見た限りの人数では、マスコミ関連の人々が、40人くらいはいるように見えた。

「あれって……今回の事件の取材に来てる人達なのかな？」

「すごいんだねー。こんなに注目されてる事件だったんだー」

　今は放送中ではないらしく、局ごとにスタッフが集まって談笑している様子だった。ただ、マスコミが玄関口前で大々的に展開しているため、なかなかに往来の邪じや魔まになっている。

　苦にが々にがしい顔で、リセは言った。

「困ったね。あそこを通って庁舎に入るの、何かちょっと大変そう」

「んー。話しかけられるのはイヤだし、裏口から行く？」

「え。裏口からの入り方なんて知ってるの？」

「まあねー。あっちだよー」

　ルークは横断歩道の向こうにある、庁舎の地下駐車場の方角を指差した。

　どうやら裏口とは、地下駐車場の方向にあるらしい。ルークは霞かすみヶが関せきによく来ているのだろうか。色々と妙みように詳くわしい。改めてリセは、ルークが内閣情報捜査局ＣＩＲＯの人間であることを再認識した。見た目は普通の女の子でしかないというのに、やはりどこかで何かがおかしいのだ。

　ルークの言う裏口に向かうべく、リセが横断歩道を渡ろうとした時だった。

　唐とう突とつにルークが、リセの腕を摑つかんで引き留めた。

　リセは道路に踏ふみ出す直前だった足を引っ込め、予期せず手を摑んできたルークを振り向く。するとルークの表情からは、それまでの、のんびりとした雰ふん囲い気きが消え失うせている。周囲に目を凝らし、何かを見つけようと懸けん命めいな様子に見えた。ルークは大真面目まじめに警告した。

「様子がおかしい」

　何のことかわからなかった。

　おかしいとは何のことを言っているのか。周囲の景色は、穏やかな春の夕暮れであり、異常と呼べるようなものは見当たらない。この光景の中に、ルークは何を察知したというのか。

　ふと────トラックが走ってきた。

　この一帯には工場や倉庫などの建物が少ないため、道路を走っているのは、専もつぱら家庭用の乗用車ばかりである。そんな中、大型の輸送コンテナを積載しているそのトラックは、路上で少し目立つ車両だった。

　トラックは庁舎に向かってハンドルを切り、マスコミ関係者が集まっている玄関口に近付いて行く。そうして報道陣の一団の、すぐ傍そばで停車した。

「……？」

　その奇き妙みような行動に、誰もが違和感を感じた。

　物資の搬入であるなら、なぜ庁舎玄関前に停車するのか。そもそも、大型トラックで庁舎に運び込む必要があるものとは何なのか。……トラックの荷は何なのだ？

　ルークは冷静に、しかしリセの腕を乱暴に引っ張った。

　わけがわからないうちに、リセは、すぐ傍にあった鋼鉄製の地図案内板の背後に押しやられる。ルークは自分の通学鞄かばんを手早く開けると、中から──自動拳銃を取り出した。

　予期せぬルークの行動に、リセは驚きよう愕がくしてしまう。

　弾倉マガジンの弾たまを確認し、ルークは慣れた手付きで銃底からそれを押し込む。安全装置を解除し、自身も案内板に身を隠してから、庁舎の方を覗のぞき見るようにしている。

「ルーク、いったい何を──」

　リセが問う間もなく、異変は起きた。トラックに積載されていたコンテナの後部扉が開き、中から複数人の人影が飛び出してきたのである。

　人影は３人。顔をガスマスクで隠しているが、体格からして男性のようだった。

　彼かれ等らは手際良く、コンテナの中から、等身大サイズの立方体を引っ張り出す。どうやらそれは、弾力のあるクッション材の塊のようだ。それを庁舎前の所定の位置に置くと、男の１人がコンテナの中から、大きな筒状のものを取り出した。その筒の先にペットボトルのような形状の弾丸を込め、庁舎４階の壁に向かって狙ねらいを定める。

　ロケットランチャーである。

　男の１人は躊躇ためらいなく引き金を絞り、ロケット弾を発射する。

　弾頭を射出した砲身の反対側からは、激しいバックファイアが吹き出るのが見えた。

　発射された弾たまは、男が狙ったのであろう庁舎４階の壁を吹き飛ばす。轟ごう音おんと共に地響きがし、弾頭に吹き飛ばされた壁の部材やガラス片が、周囲に容よう赦しやなく降り注いだ。

「お、おいおい！　今の撮ったか!?」

　惚ほうけていた報道陣だったが、誰かが口にしたその一言で目の色が変わる。

　目の前で起きている特ダネをものにしようと、皆が躍やつ起きになり始めたのだ。

　危険人物の一団がすぐ傍そばにいるというのに、報道陣はトラックから出てきた男達に、次々とカメラを向け始める。レポーターはスタジオのキャスター達を呼び出し、どこの局も生放送を始めたようだった。名声欲に駆かられた命知らずばかりである。

　風穴の空いた本部庁舎の４階壁面。そこはどうやら取り調べ室だったようだ。

　穴の向こうから、人影が飛び出してくる。

　その場で上がった動どう揺ようの声や悲鳴など気にせず、飛び出してきた人影は、男達が先程設置したクッション材の上に見事に着地した。そうしてクッション材の上から、庁舎玄関前の地面に降り立つと、何事もなかったかのように報道陣に向かって歩いて行く。

　飛び降りてきた男は、両手に手て錠じようをはめられていた。

　警察関係者などではなく、犯罪者なのは間違いないだろう。

　だがまるで場違いなタキシード姿である。その顔は、酷ひどい火傷やけどで目鼻立ちすらわからない。リセは、あまりにも特徴的なその顔に見覚えがあった。

「公共の敵パブリツク・エネミー……！」

　固唾かたずを吞のみながら、リセは断定する。

　一斉にカメラを向けてくる報道陣に、公共の敵パブリツク・エネミーはにこやかに微笑ほほえんでいるように見える。

　公共の敵パブリツク・エネミーが飛び出してきた穴からは、何人かの刑事が顔を出して地上を見下ろしていた。報道陣と相対している公共の敵パブリツク・エネミーを発見するなり「犯人が逃走した！」と無線に喚わめいている。

　逃走した。

　その言葉で、ようやくその場にいた誰もが状況を理解できた。

　この電光石火の出来事とはつまり、公共の敵パブリツク・エネミーの〝逃亡劇〟なのだ。

　────鼻歌が聞こえ始める。

　肉声ではない。男の喉のど元もとのスロートマイクから発せられる、歪いびつな機会音声で奏でられた歌だ。いつ刑事達が玄関前に殺到してきて、取り押さえられるかもわからないというのに、公共の敵パブリツク・エネミーは焦あせった様子すらなく、吞のん気きに鼻歌を歌っているではないか。

　よろこびの歌だ。

　これまでのインターネット公開処刑事件において、犯人が常に口ずさんでいた曲である。

　公共の敵パブリツク・エネミーの鼻歌が合図であったかのように、トラックのコンテナの中から、さらなる男達が飛び出してきた。信じられないことに、いずれも肩からベルトで、アサルトライフルを提さげているのが窺うかがえる。まさしく、ガスマスクをかぶった武装集団にしか見えない。

　武装集団は横一列に並び、報道陣の前に対たい峙じした。

「こ……これは何の冗談？　あなた、インターネット公開処刑事件の犯人でしょう？」

「た、たしか、社会悪だけを殺す、ダークヒーローだったはずなんだよな……？」

　武装集団から一斉に銃口を向けられたところで、報道陣は青ざめる。

　公共の敵パブリツク・エネミーの目的が何なのか、こうなれば明白だったからだ。

　ただ鼻歌を歌い続けるだけで、公共の敵パブリツク・エネミーは報道陣の疑問に答えない。代わりに、手振りで武装集団に合図を出す。すると報道陣に銃口を構えていた男達が、声を荒げて宣言した。

『公共の敵パブリツク・エネミーに死を！』

　たちまちそれぞれの銃身から銃火が迸ほとばしり、放たれた銃弾は、容よう赦しやなく目の前の人間達を破壊していく。無数の銃弾を浴びせられたマスメディアの人々は、まるで不器用に踊る人形のようにクネクネと動いた。手がもげ、胸が抉えぐれ、頭が吹き飛ばされても、死の踊りは止まらない。硝しよう煙えんが立ち込める庁舎玄関前に、赤い血ち飛沫しぶきで霧きりを作り、物言わぬ肉にく塊かいと化してから、ようやくその場に倒れ伏すことを許される。

　銃声がやんだ頃、公共の敵パブリツク・エネミーの鼻歌も終わっていた。

　武装集団は銃を手放すと、その場に取り落とされていた報道陣達のカメラを拾い上げる。

　今の発砲で壊れてしまったものもあったが、まだ生きているカメラは、各局のスタジオに繫つながったままの様子だった。それらのカメラを、公共の敵パブリツク・エネミーに向けた。

《マスコミ──他人の不幸を衆目に晒さらすことで、莫ばく大だいな富を得る。悪魔の娯楽屋です。彼かれ等らの中にもまた、多くの公共の敵パブリツク・エネミーが潜んでいる。ここで死んだのは、そのほんの一部ですよ》

　カメラの向こうで自分を見ているであろう幾万の視聴者に、公共の敵パブリツク・エネミーは語りかける。

《この国には、まだまだ断罪されるべき数多くの公共の敵パブリツク・エネミーがいます。それら多くの罪人は、いまだ咎とが人にんであるということさえ人々に認識されておらず、野放しとなって、我々の社会の中に溶け込んでいる。しかしご覧なさい。警察には、それらを罰する力はありません》

　公共の敵パブリツク・エネミーは手振りで武装集団を促うながし、黒煙を上げている庁舎を撮影させる。

　警察の無力を印象付けた上で、その後に改めて断じた。

《私は警察に代わり、社会に潜む公共の敵と戦う者です。ご存じの通り、私はこれまでにも多くの敵達を屠ほふってきました。私が敵を殺せば殺す程に、敵達は自分の愚かな行いが、自らの死を招くことを思い知ることでしょう。私という存在を恐れ、誰もが悪事を働くのを躊躇ためらうようになる。私は社会をより良くするために、この殺さつ戮りくをやめないのですよ》

　フロントロビーに、公共の敵パブリツク・エネミーを取り押さえようとする刑事達の姿が見え始めた。

　だが構わず、狂った公共放送は続けられた。

《さあ、これから皆さんに、さらなる恐怖を与えて差し上げましょう。次はこれまで以上の大物を狙ねらうことにしました。私に狙われたなら、誰も逃げられない。どこにいる誰だろうとね》

　地獄の業火で焼け爛ただれた顔に、禍まが々まがしい笑えみが浮かぶ。

《今から50時間後────私は〝この国で最も罪深き者〟を殺します》

　絶対の確信を持って、公共の敵パブリツク・エネミーは宣告した。

　そうして庁舎前に乗り付けられたトラックに乗り込み、武装集団と共に撤収する。

　駆かけ付けた刑事達が、逃げ去ろうとするトラックの荷台に拳銃を撃うち込み続けた。

　だがもはや、走り始めた車両を止めることはできない。

　トラックが見る見る間に遠ざかって行くのを、誰しも見守ることしかできなかった。

　その場に残されたのは、凶悪犯を取り逃したことに愕がく然ぜんとする刑事達と、数え切れない死体の山。そして予告された、あと２日という、誰かの死のタイムリミットだけだった。
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　首相官邸。

　公称では地上５階、地下１階からなる、内閣総理大臣の執務場である。

　日付が変わった深夜であるというのに、官邸の会議室の１室は、明かりが絶えずにいた。円卓のテーブルに座して議論を交わしているのは、緊急招集された、日本国の重じゆう鎮ちんばかりである。

「まったく、これは何という失態だ！」

　深く憤いきどおりながら、激情を露あらわに喚わめいているのは、白髪の老人だった。

「都警察の大本部が、ならず者達の一撃を受けた！　しかもマスメディアが全国に生中継をしているその場で、犯人の脱走を許し、挙げ句の果てに多くの犠牲を出したというんだ！　こんな失態は、５年前に起きたテロ事件以来だぞ！　痛恨の極みだ！」

「落ち着いてください、伊い波なみ外務大臣」

　鼻息荒い外務大臣の怒いかりを、冷ややかな口調の男が窘たしなめる。

　小じわの多い、初老の男性だった。高級スーツに身を包んだメガネの男で、聡そう明めいな顔付きをしていた。男は愛想笑いも浮かべず、淡たん々たんと外務大臣に言う。

「テレビでの生中継は、各放送局の配はい慮りよのおかげで途中中断されています。あの場に居合わせた報道関係者37名の射殺場面も、犯人の思想演説も、いずれも放送されていません」

「危機認識が甘くはないか、安あん斎ざい警察庁長官！」

　外務大臣は、警察庁長官の肩書きを付けて男を呼ぶ。

　そうして皮肉っぽく、事実を口にした。

「犯人グループは自前のカメラも持ち込んでいたんだ！　地上波では流れなかったというだけで、奴やつ等らが撮った映像は、すでにインターネットの動画サイトに垂れ流されているんだぞ！　今は接続事業者プロバイダ各社に動画を削除させているから、一時的に動画の拡散は押さえ込めているが、個人でダウンロードされたものには歯止めが効かん！」

「一時的にでも押さえ込めているというのは朗報です。この間に話題逸そらしのニュースを報じれば、国民の興味はそちらに移り、事件のことを風化させることは可能でしょう」

「何が朗報なものか！　インターネットへの流出は、イコールで海外への流出に等しい！」

　頭に血が上っているらしく、外務大臣の眉み間けんには青筋まで浮かんでいた。

　苛いら立だった態度を隠すこともせず、外務大臣は警察庁長官をなじった。

「各国があのニュースをどんな目で見たか想像してみろ！　日本の治安機構が無能だという印象を与えるには十分だ！　あのテロ以来、外務省がどれだけの苦労をして、国家のマイナスイメージを払ふつ拭しよくする外交努力をしてきたと思っているんだね！　先日の厚労大臣殺害事件の火消しもまだ十分ではないこの時期に、さらなる大問題を、よくも持ち込んでくれたものだよ！」

「わかっています。しかし警視庁としても、犯人が単独犯ではなく、まさか共犯グループのいる複数犯であるということは把握していなかったようです。しかも武装集団による霞かすみヶが関せきの襲撃計画があるなどとは……内閣情報捜査局ＣＩＲＯや公安調査室から何の事前情報もなかった、あの状況ではどうしようもありませんでした」

「ほう。まるで警察だけの責任ではないような口振りじゃないか……！」

「私は事実を口にしただけです。ものは取りようですがね」

　一歩も譲ゆずらない２人のやり取りに、口を挟はさむ者はいなかった。

　円卓を囲んでいるのは、いずれも弁論において百戦錬れん磨まの古ふる狸だぬき達である。自分の受け持つ組織が責任を負わぬよう、事態を静観している者ばかりだ。沈ちん黙もくこそが良策であり、この難解な状況では、下手へたに手出しをしないのが無難。それを理解しているためである。

「やれやれ、見苦しい」

　しかし、口を挟む者もいる。

　円卓の議事席で、腕組みをして鎮ちん座ざする男だった。

　厳いかつい顔の老人である。鍛きたえられた太い筋骨は、スーツに隠れていても見て取れた。

　防衛大臣の千せん崎ざき。

　公共の敵パブリツク・エネミーの取り調べの際、別室で狩か月げつと目が合った男である。

「ここは〝情報統合連絡会インテリジエンス・コミニテイ〟。国の安全に関かかわる情報を共有し、関係各機関が会して議論する場だ。この打ち合わせの結果によっては、国内のテロ警戒レベルを大きく引き上げなければならなくなる。総理や、国家安全保障会議のメンバーが、首を長くして報告を待っているんだぞ。関係がない責任追及の話題は、別の場所で議論してはくれないものかね」

　千崎の指摘に、外務大臣も警察庁長官も黙だまり込んだ。

　この重じゆう鎮ちん達が集つどう場において、誰もが千崎に一目を置いているのが態度でわかる。それくらいに、千崎という男の存在感は大きかったのである。次期総理大臣候補としても注目される千崎を、敵に回したい者など皆無だった。千崎は有力者なのである。

　ようやく議事を進められそうな沈ちん黙もくと集中が得られ、千崎は言った。

「本件については、内閣情報捜査局ＣＩＲＯ、公安調査室、海上保安庁で事前に情報を整理して貰もらってきている。狩月局長から説明して貰おう」

「承知しました」

　円卓の中に、狩月も座っていた。

　狩月は立ち上がると、各席に置かれたノートＰＣ画面を見るよう、各自に促うながした。

「まずは脱走した、〝犯人について〟簡単に振り返ってみましょう」

　狩月が促したＰＣ画面には、醜みにくい火傷やけどの顔の男が表示された。

「自称、公共の敵パブリツク・エネミー。依然として、年齢、住所、職業、経歴不明。わかっているのは、全身火傷の男であるということ。そして５人の人間を殺害したということだけです」

　重鎮達に注目される重たい空気の中、狩月はいつもの穏やかな態度で説明を続けた。

「彼の犯行原理はいたってシンプルです。彼が独自の思想によって、社会悪であると見なした人物を殺害しています。被害者の殺害方法に一貫性はありませんが、必ず殺害場面をインターネットで生放送するという、共通した犯行手口があります。彼は被害者殺害に用いた狙そ撃げき銃じゆうを証拠として持参し、最寄り警察に出頭してきました。わざわざ自首して来たというのに、脱走したわけです」

　狩か月げつの説明の途中で、いきなり外務大臣が口を挟はさんできた。

「犯人は社会悪を罰しているつもりの英雄気取りなんだろう？　しかし今回の犯行で罰せられた悪とは何だ？　まさか子供地味たレッテル貼りで、マスコミが社会悪なのだとでも言うつもりじゃないだろうな。だとすれば、これまでの事件との一貫性は崩れたんじゃないのか」

　先程の警察庁長官との口論で、いまだ怒いかりが収まらないのだろう。口調が刺とげ々とげしかった。

　しかし狩月は意に介した様子もなく、マイペースに答える。

「いいえ。今回も一貫していましたよ。犯人の目的は、〝特定のマスコミ関係者〟の公開処刑放送。全てはそのためであったのだと考えられています」

「特定のマスコミ関係者？　どういうことだ」

「ちょうど良い質問です。次の話題に移りましょう。犯人の〝今回の犯行について〟です」

　狩月がそう言うと、ＰＣ画面に３人の見知らぬ男女の顔が表示された。

「被害者達の過去を洗ったところ、霞かすみヶが関せき前で射殺されたマスコミ関係者の内、特定の３人が、公共の敵パブリツク・エネミーに社会悪として狙ねらわれていたのではないかと推察されています。特定の３人とは、津つ根ねエイキチ、矢や吹ぶきサキ、稲いな田だゲンスケ。過去に放送倫理に触れる問題を起こし、今も多方面から過激報道を糾きゆう弾だんされている、業界では有名な方々でした。その他の被害者も、きなくさい経歴の方ばかりでしたよ。だから公共の敵パブリツク・エネミーは、あの場の全員を皆殺しにしたのでしょう」

「……では今回もまた、社会悪を狙った犯行だったということかね」

「はい。内閣情報捜査局ＣＩＲＯの分析では、そうであるという結論です」

　狩月は、外務大臣を肯こう定ていする。

「３人はいずれも、過去に凄せい惨さんな殺人事件の現場報道に関かかわっており、意図的に加害者家族の個人情報を流出させたり、被害者家族に対する行き過ぎた密着取材を行っていたことがあるようです。彼かれ等らが取材に現れることは、公共の敵パブリツク・エネミーからすれば予測しやすかったことかと」

「つまり犯人は、わざと逮捕され、自らを餌えさに使うことで、１カ所に多くのマスコミ関係者を集めることに成功したというわけか。殺害目的でだ」

「ええ。そして集まった大半の人間は、彼にとって死に値する社会悪ばかりだったわけです」

　狩月の説明を聞いていた千せん崎ざきが、表情を険しくして言った。

「……わざわざ警察に出頭して、自らを窮きゆう地ちに立たせてまで獲物を誘い出す。大胆不敵。恐ろしく頭が切れるのか、狂人の成す無む謀ぼうな愚行か。いずれであれ、目的は達したわけか」

　敵ながら感心するべきなのか、千崎の胸中は複雑な様子だった。

　狩月は続けた。

「犯行の舞台に、都警察の本部を選んだのは、警察のメンツを潰つぶすための挑発行為であったとも取れます。脱走決行時刻は18時ちょうどでした。一般家庭では夕飯の団だん欒らん時で、テレビを見る視聴者が増える時間帯です。多くの人々に、自分の殺人放送を見て貰もらいたかったのでしょうね。当番弁護士を呼んで取り調べを長引かせていたのは、作戦開始時間に味方が救出に来るまで、自分があの取り調べ室に留まるのが目的だったようです」

「その説明は、少し解げせませんね」

　次に口を挟はさんできたのは、警察庁長官だった。

「犯人の味方である、あの謎なぞの武装集団。彼かれ等らはどうやって、公共の敵パブリツク・エネミーが囚とらわれている取調室の場所がわかったのですか。警視庁本部庁舎に取調室は無数にあります。あの脱出劇が、自首する前に計画されていたものだったとしたら、公共の敵パブリツク・エネミーは、自分がどの取調室に通されるのか、事前に知っていたことになりますよね。まさか警察の身内に内通者がいたとでも？」

「呼ばれた当番弁護士が、公共の敵パブリツク・エネミーの仲間だったんですよ」

　狩か月げつはにこやかに、警察庁長官の、予想の斜め上をいく回答を示した。

「調べたところ、公共の敵パブリツク・エネミーが当番弁護士を依頼した形跡はありませんでした。日弁連は依頼がなければ、当番弁護士を派遣したりはしません。つまりあの弁護士は、勝手に公共の敵パブリツク・エネミーの弁護に来ていたことになる。その件で本人を追求したところ、公共の敵パブリツク・エネミーに家族を人質に取られ、従わされていたことがわかりました。彼は時間稼ぎ役であり、武装集団との連絡係でもありました。公共の敵パブリツク・エネミーは、我々の目と鼻の先で、取調室の場所を連絡していたわけですよ」

　狩月の説明を聞き、警察庁長官が表情を険しくして言った。

「……世間に公表できない事実ですね。今の情報は、極秘扱いとしてください」

　それに頷うなずくと、狩月は次の議題に進む。

「次に、公共の敵パブリツク・エネミーの共犯グループである〝謎なぞの武装集団について〟です」

　ＰＣ画面には、犯人グループによってインターネットにアップロードされた動画が再生され始めた。銃を構えた男達が、無残にマスコミ関係者達を撃うち殺す場面である。

　その凄せい惨さんな場面から、思わず目を逸そらしてしまう会議出席者もいた。

　それぞれの反応は気にせず、狩月は容よう赦しやなく話を続けた。

「インターネットに上がっている動画を見る限り、庁舎を襲った人数は９人。いずれもアサルトライフルの扱いが手慣れています。トラックを駐とめてからの一連の犯行手際も良く、それなりに訓練されている集団であると考えて間違いないでしょう。自衛隊レベルの練度には遠く及ばないにしろ、最低限の射撃訓練を受けているくらいには動けています」

「素人ではない、か……それは由々しき事態だぞ」

　所感を口にして出したのは、千せん崎ざきである。

「あれだけの火器を持っている、素人しろうとではない戦闘集団が、市民に混じってこの都内のどこかに潜伏している。その事実だけでも、テロ警戒レベルを上げるには十分な理由だとも」

「そ、それだけじゃないでしょう！　問題となるのは彼かれ等らが何者で、なぜ公共の敵パブリツク・エネミーに与くみしているのか！　そして〝どこからあれだけ大量の火器を入手できたのか〟ということだよ！　あんな大量の銃火器の密輸を見逃していたというのか！　海上保安庁は何をしていたんだね！」

　喚わめきながら青ざめている外務大臣の後に、警察庁長官も冷ややかに口を挟はさんだ。

「あの殺人予告も捨て置けませんよ」

「そうだな。次はさらなる大物を狙ねらう、だったか」

　千せん崎ざきは感慨深く呟つぶやき、重々しく黙だまり込んだ後、狩か月げつに向かって尋たずねた。

「霞かすみヶが関せきを襲撃する程の大胆な連中だ。何をしでかしても不思議ではないと考えるべきだろう。最悪、政府要人が狙われる計画があるとすれば一大事だ。もはやこれは、ただの連続殺人事件の範はん疇ちゆうを超えている。〝テロリズム〟であるという認識で事に当たるべきだろう」

「公共の敵パブリツク・エネミーを中心としたテロ組織。彼かれ等らは何かしらの〝テロ計画〟を企くわだてている。各関連機関は、すでにその認識を共有して活動しています」

　狩月の返事に納なつ得とくしながら、千崎は懸け念ねんも口にする。

「予告された時間は、明日の20時だ。何としても奴やつ等らの拠点を見つけ、制圧する必要がある。それができなければ、テロの標的を早期に突き止めて阻そ止しするしかない。残された時間は、あまりに少ないぞ。……すでに奴等の正体くらいは見当が付いているのか、ケイゾウ」

　千崎は、狩月を下の名前で呼んだ。

　少なからぬ因いん縁ねんの眼まな差ざしを交え、狩月は猟犬の荒々しさを顔に覗のぞかせる。

「かつてこの国は、テロリスト達に手痛い敗北を喫きつしました。その悲劇を２度と起こさないために、我々のような〝戦える情報捜査機関〟が生み出されたのです。内閣情報捜査局ＣＩＲＯが存在する限り、この国でテロが台頭することはありません」

　千崎を正面から見み据すえ、狩月は不敵に笑えんで告げた。

「すでに武装集団の正体と思わしき組織は判明しています。時間がない中で最大限の結果が求められている。この事態に必要なのは〝劇薬〟でしょう」

　劇薬。その言葉が何を意味するのか、理解している者は少なかった。
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　内閣情報捜査局ＣＩＲＯオフィスの会議室では、上級職員が集まって会議を開いていた。

　テーブルの末席に腰掛けていたリセが、怪け訝げんな様子で言葉を反はん芻すうする。

「──血盟団ブラツズ？」

「ああ。東京の東部エリアで幅をきかせているギャングだよ」

　リセに答えたのは、狩月に代わって議事を仕切っているドクターだった。

　暗い会議室の壁に設置された大型の室内ディスプレイには、情報分析官達が集めた、血盟団ブラツズの情報が表示されていく。それを見上げながら、ドクターは説明を続けた。

「構成員数は推定３００名。その９割は、都内在住の未成年達だ。ここ数年、他グループとの抗争も多い武闘派で、恐喝、強盗、麻薬に売春。たまに殺人だ。思い浮かぶ大抵の悪行には手を染めている。警察のみならず、以前から公安や、うちの警戒リストにも名前があった。かなり悪質な不良集団と捉とらえれば良いだろう。とは言え、まさか銃火器まで持っている連中だという情報はなかったんだがな。国内の脅きよう威い分析が甘かったと言われればそれまでだ」

　そこまで話すと、ドクターはテーブルの隅に座っているスタッフを見やった。

　髪はボブショート。吊つり目の少女だった。

　少し刺とげ々とげしい雰ふん囲い気きの人物である。

　モバイルＰＣで、室内ディスプレイの表示切り替えを担当している様子である。

「イーグルアイ、例の映像の準備を頼む」

　少女、イーグルアイは無言でドクターの指示に従う。

　すると、室内ディスプレイには赤い缶バッジの画像が表示された。

「ギャング組織には、特有のルールが存在している。血盟団ブラツズも例外じゃないさ。彼かれ等らのルールの１つとして、団員は身体からだのどこかに〝赤い缶バッジ〟を身に着けなければならない。それが仲間である証あかしなんだそうだ。そこでだ。今回の武装集団の動画を見てみるといい」

　次に表示されたのは、昨日のマスコミ処刑動画の１コマだった。

　銃火の迸ほとばしるアサルトライフルを手にした、ガスマスクの男の１人。その静止画である。
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「画像を拡大して、鮮明にするわね」

　イーグルアイがそう言うと、画面には、男の袖元を拡大した映像が表示される。

　拡大されてぼやけた画像にフィルターがかけられると、映像は鮮明さを増していく。

　最初に気が付いたのは、リセだった。

「……この人が袖に付けてるこれ、もしかして赤い缶バッジ？」

　男の袖元には、ドクターから説明があった、缶バッジらしきものが映っていた。

　肯こう定ていしたのはドクターではなく、イーグルアイだった。

「そうよ。コイツだけじゃないの。他の映像の様々な角度から検証した結果、武装集団９人の内、６人が同じ缶バッジを付けていたのが確認できたわ。見えなかっただけで、他の連中も身に着けている可能性がある。それと決め手は次の画像だわね」

　イーグルアイは別の静止画を表示させた。

　そこにはガスマスクの男の１人を、真正面から捉とらえた映像が映し出される。画面の男の顔を走査検出スキヤニングするエフェクトが生じた後、その顔パターンに類似した人物の候補リストが次々と表示された。その内の１人の経歴ファイルを表示させ、イーグルアイは言った。

「これ、良いアングルの映像があったわ。骨張った輪りん郭かく、髪型。ガスマスク越しでも特徴のある顔付きだったから、顔認識ソフトで照合してみたの。結果、この人物は血盟団ブラツズの幹部である確率が75パーセントと出たわ。こうなってくると可能性を否定する条件の方が少ないわね」

　イーグルアイの言葉の後に、ドクターが結論を口にする。

「以上の情報から、公共の敵パブリツク・エネミーに与くみしている武装集団の正体は、血盟団ブラツズであると判断した」

　ドクターは続ける。

「奴やつ等らは大量の火器を持ち、今この時にもテロの準備を進めているだろう。都内のどこかに、活動の中心となる〝作戦拠点〟を構えているのは間違いない。これから内閣情報捜査局ＣＩＲＯは、その作戦拠点を探し、見つけ次第に制圧するつもりだ。テロ実行前に奴等を無力化するのさ」

　ドクターの話を聞いて、リセは疑問を投げかけた。

「方針はわかりましたけど。作戦拠点って……つまり血盟団ブラツズの溜たまり場を探すってことですよね？　それなら、何人か血盟団ブラツズのメンバーを捕まえて聞き出したら良いんじゃないですか？」

　ドクターは嘆たん息そくを交えて、リセに答えた。

「すでに都警察が、血盟団ブラツズの連中を何人か捕らえて聴取を試みたんだ。結果は空振りだった。街を歩いていれば見つけられるような末端の構成員は、どうやら幹部クラスや、他の構成員の連中が何をしているのか知らないようだったよ。組織としての一体感がまるでない。所しよ詮せん、烏う合ごうの衆で、それぞれに好き勝手をやっているだけの組織ということさ。おそらくテロに関かかわっているのは、幹部と、血盟団ブラツズの中の一部の人間だけと考えられるだろう」

「じゃあ、同じ血盟団ブラツズの団員でも、何にも知らない人がほとんどってことですか」

「そのようだ。聴取をするにしても、組織内で地位の高い奴を相手にしなければ、有益な情報は見込めないということだな。そしてそいつらは今、どうやら雲隠れ中のようだ。顔と名前は調査が済んでいるんだが、姿が見つからない。自宅にも、ここ数週間は帰っていない」

　納なつ得とくした様子のリセに、イーグルアイが続けて言った。

「作戦拠点というのは、不良が隠れてタバコを吸ったりするような溜たまり場じゃないわ。武器弾薬を保管し、テロ計画の準備ができる立地の場所よ。公共の敵パブリツク・エネミーは、現在その作戦拠点に潜伏していると予測されているわ。公共の敵パブリツク・エネミーと血盟団ブラツズの関係はいまだによくわかってないけど、マスコミ射殺動画を見る限りでは、公共の敵パブリツク・エネミーの指示に、血盟団ブラツズが従っているように見える。公共の敵パブリツク・エネミーが犯行の指導者と分析されてるわね」

「正体不明の怪物に付き従う、目的不明の狂犬達。不可解で不気味な構図だよ」

　ドクターは、皮肉っぽく肩を竦すくめて言った。

　すると今度は、それまで黙だまっていた中年の男が口を開いた。

「──少し、厄やつ介かいなんじゃねえのか？」

　刈り込まれた芝しば生ふのような髪に、瘦こけた頰ほほ。眼まな差ざしには年季の入った凄すご味みが宿っている。

　ブラックスーツ姿の現場捜査官、ハンターは、感想を口にした。

「国内で麻薬と売春が絡んでくるとなりゃ、大抵の場合は、後援組織として背後にヤクザが付いてやがる。血盟団ブラツズにも後援組織がいるぞ。〝東とう刃じん会かい〟だ」

　ハンターは面倒そうに顔をしかめながら続けた。

「関東２大勢力のヤクザとして知られる、東刃会。たしか血盟団ブラツズは連中の子飼いの組織だったはずだ。東刃会にとって血盟団ブラツズは、麻薬販売の収入源。そして暴力を代行する組織って位置付けだったろう。……血盟団ブラツズが持ってる銃火器の出所が東刃会だったとしたら、連中もテロに１枚嚙かんでるってことになる。正面から血盟団ブラツズに仕掛けたなら、東刃会が黙だまってねえと思うぜ」

「へー。それって不良とヤクザが結託して、誰か大物を殺そうって企たくらんでるってこと？」

　興味深そうに、ルークがぼやく。

　ドクターは小さな嘆たん息そくを漏もらすと、答えた。

「ハンターが指摘する通りだ。正攻法で血盟団ブラツズに捜査を仕掛ければ、連中は守りを固め、そこに東刃会が口を挟はさんでくる。残り時間が少ない中、ヤクザまで相手にはしていられないな」

「じゃあどうすんだ？　打開策はあんのか」

「それについては、局長本人から話を聞いた方が良いだろう」

　ドクターがそう言った直後だった。

　まるで見計らっていたかのようなタイミングで、会議室の扉が開かれる。

　現れたのは、白髪眼帯の老人だった。

「皆さん、おはようございます。ちょうど良いところに間に合ったようですね」

　内閣情報捜査局ＣＩＲＯ局長、狩か月げつケイゾウである。いつもの温和な笑え顔がおで挨あい拶さつをした。

　空いているテーブルに歩み寄る狩月に、ハンターが声をかけた。

「攻撃された霞かすみヶが関せきに居合わせたってのに、直行したのは病院じゃなくて官邸ってか。徹夜の朝帰りってとこかい、局長」

「年甲斐がいもなく、ですね。皆さんはこれから徹夜ですから、お互い様ですよ」

　言いながら席に腰掛け、狩か月げつは改めて会議室の全員を見渡して言った。

「必要な事前情報は、ドクターから説明いただけているようですね。では、私からは霞ヶ関の動向を簡単にお話しておきましょう」

　狩月は椅い子すの背もたれに寄りかかり、にこやかに説明する。

「警視庁本庁舎を襲う程の過激な武装集団が、国の要人殺害を企くわだてている。総理をはじめとする国家安全保障会議のメンバーは、そう判断しました。問題は誰が狙ねらわれているのかです。犯人のこれまでの犯行から考えて、狙いは〝社会悪〟とみなされた人物ということなのでしょうが……皮肉なことに心当たりのある人物が国の中ちゆう枢すうには多くてですね。ターゲットの候補が多すぎて、護衛が追いつきません。標的が明確にならない限り、テロの阻そ止しは不可能でしょう」

「ひでえ話だ。社会悪に運営されてる国家で、俺は国民やってるとはよ」

　ハンターの皮肉に、狩月は苦笑して続けた。

「そこで内閣情報捜査局ＣＩＲＯの出番です。早速、今回の作戦について説明することにしましょう。我々の目的は２つです。１つは、〝血盟団ブラツズのテロの標的を特定して阻止すること〟です。そしてもう１つは〝血盟団ブラツズの作戦拠点を見つけて制圧すること〟になります。この目的を達するために、内閣情報捜査局ＣＩＲＯの捜査を二手に分けることにしました。一方は警察と連携し、血盟団ブラツズ及び東とう刃じん会かいに正面からの捜査を仕掛けます」

　そこまで言った後、穏やかなはずの狩月の微笑ほほえみに、不穏な気配が僅わずかに混じる。

「もう一方は──血盟団ブラツズに〝潜入捜査〟を行います」

「……！」

「こちらは正面玄関ではなく、裏口からの攻勢ですね」

　狩月の無茶な作戦に、誰もが驚いた顔をした。

「……明日の20時までにそれをやれってのか。正攻法よりも無理な方法だ。潜入するにしても、どうやって血盟団ブラツズの信用を勝ち得て、テロを画策してる幹部連中に近づけるってんだ。通常の潜入捜査なら、その準備だけで１ヶ月以上はかかるところだぞ」

「通常ならね。しかしどうやら血盟団ブラツズも１枚岩ではありませんでした」

「どういうことだ」

「今の団のやり方に付いていけず、我々に〝協力を申し出てきた人物〟がいるのですよ」

「！」

「協力者については、追おい々おいご説明しましょう」

　周囲の驚きは予想の範はん疇ちゆうだったのだろう、狩月は事もなさげに淡たん々たんと説明を続けた。

「私が選出した２名を潜入捜査官として、これから血盟団ブラツズに送り込みます。潜入した２名は、血盟団ブラツズに近付き、彼かれ等らの〝作戦拠点の所在〟を突き止めます。武器弾薬を発見した時点で、我々が現場に部隊を派遣して制圧。公共の敵パブリツク・エネミーや幹部達も、可能な限りその場で逮捕です」

　可能な限り逮捕という言葉のニュアンスからして、容疑者を何人か死傷させてしまうことも視野に入れているのだろう。二の句に困っている様子のハンターをやり込めながら、狩か月げつは飄ひよう々ひようと続けた。

「血盟団ブラツズは未成年ばかりの組織です。残念ながら大人では潜入捜査官は務まらないでしょう。潜入捜査官は、彼等に年頃の近い17歳くらいで、そしてできれば危険に慣れている人物が好ましい。幸いなことに、内閣情報捜査局ＣＩＲＯには適任の人材がいます」

　狩月は、傍そばの席に座っている少女に視線を配った。

「ルーク。引き受けてくれますか」

「了解」

　ルークは普段のノンビリした口調ではなく、妙みように緊張した声色で即答する。

　狩月に対するルークの態度は、いつもどこか畏かしこまっているように見えた。

　ハンターが真顔で尋たずねた。

「イカれた小娘ルークは良いとして、もう１人ってのはどうするんだ。年の近い奴やつは、情報分析官ばかりだろ。代表してイーグルアイにでもやらせるのか？」

「わ、私に危険な現場仕事は無理よ！　運動神経ゼロだし！　根っからのインドア派だし！」

　潜入捜査官に抜ばつ擢てきされたくないイーグルアイは、全力で否定の態度を取る。

　ハンターの疑問は言う通りであり、内閣情報捜査局ＣＩＲＯのメンバーで未成年という条件になると、人員はかなり限られてくる。リセもその条件に見合う限られた人員の１人だろう。正直なところ、自分が指名されるのではないかと、リセの鼓こ動どうは緊張で高鳴っていた。

　しかし狩月の思惑は、会議室の誰もが予想だにしていないものだった。

「知っての通り、内閣情報捜査局ＣＩＲＯは積極的に民間顧問コンサルタントの協力を得ている組織です。組織に正式所属しないフリーランサーを雇い、その専門性や技能を国防の仕事に役立てていただいてます。今日は皆さんに、新しく雇った民間顧問コンサルタントを紹介しようと思いましてね」

　狩月は、会議室の入り口の扉に視線を送る。

「入って来ていただけますか」

　扉の向こうから──コツリと、床を踏ふみしめる音が聞こえた。

　狩月の言葉の後に、ゆっくりと会議室の扉が開かれていく。

「……！」

「まさかコイツは……！」

　顔を覗のぞかせたのは、少年である。

　その少年を見るなり、誰もが驚きよう愕がくで目を丸くするしかなかった。

「…………噓うそ………………？」

　リセは青ざめ、思わずその場で席を立つ。勢いで倒れた椅い子すなど、見向きもしない。

　目を疑うしかなかったのだ。

　もう２度と会えることはないと思っていた人物だったのだから。

　リセの目の前に現れたその少年は──すでに〝死んでいる〟人間ではないか。

　啞あ然ぜんとする会議室の面々を見渡しながら、狩か月げつは変わらぬ口調で言った。

「彼がもう１人の潜入捜査官。専門は……〝特殊工作〟とでも言っておきましょうか」

　荒々しくカットされた不ふ揃ぞろいな黒髪。異様なまでに冷ややかな眼まな差ざし。表情に年相応の子供らしさはなく、研とぎたてのナイフのように、ただ鋭するどく危険なだけの気配を漂わせている。

　辻つじ褄つまの合う説明など思い付かず、リセの頭の中は、突き付けられた現実に白くなっていく。

「──〝ブレイカー〟だ」

　少年は冷淡に名乗った。

　史上最悪の天才、緋ひ上かみカナタ。

　伝説の殺人鬼は死してなお、再び狂気と暴力の世界に舞い戻ったのである。
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　内閣情報捜査局ＣＩＲＯオフィスの外は、生憎あいにくの雨空だった。

　ワンボックスカーの車体を叩たたく雨音は、車内に響いて煩わずらわしい。

　車は都内の道路をゆっくりと走りながら、目的地に向かって着実に距離を縮めている。

「……」

「……」

　車内に会話はなかった。聞こえてくるのは、長らくの間、雨音だけである。

　運転しているのはハンターであり、助手席に座っているのはルークである。

　そして後部座席に並んで座しているのは……カナタとリセの２人だった。

「……」

「……」

　頰ほお杖づえを突いて、窓の向こうに流れていく景色を見ているカナタ。

　その横顔を直視していられず、リセは気き恥はずかしくて、じっと俯うつむいていた。

　あまりにも予想外の再会であったため、心構えをする暇もなかったのである。今さら、どんな顔をして接すれば良いのか。気持ちはまるで、まとまっていなかった。

　ただ込み上げてくる喜びと愛いとおしさで、頭の中がいっぱいだった。

　それを表に出してしまいそうな自分が、やはり恥ずかしくて、頰ほほは自然と赤らんでしまう。

　リセは意を決し、切り出した。

「……死んだと思ってたんだよ」

　少し、声が震えてしまっていた。

　だが話しかけるリセを見向きもせず、カナタは黙だまり続けている。それでもリセは構わなかった。少しでも多くカナタと言葉を交わしていたくて、懸けん命めいに声をかけ続けた。

「静せい峰ほう学園の事件から３ヶ月も経ったんだよ。その間……どこで何をしてたの？」

　緋ひ上かみカナタ。

　血の繫つながらないリセの兄だ。

　神奈川生物兵器事件、通称〝殺さつ戮りくの三日〟に荷担したテロリストとして、カナタは死刑判決を受けた死刑囚だった。

　３ヶ月前の人質事件の後……カナタはリセの罪をかぶって、警察に捕まったのである。その後、リセが報道で知り得た話によれば、カナタが逃亡を企くわだて、護送パトカーの中で暴れたということだ。取り押さえようとした警官に、カナタが激しく抵抗しようとしたため、その弾はずみで車ごと山道の崖がい下かに転落し、死亡したことになっていた。

　カナタの死を報じたニュースを、今日までずっと、リセは信じていた。

　だがこうして──死刑囚のカナタは生きており、そして内閣情報捜査局ＣＩＲＯに協力している。

　リセの知らないところで、何かしら高度な密約があったことは容易に推察可能だった。たとえどんな理由があろうと、今のリセは、ただカナタが生きていたことが嬉うれしくて仕方がなかった。肝心のカナタは……そっぽを向いたまま、何もリセに答えようとはしないが。

　カナタの態度は、拒絶に似た、冷たい雰ふん囲い気きに感じられた。

　無視されたリセは、悲しくなってしまう。

　力なく視線を足あし下もとに落とし、リセは苦笑を浮かべてカナタに謝った。

「……ごめん。きっと大変だったんだよね。話したくないなら、無理に聞かないよ」

「……」

「私、変だよね。話したいことはたくさんあったんだよ。けど、もう２度と話せないと思ってたから、伝えることなんて諦あきらめてた。せっかくこうやってまた、もう１度会えたのに……言いたかったことが、半分も出てこない」

　リセは俯うつむきながら、膝ひざの上で握っている自分の手が震えていることに気が付いた。

　意図せず、リセの頰ほほには涙が流れていたのだ。

　ずっと我が慢まんして、隠してきた気持ちが込み上げ、温かい涙となって流れている。

　泣いている自分がますます恥はずかしくて、リセは耳まで赤くし、俯いて言った。

「…………本当に……会いたかった……！」

　それが、リセの気持ちの全てだった。

　カナタと再び話せる今が、リセにとってかけがえのない時間に感じられていた。

「──どうしてお前はここにいる」

　だがそんなリセに、カナタから返ってきた最初の言葉はそれだった。

　突き放すような、冷たい口調。

　リセを見向きもせずに、カナタは淡たん々たんと言った。

「お前は３ヶ月前の事件で、もう十分に知ったはずだ。自分が何者であるのかを。自分がいかに無力なのかを。お前は、誰かに守られることでしか生きていけない側の人間だ。誰かを守る側に回るのは荷が重い。お前が、内閣情報捜査局ＣＩＲＯでいったい何を守れるというんだ」

　あまりにも酷ひどい言い様だった。リセのことを役立たずだと罵ののしり、内閣情報捜査局ＣＩＲＯに不要な人間であるのだと言っているに等しい。なぜ、そんな酷いことを言うのか。

　予期せずカナタに否定され、リセは深く傷付いた。

　流れていた涙は、温かい喜びの涙から、いつしか冷たい悲しみの涙に変わっていく。

「……どうして突然、そんなこと言うの、カナタ」

「オレは〝ブレイカー〟だ。お前の知っている緋ひ上かみカナタは、もう死んだんだ」

「……」

　カナタは、リセの発言を逐ちく一いち否定しようとしてくる。それでもリセは、怯ひるまずに言う。

「私は──」

『──イーグルアイよ』

　何かを言おうとしたリセの言葉を打ち消すように、車載無線にイーグルアイの声が入ってきた。運転席のハンターが「間が悪い奴やつめ」と呟つぶやきながらも、無線機の声の音量を上げる。

『ん？　あれ？　何か話の途中だったかしら』

「まあな。だが気にすんな。それより用件を話してくれて構わんぞ」

　ハンターに促うながされ、不可解そうではありながらも、イーグルアイは話を始めた。

『出発前にも説明したけど、目的地が近いみたいだから、おさらいのために連絡したわ。念のため、細かい点を確認させてちょうだい』

「ほら、ルーク。ウトウトしてないで話を聞けって」

「んー。まだ着かないのー。飽きちゃったよー」

　イーグルアイが、咳せき払いの後に続ける。

『今回の作戦は血盟団ブラツズへの潜入捜査。だから捜査だと気付かれないために、通信機の類たぐいは携帯しないで貰もらってるわ。目的地に着いた後は、内閣情報捜査局ＣＩＲＯとの通信が一切行えなくなるから、かなり危険ね。頼みの綱は、ブレイカーとルークの皮下に注射した、マイクロチップ型の発信器だけ。その発信器の信号がある限り、私達は２人の位置を補足できるわ』

　カナタとルークは、内閣情報捜査局ＣＩＲＯを出発する前に注射をされている。

　その注射によって、位置情報を発信するチップを体内に埋め込まれたのだ。

「位置を補足してくれてるのは良いけどさー。血盟団ブラツズの作戦拠点を見つけたら〝何とかして〟連絡するっていう、何とかのあたりが、適当な作戦に感じるんだよねー」

『まあそうね。でもルーク、あなたなら団員から携帯電話を奪うばうなり、何なりできるでしょ。局長があなたの実力を評価してるからこその、無茶ぶりだと思うわよ』

「……へへー。まあねー」

　ルークは嬉うれしかったのか、照れ笑う。

『潜入するにあたって、２人には偽の名前と身分を準備したわ。血盟団ブラツズに、あなた達を身元照合する程の調査能力があるのか不明だけど、これは身元を調べられた時のための備えね。詳細な偽経歴のファイルは出発前に手渡したけど、それぞれの設定をおさらいさせてもらうわ』

　イーグルアイは、無線越しに苦笑して言った。

『ブレイカーの名前は、〝黒くろ木きカナタ〟。本名に近いし、使いやすいんじゃないかしら？』

　カナタは相変わらず、何の感想も口にしなかった。

　そうした愛想がないカナタの態度を知っているイーグルアイは、特に気にしない。

　黙だまっているカナタとは対照的に、ルークが口を挟はさんできた。

「あたしの名前と経歴、リセちゃんの学校に入る時に作ったやつのまんまじゃん。葉よう台だい高校の、深ふか水みルーク。この身分をそのまま任務に使っちゃって良いわけー？」

『今回、潜入捜査を手引きしてくれる血盟団ブラツズ側の協力者が、葉台高校の学生なの』

「……！」

　リセが驚いた顔をする。だがその表情を見て取れないイーグルアイは、構わず続けた。

『だからむしろ、葉台高校出身であるという設定の方が、協力者と〝元から知り合いだった〟と言った時に信用されやすいの。運良く、深水ルークという人間は、現実に葉台高校に通っている実績まで持ってる。利用するにはうってつけの身分よ。そういう背景からも、黒木カナタも葉台高校に通っている人間ということになっているわね』

　そうしてイーグルアイのおさらいが続いた頃、車が静かに停車する。

　エンジンをかけたまま、ハンターはカナタとルークに言った。

「着いたぞ」

　車内の全員が、窓の向こうに目を向けた。

　そこは寂さびれた郊外の町並みである。カナタ達の車が駐まっているのは、シャッターが下りた店ばかりが並ぶ、小さな商店街の路肩だった。往来の人の姿は１つとしてなく、灰色の空の下で、無人の通りが冷たい雨に濡ぬれているだけである。その通りの遠く向こうには、廃はい墟きよと化した無数のマンションが、いくつも並び立っているのが見えていた。

「あそこに見えるのが、協力者ご指定の合流場所──〝灰色団地〟だ」

　傾いたり、ところどころ崩れているマンションの亡骸なきがら。

　それらがまるで、数え切れない巨大な墓標であるかのように聳そびえている。

「この辺はマンション団地にされるべく開拓されてたわけだが、リーマンショックの煽あおりで工事は中断。建設に関かかわっていた不動産屋やら工事業者、保険屋はこぞって逃げちまった。かといって建設中の建物を撤去する金を払う奴やつもいないわけで、今はあの通り廃墟群だ。行き場のない貧乏人や浮浪者、ヤク中が集まって住んでる関東の無法地帯の１つになっちまった。傘かさなんて差して歩いてたら、金持ってると思われて身ぐるみ剝はがされるだろうな」

　カナタとルークは、車を降りる。

　傘は差さず、雨に濡ぬれることは厭いとわなかった。

　ルークは、パーカーにスカート、ニーソックスといった普段の格かつ好こうだった。

　カナタはピアスをして、ジャケットにダメージ・ジーンズをはいている。

　２人共、ギャング団の一員として振る舞うために、格好はそれなりに合わせてきている。

「何て奴やつ等らだよ。お前ら、捜査官っていうよりはギャングそのものみたいだぞ」

　呆あきれたハンターが、運転席から２人に言った。

「ハンターは、この後どうすんのー？」

　ルークが尋たずねてくる。

　ハンターは、後部座席で心配そうにカナタを見守っているリセを一いち瞥べつした。

「俺の役割は、お前等を安全にここまで送り届けるこった。次は、見送りに付いて来た嬢ちゃんを、安全に内閣情報捜査局ＣＩＲＯまで連れて戻るとするさ」

　助手席の扉を閉めようとしたルークに、ハンターはもう一度だけ声をかけた。

「おい、ルーク」

「んー？」

「こっから先は、しばらく連絡もできん。……気を付けろ」

　ガラにもなくルークを気遣っていることに気付き、ハンターは苦笑を浮かべた。

　商店街の通りの向こうに、２人の背中が遠ざかって行く。

　それをしばらく見つめた後、ハンターは再び車を走らせ始めた。
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　雨音しか聞こえない。

　人の気配がしない商店街は、空き家ばかりのように見えた。

　マンション密集地帯を目指して歩き出してから、どれくらいの時間が過ぎた頃だろうか。

　景色の中に、少しずつ、人の姿が現れてきている。

　通りの片隅で、ぼろ布のような服を着た不潔な浮浪者達が集まり、焚たき火をしている。廃はい屋おくの入り口では、娼しよう婦ふと見られるみすぼらしい女が、壁に寄りかかってタバコを吸っていた。

　ハンターが言っていた通り、灰色団地と呼ばれる廃はい墟きよマンション群周辺は、得体の知れない人々が住み着く、治安の悪い場所であるのは間違いなさそうだった。

「──優しくしてあげなよ」

　周囲を観察していたカナタに、ふと、傍かたわらを歩くルークが言った。

「リセちゃん、君が死んだと思って、今までずっと落ち込んでいたんだよ。あたしの前では、一いつ生しよう懸けん命めいに強がってはいたけど、君がいなくなったことが辛つらすぎて、時々隠れて泣いてた」

「……」

「大好きなお兄ちゃんから、あんな態度を取られたら悲しいと思うけどなー」

　車内でうたた寝をしているように見えていたルークだったが、どうやら後部座席の、カナタとリセのやり取りを聞いていたようだった。あんな態度とは、おそらく理由もなくリセを否定していた、カナタの冷ややかな態度のことを言っているのだろう。

　言われたカナタは、しばらく無言だった。

　だが、珍しく他人であるルークにも口を開いた。

「リセには、オレのようになるなと言ったんだ」

　雨に濡ぬれた髪を額ひたいに貼り付かせ、カナタは灰色の空を見上げた。

「この仕事を続けていれば、遠くない将来、必ずアイツも、オレと同じモノを直視することになる。アイツはまだ、それがどういうことなのかを何もわかってないんだ。後悔する前に、引き返すことだってできる。アイツのような人間が、こんな世界にくるのは間違っている」

　それだけ言うと、再びカナタは重たく口を閉ざしてしまう。

　どうやらカナタは、リセが内閣情報捜査局ＣＩＲＯの仕事をすることに反対のようだった。直接は言わなくても、リセを傷付ければ、やがてリセの覚悟が揺ゆらぐ。そう考えている様子である。

「ならさー。君はどうして、内閣情報捜査局ＣＩＲＯの仕事をやるわけ？」

「……」

「この仕事を続けていれば、ロクな目に遭わないのがわかってるんでしょ？　でもじゃあ、君はどうしてやるのかなーって、不思議に思っただけだよ」

　雨に濡れたカナタの表情は、仄ほの暗ぐらい闇やみによって陰る。

「……〝貸しのある奴やつ〟がいる。そいつに会うためだ」

　それを聞いたルークは、カナタを見ずに「ふーん」とだけ納なつ得とくの声を漏もらした。

「──１つ、わからないことがある」

　今度は、カナタからポツリと語り出した。

「血盟団ブラツズを指揮している火傷やけどの男、公共の敵パブリツク・エネミーとか言ったか。社会の敵を抹殺する、正義のヒーローを気取っているくせに、どうして名乗る名前が公共の──〝敵〟なんだ」

「それって重要なの？　名前なんて、どうだって良いと思うけどなー」

「矛盾していると感じるだけだ。自らが裁いている者と、同じ名前を名乗るのは妙みようだろう」

「まあ、言われてみるとそんな気はするかなー」

　カナタとルークの足が止まる。

　２人が辿たどり着いたのは、この辺では珍しくない廃はい墟きよマンションの１つである。13階建てであり、雨に濡れた黒色の壁面には、ところどこコケが生えている。長い間、補修されずに放置されてきた建物であるのは一目瞭りよう然ぜんだ。扉さえないロビー前に立ち、建物を見上げていた。

「ここの７階だったよねー。今回の協力者と会うの」

　ルークが指差す先には、古びた銘めい板ばんがあった。

　グリーンラウンジ。建物の名前である。

　雨空のせいで、差し込む陽光が乏とぼしい廃はい墟きよ内は薄暗い。暗がりは、何が潜んでいるのか目視もできない程に暗かった。フロントロビーは、まるで洞ほら穴あなの入り口のような不気味さである。

「……建物の中から、結構な数の人の気配を感じるなー。特に７階」

　ルークは建物の前に立っただけで、その中にいる、ある程度の人数を把握できてしまった。

　だからこそ、面倒そうにぼやいた。

「協力者って言っても、本当に協力する気があるのかわからないよねー。あたし達が血盟団ブラツズに潜入できるよう手引きするって言うけど、本当はあたし達をおびき出すための罠わなかも」

「かもな」

　言いながらカナタは、その薄うす闇やみの中に、微み塵じんも臆することなく歩を進めていく。

　躊ちゆう躇ちよの欠片かけらもないカナタに呆あきれ、同時に感心しながら、ルークはその後に続いた。

　フロントロビーにはエレベータ乗り場もあったが、廃墟のマンションに電気が通っているはずがなく、動くことはない。カナタとルークは、階段を上っていくことにした。

　上の階を目指して階段を進むと、各階の廊下から……複数の呻うめき声が聞こえてくる。

　苦く悶もんのような声。それを聞きながら、ルークが苦笑して言った。

「たぶん、ヤク中の声だろうねー。この辺、警察が見回りに来ることさえ希まれだから、堂々と昼間からトリップできるんだと思う。ここに住み着いちゃってる住人かもしれないよー」

「お前のいっていた、気配の正体はアイツ等らじゃないのか」

「だと言いんだけどねー。それにしてもここ、臭いしジメジメしてるし、酷ひどい場所だなー」

　７階に着くと、長い廊下に出た。高い場所は風が強いため、雨は横よこ殴なぐりに近い状況だった。雨滴しずくが降り込んで濡ぬれた廊下は、ところどころに水みず溜たまりができている。

　廊下の向こうまで、等間隔で部屋の入り口が並んでいた。各部屋に扉はなく、部屋の前を通り過ぎれば、否いや応おうにもその室内の様子が横目に入ってしまう。

「……」

「……」

　カナタとルークは黙だまり込んだ。

　通り過ぎたいくつかの部屋で、事の最中である男女の姿が見えたのである。男の方は大人だったり、少年であったりと、統一性はなかった。だが女の方は、どの部屋も少女ばかりだ。

　微かすかに漏もれ聞こえる少女達の甘い声を聞きながら、カナタはぼやいた。

「売春宿としても利用されてる場所か。まるで犯罪の見本市だ」

　７階廊下の最奥の部屋。

　約束の場所であるその部屋だけには、扉が付いていた。蝶ちよう番つがいの金具も、扉の質感も新しいものである。最近になって誰かが取り付けたであろうことは察しが付いた。

　カナタがドアノブに手をかけると、ルークが言った。

「中に気配がある」

　どうやら何者かがいるのは間違いないようだった。

　カナタは扉を開け、部屋の中に踏ふみ入る。室内の間取りは１Ｋである。

　狭い玄関を入った先は短い通路であり、その先には８畳くらいの洋室が見えている。

「……！」

　カナタもルークも、すぐに気が付いた。

　室内に〝血の臭におい〟が立ち込めているのだ。

　洋室のフローリングの床は、ひび割れてボロボロである。そこには目立った家財は何も置かれておらず、一見してがらんどうであるように見える。だが、部屋の奥まった場所に、１つだけ椅い子すが置かれていた。その椅子に、男が１人座っている。

　……正確に言えば、頭から黒布をかぶされ、ガムテープで全身を椅子に巻き付けられている。

「──珍しい。こんな辺境の廃はい墟きよに、お客さんだなんてなあ」

　椅子に拘束されている男の足あし下もとに、かがみ込んでいる別の男がいた。

　男は立ち上がると、やって来たカナタとルークを振り返った。

　パーマのかかった黒髪が波打っている。骨張った瘦やせ顔の少年である。垂れ気味の双そう眼がんからは、纏まとわり付くような気味の悪い視線を放っている。シャツとジーンズを着た、普通の男にも見えた。だが──片手には〝血まみれのハサミ〟が握られている。

　カナタは気が付いた。男がかがんでいた床に、血ち溜だまりができているのだ。

　そこには〝人間の足の指〟が、６つ程、無造作に転がっているではないか。

「ああ、コイツ？　５本目を切断したとこで、動かなくなっちまったのよお。生きてんのかわからなかったからさー、とりあえず試しに６本目も切り落としてやったわけ。でも、全然反応ねえし。ひひひ。おそらくもう駄だ目めだろ。こりゃ、完全にぶっ壊れちまった」

「お前は誰だ」

「面白いこと聞くなあ。普通こっちの台詞せりふだろ、それ。まあ名乗る程のもんじゃねえんだけど、俺様は板いた倉くらゴウタって名前なの。教えてやるなんて親切だろ？」

　ルークが、背後からカナタのジャケットを軽く引っ張る。それに促うながされて見てみれば、いつの間にか、部屋の入り口には、２人の見知らぬ男が立っているではないか。

　……囲まれてしまっている。

「コイツさあ、どうやらうちの団を裏切ってたみたいでさ。どこぞに俺様達の計画を垂れ込もうとしていたらしいんだわ。色々聞き出そうと思って気合い出しちゃったわけ。そしたら思ったよりだらしなくて、この有様。ひょっとして君きみ等ら、コイツの仲間だったりするのかなあ？」

　男達がにじり寄ってくる。その男達の服には、見覚えのある赤い缶バッジが付いていた。

　血盟団ブラツズのメンバーである。

　カナタとルークは、最悪の状況を理解せざるを得なかった。

　協力者の存在が、血盟団ブラツズに気付かれたのだ。その結果、会うはずだった男は団員によって惨ざん殺さつされ、目の前で死体として椅い子すに座している。

「コイツの代わりにさあ。君きみ等らがお喋しやべりしてくれるんだよなあ？」

　首を傾かしげて尋たずねる板倉の横顔は、外の稲光で不吉に照らし出された。
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　空から注ぐ雨滴しずくは、霧きりのような細かい粒に変わっていた。

　勢いを落としながらも降り続く雨の下、廃マンションの裏手の公園に連れ出される。

　伸びた雑草に地面を覆われており、草の中に、錆さびてボロボロになった遊具がいくつか見受けられる。その荒れ果てた公園に、傘かさを差す６人の男達の姿があった。

　カナタとルーク。２人は、傘の男達に取り囲まれる形で、その場に跪ひざまずかされている。

　そんな状況の中、男達のリーダーの役割を担になう板いた倉くらゴウタは、錆さび付いたブランコに腰掛けていた。カナタ達から没収した財布を探さぐり、学生証を取り出して名前を読む。

「黒くろ木きカナタ。深ふか水みルーク。どっちも葉よう台だい高校の２年生ねえ。ふーん。君等もしかして、付き合ってんのかい？」

　カナタとルークは、何も答えない。

　無言の２人の態度に構わず、板倉は不敵にニヤけて言った。

「まあいいや。カナタ君にルークちゃん。ようこそ、我が血盟団ブラツズの──〝市いち場ば〟へ」

　板倉の発言が気にかかったカナタは、言葉短く尋たずねた。

「市場だと？」

「そうとも。ここはビジネスを行う場だ」

　板倉はブランコから腰を上げ、おどけて両手を広げながら語った。

「ここに来るまでに見てきただろ？　トリップ中のジャンキーや、金払って女子中高生とヤッてるジジイ共をさ。どんな金持ちだろうと、世の中にゃあ普通に生きてるだけじゃ叶かなわない欲望ってのがあってねえ。クスリを打ってぶっ飛びたい。若い女とヤリたい。小こ綺ぎ麗れいな都心じゃあ叶わない、そういうニーズに応えられる夢の国がココ。俺様達の市場ってわけだ」

　人を小こ馬ば鹿かにした口調で雄弁をふるう板倉は、懐かしげに目を細め、雨空を見上げて言った。

「この辺の廃はい墟きよマンション群の８割は、今や血盟団ブラツズの縄張りなんだ。ここまで縄張りを拡大するにゃあ、そりゃあ大勢が病院行きになったり、ムショ行きになったりしたもんさあ。いやいや、思い出すだけでも懐かしい、血みどろの抗争の日々だったねえ」

「このマンション群の大半が、今は血盟団ブラツズの商売場ということか」

　そう尋たずねてくるカナタに、板いた倉くらは意外そうに問い返した。

「おやー？　わかってて来たんじゃねえの、カナタ君？」

　無論、作戦前に最低限の情報を説明されていたカナタは、このエリアで血盟団ブラツズが違法な商売をしていることを聞いていた。だが、この広い廃はい墟きよ地区の８割を掌しよう握あくする程、血盟団ブラツズの勢力が拡大していた最新事情は知らされていなかったのだ。……血盟団ブラツズは、内閣情報捜査局ＣＩＲＯが摑つかんでいる情報よりも、遙はるかに巨大な組織になっているようだった。

　板いた倉くらは、にやにやと下げ卑びた笑えみを浮かべて言った。

「なーんだ。知らねえなら、俺様がこの場所の歴史について教えてやろうじゃんか」

　咳せき払いの後、板倉は語り出した。

「５年前の大量虐ぎやく殺さつ。神奈川で起きた、殺さつ戮りくの三日っていうテロがあったろ？　元々この国はイカレてたわけだけどさあ。あれ以来、完全にイカレちまったわけだよ」

「……」

　カナタは、黙だまり込んだ。

「あの事件まで、神奈川には一千万人近い人間が住んでたわけじゃん？　そこに毒ガスがバラ撒まかれて、１００万人が死んじまった。生き残った９００万人は思ったわけよ。このまま、毒ガスが撒かれた場所になんか住んでたら危険じゃねえかってさ。結果、半数以上の連中が県外に転出。都心を含めてどこの県も人口が激増しちまった。するとどうなる。各県で働き口が減っちまって、貧乏人やら乞こ食じきがゴキブリみてえに大量発生したんだな、これが」

　板倉は、それを嘲あざけるように続けた。

「すっげえ時代だよなあ。ハイパー格差社会ってやつ？　食える奴やつは食えるし、食えない奴はとことん食えない大貧乏になっちまったんだよ。んで、血盟団ブラツズのメンバーの大半が、そういう大貧乏層出身なわけよ。親が死んだとか、親に捨てられたとか、そういう奴ばっかりだ。社会から弾はじき出された社会的弱者ってのは、存在を許される場所が限られてんだぜ。こういう場所に集まっちまうのは自然の成り行きだろ。まあ、今じゃあ都内のあちこちで活動してる血盟団ブラツズだが、ここは発祥の地と呼べるなあ」

　皮肉っぽく肩を竦すくめて、板倉は言う。

「社会から理り不ふ尽じんに摘つまみ出された連中が、生きてくために寄り集まってできたのが血盟団ブラツズなわけ。世間じゃあ俺様達のことをギャング団とか言ってるみてえだが、俺様に言わせりゃ、うちは違法な商売をしてるだけで立派に〝企業〟なわけさ。団員はみんな、血盟団ブラツズって会社で働く社員と同じだ。ヤクザの代わりに売人としてヤク売る代行業やったり、ロリコンジジイ共に団の女をあてがったり、そういう仕事の売り上げを俺様達、幹部が集金してんだよ。んで給料として団員に分配してるんだ。おかげさんで誰も飢え死にしなくて済んでるわけ。ひひひひ」

　板倉は不気味な声で笑った。

　その口振りからして、板いた倉くらは血盟団ブラツズの幹部メンバーの１人であるらしい。

　昨日の霞かすみヶが関せき襲撃に参加していた可能性が極めて高い人物だろう。そして、明日の20時に起こすと予告された、公共の敵パブリツク・エネミーのテロ計画に関与している可能性も高いと言える。

「まあ、この話はこの辺で良いだろ。今肝心なのは〝君きみ等らが何者か〟ってことの方だ」

　跪ひざまずいて雨に濡ぬれているカナタとルーク。

　板倉はゆっくり歩み寄ると、２人の顔を見下ろして凄すごんだ。

「なあ、教えてくんねえかなあ？」

　高見から２人を見下ろす板倉の表情には、弱者を虐しいたげることに喜びを感じているような、愉ゆ悦えつに似た感情が滲にじんでいた。ヘドロのように淀よどんだ、不吉な眼まな差ざしで問いかけてくる。

「どうして血盟団ブラツズでもない部外者が、うちの裏切り者の部屋に現れるのかなあ。こんな危なっかしい場所に、理由もなく来るバカなんていねえだろ？　するとさあ、納なつ得とくがいく説明がねえのさ。君等が〝裏切り者の仲間〟で、〝うちの団に悪さしようって企たくらんでた〟以外にはさあ」

「……」

「誤解だって言うならさあ。ちゃんと説明してくれよなあ。じゃないと〝死ぬ〟んだぜ？」

　カナタとルークは無言だった。

　圧倒的に不利な状況である。

　相手は６人。武器を隠し持っている可能性だってある。対して潜入捜査のためにこの場にやって来たカナタとルークは、丸腰である。暴力という手段で相対するのは難しく、勝算など見込めない状況だ。絶望的だが、隙すきを見て逃げ出す方が、まだ助かる可能性が高いだろう。

「板倉さんが聞いてんだろ、答えろや！」

　囲んでいた男の１人が、黙だまっているカナタに我が慢まんできず、摑つかみかかってきた。

　カナタの腹に拳こぶしを叩たたき込むと、蹲うずくまったカナタに追い打ちの蹴けりを見舞った。

　だが直後、それを見かねた板倉が声をかける。

「やーめーとーけー、正まさ木き」

　にこやかに微笑ほほえんでいる板倉だったが、声色に怒気を含んでいるのは明白だった。

　正木と呼ばれた男は、カナタに危害を加える手を止め、板倉を振り返った。

　板倉は、振り返った正木の顔を正面から思い切り殴なぐり付ける。

「ひえっ！」

「何で俺様の許可なく勝手に殴ってんだあ？　ぶっ壊すのは俺様の仕事だろ、なあ？」

「す、すんませんっした！」

　鼻血を垂らしながら、正木は怯おびえきった顔で謝罪する。

　板倉はポケットから、血まみれのハサミを取り出してカナタを見下ろした。

「ただぶっ壊すだけじゃあ、つまんねえだろお。もっとたっぷり、痛がったり苦しんだりしてるところを観察して、呼吸がゆっくりと途切れていくところを堪能しねえとなあ」

　シャキシャキと刃を動かしながら、板いた倉くらは歪ゆがみきった喜びの笑えみを浮かべた。

　ふとカナタから視線を転じ、板倉はマジマジとルークの顔を見た。

「……へえ、よく見りゃかなりの上玉じゃねえのよ、ルークちゃん」

　板倉はルークのパーカーのフードを摑つかみ、そのままルークをその場に立たせた。

　立たせたルークの周りを歩き、物色するようにジロジロと身体からだを見る。

「エロいねえ。パーカーに乳首浮き出てるじゃん。ノーブラ派？」

　言いながら板倉は、ルークの背後に回り込む。

　そして背中から覆いかぶさるようにして、パーカーの生地ごと、ルークの胸を鷲わし摑みにした。

「……！」

　濡ぬれたパーカーの生地越しに、板倉は左手の指で、ルークの胸の先を乱暴に摘つまみ上げる。

　そして同時に右手は、ルークのスカートの中に這はわせた。

「ちっとボリュームは足りねえが、張りの良い胸だなあ。肌触りや匂においも良い。商材として値が張りそうな身体してるぜえ、おい」

　生足の内うち股またを触さわられると、ルークは少しくすぐったそうにしていた。

　だが態度に羞しゆう恥ちの様子はない。面倒そうに、板倉に身体を愛あい撫ぶされ続けているだけである。

　そんなルークの耳に口を近づけ、板倉は温い息を吹きかけながら警告した。

「正直に正体を答えないとなあ、メチャクチャにマワしてから変態野郎に売り飛ばすぞ？」

「……おい」

　ルークに迫せまっている板倉を、カナタが不ぶ躾しつけに呼び止める。

　鬱うつ陶とうしそうにカナタを見やった板倉だったが──見た途端に表情が消える。

　カナタの眼まな差ざしが、言い様もなく冷たく感じられたのだ。

　怒いかりも憎しみもない。カナタの表情は完全な無であるというのに、ただ圧倒される程の暗くら闇やみが、板倉の顔を覗のぞき込んできているように感じた。カナタから発せられている闇は、板倉がこれまでに相対したことがない、肌をひりつかせる程の異様な存在感である。

　カナタは冷ややかに警告した。

「手を離せ」

　ゾクリと背筋が冷える。気が付けば、板倉は全身に冷や汗を搔かいていた。

「……何……お前……！」

　ただの一ひと睨にらみで圧倒されているではないか。

　その事実で、板倉の胸中には、たまらない〝興奮〟が込み上げてきてしまう。

「……カナタ君って言ったっけ？　君は、かなり面白そうだなあ」

　板倉はルークから離れ、カナタと対たい峙じした。

　その表情には焦しよう燥そうの色が滲にじみ、だが頰ほほには笑え顔がおが浮かんでしまっている。

　板倉はカナタの目を見て直感したのだ。カナタが、自分と同じように深い闇の中で生きる存在であることを。それは同族ゆえの仲間意識なのか、カナタという存在に惹ひかれてしまう。

「君の顔、なーんかどっかで見たことあるような気がするんだよなあ……」

　自分はこの男を知っているのではないか？

　得体の知れない自問が、板いた倉くらの胸底深くから浮かび上がってくるような気がした。

　いったい、どこでどう知った誰なのか。答えが出そうで出ないのが、もどかしく思えた。

　だが次の瞬しゆん間かん、冷や水のように浴びせられた女の言葉で、板倉は我に返ってしまう。

「────そこまでよ、板倉」

　板倉は、新たにその場に現れた女を一いち瞥べつする。

「……チッ。良いところで誰かと思えば、いつも君だなあ、賀か上がみユウキ」

　板倉だけではなく、手下の男達やカナタも、女の方を見やった。

　腕を組んで立っていたのは、カナタ達と同じ年くらいの少女である。

　ロングの黒髪に、吊つり気味の双そう眸ぼう。あまり感情が顔に出ないタイプなのだろう、淡たん々たんとした雰ふん囲い気きだった。漆しつ黒こくのライダースーツを着ている、スレンダーな少女だった。

　ユウキと呼ばれたその少女の背後から、厳おごそかに、もう１人が歩み出てくる。

　ターバンを頭に巻いた、やはりカナタ達と同じ年くらいの少年である。長身であり、着崩した高校の制服姿である。その制服に、ルークは見覚えがあった。

　ルークの代わりに、答えを口にしたのは板倉だった。
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「そういやあ、君も葉よう台だい高校の生徒だったなあ……氷ひ坂さかシュウヤ君？」

　板いた倉くらはバンダナの少年をシュウヤと呼んだ。

「偶然、この２人も葉台高校の生徒らしい。もしかして知り合いだったりすんのかなあ？」

「その２人は、俺の客だ。これ以上、乱暴するのはやめて貰もらおう」

　シュウヤの口から出た意外な返事に、カナタとルークは驚いた。

　シュウヤは板倉の手下達に囲まれていたカナタとルークに歩み寄り、小声で囁ささやいた。

「話を合わせろ」

「……」

　状況に割り込んできたシュウヤに対して、板倉は露ろ骨こつに不快そうな態度を取った。

「おいおい。いくらシュウヤ君の友達だったからと言って、団の大事な時期に、裏切り者と密会するためにやって来た２人だよお？　何の取り調べもなしに、釈放なんてできるわけないだろうになあ。たとえ君が暴力反対路線でも、必要な暴力には目を瞑つぶらないとねえ」

「説明の仕方が悪かったな。この２人は俺の客だが、同時にアンタの客でもあるんだぜ」

「……どういうことかな、それは」

　シュウヤは、ポケットから赤い缶バッジを２つ取り出した。

　それをそれぞれ、カナタとルークに手渡しながら続けた。

「昨日の霞かすみヶが関せき襲撃の後、興奮したアンタが悪いクセを出して、勢い余って仲間の山やま崎ざきと児こ玉だまを殺しちまっただろ。おかげで計画のための人員が２人、足りなくなったそうじゃないか。この２人は、その〝欠員の穴埋め要員〟として俺が呼んだんだよ。呼び出した場所で、偶然、お前が裏切り者の処刑をやってるなんてのは予想外だろ。団員証である缶バッジを渡す前だったのも誤解を受ける原因だったんだろうが、２人は今日から顔出しの新人団員なんだよ」

　シュウヤの後に、抑よく揚ようのない棒読み口調で、ユウキも淡たん々たんと板倉を非難した。

「そういうこと。私がシュウヤに命じて人手を調達させたの。公共の敵パブリツク・エネミーの計画を成立させるためには、たとえ応急の人員でも人数が必要になる。人殺しに夢中になるだけで何もしない、アンタみたいな名ばかりの幹部と私は違う。ちゃんと私は、仕事をしてるのよ」

　どうやらユウキと呼ばれる少女は、板倉と同格の幹部であるらしい。

　ユウキに命じられて動くシュウヤという少年は、ユウキの部下といった構図なのだろう。

　ユウキとシュウヤに言われた板倉は、眉み間けんに青筋を浮かべながら言った。

「なるほどなるほど、なるほどなあ。この２人は、昨日の襲撃帰りに、俺が間違ってぶっ殺しちゃった２人の代わりで来たってことかあ。それはまあ、わかったとしようか」

　板倉は皮肉っぽく肩を竦すくめ、シュウヤを見ながら罵ののしった。

「ただあ、ヤクの調達もできない調達屋のシュウヤ君なんかに人材を探させるとはねえ」

　言われたシュウヤは、苦にが々にがしい顔で板倉に言い返した。

「団員の役割は色々あるんだ。昔から、俺の仕事は合法的な医薬品や日用品の調達が主だったろ。それ以外の仕事をしてないことで難癖を付けられても、困るって話だ」

「日用雑貨しか調達できない奴やつが連れて来た補充の要員を、血盟団ブラツズの大事な〝計画〟で使えってのかあ？　ずいぶんと酷こくな話だなあ」

「偶然、適材がいたんだ。……この２人は、お前の殺した山やま崎ざきが、生前に銃火器の扱いを仕込んだ人材だぞ。文句ないだろう。もうこれ以上の補充人員はいないんだから、暴走するなよ」

「はあ？　この２人が山崎の弟子でしだったってえ？　そんな奴がいたなんて初耳だけどなあ」

　睨にらみ合う板いた倉くらとシュウヤを見かね、ユウキは踵きびすを返して言った。

「板倉の相手は良いでしょ。それよりシュウヤ、その２人を連れて来て。〝今夜の作戦開始〟まで、もう時間がない。２人に早く説明をしておかなきゃいけないわ」

　今夜の作戦開始？

　公共の敵パブリツク・エネミーのテロ予告は明日のはずである。それなのに、今夜の作戦とは何のことなのか。釈然としないまま、カナタとルークは、ただシュウヤの指示に従い、その場に立たされる。

　シュウヤと３人で、ユウキの後に続き、その場を去ろうとした時だった。

「カナタ君」

　板倉が突然、カナタを呼び止めて言った。

「今夜の作戦が成功すればさあ──俺様達は〝自由になれる〟わけだあ」

「……」

「全て今夜にかかってる。大事な大事な作戦だ。君には期待しているからねえ。ひひひ」

　にやけながら、板倉は片手の平を小さく振ってみせていた。

　曇どん天てんを背負った不気味な廃はい墟きよ地区で、どす黒い何かが、着実に進行しようとしていた。




　　　　▲　Day1　15:40　▼




　日本の中央官界である霞かすみヶが関せき。主要各省庁や官邸などの公的施設が建ち並ぶ風景の中に、比較的新しい、モダンなデザインのビルが存在していた。

　青いガラス張りのシルエットが美しい、内閣情報捜査局ＣＩＲＯ本部ビルである。

　地上に聳そびえているビルディング部は、実のところ、事務系の職員が働いているフロアに過ぎない。国防に関わる捜査活動などを取りまとめるべく、情報分析官達が詰めて仕事をしているフロアは、地上からは見えない地下深い階に存在していた。

　空爆や核攻撃にも耐えうるように設計された、〝地下作戦本部バンカーフロア〟。

　そこは非常時に要人の避難場所として使えるようにもなっているため、広大であり、ある程度の生活も可能な居住区画まで備えているのだ。

　いくつものＰＣデスクが整然と並ぶ中央ホールでは、昨日から、情報分析官達が慌あわただしく働き詰めになっていた。関係機関との連携や、最新の情報分析業務などで目まぐるしいらしく、電話のコール音や話し声が絶えない。ホール中央に設置された巨大ディスプレイには、血盟団ブラツズ幹部の顔写真や、潜入捜査中であるブレイカーとルークの現在地情報などが表示されており、それらを見上げながら打ち合わせをする分析官達の姿もあった。

　ハンターも多忙な１人であり、スマートフォンで現場捜査中の部下に指示を出しながら、慌あわただしいホールを突っ切るように歩いていた。

　やがて行き着いたのは、ガラス壁で仕切られた簡易会議室である。

　部下との通話を終え、そこに入室すると、ホール内に反響していた騒さわがしいノイズが途端に消えた。会議室は防音となっているため、室内の静音性は保たれているのだ。

　会議室に置かれた大きなクリップボードの前に、小柄な１人の少女が立っていた。

　ボードに鋲びよう止めした都内地図を睨にらみながら、何やら集中して考え込んでる様子である。

　その姿を見るなり、ハンターは苦笑してしまう。

「根詰めてるみたいじゃないか、嬢ちゃん」

　声をかけられ、少女──リセは振り向いた。

　ようやく気付いてくれたリセに歩み寄り、ハンターは手にしていた缶ジュースを差し出す。

「ほらよ、差し入れだ。好みかどうかはわからんが」

「あ……ありがとうございます」

　戸惑いながらも、リセは缶ジュースを素直に受け取る。

　ハンターはポケットから、自分の分の缶コーヒーを取り出して尋たずねた。

「さっきから地図にピンを刺しまくってるみたいだが、いったいそりゃ何をしてんだ」

　カナタとルークを現場に送り届けた後、帰って来たリセは、１人で会議室に閉じこもっていたのである。何をするかと思えば、都内の地図をボードに貼り付け、ピンを刺したり、ペンで円を書き込んだりと、ハンターからすれば意味不明な作業をしていた。

「狩か月げつ局長に指示されたんです。これは地理的プロファイリングですよ」

「……って、言われても俺には全然わからんぞ」

　呆あきれ顔のハンターに気付き、リセは慌てて言い直した。

「ええっと……地理的プロファイリングっていうのは、連続して発生した事件の犯行地点から、犯人が作戦拠点としている可能性が高い地域を推定する手法です。環境犯罪学とか、地理学や心理学、近接する諸科学の理論や方法論を応用して、犯罪捜査を支援するものですよ」

　ハンターは、指で頰ほほを搔かきながら尋ねた。

「難しいことはよくわからんが……ようするにそれで、血盟団ブラツズの拠点がわかるってことか？」

「ピンポイントで拠点を見つけられる程の精度はないんですけど、あくまで、拠点のある確率が高い〝疑惑領域〟を知ることはできます。拠点のある確率が高い地域がわかれば、そこを優先的に捜査することができますから、全地域を総当たりするより捜査効率が良いですよね」

「ははん。それで犯罪捜査を〝支援する〟って言い方になるわけか」

　感心しながら、ハンターは缶コーヒーの蓋ふたを開け、それに口を付け始めた。

　くつろいでいる様子のハンター。リセも、貰もらった缶ジュースの蓋を開けながら続ける。

「公共の敵パブリツク・エネミーは〝秩ちつ序じよ型〟と呼ばれるタイプの犯罪者です。知能は平均以上で社会性があり、会話を慎重に行ったり、計画的犯行を練ることができる。その犯行には法則性パターンがあります」

「パターン？」

「この赤いピンが立っている場所は、これまで公共の敵パブリツク・エネミーが犯行を行った場所です。最初の主婦殺害の現場である住宅地。それにバッティングセンターや学校とかです。これを見て、まず気付くのは、全ての犯行現場が〝都内にある〟ということ。犯行地選択モデルが存在します」

「また小難しい言葉が出たな。犯行地選択モデル？」

「えっと……ようするに、犯人が犯罪を行う活動範囲のことですよ」

　自分の説明下手べたを申し訳なく思いながら、リセは一いつ生しよう懸けん命めいに解説した。

「犯行場所を選ぶ時の犯人の気持ちになって考えてみてください。自宅から距離が遠くなる程、犯行を行えそうな場所の知識が乏しくて、犯行発覚のリスクが高くなりますよね。逆に自宅のすぐ近くでは、自分の身元が捜査機関に気付かれるリスクが高くなってしまいます。自宅から近すぎず、遠すぎず。そうした場所を選ぶ可能性が多くなるはずです」

「なるほど。ここで言う自宅ってのが、血盟団ブラツズの作戦拠点にあたるわけか」

「はい」

　リセは断定した。

「今やってるのは単純な手法ですけど、〝円仮説〟という手法です」

「円仮説？」

「複数の犯行地点の中で、もっとも遠い２点を半径とした円を地図に描きます。その円内に、犯人の犯行作戦拠点があるとするのが円仮説ですよ。ただ仮説として理解しやすいんですけど、犯行地点間が離れていると、円内に入る地域が広くなっちゃって……膨ぼう大だいな地域が捜査対象になるのが欠点なんですよ。今回の事件では、地理的重心モデルも試してみるつもりです」

　そこまで聞き終えたハンターは、少し間を置いてから切り出した。

「まあ、分析結果はわかったんだが……少しばかり前提が抜け落ちていやしねえか？」

　ハンターは、感じた懸け念ねんを口にする。

「これはあくまで公共の敵パブリツク・エネミー１人の行動を分析した行動分析プロフアイリングだろ。相手は血盟団ブラツズを含めた複数犯なんだ。個人の手口というよりも、組織の手口として考えなきゃならんと思うんだが。一生懸命やってるところ悪いが、こりゃ意味のある分析になってんのか？」

「意味のある分析だと思いますよ」

　リセは真面目まじめに答えた。

「今回の事件はテロって言われてますけど、根底にあるのは、インターネット公開処刑事件だと思ってます。事件に血盟団ブラツズという組織が荷担していたことが判明しましたけど、マスコミの処刑動画を見るに、犯行の意思決定権を持っているのは公共の敵パブリツク・エネミーであったように見えました。現にテログループは、公共の敵パブリツク・エネミーを支配者とした集団であると想定されていますよね」

　リセは缶ジュースに唇くちびるを付け、少し飲んでから続けた。

「だからです。血盟団ブラツズに犯行の意思決定権がないのなら、この事件は組織の犯行ではなくて、公共の敵パブリツク・エネミーという１人の人間の犯行として捉とらえるべきじゃないかって思ったんです。その仮定のもと、私は公共の敵パブリツク・エネミーという個人を行動分析プロフアイリングの対象にしました」

「……なるほどな」

　ハンターは深く納なつ得とくする。

「地理的プロファイリングが終わったら、その情報をイーグルアイに報告してやってくれ。アイツにデータ化させて、現場の部下や、躍やつ起きになってる警視庁連中に展開してやろう」

「は、はい！」

　役に立てたのが嬉うれしいのか、リセは目を輝かせて答えた。

　そんなリセを見て、言うべきか少し迷ってから、ハンターは声をかけた。

「──車でのことだがな」

「え？」

「さっき兄貴にキツく言われただろ。気にする必要はねえと思うぜ。嬢ちゃんは無力じゃない。こうやって有益な情報を考え出すことができてんだ。十分に優秀だと思うぜ」

　褒ほめられたリセは、頰ほほを赤くする。反応に困り、しばらくモジモジとしながらその場で俯うつむいていたが……やがて、寂しそうに双そう眸ぼうを細めた。

「……私と話している時、カナタは１度も私を見なかった。カナタの言っていたことは、本心じゃない。私が内閣情報捜査局ＣＩＲＯで働くことを、良く思ってないんだと思います」

　それはリセのことを心配してくれてのことなのだろう。

　血の繫つながりはなくても、兄のことなのだ。わかっていた。

　リセは、これまでのことを思い浮かべながら告白した。

「カナタがどうしてテロリストの汚名をかぶっていたのか……何も知らなかった頃の私は、カナタが全く知らない、他人になってしまったように思ってました。でも結局、何も変わってなかった。昔からそうだったんです。何をするにしても、お母さんや、私のことばかり優先させて。自分のことは全部後回し。たとえどんなに辛つらくても我が慢まんしちゃって、弱音の１つだって吐はいてくれたことがない。昔から私が……カナタの分の幸せを奪うばってしまってたんですよ」

「……」

　本名も知らない相手に、素直な自分の胸中を話していることが、リセには不思議に思えた。

　それでも、リセは思いを口にした。

「内閣情報捜査局ＣＩＲＯの仕事を辞めるつもりはないです。だから、カナタに今の私を認めてもらいたいんです。頑張って、一いつ生しよう懸けん命めいに皆さんの役にも立ちたい。だって今までずっと、私は誰かに頼ってばかりの生き方をしてきました。カナタが生きてるってわかった今、カナタに何かしてあげたいとも思っているんですよ。それに私……」

　リセは頰ほほを熱くし、困ったような顔になってしまう。

　何を言おうとしたのかまでは、ハンターにはわからなかった。だが、リセの態度からだいたいの事情を察すると、ハンターは心情のむず痒がゆさから、ボリボリと頭を搔かいて呟つぶやく。

「……いやあ。兄妹ってのは、さすがにまずいんじゃねえのか」

「？」

「いいや、何でもねえよ」

　ハンターの呟きが聞こえなかったリセは、不思議そうに首を傾かしげていた。

　だが改めて、リセはハンターに感謝する。

「心配してくれてありがとうございます。ハンターさんって、優しいんですね」

「そ、そんなんじゃねえよ」

　ハンターは照れて否定した。

「俺にゃあ、お前まえ等らと同じ歳としくらいの娘がいるんだ。娘と変わらん年頃のガキ共が気張ってんだ。ちっとくらいは、年長者としてためになること言わんと格かつ好こうがつかんだろう？」

「フフ。素直じゃないんですね」

「ほっとけよ」

　リセとハンターが話していると、会議室の扉が開かれ、新たな来訪者が現れる。

　白衣を羽織った格好で歩き回るその姿は、内閣情報捜査局ＣＩＲＯ内でも有名だった。ドクターだ。

「よお。呼び出しておいて、ずいぶんと待たせてしまったな」

　謝りながらも悪びれた様子はなく、ドクターは軽い態度で声をかけてきた。

　待たされていた相手、ハンターは呆あきれ顔でドクターに答えた。

「まったくだ。一体何だって、現場捜査指揮役の俺をここに置いてんだか。俺の代理が、ガイストみたいなヒヨッコじゃあ、東とう刃じん会かいの締め上げ役には不十分だろ」

「まあ、組織間のくだらん縄なわ張ばり争いの弊へい害がいさ。押収した証拠品を、警視庁がなかなかこちらに渡さないから、解析が今になるまで遅れてしまったんだ。公共の敵パブリツク・エネミーが自首した時に持参していた、例の狙そ撃げき銃じゆうがあっただろう。ようやく、Ｘ線と成分分析の結果が出てきたところさ」

　ドクターは小こ脇わきに抱えたタブレット端末を、ハンターに差し出した。

　そこに表示された情報をハンターが確認し始めるのを見て、不思議に思ったリセが尋たずねた。

「Ｘ線解析って……たしか脳の断面図を見るＣＴスキャンみたいなのですよね。狙撃銃を透過した映像を見てたんですか？　それに成分分析って……どうしてそんなことを？」

「ん。クイーンはまだ知らない情報だったのか？」

「？」

「まあそうだろ。発端になった事件の当時は、まだうちのスタッフじゃなかったしな。それに、クラスＡ以上の情報アクセス権を持ったスタッフしか知らないこったろ。嬢ちゃんはクラスＢの民間顧問コンサルタントだが……この件に関して言えば関係者だ。知っておいて良いんじゃねえか？」

　ドクターは納なつ得とくする。そうして咳せき払いをしてからリセに向き直った。

　どう話すべきか思案した後、ドクターはリセにも事情を説明し始める。

「警視庁本庁舎が襲撃されて、こうやって事件がずいぶんが大きくなってしまう前からのことだよ。私と局長は元々、公共の敵パブリツク・エネミーの事件に興味を持っていたんだ」

　今さらながら、リセはそのことを不思議に感じた。

「そう言われてみれば……狩か月げつ局長とドクターさんは、公共の敵パブリツク・エネミーの取り調べに立ち会って、そこであの襲撃事件に出くわしたって聞きました。どうしてなんですか？」

「３ヶ月前。静せい峰ほう学園で人質事件を起こした犯人のことは、君もよく知ってるだろう？」

　ドクターは前置きを話し終えると、本題を口にした。

「奴やつが持っていたアサルトライフルは──いったい〝どこから〟出てきたものだと思う？」

「……！」

　言われてみれば当然の疑問であるのに、言われるまで考えてもみなかった。

　たしかに、あの事件の真相はすでに暴かれ、一見して全てが解決済みであるように思えていた。だがほんの些さ細さいな謎なぞを見逃さず、指摘してくるドクターは鋭するどかった。

「あの事件については、いまだに解明されていない謎なぞの部分が数点残っていてね。その中の１つが、奴やつの銃の出所さ。実は人質事件の後、私はあのアサルトライフルに奇き妙みような点を見つけたんだ。その〝特徴〟が、今回の公共の敵パブリツク・エネミーの持参した狙そ撃げき銃じゆうにも見られていたんだよ」

「それって、じゃあつまり……！」

「そうさ。今回の公共の敵パブリツク・エネミーの事件は、３ヶ月前の人質事件に〝関係がある〟と見られる」

　リセは驚いてしまう。

「だからこそ私と局長は、自首してきた公共の敵パブリツク・エネミーの取り調べに興味があったのさ。事件の背後に何があるのか。なぜ一見して無関係な事件に共通点があるのか。明確にするためにな」

　今回の事件が、静せい峰ほう学園の事件に関係している。なぜそんなことが起こり得るというのか。まるで事件に跨またがって関係し、糸を引く何者かが存在するかのようではないか。

　恐る恐る、リセは尋たずねた。

「その銃の特徴って、何だったんですか」

「──〝加工痕こんのない部品〟でできている、ということさ」

　ドクターは不敵な微笑ほほえみを浮かべた。

「クイーンには、プラスチックの成形や、金属加工の知識はあるか？」

「いいえ。ありません」

「鉱山から鉄の塊を採掘したところで、〝加工〟しなければ、それは銃として使えないだろう？　世の中に出回っている製品とは、どんな材質のものであれ〝加工〟することで人間が使用できる道具になっている。採掘されたままの状態で価値があるのは宝石くらいさ」

　ドクターは続けた。

「加工されたものには、何かしらの加工痕こんが残っているものなんだ。金属であれば、削るのに使われた刃の痕あとや、焼き入れをした痕。樹脂やプラスチックであればゲートの射出痕。しかし今回、公共の敵パブリツク・エネミーが持参した銃の部品にはどれも、こうした加工痕が見つからない」

「それって、どういうことなんですか」

「この銃は〝製造方法が不明〟ということだよ」

「……」

「わからないのは製造方法だけじゃない。成分分析の結果では、この銃を形成しているのは一般的なセラミックや金属ではなく、ナノセルロースの一種だと考えられる。鉄より軽く、鉄より硬いという夢のような物質だが、３００℃以上の耐熱性がないという欠点もある代物だ。しかしこの銃に使われている素材は、そうした諸問題が改善された未知のナノセルロースと言えるだろう。ようするにだ。得体の知れない新素材でできてるということだよ」

　ドクターは胸の前で腕を組み、小さく嘆たん息そくを漏もらしながら断定した。

「今回のＸ線解析や成分解析の結果、人質事件で使われた銃と、今回の事件で犯人が持参した銃とは、同じ製法、同じ材質で作られているだろうという結論が得られたわけさ」

　製造方法も、材質も不明だが、〝同じものである〟ということはわかったようだった。

　その結論を聞いたハンターは、表情を曇くもらせた。

「今回の事件も、〝先端科学技術ＡＳＴ〟が絡んだ犯罪ってことか」

「ああ。局長は〝エリス〟の息が吹きかかってる事案と見ているよ」

　ドクターが口にした「エリス」という名前に、リセは絶句する。

　エリス……殺さつ戮りくの三日を起こした、テログループの主犯格の名前である。

　カナタを追い詰め、リセの家族から幸せを奪うばい、多くの人々を虐ぎやく殺さつした、許されざる大罪人。その正体を暴き、捕らえるべく、リセは内閣情報捜査局ＣＩＲＯに協力する道を選んだのである。

　険しい顔のリセを横目に見ながら、ドクターは言った。

「以上の結論は、解析結果を客観的に評価した言い方でしかない。実は私には、おおよそこの銃がどのようにして造られたものなのかという予測がついてる」

「おお。なら、問題は解決か？」

「いいや。仮説はあくまで仮説。裏付けがなくて断定できない状況だ。逆に裏付けさえあれば、血盟団ブラツズがどのように銃火器を調達したのか判明するだろう。あわよくば、公共の敵パブリツク・エネミーの正体や、作戦拠点の位置を知る手がかりに繫つながる可能性も高いと言える」

　そこまで話すと、ドクターは悪戯いたずらっぽくにやけて言った。

「そこで、君を敢あえてここに留めておいた理由に繫がる。君にしか頼めない仕事があるのさ」

　ドクターの怪しい笑え顔がおを見て、ハンターは露ろ骨こつなまでにイヤそうな顔をした。

「俺にしか頼めない仕事か……悪い予感しかしねえな」

「テロ予告の時間まで猶ゆう予よがない。令状を取るより、手っ取り早い方法を採ろうと思うよ。ハンターと、それにクイーン。付いて来てくれ」

　言いたいことだけ言うと、ドクターは踵きびすを返して会議室を出て行こうとする。

　リセとハンターは、顔を見合わせてしまう。ドクターの意図はわからないままだったが、とにかく２人は、ドクターの背に付いて行くことにした。
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　まだ太陽が沈む時間ではない。

　だが雨天の夕刻は、普段よりも早く夜が訪れたかのように暗い。

　濡ぬれた道路は鏡のようになっており、車線を隔へだてる白線の位置が見づらい。ドライバー達は普段よりも車の速度を落とし、慎重に都内の道路を走っていた。

「……こんな合流になって悪かったな」

　運転席の少年が、後部座席にいるカナタとルークに謝罪した。

　走行中のため振り返ることはせず、前方を見ながら続けて言う。

「まさかあそこで、板いた倉くらがあんな処刑を始めているなんてのは予想外だったんだ。待ち合わせ場所を変えようにも連絡の手段がなかったし、機を見て助けるしかなかったのさ」

　ルークは気け怠だるそうに頰ほお杖づえを突き、流れる窓の景色を見ていた。

　やがて眠そうな顔でぼやいた。

「会うはずだった協力者については、〝氷ひ坂さかシュウヤ〟って名前しか聞かされてなかったから、板倉って奴やつに殺されてたのかと思ってたよ。けどまさかあの場で名前を聞くなんてねー」

　運転していたターバンの少年、氷坂シュウヤは苦笑する。

「おかげさんでご覧の通り、俺はまだ生きてる」

　そう言ってすぐに、表情を曇くもらせてしまう。

「今の血盟団ブラツズのやり方に付いていけてないのは、何も俺だけじゃなかったってことなんだな。殺された奴は団を裏切ろうとして、ヘマをやらかしたんだろう。板倉に気付かれて処刑だよ。俺やアンタ等らも、ああならないように気を付けないとな」

　シュウヤの他にも、血盟団ブラツズを裏切ろうとしていた少年がいた。その少年のことを、どうやらシュウヤは知らかったようである。心を痛めている様子なのは、シュウヤの態度を見ていれば察することができた。だがそんな様子は気にせず、ルークは疑問を口にする。

「一いつ緒しよにいた、あの賀か上がみユウキっていう女の人も、あたし達に協力してくれる１人なの？」

「いいや。アイツはこのことを知らないよ」

「ふーん。じゃあ、あの子は敵側なのかー。君と仲が良いみたいに見えたけど、何者？」

「敵側か……アイツは俺の幼馴な染じみたいなもんだよ。俺と違って出世して、今じゃ血盟団ブラツズの幹部である深紅の八人クリムゾン・エイトの１人。もう滅多に会える相手でもなくなった。良い奴やつなんだよ。ただ今は、板いた倉くらや他の幹部達と同じように、なぜか公共の敵パブリツク・エネミーの野郎に心しん酔すいしてるみたいだがな」

　進行方向には警察の検問に並ぶ車列が見えた。

　公表されてはいないが、東京都内のテロ警戒レベルは大幅に引き上げられており、あちこちで警察が検問を敷いているのである。それを回避するべく、シュウヤは警察無線を傍ぼう受じゆ可能なように改造したカーナビで、別のルートを検索し始める。

「公共の敵パブリツク・エネミー……ある日どこからともなく突然現れて、団のリーダーを殺した異常者だよ」

　検問のない道を進みながら、シュウヤは言った。

　するとルークが尋たずねた。

「リーダーが殺されたってことは、今の血盟団ブラツズにリーダーはいないってことなの？」

「いいや。今のリーダーは公共の敵パブリツク・エネミーだよ」

「……？」

「不思議に思うよな。俺もそうだよ。どんな理由があってそうなったのか、幹部連中以外には何もわからないんだ。ただ現実に、今の血盟団ブラツズは公共の敵パブリツク・エネミーの言いなりなのさ」

　狭い裏道に車を走らせながら、シュウヤは続けた。

「今の血盟団ブラツズは異常だ。何でもかんでも幹部連中が密室で話し合って、団の方針を決めちまう。中堅団員の俺でさえ、詳くわしいことは何も知らされないんだ。下っ端は、ただ幹部連中から前触れもなく下りてくる理り不ふ尽じんな命令に従ってるだけ。板倉が言ってただろう。血盟団ブラツズは犯罪企業みたいなもんなんだって。血盟団ブラツズに経済的依存度が高い団員は、否いや応おうにも上の命令に従うしかないのさ。生活を人質にされてるからな。……不満を持つ奴は増えていくばかりさ」

　そういうシュウヤの表情は暗かった。

「これまでのインターネット公開処刑事件。今さら言うまでもないが、あれには全部、うちの団が協力していたんだ。協力していたとは言っても、下っ端は理由もわからず命令に従ってるだけ。……まずアンタ達、捜査機関にわかって欲しいのは、派手な人殺し放送は血盟団ブラツズの総意でやっているわけじゃないってことさ。板倉をはじめとする数人の幹部と、その忠臣達。団の中のごく一部が暴走して、こんな大それたテロまがいのことに荷担してるんだよ」

「それってもしかしてー、団を弁護してる？」

「……俺達のことを誤解しないで欲しいってだけだ」

　シュウヤは、悔くやしげに双そう眸ぼうを細めて言った。

　胸中の苦にが々にがしい思いを、少しずつ嚙かみ砕くだくようにして弁明する。

「俺達のことなら色々調べてきてるんだろう。なら知ってるはずだ。少し前まで、血盟団ブラツズは、今みたいにメチャクチャをするような団じゃなかった。親や学校に面倒を見て貰もらえない、社会のレールから脱線しそうな、そんな奴やつ等らで結束したのが始まりだったんだ。やっていた悪行と言えば、せいぜい日ひ銭ぜに稼ぎの恐喝や、その日の食べ物を得るための盗みくらいだよ。それが一気におかしくなり始めたのは、あの板いた倉くらが出入りするようになってからだ」

　シュウヤは双そう眸ぼうに、怒いかりの色を滲にじませる。

「板倉ゴウタ。アイツは尋じん常じようじゃなく危険な男だ。３年くらい少年院にいたこともある。出所後は東とう刃じん会かいっていう、かなりヤバいヤクザ組織に所属してたんだが、うちの団に天下ってきて幹部をやるようになった。たぶん東刃会が血盟団ブラツズの目付役として送り込んできたんだ。アイツはうちの団員というより、ヤクザそのものだと思った方が良い」

　シュウヤが言う通り、たしかに板倉と呼ばれる男は、普通ではない雰ふん囲い気きの人物だった。

　ギャングではなく、東刃会という危険な組織に属するヤクザ。

　一ひと筋すじ縄なわではいかないであろう相手である。

「板倉は入団後、まるでボス面づらで団の連中を仕切り始めるようになったよ。東刃会の目付だってわかってたから、リーダーも板倉の過激なやり方には目を瞑つぶってたのさ。板倉が徐々に団を仕切るようになってから、アイツは団員に麻薬の売買や、売春をやらせるようになったんだ。結果として血盟団ブラツズは見る見る内に規模を拡大したよ。ただの不良集団じゃなく、世間からギャング団として見られるようになったのも、その頃さ。そして決定的に団がおかしくなったのは今。公共の敵パブリツク・エネミーが現れてからだ。……もう誰かが止めるべきだと思ったんだよ」

　そこまでのシュウヤの話で、だいたいの事情はカナタ達にも摑つかめた。

　板倉と公共の敵パブリツク・エネミーによって、暴走の一途を辿たどる血盟団ブラツズを止めたい。

　シュウヤがカナタ達に協力するに至ったのは、そうした理由からなのだ。

　黙だまって話を聞いていたカナタが、おもむろにシュウヤに尋たずねた。

「作戦が成功すれば自由になれる。たしか板倉はそう言っていたな。あれはどういう意味だ」

「さあな。役に立たなくて悪いが、俺にも何のことなのか、さっぱりわからないんだ。ただ、ユウキも前に同じことを言っていたし、きっと幹部の連中が、公共の敵パブリツク・エネミーに協力している理由がそれなんだろう。どうせロクなことじゃないと思うぜ」

「……」

「アンタ達に協力する見返りとして、俺は自分と、ユウキの免責を得ることができる。そうして全てが終わったら、俺はユウキと一いつ緒しよに団を抜けるつもりなんだよ」

　それを聞いたルークが、不思議そうに首を傾かしげて言った。

「彼女は、君があたし達に協力してることを知らないんじゃなかったけー？　ならつまり、君が免責を要求したことも、彼女は知らないってことじゃない？」

「ああ。このことがバレたら、引っぱたかれるだけじゃ済まないだろうな」

「……ふーん。大事な人ってわけかー」

　ルークは悪戯いたずらっぽくにやけ、茶化す。

　冷やかされたのを察し、シュウヤは少し照れながらも、真面目まじめに話を続けた。

「板いた倉くらはまだ、アンタ達を怪しんでいるだろう」

「だろうな」

　カナタは、窓の向こうを冷たく見つめながら肯こう定ていする。

　状況を理解していた様子のカナタに安心しつつ、シュウヤは言った。

「いきなり現れた新顔なんだ。本当に味方なのかどうか、判断しかねているはずだ。ユウキからも、アンタ等らが妙みような真似まねをしないか、見張っていろって言われたよ」

　見張りを任されたということは、ユウキがシュウヤを信頼しているということである。

　その信頼を裏切っていることが心苦しいのだろう、シュウヤは苦にが々にがしく続けた。

「こうして俺達だけが、本隊と別行動をさせられてるのもその証拠だ」

　今夜の作戦に参加するメンバーは、板倉を含めて、カナタ達と別行動をしているのだ。

　目的地のみ聞いており、あとは現地集合。

　カナタとルークの２人だけは、シュウヤの車で移動中なのである。

「残念ながら、あの灰色団地は血盟団ブラツズの溜たまり場の１つであって、テロ計画の準備に使用してる作戦拠点と呼べる場所じゃない。拠点がどこにあるのか見当もつかないが……今夜の作戦で信頼を勝ち取ることができれば、きっと本隊と一いつ緒しよに、拠点に出入りさせて貰もらえるようになるはずだ。拠点の場所さえわかれば、アンタ達の部隊が血盟団ブラツズを制圧してくれるんだろ？」

　やがて車は、裏道から開けた大道路に出る。

　オフィスビルが建ち並ぶ風景の向こうに、一際目立つ、ライトアップされたビルがあった。

「悪いが、今夜の作戦の詳細は聞かされてないんだ。俺の役目は、２人を集合地点まで送るだけ。アンタ達を送り届けた後は、灰色団地に戻るように指示されてる」

　シュウヤはそれを指差し、告げた。

「わかっているのは、今夜あのビルで、何かするつもりらしいってことだけだ」
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『特許庁のデータベースには、国内の様々な新技術情報が登録されてるわ』

　車に取り付けられた暗号無線機から、イーグルアイの声が聞こえてきた。

『まだ市販化や一般化がされてない、無名の要素研究とかもそう。先端科学技術ＡＳＴを使った犯罪のカラクリは、このデータベースから紐ひも解とける場合がよくあるの。今回の狙そ撃げき銃じゆうに使われていたっていう〝謎なぞの新素材〟も、すでにそれらしきものが見つかってるわ』

　ハンターの運転する車の助手席で、リセはタブレット端末の画面を見ていた。

　そこには、イーグルアイの言っている特許の詳細と、ネットのニュース記事などがまとめられた資料が表示されている。リセは、その新素材の名称を口にしてみた。

「それがこの……〝金属性化流体メタリアル・インク〟っていう物質なんですか」

『ああ』

　肯こう定ていした無線の声は、イーグルアイではなく、ドクターだった。

『最初はゲル状の物質なんだが、特殊な紫外線下に置くと、短時間で固体化するらしい。固体化した状態では、まるで金属のような強度と熱耐性を持つようになる、特殊なナノセルロースなんだそうだ。おまけに軽量ときている。期待される応用製品はかなり広範囲だな。自動車や飛行機。果ては日用品から防弾チョッキまで、色々だろう』

「すごいですね」

『ただ生成するのが難しく、高い製造コストの問題もあって、専もつぱら軍用としての応用しか目め処どが立たない代物だよ。特許としては存在しているが、大量生産される程には確立されてない』

　ドクターは統括するべく言った。

『つまりだ。公共の敵パブリツク・エネミーの狙そ撃げき銃じゆうは、生成が困難で、高い製造コストがかかる面倒な物質で造られているということになる。すると、そんな面倒なものをどうやって入手できたかという話になるだろう。今のところ製造できるのは、その〝特許を持っている企業〟くらいだ』

　リセは、車の行き先に見えてきている、高いビルを見つめた。

　スポットライト状の直線光で、ビル足下から上空に向かってライトアップされている建物である。洗練された、都会的な雰ふん囲い気きのデザインビルだった。

「……それがあの、ミッドタウンスクエアを本社にしてる会社なんですね」

『ああ。ミッドタウンスクエア。全26階建ての大型オフィスビルで、使用している企業名はノルド・コーポレーション。国内有数のインターネット接続事業者プロバイダだから、おそらく聞いたことのある社名じゃないか？』

「妙みようちきりんな話だな」

　ドクターの説明に、運転席のハンターが言った。

「何だって接続事業者プロバイダなんかが、軍用の新素材の研究に出資してて、その特許を持ってんだ」

『まあそれについては予想でしかないから、もう少し詳くわしいことがわかってから説明するさ。とりあえず結論から言えば、私はこの会社の重役の１人、もしくはそれ以上が、公共の敵パブリツク・エネミーに新素材の銃を〝提供したグル〟だと睨にらんでいる』

「……公共の敵パブリツク・エネミーを支援している企業だっていうことですか」

『業務に携たずさわる、一部社員の仕業の可能性もあるが、従業員レベルの権限で工面できる代物であるとは考えにくいんでな。おおまかに重役周辺の地位の人間だろうと予想してるわけだ』

　ドクターの話に納なつ得とくしている様子のリセ。それを横目に、ハンターだけは滅入ったように、ため息を漏もらした。そうしてから、自分の役割を確認するよう、口を開いて言う。

「捜査令状を取って正面から調査に乗り出せば、証拠を隠滅されるかもしれねえし、時間がねえってのに押し問答になるかもしれない。だから俺が単独で、こっそりとサーバー室にお邪じや魔まして、イーグルアイがハッキングできる〝侵入口バツクドアを仕込んでくる〟ことになったわけか」

　ハンターは、ネックストラップで自分の首から提さげている、ＵＳＢメモリを見下ろした。

『ベテランにしか任せられない、極秘任務さ』

「捕まったら、どうせトカゲのしっぽ切り。内閣情報捜査局ＣＩＲＯは知らぬ存ぜぬを通して、俺は晴れて御用になるわけだろ。こういう違法捜査はよくあるが、毎度、給料に見合わねえなあ」

『マイナス思考は良くないぞ、ハンター』

　ドクターはいつも通り、適当な助言を返してくる。

　別に過大な配はい慮りよを期待していたわけではないが、何とも言えず、なおざりにされている感が拭ぬぐえない。イヤそうな顔のハンターの隣で、対してリセは意気込んでいた。

「私は、怪しい重役さんを探せば良いんですよね」

『ああ。特定するまではいかなくても、クイーンの洞察眼なら、公共の敵パブリツク・エネミーのグルと思わしき人物を見つけられるかもしれない。おおよその当たりさえつけられれば、今後の捜査の突破口になる。君の仕事は、ハンターの仕事が失敗した時の補助策といったところか』

「おいおい。マイナス思考は良くないんじゃなかったのかよ」

　車はやがて、ミッドタウンスクエア前の大通りにさしかかる。

　ビルの傍そばに立体駐車場があるのだが、そこまでの道のりは少し渋じゆう滞たいしていた。駐車場に続く渋滞にやむなく並びながら、ハンターの運転する車は、ビル前を徐行で横切ることになる。

『今夜はパーティーだ』

　ドクターは断言する。

『年に１度の社員懇こん親しん会かいらしい。家族を連れて来るのもＯＫらしく、25階の大広間を会場にして宴えん会かいだそうだ。重役はほぼ全員出席と、好条件だよ。ハンターには偽の社員証を渡しておいたからな。とある従業員の家族連れというように身分を偽って、紛まぎれ込んで貰もらう』

「それって、気付かれたりしないものなんですか？」

『大企業にもなれば社員数も膨ぼう大だいさ。社員同士でも、知らない顔なんて多くなるものだよ。君達が紛れ込んでいても、ほぼ確実に誰も気付かないだろう』

　駐車場に辿たどり着き、何とか車を駐とめてから、ハンターとリセは私服姿で車を降りた。

　そうして立体駐車場の吹き抜けから、目の前に聳そびえる巨大なビルを見上げた。

　雷鳴の響く暗い空の下、魔城のように聳え立つ高層ビル。

　不吉な何かが渦うず巻まいている空を、気味悪く思いながらも、リセは傘かさを開いた。

　公共の敵パブリツク・エネミーのテロ予告時間まで、残り26時間。

　躊躇ためらっている暇など、もはやなかった。
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　入道雲が青空を漂う、夏の目ま映ばゆい日差しの日だった。

　青々しい緑の芝が生える庭に、麦わら帽子に白のワンピース姿の少女がいた。

　ホースから出る水を花か壇だんに注ぎ、花々を愛めでながら、美しい声で歌を奏かなでている。

「はなさくおかべに　いこえるともよ　ふくかぜさわやか　みなぎるひざし～」

　天使のような歌声で、少女は覚えたばかりのその歌を奏でる。

「こころはたのしく　しあわせあふれ～」

　玄関前の日陰で、その歌声に耳を澄ませていたのは父親だった。

　優しい気持ちで、ただ黙だまって、花に水をやる愛まな娘むすめの姿を見守っていた。

「ひびくはわれらの　よろこびのうた～」

　娘の歌が終わるのと共に、父親は拍手をする。

　拍手の音に気が付き、娘はすぐに無む邪じや気きな笑えみを浮かべ、父親を振り返った。

「パパ！」

　輝くような眼まな差ざしを向けてくる娘に、父親は言った。

「さすがに聖歌隊に入れただけあって、ミカは歌が上手だね。パパ、感心しちゃったよ」

「ホント！　パパありがとう！」

　娘は手にしていたホースを手放し、父親の傍そばに駆かけ寄って抱き付く。

　父親が娘の頭を撫なでていると、後から家を出てきた母親が、呆あきれて言った。

「あらあら。歌が上手に歌えるようになっても、まだまだミカは甘えん坊さんねえ。この前、友達の前でパパに抱っこされるの恥はずかしいって言ってなかったかしら？」

　言いながら母親は、玄関の戸締まりをしている。

「小学校じゃイヤだけど、おうちではいいの！」

　娘は満面の笑みで、父親の脚にべったりと身体からだを貼り付けた。

　そんな娘を持ち上げ、父親はギュッと、小さな娘の身体を抱きしめた。

「よーし、じゃあ今のうちにパパ、ミカをいっぱい抱っこしちゃうぞー！」

「あははは、やめてよパパ、おヒゲがくすぐったいよー！」

　頰ほお擦ずりをしてくる父親の顎あごをイヤがりながらも、娘は楽しそうだった。

　和気藹あい々あいとしている父娘を見ていた母親は、自身も麦わら帽子をかぶって言った。

「さあさあ、そろそろ出かけるわよ」

「そうだな」

　父親は娘を下ろすと、ポケットから車の鍵かぎを取り出した。

　そうして小さな娘の手を引いて、庭先に駐とめてあるマイカーに向かって歩く。

　父親に手を握って貰もらって満まん悦えつの娘に、母親が笑え顔がおで言った。

「田舎のおばあちゃんが、夏休みにミカが会いに来てくれるって、すごく喜んでたんだから。きっとキリンさんみたいに、首を長くして待ってるわよ」

「ミカも、はやくおばあちゃんに会いたいよ！」

　家族で車に乗り込み、運転席の父親はエンジンをかける。

　ミラーの位置を調節して出かけようとしたところで、後部座席の娘がねだった。

「ミカね、聖歌隊のお友達とだけじゃなくて、パパ達とも一いつ緒しよにお歌うたいたいよ」

　父親と母親は顔を見合わせ、思わず苦笑してしまう。

「じゃあ、おばあちゃんの家に着くまで、パパと一緒に、いっぱい車の中で歌おうか」

「ママも入れて貰もらっていい？」

「うん、いいよ！」

　そうして家族を乗せた車は、ゆっくりと走り出した。

　田舎の祖母の家に辿たどり着くまで、娘と共に多くの歌をうたいながら。

　──花咲く丘べに　憩いこえる友よ

　　──吹く風さわやか　みなぎる日差し

　　　──心は楽しく　幸せあふれ

　　　　──響くは　我われ等らの　よろこびの歌
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　ワイングラスの乾杯の音。食器を突くフォークやスプーンの音。

　華はなやかな音に包まれた広い会場内で、多くの人々が楽しげに談笑していた。

　暖色のライトが照らし出すホールはムードがあり、テーブルクロスのかかった無数のサークルテーブルには、高そうなオードブルが並べられていた。上場企業の懇こん親しん会かいということもあり、なかなかに豪勢な立食パーティーとなっている。何より素晴らしいのは、25階の会場から見下ろせる夜景だろう。その夜景を肴さかなにしながら、飲み語らう従業員達の姿も見られた。

　リセは会場の隅で、ワイングラスに注がれたジュースに口を付けていた。

　会場の監視カメラをハッキングしたらしい情報分析官の１人から、リセが耳に付けたイヤホンマイクに指示が飛んでくる。分析官の指示した人物を観察し、リセはその見解を報告するのだ。先程からリセは、そんな作業を続けているところである。

　人物の観察に疲れ始めていた頃、リセの傍そばにハンターが歩み寄って来た。

　両手には、取ってきた料理を載せた皿を持っており、その片方をリセに差し出して言う。

「せっかく来たのに、全然食ってないだろ」

「……潜入中だと思うと、ちょっと緊張しちゃって」

　肩かた肘ひじを張っている様子のリセに、ハンターは苦笑しながら料理を勧める。

　おずおずと、フォークで皿を突き始めながら、リセは状況を報告をすることにした。

「一通り、役員の人達を〝観察〟してきました」

「結果は？」

「……見て怪しいと思う人は、いませんでした」

　申し訳なさそうに、リセは俯うつむき加減で答えた。

「もしもこの中に公共の敵パブリツク・エネミーの協力者がいるのなら、表情や態度に、何かしらの焦あせり、あるいは罪悪感のような感情が見られると思ってました」

「そんなに単純な仕草になって現れるもんか？」

「言葉の噓うそは巧たくみです。けれど感情の噓は、見れば結構わかりやすいものですよ。気持ちは、隠そうと思って簡単に隠せるものじゃない。訓練されてない限りは」

　リセは続けた。

「公共の敵パブリツク・エネミーの犯行は凶悪です。残ざん酷こくに人を処刑したり、霞かすみヶが関せきを襲撃したり、徐々に犯行の内容は過激になってきてます。何をしでかすかわからない危険なパートナーがいるのに、常に平静を保っているというのは難しい。もしも平静を保てているのなら、その人は公共の敵パブリツク・エネミーの犯行に共感を抱いだける社会病質者であるか、公共の敵パブリツク・エネミーの行動を完全に制御することができる主従関係の人物。もしくは完全に無関係な人、ということになると思います」

「無関係、って線が濃厚なんじゃねえのか。ドクターの当ては外れたかもな」

　そう言いながらも、ハンターは少し双そう眸ぼうを鋭するどくして言い足した。

「それでもまあ、この会社が何かしらの形で公共の敵パブリツク・エネミーに助力することになったんじゃねえかって予想は、俺も賛成だ。刑事の勘ってやつだろう。どうにもこのビルは臭においやがる」

「刑事だったんですか」

「……口が滑すべっちまったか。もう何年も前の話だよ」

　言い淀よどんでいる様子のハンターに、リセはそれ以上、聞くことはしなかった。

　あれこれ過去の話をしたくないのは、リセも同じである。

　内閣情報捜査局ＣＩＲＯの上級職員メンバーは、リセだけでなくカナタの経歴も知っているだろう。そのことについて、いちいち話題にしない優しさに、リセは感謝しているくらいだ。

　話題を変えるべく、リセはハンターに尋たずねた。

「ハンターさんの方はどうだったんですか？」

「楽勝だったよ」

　にやけながら、ハンターは言い誇った。

「従業員の大半は、この会場で飲んだくれてて、社内のほとんどのフロアはもぬけの殻。さすがに15階のサーバー室がある階には警備員が何人かいたが、イーグルアイが監視カメラ映像を誤ご魔ま化かしてくれてたからな。気付かれることもなく、難なく入退室可能だったよ」

　それを聞いていたのであろうイーグルアイが、２人の話題に入り込んできた。

『フフン。ネットワークを売りにしてる会社にしては、ぞんざいな警備だったわね。ネットワーク上では強力なファイアーウォールを誇ってたけど、守りが堅いのは、あくまでネットの世界の話だけ。サーバー室の守りはザルなんだもん。間抜けなネット弁べん慶けいってとこよねえ』

「酷ひどい言い様だな、おい」

『パーティーの人達が飲んだくれてる間に、絶賛、情報ぶっこ抜きまくり中よ。１時間もすれば社長の愛人だってわかっちゃってると思うから、結果を楽しみにしてていいわ』

「おっかねえ未成年ばかりだな、うちの組織は」

　ぼやきながら、ハンターはリセに視線を送った。

「これ以上、ここにいても意味がなさそうだ。俺達もそろそろ撤退するか？」

　頰ほお張ばっていたパスタをモゴモゴと嚙かみ砕くだきながら、リセは慌あわてて答えた。

「そ、そうですね！」

「……別に落ち着いて食ってても良いんだぞ」

　料理の皿を近くのテーブルに置いて、２人は会場を後にしようとエレベータホールの方角に足を進めた。賑にぎやかな会場の人々とすれ違いながら、リセはふと呟つぶやいてしまう。

「……やっぱりおかしいかも」

「おかしいって、何がだ」

　聞き逃さなかったハンターが、リセに尋たずねた。

　リセは報告するべきか躊躇ためらった後、その疑問に答えた。

「社長や役員ばかりを観察してましたけど……この会場の人達、すごく楽しそうにしてる人達と、すごく暗い顔をした人達の、対極的なグループがいるように見えるんです」

　言われてみて、ハンターも気が付いた。

　会場の半数以上は笑え顔がおで談笑しているようだったが、その中に混じって、妙みように暗い顔で憔しよう悴すいしているグループがいる。まるで通夜会場にいるかのように青白い顔をしており、盛り上がっているテーブルの１つを見ているようだった。

　その盛り上がっているテーブルとは、会社の重役達が集つどうテーブルである。

「言われてみりゃたしかに。こりゃいったいどういう意味────」

　ハンターが皆まで言い終える前である。

　──会場の足あし下もとが揺ゆれた。

「うおっと」

　長くはない。瞬しゆん間かん的な揺れではあったが、なかなかに大きな揺れで、会場の人々はその場でよろける。天井のシャンデリアも、シャラシャラと音を立てながら振り子のように揺らぐ。

「……何だ、今の揺れは」

「地震？」

　リセとハンターは、周囲の人々と同じ所感を口にする。

　その時、突然、イーグルアイの焦あせった声がイヤホンから聞こえてくる。

『────何よ、これ！』

　珍しく取り乱している声色のイーグルアイに、ハンターは冷静に尋たずねた。

「どうかしたのか」

『これってもしかして……かなりまずいわ！』

　状況を急いで教えようと、イーグルアイは早口気味に告げる。

『潜入捜査中のブレイカーとルークだけど、出発前に皮下注射で発信器を埋め込まれてたでしょ！　２人の反応が、どういうわけか今そこのビルに現れたの！』

「……何言ってんだ？」

『近くの地下鉄駅に来てたのまでは追跡できてた。でもそこから地下に入ったから、信号が一時的に途切れてたのよ！　電車で移動してるんだと思ってたのに、それがどうして、いきなりそこの〝ビルの直下〟に現れちゃったのよ！』

「おいおい。そりゃもしかして──」

　エレベータホールの方から、悲鳴が聞こえた。

　それと同時に、乾いた発砲音が連続で轟とどろく。

　パパパパパパパ

　そんな連射音と同時に、木製の扉には小さな穴がいくつも穿うがたれる。

　扉の向こうから激しい銃声と、無数の男女の絶ぜつ叫きようが奏かなでられた。

「きゃああああああ！」

「うあああああああああああ！」

　何度かの銃声と絶叫の直後、会場出入り口の扉は、勢いよく蹴けり開けられる。

「全員動くな！」

「死にたくなけりゃ、その場に跪ひざまずけや！」

　喚わめき散らす男が数人、会場に雪崩なだれれ込んできた。

　いずれもガスマスクで顔を隠しており、手にしたアサルトライフルで、天井に向かって何度か断続的に発砲する。着弾によって、パラパラと天井の部材が注いでくるのを見上げていられず、女性が悲鳴を上げて、男性は青ざめながら、言われた通りにその場で跪いてしまう。

「何なんだ、お前達は！」

「コイツ等ら、銃持ってるぞ！」

　騒さわぎ出す従業員の何人かを、男達は無造作に射殺した。

　容よう赦しやなく、呆あつ気けなく人を殺してしまう謎なぞの武装集団の所行に、人々は即座に恐怖を抱いだく。

「嬢ちゃん、俺から離れるな！　今は奴やつ等らの言うことを聞くんだ！」

「ハンターさん、あれ！」

　その場で跪きながら、リセは遅れて部屋に駆かけ込んできた２人を指差す。

　ガスマスクで顔を隠してはいるが、見覚えのあるパーカーの少女と、ジャケットの少年である。いずれもアサルトライフルを手にしており、他の男達と同じように、会場の従業員達を円形包囲していく。

「……ルークか」

「カナタ……！」

　潜入捜査中の２人の姿を確認し、ハンターとリセは、脂汗を浮かべた顔を苦にが々にがしくする。

　武装集団──血盟団ブラツズの団員は、全部で18人いた。

　昨日の警視庁襲撃の時よりも、倍近い人数になっている。そうして血盟団ブラツズの団員が会場の端から端までを制圧すると、どこからともなく、聞き覚えのあるメロディが聞こえてきた。

　よろこびの歌。

　聞き覚えのある、その鼻歌である。

　硝しよう煙えんの漂う廊下の向こうから、歪いびつな人影が浮かび上がってきた。まるで影が人の形を成して現れたかのようなその男は、全身を火傷やけどの痕あとに覆われた、タキシード姿の怪物である。鼻歌は、男の首に巻かれた人工声帯装置が発している機械音声だった。

「……公共の敵パブリツク・エネミー……！」

　青ざめながらも、絶対的な強敵に立ち向かう気持ちで、リセはその名を口にする。

　公共の敵パブリツク・エネミーは、手にしたハンディカメラの電源を入れた。

　火傷の男の首の装置からは、厳おごそかな宣告がもたらされる。

《こんばんは。皆さん、お楽しみの──〝公開処刑〟の時間です》
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　絶望的な来訪理由を口にすると、公共の敵パブリツク・エネミーの頰ほほに醜みにくい笑えみが浮かんだ。
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　会場の従業員達は、両手を挙げたまま、その場で跪ひざまずいていた。

　少しでも反抗的な態度を取った従業員は、簡単に射殺されてしまったのである。

　血盟団ブラツズに逆らえば、無む駄だ死にする。それを理解したこともあるが、何より家族連れの社員が多かったため、家族に危害が加わるのを恐れて大人しくしている者が大半であると、会場の人々を見渡し、リセは分析する。

　リセとハンターのイヤホンに、イーグルアイが話しかけてきた。

『……返事はしなくて良いから聞いて。わかったことを報告するわ』

　会場のリセ達の安否を気遣い、イーグルアイは応答を待たずに、一方的に状況を告げる。

『その会場の状況は、公共の敵パブリツク・エネミーが持ってるハンディカメラで撮影され、インターネットの動画サイトで生放送されてる。動画はすでに５万ヒットを超えたわ』

　やはり公共の敵パブリツク・エネミーは、これまでの犯行同様、この会場の状況をインターネット配信しているようだった。イーグルアイは緊迫した声色で続ける。

『そこの会場にいる奴やつ等らの他に別働隊もいる。ビルのサーバー室の監視カメラを確認してるけど、警備員は皆殺し。サーバー室は血盟団ブラツズが掌しよう握あくしているのに等しい状況だわ。つまり何を意味するかというと、インターネット接続事業者プロバイダであるノルドのサーバーは血盟団ブラツズの手に落ちてる。ノルド経由でアップロードされたこの放送は、止められないってこと……！』

　捜査機関に生配信を邪じや魔まされないために、放送用のサーバーを押さえたというのか。

『状況は最寄りの警察も察知しているけれど、警察の装備では血盟団ブラツズの持ってるアサルトライフルの火力には対応が難しいわ。人数も人数だし。部隊派遣センターに緊急対策チームを要請したけど、チーム到着まで15分はかかる。それまで……お願い、何とか耐えて……！』

「……」

　リセとハンターは、苦にが々にがしい視線で互いを見やった。

　ある意味で、この状況はチャンスである。

　そもそも公共の敵パブリツク・エネミーと、テロに関かかわっている血盟団ブラツズのメンバーを、国中の捜査機関が血ち眼まなこで探していたのだ。それが一同に揃そろい、目の前に現れたのである。

　ここで一いち網もう打だ尽じんにすれば、事件は解決だ。

　だが15分では……これから行われるであろう凄せい惨さんな処刑を防ぐのには手遅れである。

《すでに私が何者であるのか、ご存じでしょう？》

　公共の敵パブリツク・エネミーは会場ホールの中央まで歩きながら問う。

《私は社会に潜む、いまだ断罪されぬ公共の敵パブリツク・エネミーを駆く逐ちくする者。その私が今夜、こうしてこの場を訪れた理由は１つしかない。あなた方を公共の敵パブリツク・エネミーであると認めたのですよ》

　演説が始まると同時に、武装した血盟団ブラツズのメンバーが、役員達を乱暴に立たせ始めた。

　そして会場のステージに無理矢理並ばせる。

　役員達に銃口を向けたまま、その場から距離を取った。

　準備が整ったのであろう、公共の敵パブリツク・エネミーは役員達に語りかけた。

《自分達の罪状は、私が言わなくても、もう理解しているはずですよ。ねえ。ノルド・コーポレーションの役員の皆さん。それに福ふく沢ざわハルキ社長？》

　社長は拳こぶしを振るわせ、怒いかり心頭の形相で壇だん上じように立っている。

「ふざけたことを……！」

　社長は、壇上の自分達と相対する、公共の敵パブリツク・エネミーを指差して喚わめいた。

「すぐに警察が駆かけ付けて来るぞ！　そうしたら後悔するぞ！」

「そうだ、逃げるなら今のうちだ！」

　福沢社長の怒りの声に続き、少し強気になった役員達もこぞって野次を飛ばし始める。

　その光景を哀れそうに見つめ、公共の敵パブリツク・エネミーは皮肉げに言った。

《警察に何かできると、思っているならおめでたい。あそこには、丸腰で投降した私を逃がす間抜けしかいませんよ。彼かれ等ら如ごときに、〝私を止められる〟とでも思っているのですか？》

「……！」

　ゾッとするような、冷酷な眼まな差ざしだった。

　福沢社長も、役員達も、異様な気配を放つ公共の敵パブリツク・エネミーに怯ひるみ、思わず黙だまり込んでしまう。

「──いいぞ、殺せ！」

　予期せず、会場のどこかから応援の声が上がった。

　公共の敵パブリツク・エネミーのみならず、会場の誰もが声の出所に注意を向けた。

　声援を送ってきたのは、酔っ払いの男だった。

　据すわった目で壇上の役員達を睨にらみ上げ、額ひたいに青筋を浮かべながら叫さけぶ。

「そんな人でなし共、みんな殺しちまえば良いんだ！」

　その男の周辺のテーブルからも、同様に声援を送る従業員達が現れる。

「そ、そうよ！　そんな人殺し達、死んでしまえば良いんだわ！」

「宮みや下したは、ただの病死なんかじゃねえぞ！　過労死に決まってるんだ！」

「嫁子供のいる宮下を死なせて、こんなパーティーだなんてふざけてるよ、クソ役員共！」

　リセとハンターは、その面々の顔を見て、すぐに気が付いた。

「……あれって」

「さっきまで、暗い顔でしょげてた連中だな」

　従業員達が口にした名前を、即座に検索したイーグルアイが、一方的に情報を告げる。

『宮下テツオ。34歳。ノルド・コーポレーションのエンジニアで、３週間前に会社のトイレで倒れているのが発見された。死因は心臓麻ま痺ひ。……過酷な労働で何日も家に帰れなかったという同僚の証言があるわね。けれど労災認定はされなかったわ。上層部と労働基準局の癒ゆ着ちやくがあるみたいよ。ノルドの過去を見ると、しばしば社員の、こうした突然死がある』

「それで人殺しか。アイツ等らは、過労死した社員と懇こん意いだったってとこか？」

　口々に壇だん上じようの役員や社長をなじる、一部の従業員達。

　酔った勢いもあるのだろうが、言いたい放題だった。

　公共の敵パブリツク・エネミーがどんなことをする人間なのか。連日、ニュースで報道されているのだ。処刑の凄せい惨さんさを知らない人間は少ないだろう。それでも敢あえて公共の敵パブリツク・エネミーに声援を送っている人々がいるのは、公共の敵パブリツク・エネミーが「正義を成している」と考えているからに違いない。

「歪ゆがんだ正義感です……！」

　リセは涙目で、声援を送る大人達を悔くやしそうに睨にらんだ。

　社員達の様子を見ていた公共の敵パブリツク・エネミーは、クツクツと腹底を振るわせ、怪しく笑えんで言う。

《面白い。今夜の処刑は、１つ工夫を凝らしてみましょうか》

　なぜか……僅わずかに〝怒気〟を含んだ口調で、公共の敵パブリツク・エネミーは壇上の社長達に背を向ける。

　そして、会場で跪ひざまずいている従業員達に向かい、高らかに告げる。

《壇上に立っていただいた皆さんは、ご存じの通り、他人を死ぬまで酷使しました。これは殺人に等しい。自らは労せず、何人もの死の上に築き上げた富で、優ゆう雅がに余生を過ごすだけの生涯です。他人を苦しめることが生きる術すべとなっている彼かれ等らは、まさに公共の敵パブリツク・エネミー。私だけでなく、皆さんだって復ふく讐しゆうしてやりたいお気持ちがあるでしょう》

　そこまで言うと、公共の敵パブリツク・エネミーの焼け爛ただれた頰ほほに、亀き裂れつのような笑みが現れる。

　怪物は、禍まが々まがしい暗黒をまとった言葉を、会場にぶちまける。

《ですので彼等の処刑方法は──会場の皆さんに決めて貰うことにしましょう》

　誰もが啞あ然ぜんとした。

　リセとハンターも、想像を遙はるかに超えた公共の敵パブリツク・エネミーの提案に驚いた。

　そして誰もが戦せん慄りつし、背筋を冷やす。

《遠えん慮りよはいりません。日頃の恨み辛つらみを晴らすチャンスです。思い切った、残酷で痛快な処刑方法を提案してください。どんな内容であろうと、我々はその意思に沿いましょう》

　ただ１人、ハンディカメラを構え、会場で楽しげに言う公共の敵パブリツク・エネミー。

　異様なその男を、人々は血の気の失うせた顔で凝視する。

　公共の敵パブリツク・エネミーは、もう片方の手でハンドガンを手に会場内を散策し始めると、適当に選んだ男性社員に尋たずねた。

《まずはあなたの提案をお聞きしましょう。彼等には、どんな殺され方が相応ふさわしいでしょう》

　まるでニュースレポーターのように、公共の敵パブリツク・エネミーはマイク代わりに銃口を差し向けて問う。

　銃を額ひたいに突き付けられた男性社員は、顔中にじっとりと脂汗を浮かべてどもる。

「あの……えっと……その…………」

　パン！

　乾いた銃声が轟とどろくと、男性社員の額ひたいに穴が空いた。男性社員は、その場で静かに倒れ伏す。後頭部から脳のう漿しようを吹き出し、瞬またたく間に射殺されてしまった。

　隣で返り血を浴びた女性社員が、悲鳴を上げた。

《質問にはすぐに答えましょう。持ち時間は10秒です》

　公共の敵パブリツク・エネミーが勝手に決めたルール。それに反したという理由で、男性社員は射殺されたようだった。公共の敵パブリツク・エネミーはさらに会場内を散策し、主婦らしき女性に言った。

《次はあなたです》

「やめろ、殺さないでくれ！　妻だけは！」

　主婦の隣にいた、従業員の男が懇こん願がんした。家族連れで来ていたようである。

　公共の敵パブリツク・エネミーは主婦の額にも銃口を突き付け、尋たずねた。

《彼かれ等らには、どんな殺され方が相応ふさわしいでしょう》

「ひっ……ひいい！　その鉄砲で頭を撃うって、殺せば良いでしょ！」

　今度は10秒以内に答えることができた。だが公共の敵パブリツク・エネミーは不満そうだった。

《何を遠えん慮りよしているのですか？》

　パンッ！

　主婦の額に風穴が空き、その場に倒れ伏す。隣の夫が悲鳴を上げた。

《温ぬるい処刑方法など聞きたくありません。社長や役員を気遣っての優しさなど不要です。そんなものを持つ者は、壇だん上じようの彼等の味方。同じ公共の敵に違いないでしょう？　罪人に対する不必要な甘やかしが、この国に、公共の敵を生む原因となったのがわからないのですか？》

　言われた後も騒さわぎ立てる夫を、見かねた血盟団ブラツズのメンバーが射殺した。

　静かになった夫の死体が転がると、会場内の恐怖の色は、いっそう深みを増していく。

《次、あなたです》

　選ばれたのは、事務員と思しき中年女性だった。額に銃口を押し付けられる。

　涙混じりの弱々しい顔で見上げてくる中年女性に、公共の敵パブリツク・エネミーは尋ねた。

《彼等には、どんな殺され方が相応しいでしょう》

　怯おびえきった中年女性は、その場にへたり込んでしまう。だが時間切れで殺されるのを恐れ、堪たまらず思い付いた案を口にした。

「ぜ、全身をバラバラにして殺す！」

　中年女性の答えが、会場内にこだました。

　静けさの後に、公共の敵パブリツク・エネミーは中年女性に微笑ほほえみかけた。

《それは、実に良いですねえ》

　銃口を中年女性の額から引っ込めると、手近な血盟団ブラツズのメンバーにジェスチャーを送る。それに反応したメンバーが、壇だん上じようの役員の１人を羽は交がい締めにした。

「な、何をするんだ！　よせ！　お前、正気なのか！」

　公共の敵パブリツク・エネミーは血盟団ブラツズのメンバーから、大振りのナタを手渡された。それを持って、ゆっくりと壇上に上って行く。怯おびえきった役員の目の前までに歩み寄って行く。

《聞いていたでしょう？　あなたの死に方は、善良な人の意思によって、生きたままバラバラにされ、殺されることに決定したんですよ》

　公共の敵パブリツク・エネミーは言うなり、ハンディカメラを役員に向けたまま、手にしたナタを振り上げる。そうして容よう赦しやなく、羽交い締めにされた男の肩口に、分厚い刃やいばを叩たたき込んだ。

「ぎゃあああああああああああああ！」

　悲鳴が収まるのも聞かず、公共の敵パブリツク・エネミーは何度も肩口の同じ場所に刃を叩き込む。まるで木の枝のように、男の腕は容易に叩き切られ、血ち溜だまりの床に転がった。

　公共の敵パブリツク・エネミーはナタを振るい続け、次々と男の手足を切り落としていく。

「ぐ……ぎ……がぁ……！」

　言葉にならない苦く悶もんの呻うめきを漏もらし、白目を剝むいたまま、役員の１人は絶命した。

　残ざん虐ぎやく極まりない処刑によって、公共の敵パブリツク・エネミーは返り血にまみれている。

　その姿を見て、恐怖で失禁してしまう社員や子供の姿があった。

《やれやれ。何人も過労死させた人殺しのくせに、ずいぶんと情けない最期でしたね》

　公共の敵パブリツク・エネミーが他の役員や社長に目を向けると、全員がその場に跪ひざまずいて、「助けてくれ」と命乞いを始める。完全に反抗心を失った役員達は、公共の敵パブリツク・エネミーという驚異に身を竦すくめていた。

　ふと公共の敵パブリツク・エネミーは、窓の向こうの夜景に、赤い無数のパトランプの輝きを発見する。

　残念そうに肩を小さく落とすと、壇上を降りて、再び会場内を散策し始めた。

《あまり時間もなくなってきたようです。次の方のアイディアで、残りの全員を始末しましょう。最後ですから、とびきり無残な方法をお願いしますよ。そうですね》

　会場全体をゆっくりと見渡す、公共の敵パブリツク・エネミーの狂気の視線。

　誰もが視線を合わせぬよう、下を向いて俯うつむいた。

　だがその視線と、リセの目は、一いつ瞬しゆんだけ合ってしまう。

《では、そこのお嬢さん》

「！」

　視線を伏せた時には、すでに遅かった。

　公共の敵パブリツク・エネミーはリセの眉み間けんを銃口で狙ねらいながら、ゆっくりと歩み寄って来るではないか。まるで悪夢である。すぐに何かしら殺害方法を提案しなければ、殺されるのはわかっていた。これまで殺された人達は、あまりにも容易たやすく命を奪うばわれたのだから。

　公共の敵パブリツク・エネミーは、リセの小さな額ひたいに銃口を突き付ける。

《さあ。提案してもらいましょう。彼かれ等らには、どんな殺され方が相応ふさわしいでしょう。ご存じの通り、持ち時間は少ないですよ》

「…………ない」

《？》

　呟つぶやきはあまりに小さくて、何を言っているのか聞き取れなかった。

　その時、リセの胸中は、目の前で行われている理り不ふ尽じんに対し、怒いかりで燃え盛っていた。

　小さな身体からだは恐怖で震え、目には涙が滲にじんでいたが、それでも精一杯の勇気を込めた眼まな差ざしで、リセは公共の敵パブリツク・エネミーを睨にらみ上げて答えた。

「絶対に言わない！　人殺しの手助けなんて、私は死んでもごめんよ！」

　涙を流しながら、リセは真っ向から、公共の敵パブリツク・エネミーの要求を拒否した。

　その力強いリセの拒否に、大人達は我に返り、どよめき始める。

　会場の大人達が、誰も成し得なかったことである。

　僅わずかな会場の雰ふん囲い気きの変化を快く思わず、公共の敵パブリツク・エネミーは宣告した。

《高潔な覚悟が、いつでも身を守ると思うのは幻想です。それをわからせてあげましょう》

　怒気を潜めた公共の敵パブリツク・エネミーの指は、引き金にかかる。

　銃口を見上げながらリセは、迫せまり来る死の絶望に吞のまれていく。目の前に差し出された小さな黒い穴の中に、リセの何もかもが吸い込まれていくような錯覚に襲われた。

「……カナタ……！」

　怖くて。逃げたくて。

　リセは縋すがる者の名を口に、目を固く閉じてしまう。

　その瞬しゆん間かんだった。

「────家族に殺させろ」

　リセの死前の静けさに包まれていた会場に、少年の声が厳おごそかに響く。

　その声で、公共の敵パブリツク・エネミーの動きが止まった。

　公共の敵パブリツク・エネミーだけでなく、会場にいた誰もが、声の少年に目を向けた。

　ガスマスクをかぶった、顔の見えない少年である。

　リセの代わりに殺害方法を提案したのは、血盟団ブラツズのメンバーの１人であった。

　少年──カナタはマスクの奥から、溶けた暗黒が流し込まれたような、淀よどんだ黒の眼まな差ざしを、公共の敵パブリツク・エネミーに向けている。

　カナタの提案は常じよう軌きを逸いつしていたため、誰もがすぐに意味を理解できなかった。

《……今、何と言ったのですか》

　公共の敵パブリツク・エネミーも、思わずカナタに尋たずねてしまう。

　動じた様子など微み塵じんも見せず、堂々とカナタは、公共の敵パブリツク・エネミーに答えた。

「社長と役員を、その妻子に〝殺させれば良い〟。そう言ったんだ」

《…………》

　公共の敵パブリツク・エネミーは、言葉を失ってしまった。

　血を分けた者と、愛いとしい者。それに命を奪うばわせる。それは肉体の死よりもさらにおぞましい、魂の死をもたらすだろう。これまでいかに残ざん虐ぎやくな殺し方で人々を屠ほふってきた公共の敵パブリツク・エネミーであっても、そこまで残虐な殺害方法を思い付いたことはない。

　カナタの提案が、あまりにも非道であったせいもある。だが何より公共の敵パブリツク・エネミーの口を閉ざす理由になったのは、カナタという存在から滲にじみ出る、得体の知れない重圧である。

　巨人と向き合っているかのような、息苦しいまでの緊張感だ。

《……非常に面白いですね》

　公共の敵パブリツク・エネミーはニヤけ、カナタの提案を肯こう定ていした。

　ジェスチャーを血盟団ブラツズのメンバーに送ると、その意図を汲くんだ団員達が、即座に動く。

　役員や社長の妻子を、泣き叫さけぶのも構わず無理矢理、壇だん上じように引っ張り上げた。

　そうして妻子にナイフを握らせ、父親と対たい峙じさせた。

　青ざめたリセが、悪夢のような光景を前に、泣きながらに呟つぶやく。

「カナタ、何て酷ひどいことを……！」

「いいや。残念だが、これは正解の１つだ、嬢ちゃん」

　非道なカナタの選択を、意外にも傍かたわらのハンターは肯定した。

　ハンターは大真面目まじめな顔で、壇上で向き合わされる家族を見つめて言った。

「この場で、絶対に死を免まぬがれないのは誰だ？　あの舞台に立つ、この会社の重役達だろう。ブレイカーは躊躇ためらいなく、それを切り捨てたにすぎない。他の命を救うためにだ」

　他の命。

　リセの命だ。

　カナタはリセを助けるために、悪魔のような選択を下した。

　カナタがあの提案をしていなかったら、リセは殺されていただろう。それは間違いなく現実だ。だがそれでも納なつ得とくがいかず、リセは唇くちびるを固く引き結ぶ。幼稚な抵抗かもしれない。それでもハンターの言葉を否定したくて、懸けん命めいに何か、言葉を探した。

「でも、何か他に、助ける方法があったはずです……！」

「なら他にどうすれば良かった」

「何か方法があったはずです……何か閃ひらめいたかもしれないじゃないですか……！」

「妙みよう案あんを閃くのはいつだ」

　ハンターは、淡たん々たんとリセの発言を否定した。

「中途半端な正義感ってのが、一番、質たちが悪い。正しいことをしようとして迷い、判断に時間をかけちまうからさ。迷いは遅れを生む。遅れは、死ななくて良かった味方を殺してしまう。結果として、出さなくて良かったはずの犠牲まで出しちまう。アイツが口を挟はさまなければ、死んでたのは、あそこの重役達だけじゃない。嬢ちゃんや、下手へたすりゃ他の奴やつ等らもだったろ」

　ハンターは心底戦せん慄りつして、カナタの姿を見つめていた。

「修しゆ羅ら場ばにおいては、最も非情な決断を下せる奴やつが、最も多くの命を救うんだよ。あのクソガキは、あの歳としでそれを心得てやがる。冗談じゃねえ……本当に途方もない化け物じゃねえか」

　殺さなければ殺す。

　血盟団ブラツズのメンバーにそう脅おどされた妻子は、泣きながら謝り、父親の胸にナイフを突き立てて殺した。妻子に刺され、重役達は涙ながらに血を流して倒れ伏していく。脳のう裏りにこびり付いて忘れることができないであろう悪夢を凝視し、ハンターはリセに告げた。

「１つ忠告だ。この仕事をやるってのは、これから、こういう場面に何度も出くわすってことを意味してる。嬢ちゃんには、その覚悟があるのか？　そうでなければ、何を期待してこの仕事を始めた？　こんな酷ひどいものを飲み下してまで──嬢ちゃんが守りたいものは何だ」

「私は……！」

　カナタの言っていたことが、リセの脳裏をよぎる。

　リセが誰かを守る側に回るのは荷が重い。

　リセに、いったい何が守れるのか。

　その通りだったではないか。誰かを守るということが、こんなに苦しく残ざん酷こくな決断の連続であることを、リセは今まで知らなかったのだ。大切なものを選び続け、そうでないものを捨て去る覚悟が必要だったのだ。カナタは今までずっと、こんなに暗くて醜みにくい世界で、独りきりで決断を下し続けてきたというのか。……ただリセを守り続けるために。

　打ちひしがれているリセの前を、血盟団ブラツズのメンバー達が駆かけ去って行く。

　全てのターゲットを殺し終え、目的を達した血盟団ブラツズは撤退を始めたのだ。泣き叫さけぶ会場の従業員達を置き去りに、団員達は続々とエレベータホールに向かって逃げ出して行く。

《そうそう、忘れるところでした》

　逃げ去る血盟団ブラツズのメンバーに紛まぎれ、優ゆう雅がに歩いていた公共の敵パブリツク・エネミーが、ふとリセを振り返った。そうして笑え顔がおで、リセにハンドガンの銃口を向ける。

　慌あわててハンターが、鋭い剣幕で公共の敵パブリツク・エネミーを睨にらむ。

「てめえ、どういうつもりだ……！」

《彼女は公共の敵パブリツク・エネミー達を思いやった。公共の敵パブリツク・エネミーの、味方です。敵の味方は殺さなければなりません。彼女を殺しておかなければ、先に私が殺した人にとってフェアではないでしょう？》

　さも当然であるように、公共の敵パブリツク・エネミーは異常な持論を述べた。

「やめろ！」

　ハンターは叫さけぶ。だがその叫びには、リセを守る力などない。

　公共の敵パブリツク・エネミーが引き金を引くと、愕がく然ぜんと跪ひざまずいているリセをめがけて凶きよう弾だんが放たれる。

　その弾たまが突き刺さった先は──射線上に飛び込んで来た少女の肩だった。

「ルーク！」

　ガスマスクをかぶった、パーカー姿の少女だった。ルークはリセを庇かばったのだ。

　ルークは撃うたれた肩を抱いて、その場に膝ひざを突く。

　リセは慌あわててルークに駆かけ寄り、その傷の具合を見始めた。

《……色々と、意外なことが起きる夜ですね。なぜ、うちの団員がお嬢さんを庇う必要があったのでしょうか。是非とも理由を聞きたいところです》

「てめえ、何してやがんだあ!?」

　公共の敵パブリツク・エネミーの邪じや魔まをしたルークに気付き、団員の１人、ガスマスクで顔を隠した板いた倉くらが近付いて来た。リーダーである公共の敵パブリツク・エネミーに代わり、反抗的な行動を取った団員のルークを始末しようと、アサルトライフルを構える。

「させるかよ！」

　途端にハンターが飛び出し、板倉の横顔を思い切り殴なぐり付けた。

　殴られた板倉はよろめきながらも、すぐに体制を立て直してハンターに銃口を向ける。

　だがハンターは、向けられた銃身を素早く摑つかむと、板倉の横腹に蹴けりを見舞う。

「がはっ！」

　板倉が手放した銃を取り上げ、ハンターは素早くそれを構える。そうして板倉を殺そうと、ハンターが引き金に手をかけた瞬しゆん間かんだった。

　パンッ！　パンッ！

　乾いた２発の音がして、ハンターの胸に穴が空く。

「いやああああ！　ハンターさん！」

　公共の敵パブリツク・エネミーに撃うたれたのだ。

　倒れ伏したハンター。それに駆かけ寄ろうとしたリセの腕を、板倉が乱暴に捕まえた。

「おおっと、行かせねえよ！」

　板倉がリセを羽は交がい締めにしている傍かたわらで、公共の敵パブリツク・エネミーは、倒れ伏したハンターを興味深く見下ろして言った。

《素人しろうとの動きではありませんでした。おそらく捜査機関の人間ですね》

「……！　っつーことは、つまりこの可か愛わいい子ちゃんも捜査機関の関係者ってことで、それを庇おうとした、この女も仲間ってことかあ……！」

　暴れているリセと、肩を抱いて蹲うずくまったまま動かないルーク。

　２人を見下ろしながら、板倉は恐る恐る、公共の敵パブリツク・エネミーに意見を求めた。

「ど、どうしますか、コイツ等ら」

《今は時間がありません。ひとまず話を聞くために、彼女達も〝拠点〟に連れて行きなさい》

　板倉は、血盟団ブラツズの仲間の何人かを呼び付け、ルークとリセを連れて行くように命じた。

　そしてもう１つ、指示を下す。

「コイツを連れて来たシュウヤ君。それに、連れのカナタ君からも、話を聞かなきゃねえ？」

　決死で繫つなごうとした潜入捜査の糸は、すでに大きく綻ほころびを見せ始めていた。
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　ミッドランドスクエアの周辺には、黄色の立ち入り禁止テープが張り巡らされていた。

　封ふう鎖さされた道路にはパトカーや救急車が犇ひしめき、処刑に立ち会わされた従業員達の手当が行われている。中には刑事から事情聴取を受けている人々もいた。

　あまりにも醜しゆう悪あくな処刑を見せ付けられた子供達は傷付き、いつまでも泣きやまずにいた。

　その哀れな光景を見み据すえながら、ハンターの胸中は、犯人達への怒いかりで燃えていた。

　担架ベッドに腰掛けたハンターも、救急隊員から手当を受けていた。

「……クソったれ。防弾チョッキがなけりゃ死んでたぜ」

　ぼやきながらも、イヤホンマイクで内閣情報捜査局ＣＩＲＯの地下作戦本部バンカーフロアと通話する。

「状況は」

『いちいち私が言うまでもなく、最悪なのはわかっているだろう』

　応答したのは、ドクターの声だった。

『最優先護衛対象だったクイーンは、なるべく危険な任務から外して行動させていた。だが予想以上に優秀だったこともあって、色々と任せすぎてしまったか。それがこうも裏目に出て、死地の中心に投入してしまう形になるとは……。クイーンはさらわれ、行方ゆくえ不明だ』

　少し疲れた口調のドクターに、構わずハンターは尋たずねた。

「ブレイカーとルークには、発信器があっただろ。その信号から、行方を辿たどれないのか」

『運は連中に味方しているんだろう。信号は捉とらえられない状況だ。公共の敵パブリツク・エネミー達は地下を移動している。発信器は小型だから、地下にいても拾える程の強力な信号は発することができないさ。それとルークの発信器だが、撃うたれた時に壊れたと見られる。ルークが地上にいる時にも、反応がなくなってしまっていた。残りの頼みの綱は、ブレイカーの発信器だけだ』

「泣きっ面つらに蜂はちじゃねえか」

『まあな。ミッドランドスクエアの地下駐車場の床に、爆破して開けられた大穴を発見したよ。その下は、地下鉄の路線に繫がっている上水道だった。連中はそこからビルに侵入し、同じようにそこから撤退したんだろう。犯行グループが地下から逃げたことに気付かず、ビルを包囲してた警察は、またもや、とんだ間抜けを晒さらしてしまったわけだよ』

「昨日の事件といい、警視庁のメンツはボロボロだな」

『あっちの上層部もかなり頭に血が上っている。現場刑事も躍やつ起きになってて、私達とぶつかることも多くなってきた。捜査官同士の小こ競ぜり合いが起きるのは、良くない兆候と言えるな』

　そうして嘆たん息そくしてから、ドクターはトドメとばかりに言う。

『おまけに、公共の敵パブリツク・エネミーの行動は、一部始終がネットで流されたよ。どんな趣味の悪い連中が見ていたのか知らないが、リアルタイムで視聴した人間だけでも、世界中で２００万人。国内に限って言っても70万人だ。これまでで最大規模の公開処刑だったと言えるだろう』

「そういう連中の目ってのも、忌いま々いましいもんだ。よくもこんな事件を楽しめるもんだよ」

　言いながらハンターは、保護されて救急車前で手当を受ける、母子達に目を向けた。

　自分達が生きるために、大切な家族を殺した妻子。

　その傷付いた泣き顔を遠目に見つめながら、ハンターは悔くやしそうに歯は嚙がみする。

　冷静さを失わぬよう、ハンターは気を取り直してから切り出した。

「……１つ、わからないことがある。何だって奴やつは〝今夜この場で〟犯行を行った」

　疑問はその点だった。

「警視庁を襲撃した時のテロ予告は、明日の20時だったはずだろ。次の犯行はそこだと思ってた。だが実際には今夜だったわけだ。あんな大胆な犯行予告をして、捜査機関の目が厳しくなっているのがわかりきっているのに、奴は身を隠し続けるでもなく堂々と現れやがった。捕まる大きなリスクを冒してまで、なぜ奴は今夜、ここで犯行を行う必要があったんだ」

『案外、衝動的な犯行だったかもしれないぞ。奴の行動原理自体、思想的なものだからな』

　ドクターの意見はもっともだが、ハンターには別の確信があった。

「いいや。違うと思うぜ。嬢ちゃんが行動分析プロフアイリングしてた結果によると、公共の敵パブリツク・エネミーの犯人像は秩ちつ序じよ型ってやつらしい。計画を立てて実行するタイプで、無計画で衝動的な犯行を行うような奴じゃない。大がかりな仕掛けをしてる日は明日。その前日だぞ。何か理由があったはずだ」

『行動分析プロフアイリングか。これまでの我々の捜査にはなかった観点だな』

　言いながら、ハンターは思い当たった。

「……敵の作戦拠点だが、もしかして〝地下にある〟んじゃないのか」

『やはりそう思うか。私もそんな可能性を考え始めていたところさ』

　ハンターの予想を、ドクターも肯こう定ていした。

『公共の敵パブリツク・エネミーの容姿は、はっきり言って目立ちすぎだ。どんなに隠そうとしても、都内を移動していれば誰かの目に留まる。これだけ報道されて有名になっているなら、目撃者の通報があってもおかしくないはずなんだ。それがないのは、かえって異様と取れる』

「だが、地下を移動してるなら話は別だ。人目を気にせず、都内を移動できるってか」

『その線で、都内の地下経路を洗い出してみよう。イーグルアイ達が解析中の、ノルド・コーポレーションのサーバー情報からも何か出てくる可能性はある』

「そっちはよろしく頼んだ。俺はガイストと合流して、東とう刃じん会かいを当たってみるつもりだ。血盟団ブラツズの親組織だ。こうまで暴れてる下っ端について、何も知らないとは思えないからな」

『また撃うたれんようにな』

「面白い冗談だぜ、まったく」

　ドクターとの会話が終わり、ハンターは通話を切ろうかとも考えた。

　……だが思い直し、ドクターに尋たずねた。

「あと、局長はいるか」

　そう言ったハンターの考えを察したのだろう。

　特に理由を聞くことはせず、ドクターは通信を繫つなげた。

『狩か月げつです。どうかしましたか、ハンター』

　自分のオフィスから話をしているのだろう、狩月の声だった。

　ハンターは、少なからずの怒いかりを込めて問い糾ただした。

「どうかしましたかじゃねえよ、局長。戦術チームが現場に着いた時、すぐに突入させなかったそうだな。それもわざとだ。そのせいでクイーンはさらわれ、ルーク達の命が危あやうくなってる。理由を説明して貰もらおうか」

　内閣情報捜査局ＣＩＲＯの派遣した部隊は、予定通りに現場に到着していたのだ。

　狩月が待ったをかけなければ、エレベーターの電源を落とし、敵を閉じ込めて一いち網もう打だ尽じんにできたかもしれないのだ。判断ミスだったのかもしれない。だが指揮官としてそれは許されないミスなのだ。現場を預かる上級捜査官として、ハンターは狩月に確認しなければならない。

『ビルで犯行に及んだのが、犯人グループの全勢力とは限りませんからね。武器弾薬も、おそらくもっと備蓄を隠してるはずです。ですので潜入捜査を、今も続行中なわけです。彼かれ等らの作戦拠点を突き止めるため、敢あえてビルから逃走させて泳がせているのですよ』

　あまりにも認識が甘い狩月の発言に、ハンターは声を荒げてしまった。

「連中がそれまで、ブレイカー達を生かしておくと思うのか！　クイーンを庇かばったルークの行動で、潜入捜査がバレるのは時間の問題だ！　ガキ共が殺されるかもしれないんだぞ！」

『そうでしょうねえ。殺されるかもしれませんが、逃げ出せさえすれば、再び彼等の信号を捉とらえられるでしょう。ですから〝次に発信器の反応があった場所〟が作戦拠点であると考えて良いはずです』

「……！」

　狩月は、カナタやルークが逃げ出せることを計算に入れているようだった。

「……アイツ等が、あの手勢の中を逃げられると踏ふんでんのか。ずいぶんと楽観的だな」

『いいえ、知っているでしょう。私はとても現実的ですよ？』

　狩月の口調に、鋭するどさが混じった。

『心配は無用です。この程度の窮きゆう地ちで命を落とすような人材なら、元より内閣情報捜査局ＣＩＲＯには不要の人材であったということですよ。それくらいの人材なら他にいくらでもいます。人材的な損失にはなり得ません』

　それは内閣情報捜査局ＣＩＲＯという組織のトップに立つ、指揮官としての見解だったのだろう。

　恐ろしく冷徹な言葉を放ちながら、狩月はハンターに言い聞かせた。

『悪と対決できるのは、古くから正義とされてきました。けれど本当にそうでしょうか。悪を撃滅するための〝さらなる悪〟というものがあっても良い。私はそう思っているのですよ』

　通話の向こうで、狩か月げつはどんな顔をしているのだろう。

　ハンターには、不敵に笑えんでいる狩月の顔が思い浮かんだ。

「私がこの作戦に解き放った悪魔ブレイカーとは──彼等の手に負える悪ではありませんよ？」

　狩月は一いち縷るの淀よどみもなく、それを断言した。
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　頭には黒い布をかぶせられ、両手は腰の後ろで手て錠じようをかけられている。

　カナタとリセ、ルークの３人は、前も見えない状況で車に揺ゆられていた。

　周囲の様子は何もわからなかったが、それでも外音の反響状態から、トンネル内を走り続けているらしいことだけはわかった。長い移動の末、車が止まったところで、カナタ達は背中を小突かれ、降ろされることになった。

　しばらく歩いた先で、カナタ達は頭の布を剝はぎ取られた。

「……うっ」

　リセの呻うめく声が漏もれた。

　暗がりに慣れた目に、いきなり照明の明かりが飛び込んできたのだ。

　カナタ達は、その目ま映ばゆさに目を細め、瞼まぶたを瞬しばたかせてしまう。

　周囲の明かりに目が慣れてくると、リセの靄もやがかった視界の中で、風景が形を成し始める。

　外ではないだろう。周囲一面が壁である。

　どこか屋内の場所であるようだ。

「……ここは？」

　そこは競技場のサッカーグラウンドが、すっぱり収まってしまいそうな程の広間だった。

　土塊なのか、コンクリートなのか。はっきりしない灰色の壁。

　天井は高く、周囲を照らすのは、無数のガスランプの明かりだけである。暖色の明かりに照らし出された薄暗い広間で、３人は並んで立たされているようだった。

　よく見れば、足あし下もとにある錆さびた鉄のレールは、列車が走る線路である。

　線路は３人の背後から足下を通ると、広間の中央まで続いている。そこで分岐し、広間からタコ足状に続くトンネルの向こうまで、さらにずっと続いているようだった。

　リセは、カナタとルークの無事を確認したくて、２人が怪け我がなどしていないかを確認する。

　カナタは暴行された様子もなく、銃の傷を受けたルークは、どうやら手当てされたらしい。ルークの腕には包帯が巻かれていた。それを見て少しだけ、安心できた。

　リセと視線があったルークは、小声で言った。

「見た感じ、地下にある車両基地ってとこかな。そういう雰ふん囲い気きっぽいよねー」

　３人を取り囲んでいる男達がいた。

　この場まで連行してきた武装集団、血盟団ブラツズの面々である。

　ガスマスクを外した素顔であることを除けば、ミッドランドスクエアを強襲した時と同じ格かつ好こうである。人数を見ても、どうやら強襲時のメンバーは全員揃そろっているようだ。

　だがそこにいたのは、強襲時のメンバーだけではなかった。

　広間のあちこちに、アサルトライフルを手にした少年少女達の姿が見受けられる。強襲時のメンバーを含めて、その総勢は40人にも及ぶだろうか。カナタ達が当初に想像していたよりも、血盟団ブラツズは遙はるかにたくさんの戦闘要員を保有していたらしい。

　そして今、広間にいる人員の大半は、連れて来られたカナタ達に注目しているようだった。

　強襲メンバーの男達の中央で、君臨するように佇たたずむタキシードの男がいた。

　公共の敵パブリツク・エネミー。今の血盟団ブラツズを束ね、テロ計画を進める異常な殺人鬼である。

《ようこそ、私達の作戦拠点──地下鉄廃線路区画ロストロードへ》

　喉のど元もとの人工声帯から機械音声を発しながら、公共の敵パブリツク・エネミーは恭うやうやしく挨あい拶さつをしてみせる。

　その紳士然とした礼儀正しい態度からは、非道な行いをするような人物を想像できない。

　だが、気を許すべき相手ではない。

《フフ。驚いているご様子ですね》

　武装している大量の殺人集団を前に、啞あ然ぜんとしているリセに、公共の敵パブリツク・エネミーは言った。

《私をご支援くださってる血盟団ブラツズの幹部メンバー全員と、私の計画に力を貸してくださっている団員の総勢でお出迎えですよ。団員以外でこの場所に来たのは、あなた方が初めてです》

　言われて見れば、公共の敵パブリツク・エネミーのすぐ傍そばに立つ数名の男は、他の団員よりも一際強こわ面もてである。おそらく彼かれ等らが血盟団ブラツズの幹部メンバーであろうことは、その危険な目付きを見れば、カナタにはすぐにわかった。だからこそ一言、漏もらしてしまう。

「……どういうことだ」

「え？」

　カナタが呟つぶやくのを聞いたリセは、一いつ瞬しゆんだけカナタを見やった。

　だが公共の敵パブリツク・エネミーのわざとらしい咳せき払いの音に、その興味を打ち消される。

《さて、話を戻しましょう。あなた方の手荷物を確認させていただきました。スマートフォンや、発信器、武器の類たぐいは持ってないようです。一見して怪しい点はないですね。学生証を見るに、いずれも葉よう台だい高校の２年生で、名前は緋ひ上かみリセ、深ふか水みルーク、そして黒くろ木きカナタ》

　公共の敵パブリツク・エネミーは懐ふところから３人の学生証を取り出して、それを３人の足あし下もとに投げ捨てる。

《あなた達３人は、捜査機関の関係者であるとお見受けしています。ルークさんとカナタさんに関しては、うちの団の人間が手引きして引き込んだ潜入捜査官と言ったところでしょう。あなた方のような若い方が密偵だなんて意外でしたよ。世の中とは、まったく歪いびつにできている》

　公共の敵パブリツク・エネミーの話を聞かされながらも、３人は周囲の様子が気になっていた。

　そんな態度に気付いてか、公共の敵パブリツク・エネミーは言った。

《東京には第二次大戦後、要人避難用の秘密地下鉄線を造る計画があったそうです。実際には完成する前に、ＧＨＱによって工事を中止させられ、今では存在すら誰も覚えていないような場所になってしまったようですが。ここはその路線の、列車基地となる予定だった場所ですよ》

　目が周囲の薄暗さに完全に慣れると、ぼやけてよく見えなかったものまで見えてきた。

「何なの……ここ……！」

　広間の中央付近には、いくつもの金属の筐きよう体たいが、整然と並べられていた。

　どれも大型冷蔵庫サイズであり、どれも同じ機械であるようだ。

《驚きましたか。まるでここは、ちょっとした工場のようでしょう？》

　公共の敵パブリツク・エネミーは自慢げに言うと、部下に指示を出した。

　そうして公共の敵パブリツク・エネミーが機械の方に向かって歩き始めると、カナタ達も、その後に続いて歩かされることになる。無論、指示を受けた部下達が、カナタ達を羽は交がい締めにした状態だった。

　間近で筐体を見てみると、中は空洞になっているようだった。

　その空洞内を、下向きの注射器のような機械が高速で動き回っている。構造自体はＵＦＯキャッチャーと似ており、アームの部分が注射器になっているだけと言えば良いのか。

　注射器の下には、固定された加工中の工作物ワークが置かれていた。

　その機械を見やりながら、公共の敵パブリツク・エネミーはカナタ達に説明し始めた。

《ノルド・コーポレーションが出資して設立された、まだ新興の無名メーカー、ＰＬＯＴ社。あの機械はそのＰＬＯＴ社の次期主力となる製品、ジェリコ──〝４Ｄプリンタ〟ですよ》

「４Ｄ……プリンタ……」

　聞き覚えのない名前の装置である。

《すでに市販化されている３Ｄプリンタはご存じでしょう？　３Ｄデータさえあれば、そのデータの形状通りに物体を造り出すことができるプリンタです。ただし加工素材として使えるのが、限られた樹脂材くらいしかないことと、１つのものを印刷するのに時間がかかるという欠点があります。ですので３Ｄプリンタは〝樹脂製〟で、〝大量生産する必要がない特別品〟を造る用途でしか主に使われていません。言うなれば３Ｄプリンタの欠点とは、〝造れる物が限定されている〟という点に集約されます》

　公共の敵パブリツク・エネミーは、冷たい金属の筐体に触れながら続ける。

《ならばこう思いませんか。３Ｄプリンタで使える〝素材の種類が増えれば〟もっと色んなものを製造可能になるのではないかと。そう。たとえば加工する時は液状であり、〝加工後に性質が変化する〟という新素材があれば良い。成形後に金属のように硬くなったり、人の柔肌のように柔らかくなったりする素材です。そんな素材さえあれば何だって造り出せる。兵器であろうと、人工臓器であろうと。もしかしたなら生物だって造り出せるのでは？》

　そこまでの説明を聞いて、リセは愕がく然ぜんとする。

　リセの脳内で散り散りになっていた情報の符号が、１つに合致したからだ。

　背筋に冷たい汗を流しながら、リセは決定的なその予測を口にしてしまう。

「……金属性化流体メタリアル・インク！」

　公共の敵パブリツク・エネミーは不敵に笑えんだ。

《最初はゲル状ですが、加工後の化学変化で金属のような性質を持つ物質ですね。４Ｄプリンタとは、３Ｄプリンタの縦、横、高さの３つの概念に〝変化〟という新機軸を加えた加工装置です。金属性化流体メタリアル・インクを使って、我々はここで銃火器を〝生産〟しているんですよ》

　よく見れば、筐きよう体たい内で加工されている工作物ワークとは、アサルトライフルの部品だった。

　形状からして引き金の部品のようたが、製作途中のため、まだ断面形状のままである。

《元々、４Ｄプリンタの開発を始めたのは米軍でした。このプリンタがあれば、手ぶらで戦場に出向いても、その戦況に応じた武器や装備、車両ですらも現地で即座に製造できてしまいます。使用する素材の〝変化〟の性質を高めれば、戦場環境に応じて装甲強度を増すような金属の作成や、製造したパーツの組み立てを、ある程度自動化することもできるでしょう》

　公共の敵パブリツク・エネミーはできたての部品を筐体内から取り出し、それを掲げながら言う。

《今では、その有用性に気付いた各国軍が、４Ｄプリンタの開発を競っているところです。ＰＬＯＴ社の、このジェリコも、そんな開発途中の４Ｄプリンタ試作品の１つですよ》

　青ざめた顔で装置を凝視しながら、リセは確信して言う。

「あなた達は、武器を調達してたわけじゃない。自分達で〝製造してた〟のね……！」

　すると、黙だまって話を聞いていたルークが尋たずねた。

「おかしいなー……さすがに〝火薬〟は、こんなプリンタじゃ作れないはずだよねー。それなのに大量の銃弾も持ってて、それを使ってる。いったいどこから、血盟団ブラツズは銃弾を？」

「ちょっとしたツテから、火薬を〝拝借〟させて貰もらったんだよ」

　答えたのは、近くにいた板いた倉くらだった。

　板倉は舌なめずりをしながら補足する。

「蛇じやの道は蛇へびって言うじゃんか？　元々、俺様達は火薬を扱う連中を知ってたからなあ」

　東とう刃じん会かいのことを言っているのだろう。

　すると、ヤクザが火薬を提供し、血盟団ブラツズが銃火器を製造していることになる。

　聞きながらルークは、冷ややかに周囲に目を配った。

　どうやって地下に持ち込んだのか、広間の隅には数台の小型トラックが駐められていた。その荷台の前に積まれた、段ボールや包装材は盗んできたものだろうか、宅配業者のロゴや社名が入っている。梱包材の傍そばでは、完成品を段ボールに詰める団員達の姿まで見受けられる。

　まるでここは武器工場であり、出荷場でもある。

「銃火器を備蓄してるどころか、生産出荷してるなんてね……死の商人でも始める気？」

《そういった需要もあるので、これからそうするのも悪くありませんね》

　公共の敵パブリツク・エネミーは素直に感想を口にした。

　そこまで話を聞いていたリセには、イヤな予感があった。

　震えているのを懸けん命めいに隠しながら、リセは尋たずねるしかなかった。

「……どうして、そんな重要な秘密を簡単に話してくれるの」

「ひひひ。決まってんだろお？　君きみ等らが、こっから生きて帰れないからだってのお！」

　公共の敵パブリツク・エネミーに代わり、板いた倉くらがふざけた口調で断じる。

　それはリセの予想した、最悪の展開そのままだった。

　カナタやルーク、それにリセが、捜査機関の人間であると気付かれている以上、血盟団ブラツズからすれば、３人が敵であることは明白なのだ。敵を生かしておく理由などないだろう。最初から殺すつもりであったから、公共の敵パブリツク・エネミーも饒じよう舌ぜつだった。

　血盟団ブラツズのメンバーは無言で、懐ふところからハンドガンを取り出す。

　最後に板倉がハンドガンを取り出し──先程から無言だったカナタの眉み間けんに狙ねらいを付ける。

　板倉がカナタに銃を向けると、リセが血相を変えた声で「やめて！」と悲鳴を上げた。

「どうして、こんな酷ひどいことばかりできるの！」

　リセにはわからなかった。ミッドランドスクエアの凶きよう行こうといい、公共の敵パブリツク・エネミーや血盟団ブラツズのこれまでの行動といい、理解などできようはずがない。たとえ行動分析官プロフアイラーとして失格だと言われてもだ。

「今まで、あなた達が殺してきたのは、たしかに悪いことをした人達だったかもしれない。けどだからと言って、見世物みたいにして殺したり、関係ない人までたくさん巻き込んで傷付けたり、そんなことが許されるの!?　どうして対話や抗議もせずに殺すの！　あなた達だって、あなた達が殺した人達と同じくらいに理り不ふ尽じんだよ！　ううん、もっと酷いじゃない……！」

《だから私も〝公共の敵パブリツク・エネミーの１人〟ということですよ》

　リセの指摘を、公共の敵パブリツク・エネミーは簡単に認めた。

《何もわかっていませんね、リセさん》

　公共の敵パブリツク・エネミーは肩を竦すくめて言った。

《他人に共感したり、他人を思いやったりしない人間というのは、この世の中にいくらでもいます。誰とでも対話でわかり合えるなんていうのは、子供の幻想ですよ。他人の不幸に無関心であったり、娯楽のように楽しめたりする人間達が、自分の味方であるなどと思えますか？　そういう人間と共存するためには、思い知らせてやる以外にないのです。話を聞かせるなら、レンガで頭を殴なぐり付けるしかない。従わせるなら、手足を切り落としてやるしかないのです》

　公共の敵パブリツク・エネミーの狂った演説に、リセは絶句する。

　リセにとって、目の前の公共の敵パブリツク・エネミーこそが、まさに対話でわかりあえない人間なのかもしれない。ならばリセも、公共の敵パブリツク・エネミーを傷付けなければ共存できないというのだろうか。……そんなことは認めたくなかった。

　一方、演説の最中、板いた倉くらは嬲なぶるようにカナタを見ていた。

「いやあ、しかしホント良い男だねえ。まるでビビった顔１つしてねえんだから」

　板倉はゆっくりとカナタに歩み寄り、その眉み間けんに銃口をゴリゴリと押し付けて言った。

「もったいないよなあ。カナタ君ぐらいに頭がブチ切れたクソ野郎だったら、俺様達の良い仲間になってくれると思ってたんだがなあ。さっきの〝家族に殺させろ〟ってのも、ゾクゾクきたぜえ。まったく、こんな楽しい野郎は久しぶりだってえのに」

　板倉は肩を竦すくめ、皮肉るように続けた。

「可か愛わいいルークちゃんとリセちゃんは、頭がおかしくなるまで全員で犯しまくって楽しむから、ぶっ殺すことのもったいなさってのはあまり感じねえんだが。カナタ君のことは本当にもったいないと思うわけよ。まあ、裏切り者のシュウヤ君も、そのうちここに連れて来られて一いつ緒しよに地獄まで行ってくれるからよお、独りで死ぬのを寂しがる必要はねえってもんだぜえ？」

　撃げき鉄てつを起こし、板倉は血走った狂喜の眼まな差ざしで、カナタの目を覗のぞき込む。

「ひひひ。君を殺せるなんて、嬉うれしいなあ」

　銃口を額ひたいに押し付けられながら、カナタはうんざりしたため息いきを吐はき出した。

　そうして、鬱うつ陶とうしそうに板倉を睨にらんで警告した。

「──まだ殺すつもりがないのに、いくら脅おどしたところで無意味だぞ」

「……あー？　今、なんつったの？」

　わざとらしく首を傾かしげて、板倉はとぼけた。

　だがカナタは、銃口を向けられているとは思えない程、冷静に、淡たん々たんと告げる。

「お前の考えていることならわかっている。オレ達をすぐに殺さないのは、まだ利用価値があると思っているからだろう。だからリスクを負ってまで、ここまで連れて来たんだ」

　カナタは板倉を無視し、その背後にいる公共の敵パブリツク・エネミーを見ていた。

「お前が欲しいのは〝情報〟のはずだ」

《……板倉君。銃を下ろしなさい》

　板倉はビクリとし、慌あわてて公共の敵パブリツク・エネミーの命令に従った。

　カナタの額に押し付けていた銃口を下ろし、カナタから離れる。

　板倉を見向きもせず、カナタは公共の敵パブリツク・エネミーに話した。

「捜査機関がどこまでの情報を摑つかんでいるのか、オレ達から、今の捜査状況を聞き出したいはずだ。敵の動向に興味を持ってるのは、オレ達だけじゃないからな」

《ええ。素直に今ここで全てを話していただけるのなら、楽に殺して差し上げますよ？》

　世間話でもするように、公共の敵パブリツク・エネミーは自身の残酷な考えを披ひ露ろうする。

《手足を切り落としたり、生きたまま生皮を剝はがしたり、殺さないように痛めつける〝拷ごう問もん〟というやつは、意外と面倒なものなんですよ。でもまあ、情報は、あなた方が生き延びるための唯一の交渉材料でもあるわけで、それを簡単に手放して貰もらえるとは思ってません。ただ、情報を吐はくまでの僅わずかな時間、生きる時間が延びるだけのことで、死ぬ運命は変わりませんよ。どちらがお勧めかと言えば、もちろん、この場で吐はいた方が良いとは思いますが？》

「長々と、お前達のくだらない拷ごう問もんに付き合うつもりなどない」

《ほう。なら話は早い。全てを今ここで話してくれませんか》

「ああ。構わない」

　やり取りを聞いていたリセとルークは、カナタの発言に怪け訝げんな顔をする。

「……え？」

「？？？」

　持っている情報を教えてしまえば、もはや本当に、公共の敵パブリツク・エネミーが３人を生かしておく理由がなくなってしまうではないか。カナタは、楽に殺される方を選んだということなのか。

　躊躇ためらいもせず、カナタは情報を口に出してしまう。

「オレとルークは、内閣情報捜査局ＣＩＲＯから潜入捜査官として、血盟団ブラツズに送り込まれた。団内のテロ実行グループに近付き、この拠点を探さぐり出すためだ。リセは別任務のためにミッドランドスクエアを訪れていたところを偶然、お前の犯行に巻き込まれたといったところだろう」

　カナタの情報公開を止める間もなく、リセとルークは、ただ驚きよう愕がくしてしまう。

「内閣情報捜査局ＣＩＲＯはまだ、ここを摑んでいない。テロ計画の標的が誰なのかもな。だからオレやルークが、ここを見つけて連絡してくるのを待っている。情報さえ伝えることができれば、内閣情報捜査局ＣＩＲＯはすぐにでもこの拠点に部隊を派遣してくるだろう。テロの標的がわからなくても、実行前にお前達は一いち網もう打だ尽じんにされ、計画は未然に防がれる。万事が解決だ」

　言ってしまった。

　あっという間に、何もかもを暴露してしまったのだ。

　カナタは、迷うことなく交渉のカードを捨ててしまったのである。

《ご親切に情報をありがとう》

　公共の敵パブリツク・エネミーは、少し呆あきれた顔をしながら礼を言った。

《……あなたは、自分が助かるための命綱である情報を、正直に話してしまった。手持ちの交渉カードを捨てたのに等しい。敵に助言するのも変な話なんですがね、苦しんで死ぬのがイヤだったからとは言え、やりようによっては、交渉カードを使って命乞いもできたんじゃないかと思いますよ？　１つ良いことを教えて差し上げましょう。あなたはバカです》

　そう言う公共の敵パブリツク・エネミーを、逆にカナタは嘲あざ笑わらう。

「バカはお前だ。正直に話したからこそ、オレは今、助かるためのカードを手に入れたんだ」

　意味不明だった。

　啞あ然ぜんとするリセとルーク。

　それと同じ心境で、公共の敵パブリツク・エネミーは尋たずねる。

《それはいったい、どういうことでしょう》

「シンプルなことだ。もうお前に、オレは殺せないということだ」

　理解していない様子の公共の敵パブリツク・エネミーに、カナタは説明してやった。

「よく考えてみろ。今、内閣情報捜査局ＣＩＲＯが目を光らせているのは、お前達の動向ではなくて、オレ達の動向だ。オレ達が連絡しなければ、内閣情報捜査局ＣＩＲＯはこの拠点を知ることはできない。つまり内閣情報捜査局ＣＩＲＯがこの場所を知る手立ては〝オレ達だけ〟だということだ」

　最初にカナタの言葉遊びに付き合いきれなくなったのは、切れやすい板いた倉くらだった。

　苛いらついた板倉は、再びハンドガンを構える。

「……何が言いてえのかなあ？　俺様わかんねえよお、カナタ君？」

　情報を吐はいたカナタ達は、もうとっくに用なしのはず。殺したところで構わないのだ。カナタを面倒に思い、すぐにでも殺そうとした板倉の手を、だが公共の敵パブリツク・エネミーの腕が制止する。

《なるほど。しばらく君達を生かしておきましょう》

　意外な公共の敵パブリツク・エネミーの反応に、誰もが驚いた。

　納なつ得とくのいかない板倉が、公共の敵パブリツク・エネミーに迫せまった。

「ど、どうしてなんですか、公共の敵パブリツク・エネミーさあん！」

《……》

　黙だまり込んだ公共の敵パブリツク・エネミーの代わりに、クツクツと低く笑いながら、カナタが言った。

「説明してやるよ。明日の作戦前に、オレ達から内閣情報捜査局ＣＩＲＯに連絡を取らせる。噓うその情報で作戦拠点を偽り、見当違いな場所に捜査機関の部隊を集める。その隙すきに、お前達は本命の標的を攻撃するんだ。オレ達を生かしておけば、〝陽動〟に利用できるということだ」

　全員が理解した。すかさずカナタは、容よう赦しやなく宣告する。

「オレ達が〝内閣情報捜査局ＣＩＲＯを売ってやる〟から、助けろと言っているんだよ」

　作戦前にカナタ達をうまく利用すれば、捜査機関の部隊を、あらぬ場所に呼び付けられる。

　いかに血盟団ブラツズがそれなりに訓練された武装集団であるとは言え、捜査機関の部隊と戦うことになれば、人数と装備で圧倒的に不利なのは目に見えている。それを出し抜けるチャンスなのだ。血盟団ブラツズの作戦の成功率を、飛ひ躍やく的に高めることができるではないか。

「協力して欲しかったら、オレ達を３人とも生かしておけ。それが条件だ。たったそれだけで、お前達は内閣情報捜査局ＣＩＲＯを欺あざむくチャンスを得ることができる。人間は、１度得たものを手放すということが簡単にできない生き物だ。お前のように賢いなら、なおさらな。だからこそ、お前は手にしたチャンスを手放すことができないんだよ」

「カナタ……！」

「ブレイカー……！」

　言葉にならない異議の代わりに、リセとルークは、無力にその名を口にするだけだった。

　公共の敵パブリツク・エネミーは、団員達に指示を下す。

《３人を連れて行きなさい》

　呆あつ気けに取られていた団員達だったが、公共の敵パブリツク・エネミーの言葉に従い、動き出す。

　隔離する部屋か何かがあるのだろう。どこかに連れて行かれるリセとルークの背に続き、羽は交がい締めにされたカナタも連れて行かれる。

「──オレからも、１つ良いことを教えてやるよ」

　公共の敵パブリツク・エネミーとすれ違いざまに、カナタは皮肉を込めて言う。

「どんなに賢い奴やつでも、その賢さに付け込まれることがある」

　カナタは公共の敵パブリツク・エネミーを嘲あざ笑わらった。

「残念だったな。オレ達を殺すことができなくて」

《残念？　とんでもない、私にとっては渡りに船ですよ》

　カナタの皮肉に、公共の敵パブリツク・エネミーは笑いもせずに応酬する。

　連行されて行くカナタ。

　遠ざかって行く少年の背を、追うことはしなかった。
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「うう…………ううう……」

　貧血の時のように、視界が暗い。脳が揺ゆれているのか、平へい衡こう感覚もおかしい。

　立ち上がることもできず、ただ苦く悶もんの声を漏もらして、這はう以外には何もできそうにない。

　周囲で燃えさかっている赤黒い炎からは、ガソリンの臭においがしていた。

　燃料タンクから漏れたガソリンに、火が点ついたのだろう。燃えさかる車内から脱出するべく、腹を見せて転倒している車の割れた窓から、懸けん命めいに這い出すだけで精一杯だった。

　なぜ、こんなことになったのか。

　考えたところで納なつ得とくのいく理由などないだろう。

　猛スピードで対向車線から走って来ていたネオン付きの車が、ハンドルの操作ミスか何かでバランスを崩し、いきなり男の車の前に飛び込んできたのだ。正面衝突の後、激しい衝撃で意識が暗転してしまったため、何が起きたのかよく理解できていない。

　息も絶え絶えになりながら、男は燃える車の中から這って出た。車の外に出られてようやく振り返ると、事故の状況は、何となく理解できた。自分の乗っていた車の前面に、対向車線から飛び込んできた車の車体が突き刺さっている。前面は助手席の部分が潰つぶれており、運転席は半壊程度であったため、男は助かったようだった。

　そこまで理解し、男の血の気が失うせる。

　助手席には妻が乗っていたではないか。

「噓うそだあああああああああ！」

　叫さけびが出た。

　声が出るということは、まだ喉のどはかろうじて潰れていなかったのだろう。だが叫び声を出すと猛烈な痛みが込み上げてきて、気がおかしくなりそうになる。血と炭の味が混じる喉を懸命に震わせ、男は絶ぜつ叫きようを上げ続けた。そんな男の叫びに混じり、車内から愛いとしい声が聞こえていることに気が付いた。

　──パパ！

　──熱いよ！

　──パパ！　助けて！

「ああ……そんな……やめろ……ミカあああああああああああ！」

　娘がまだ、車両の後部座席に取り残されているではないか。

　燃えさかる炎が激しくて、車内にいる娘の姿は見えない。

　だが声が聞こえているということは、まだあの地獄の中で生きているのだ。

　今すぐにでも炎の中に飛び込み、小さな娘の身体からだを引っ張り出して救いたい。

　娘の命が救えるのなら、自分の命と引き替えでもいい。

　だが男の思いに反して、身体は言うことを聞かない。両足は折れているのか、立ち上がることもできず、ただ這うくらいしかできない。こんな身体では助けられないのだ。

「誰か……誰かああああ！」

　男は涙を流しながら、周囲に目を向けた。

　見れば、通りすがりの多くの人々が、事故車両を取り囲み、男達の様子を見ていた。

　ああ良かった。

　助けてくれる人々が傍そばにいた。

　男は痛めた喉のどが傷付くのも構わず、血走った目で人々を凝視した。

「助けて！　助けてください！　お願いします！」

　見守る人々は、喚わめいている男に視線を向けた。

　だがガソリンで燃える炎に近付きたくないのか、渋しぶい顔をするだけで動き出すことはない。

　それでも男は、諦あきらめずに、誰か願いを聞き届けてくれる他人が現れるまで喚き続ける。

「娘が！　まだ中にいるんです！　まだ８歳の子供なんです！」

　──パパ！

　──熱い！　熱いよ！

　娘の声は徐々に弱々しくなり、途絶えそうになっている。

　あの小さな柔やわ肌はだが炎に晒さらされているのか。あの綺き麗れいな黒い髪が燃えているのか。

「ああ、助けて！　誰か助けてええ！」

　自分の無力さに絶望し、バラバラになりそうな自我を繫つなぎ止めようと、男は懸けん命めいに助けを求め続けた。だがどれだけ助けを求めても、応える人は現れない。

「ああ……ああああああああああ！　ミカあああ！」

　そうしているうちに、娘のか細い声は途絶えてしまう。

　車両からは炎の揺ゆらめく音しか聞こえなくなる。

「どうしてこんな！　ああ、神様ああ！」

　男はみっともなく泣き散らし、黒煙の昇っていく空を仰あおいで叫さけび続けた。

　とめどない涙を地面に注ぎ、嗚お咽えつを漏もらし、どれだけの時間が過ぎた頃だろう。

　笑い声が聞こえたのだ。

「…………？」

　なぜ笑い声が聞こえたのか、男には理解できなかった。

　思わず周囲を見渡し、男は事故を見守っていた人々の姿に注視してみる。

　周囲の人々の態度は、異様だった。

　ヒソヒソと囁ささやき合って、男を遠巻きに見ているだけの主婦達。「マジでヤバい」と呟つぶやきながら、楽しそうに携帯のカメラで現場を撮影している通りすがりの学生や勤め人達。

「……何なんだ……！」

　携帯のカメラを男に向けている若者達が、話す声も聞こえてきた。

「アイツ全身燃えてんじゃん」、「どうして死なねえの」と、男を見世物のように言って仲間内で盛り上がっている。事故現場を一いち瞥べつするだけで、無関係であると言わんばかりに通り過ぎるＯＬの姿もあった。事故は男の不注意だろうと、罵ののしる老人夫婦もいた。

　……何なのだ。

　……何だというのだ。

　男の胸底から、何か〝どす黒いもの〟が込み上げてきた。

　それが何なのか、男にはまだわからなかった。だがそれは男の鼓こ動どうを速め、血流を加速させ、燃えさかる烈火の如ごとく、口から言葉となって噴き出そうとする。

「何が……何が面白いんだああああ！　何なんだお前達はあああああああ！」

　煤すすけた黒い頰ほほに、それまでの涙とは違った液体が流れ落ちた。

　涙よりもさらに熱い、マグマのように赤い灼しやく熱ねつである。

「うあああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　男は叫さけんだ。

　叫び続けた。

　傷付いた喉のどが裂け、血肉を醜みにくく露ろ出しゆつさせようとも、その叫びは止まらない。

　痛みや苦しみを超えた、狂気の絶望が、男の行く末を黒く染め上げようとしていた。
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　リセとルークが連れて来られたのは、広間から続く、少し狭いトンネルの中だった。

　そこには旧道のレール上に放置された、旧ふるい列車の車両がある。

　車両基地であるこの場に遺棄車両があっても不思議ではない。血盟団ブラツズが運び込んだものではなく、元々そこにあったものなのだろう。車体を覆うように茂しげる草花が、長い年月の経過を物語っているようだった。

　リセ達を連行していた血盟団ブラツズの団員達が、その車両の扉を開けた。

　車両内部は少し改造されているらしく、天井に太い鉄棒が何本か通っているだけで、座席も何もない。そこは簡易的な牢ろう屋やとして使用されている場所らしく、頭上の鉄棒からは、いくつかの手て錠じようが、つり革のようにぶら下がっていた。

　リセとルークはその手錠をかけられ、万歳のような格かつ好こうをさせられる。

　身動きの取れなくなった２人を見てから、団員達は「ここにいろ」と命令して去った。

　かびくさい閉鎖的な車両内に沈ちん黙もくが訪れる。淡いガスランタンの明かりのみで浮かび上がる薄暗い車両内には、リセとルークの２人だけになった。

「……いったい、何を製造しているの」

　割れた窓の向こうに見える広間の様子を見つめ、リセが呟つぶやいた。

　４Ｄプリンタで製造した製品を、血盟団ブラツズの団員達は小さな段ボールに箱詰めしている様子だった。梱包しているのは銃火器ではなく、ジュース缶のような円筒形の物体である。

　梱包を終えた段ボール箱は、トラックの荷台の中に次々と積み込まれていく。

　製造したものを、どこかに出荷しようとしているようにも見えた。

　ふと、リセの隣で、ジャラリと手て錠じようの鎖くさりが音を鳴らす。

　見ればルークが、両手の手錠を見上げて思案している様子だった。

「んー。外せるかなー」

　手錠を観察しながら、ルークがぼやいた。

「外せるの!?」

「まー、こういうシチュエーションは昔から慣れてるからねー」

　言いながらルークは、鉄棒にぶら下がり、懸けん垂すいを始める。

　その表情は、少し苦しげだった。

　血盟団ブラツズの団員に止血程度の手当はされていたものの、撃うたれて負傷した右腕を動かすのは辛つらいはずだろう。傷口が開いたのか、ルークの右腕に巻かれた包帯に、赤いシミが広がっていくのが見えた。それでもめげず、何とか自分の唇くちびるを右手に近付けると、ルークは指先で口内からクリップを取り出した。

　右手の指先でクリップを摘つまむと、ルークは懸垂の姿勢を解く。

「へっへー。こんなこともあろうかと、歯と唇の間にクリップ隠してたんだよねー。パーティー会場から色々とくすねておいて良かったよー。備えあれば憂うれいなしだー」

　ルークは右手だけで起用にクリップを棒状に伸ばす。

　それを手錠の鍵かぎ穴あなに差し入れると、カチャカチャと探さぐりを入れるように動かし始める。

　リセは……そんなルークを心配そうに見つめていた。

「その右腕。私のせいだよね……」

　ルークは、パーティー会場で殺されそうになったリセを庇かばって撃たれたのだ。

　それだけではない。リセがあの場にいたから、カナタとルークの潜入捜査は気付かれ、こんな窮きゆう地ちに立たせることになってしまったのだ。……全て、元を正せばリセのせいではないか。

「……どうしてあの時、身を挺ていして私を助けてくれたの」

　わからなかった。

「あそこで私を助けずにいれば、この潜入捜査はうまくいっていたかもしれない。けど、作戦を放棄してまで、あなたは私を助けてくれた。どうしてなの」

「だって、リセちゃんの身を守るのは、あたしの仕事だもん」

　ルークは当然のように答えた。

「局長から命令されてるんだー。どんな状況であっても、リセちゃんの身を守るのが、あたしの最優先任務なんだって。たとえ盾になってでもリセちゃんを死守しろって言われてる。だから優先順位プライオリテイ的に、潜入捜査よりもリセちゃんを守る方が重要だっただけだよ」

「そんな……！」

　リセは納なつ得とくできず、尋たずねた。

「仕事だからって、他人同然の私のために、あなたは死ねるの？」

「それが局長の命令なら」

「どうして！　どうしてそこまで!?」

「局長の命令以外に……あたしには、守れるものが何もないもん」

　ルークは、苦笑を交えて答える。

　それは、リセには到底わからない理屈だった。だがおそらくそれこそが、ルークがこの仕事に対して持っている覚悟なのだろう。ルークにとって、狩か月げつの命令は絶対であるようだった。

　リセは、申し訳なさそうに視線を伏して言った。

「……学校でのこと、ごめん」

「？」

「命を懸かけてまで、私を守ってくれようとしてたあなたのこと、私はお節介だと思ってた」

「……」

「私、あなたのこと、お目付役か何かだと思って鬱うつ陶とうしく感じてたの。あなたがどんな覚悟でこの仕事に臨んでいるのか、知りもしないで否定してた。カナタの時と同じだよ。私は、また何も知ろうとしないで、ただ他人の行為を否定しようとしてたんだね」

　リセが謝罪している最中、ルークの手て錠じようが外れた。両手が自由になったところで、ルークはリセに歩み寄る。そしてリセの前に立ち、無む邪じや気きに微笑ほほえんだ。

「ならさー、仲直りしよー」

　言いながらルークは、リセの手錠を外そうと、鍵かぎ穴あなにクリップを突っ込んだ。

「確かにリセちゃんが言ってた通り、あたしがリセちゃんの傍そばにいるのは、リセちゃんを守るため。仕事のためだよ。個人的な感情や好意があって、近付いたわけじゃない。でもさー、経緯はどうあれ、今はただの、同じ学校のクラスメイトなわけでしょ？　学校にいる時は、仕事の関係とか、そんなに難しいこと考える必要ないと思うんだー」

　キョトンとしているリセに、ルークは屈くつ託たくなく微笑みかける。

「あたし、学校って行ったことなくてさー。今、リセちゃんと女子高生やってるの、すごく楽しい。前から、学校の友達っていうの欲しかったしさー。あたしと友達になってよ」

　あまりにも真っ直すぐなルークの言葉に、何だか照れくささを感じてしまう。

　だがリセは不思議と嬉うれしくて、頰ほほを赤らめながら頷うなずいた。

「……うん」

「じゃあ決まりだねー。ならそろそろ、あたしのこと〝あなた〟じゃなくて、〝ルーク〟って呼んで欲しいかもー」

「私のことも、ちゃん付けじゃなくて良いよ、ルーク」

「おっけー、リセ！」

　ルークは嬉うれしそうだった。

　するとリセの手て錠じようが外れた。２人は拘束から自由になり、どちらからともなく微笑ほほえみ合う。

　ルークは車両の出入り口である扉に張り付き、隙すき間まから外の様子を窺うかがった。

　そんなルークの背中に、リセが尋たずねた。

「自由になれたのは良いけど……これからどうするの、ルーク。外は血盟団ブラツズのメンバーだらけだし、ここは地下。どうやって外に出たら良いのか……」

「んー。地下って言っても、トラックが何台も運び込まれてるんだよ。見た感じ、製造した銃火器をどこかに出荷しようとしてるみたいだし、テロ実行に備えて、武器弾薬を作戦開始地点まで運び出そうとしてるんじゃないかなー。どっかに、車両が行き来できるくらい大きな、地上との出入り口があると見てるんだよねー」

　ルークの読みに、リセは納なつ得とくする。

「まずは、ここを脱出だねー。それから内閣情報捜査局ＣＩＲＯに連絡かなー。実はさっき、撃うたれた傷口から、壊れた発信器の残ざん骸がいが出てきてたんだけど……たぶんあたしの発信器って壊れちゃってるよね。そうなると、携帯電話か何かも手に入れないとだねー」

「……カナタを連れて脱出すれば、カナタの発信器で内閣情報捜査局ＣＩＲＯが気付くんじゃない？」

「うーん。でもリセの身の安全が最優先だから、ブレイカーの救出は後回しかなー。まあ道中、携帯電話が手に入るかどうかで、ブレイカーの救出をどうするか決めよう」

「そんな……カナタ、１人で大丈夫かな」

「心配することないんじゃないかなー、ああいう人は」

　ルークは隙すき間まから広間を覗のぞき込むのをやめると、何となく、呆あきれ顔でリセを見てしまう。

「それにしても、リセのお兄ちゃんって、ホントにイカレてるよねー」

「あはは」

　否定できず、リセは引き攣つった笑えみで応える。

「普通さー、助かるために味方の内閣情報捜査局ＣＩＲＯを売るなんて提案するかなー。こうして逃げる時間稼ぎを狙ねらってのことだったんだろうけど。どこまで本気か、わかんない人だよねー」

　言いながらルークは、リセから視線を外し、少し照れた様子でそっぽを見る。

「……でもまあ、ちょっとカッコいいかもだけど」

　頰ほほを染めているルークを見て、リセも頰を赤くしながら、焦あせったように問う。

「そ、それってどういう意味？」

「えー？　どういう意味も何も、そのまんまだと思うけど」

「そ、そうだけど、そうじゃなくって……！」

「悪いことばかり口にしても、全てが守るための行動だったよね。リセや、あたしのことを」

　言うなりルークは、いきなり車両の扉を押し開けた。

　突発的なその行動に驚きよう愕がくし、一気にリセの血が凍る。

　──外にはまだ見張りが！

　リセがそう言う間もなかった。ルークはすでに車両の外に飛び出している。

　いきなり開かれた扉の音に気付き、車両前に立っていた見張りの２人が、飛び出して来たルークを発見した。慌あわてた見張りはハンドガンを構え、ルークに狙ねらいを付けようと即応する。

　それは予想できた反応だ。

　武器を持った相手が、ルークの脱走行為を阻そ止ししようとする。

　ルークは撃うたれ、殺されるだろう。その結末は、あまりにも容易に予測ができるものだ。

　しかしリセにとって予想外だったのは──ルークが〝あまりにも速かった〟ことだ。

「げっ！」「が!?」

　見張りは間抜けな声を漏もらした。

　気が付いた時には、２人の顎がつ下かから無骨なナイフが生え出ている。

　目にも止まらぬ早業だった。ルークは見張りの２人の中間に飛び込むと、見張りが腰からホルダーで提さげていたナイフを奪うばい取ったのだ。両手にナイフを持ち、同時に２人の顎下から突き立て、脳幹を一刺しにしたのである。見張りの２人は応援を呼ぶ間もなく、銃を撃うつ間すらもなく、即死して倒れ伏してしまった。
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　ルークは倒れた見張りの死体から、それぞれナイフを引き抜いた。

　そのナイフの刀身にこびり付く血を、見張りの服で拭ぬぐってから回収する。

　ついでに死体の懐ふところやポケットを探さぐってみるが、銃と予備弾倉マガジン以外に収穫はなかった。

「やっぱり下っ端は携帯とか持たされてないかー。まあ、地下じゃ使えないだろうしなー」

　放心している様子のリセに気付き、ルークは思い出したように語りかけた。

「あー。そういえば、まだ言ってなかったけどさー」

　悪戯いたずらな小悪魔のように微笑ほほえむと、ルークはパーカーのフードを目ま深ぶかにかぶる。

「あたしって、メチャクチャ強いよ」

　フードの暗がりから覗のぞくルークの眼光は、まるで獰どう猛もうな獣のようだった。
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　カナタは、リセ達とは別の廃車両に閉じこめられていた。

　天井の鉄棒に手て錠じようで繫つながれ、両手を上げた姿勢で、身動きが取れずにいる。

　リセ達と違って恵まれていなかったのは、その車両には照明がなかったことだ。

　周囲を照らす明かりはなく、音も、色もない黒色の中に、カナタは置き捨てられている。

　光のない闇やみの渦か中ちゆうに置かれた身は、自身すらもが闇の一部であるように感じさせた。

　暗闇は、これまで何度となく心を苛さいなんだ〝孤独〟を浮き彫りにしようとする。

「……」

　また自分は、救いがない闇の中に独りで立っている。

　気が付けば、いつも自分はそこにいるのだ。

　それも仕方がないことだろう。

　かけがえのない者を守り抜くためとはいえ、カナタはこれまで、あまりにも多くのものを傷付けてきてしまったのだから。５年前のあの日から、全てはカナタに科せられた罰であり、身に降りかかる全ての苦難は宿命と化しているのだ。

　もはや許されるはずがなく、言い訳することさえ叶かなわないだろう。

「……リセ」

　そんな同じ闇の中に踏ふみ入ろうとする少女のことを、悲しく思わないことはなかった。

　リセがこんな場所に来ようとしているのは、闇の中に、カナタの姿を探そうとしてのことなのだ。リセを巻き込まないように。リセが普通に暮らせるように。愛する者の幸せを願って、彼女のいない暗闇に身を投じたというのに……今では、徒あだとなっているのが皮肉だった。

　錆さび付いた扉の蝶ちよう番つがいが、重々しく擦こすれて開く音がする。

　虚うつろな眼まな差ざしで闇と対たい峙じしていると、車内に光が差し込んできた。

　どうやら外の見張りが、出入り口の扉を開けたようである。

「板いた倉くらさんがてめえを呼んでる。付いて来い」

　僅わずかな光ですら、カナタには眩まぶしかった。

　見張りはカナタに近付き、両腕を拘束していた手て錠じようを外す。

　そうして背後から、アサルトライフルの銃口を突き付けて脅おどしてきた。

「ボサっとしてんな。歩け」

　言われてカナタは歩を踏ふみしめ、闇やみの廃車両から出ることになった。

　車両の外に出てみると、中央広間の様子に、変化があることに気が付いた。

　中央付近で稼働していたプリンタ装置が、停止しているようだった。そのため中央広間は、来た時のように機械音がせず、騒さわがしさがない。静けさに満ちた広間の隅には、山積みにされていたダンボールや梱こん包ぽう材が置かれていたはずだった。それらは１つたりともなくなっており、その荷を積載していたトラックの姿も見当たらなくなっている。

　それだけではない。

　この作戦拠点を警護している血盟団ブラツズの団員も、かなり少なくなっている様子だった。

　連れて来られた時には、40人はいるだろうと思われた大所帯が、今はその半数以下になっている。十数人のみが残っていると言ったところだろうか。

　その様子を見て、カナタは即座に理解した。

　──主力部隊は、テロ実行に向けて移動を開始したのだ。

　残っているのは後援部隊だろう。

　ここの残って何をしているのか、詳くわしいことはわからなかったが……広間の四方に散って、地面に何かを埋めているようだった。ジュース缶サイズの、円筒形の物体のようである。

「間に合わなかったなあ、カナタ君」

　出迎えた男が、周囲の様子に目を配っていたカナタに、告げる。

　骨張った顔に、いつも薄気味悪い笑えみを浮かべている男、板倉ゴウタである。

「潜入捜査官であらせられるカナタ君からしたら、もはやお役目御免だよなあ。何せ、行動する前に叩たたこうとしてた血盟団ブラツズの部隊は、もう攻撃のために出発しちまったあ。今さらこの作戦拠点に、内閣情報捜査局ＣＩＲＯが部隊をよこしたところで、もう遅いってもんだろお？　つーまーりぃい、お前まえ等らに俺様達を止めることは、もはや不可能ってことだなあ」

　相手をバカにしたようないつもの口調は、絶好調の様子である。

　板倉の話から察して、公共の敵パブリツク・エネミーが今夜の20時に殺すと予告した標的の下もとに向けて、いくつものトラックに乗った武装集団が出発したようだ。あのトラックには、４Ｄプリンタで製造した円筒形の奇き妙みようなものが満載されていたが……いったい何だというのだろう。

　明確なことは、板倉が言う通り、すでにカナタ達の潜入は〝失敗である〟ということだ。

　カナタはそれを頭の隅で理解しつつも、油断なく、今は目前の板倉達の様子に注視した。

　板いた倉くらの近くには、銃を持った手下が数名いる。

　それに漆しつ黒こくのライダースーツ姿の少女、賀か上がみユウキの姿もあった。

　すでにカナタが潜入捜査で近付いたことは承知しているのだろう。幼馴な染じみであるシュウヤが、それを手引きしたこともだ。信じていたであろうはずの幼馴染みが、自分や団を欺あざむき、カナタ達と密約を交わしていたのだ。裏切られたユウキの心境は、カナタには想像できない。

　……少し違和感があるのは、ユウキが冷ややかな眼まな差ざしを送り付けてきていることだ。表情には感情が見られず、怒いかりや憎しみといったものの欠片かけらも感じられない。

「おい、早く連れて来い」

　板倉が指示を出すと、手下が１人の少年を連行してくる。

　カナタ同様に背中から銃口を突き付けられ、脅おどされている様子である。

　ターバンを巻いた少年、氷ひ坂さかシュウヤである。

「……すまん」

　シュウヤはカナタを見るなり、苦にが々にがしく視線を伏して謝罪した。

　何に対する謝罪だったのだろう。巻き込んでしまったことに対してだろうか。その謝罪はカナタに向けられたものではあったが、同時に、冷ややかに自らを見つめるユウキに対するものであったようにも受け取れた。ユウキの顔を直視できないのだろう。シュウヤは俯うつむいていた。

「まあ２人共、座ってくれよ」

　板倉は手近な椅い子すを見やり、カナタとシュウヤに着席を促うながした。

　対たい峙じする全員は、先程から１つの大きな長机を挟はさんで立っていたのである。それは血盟団ブラツズが作戦会議で使用していた机なのだろう。机上には地図や、何かの建物の外観図面。それに誰かのスケジュール表のようなものまでもが混じっており、全てが乱雑に広げられている。

　カナタとシュウヤは机を挟んで向かい合う位置に座らされた。

　そうして着席してすぐに、シュウヤが驚きよう愕がくの顔をする。

「……この机にある図面、どういうことだよ！」

「あららあ、気が付いちゃったあ？」

　カナタとシュウヤが気が付くよう、図面はわざと置かれていたかのようだ。

　図面に描えがかれている建物は、この国の国民であれば、誰でもよく知っている建物である。

「これ、首相官邸周辺の見取り図面じゃないか！　どうしてこんなものがここに！」

　取り乱すシュウヤを見つめながら、淡たん々たんとカナタが言った。

「疑問に思うまでもない。公共の敵パブリツク・エネミーの標的は──〝内閣総理大臣〟だったということだ」

「ひひひひひ。当たりい！」

　すぐに察したカナタに、板倉は皮肉っぽい笑えみを向ける。

　そんな冷静沈ちん着ちやくなカナタとは違い、シュウヤは酷ひどく乱されていた。

「どこまで暴走すれば気が済むんだ……！」

「あー？　暴走？」

「お前まえ等らも、ユウキも、正気なのかよ！　お前等が今日殺そうとしているのは、内閣総理大臣だぞ！　一国の代表をギャング団が殺すなんて、そんな大それたことして、捕まらずに済むと思ってるのかよ！　全員逮捕されて、下手へたすりゃ死刑かもしれないんだ！　少年院どころじゃ済まないって、わかってんのか！」

　シュウヤは真剣な顔で、親身に訴えかけようとする。

　それは自身も血盟団ブラツズの一員であり、仲間であるという意識があるからなのだろう。

　自分の周囲で銃を持って取り囲んでいる男達を、決して敵であるような目では見ていなかった。それどころか、今にも道を踏ふみ外そうとしている仲間を引き留めようと、懸けん命めいさすらも滲にじませながら、先程から無表情で黙だまっているユウキを見つめた。

「考え直してくれ、みんな！　どういう思いがあって、総理を〝公共の敵パブリツク・エネミー〟扱いして殺したいのか知らないけど、こんなことするのは間違ってる！　血盟団ブラツズは貧しくても、苦楽を分かち合う仲間達で結束した団だっただろう。それがどうして……どうしてこんな、公共の敵パブリツク・エネミーみたいなクソ野郎の思想に感化された、人殺し集団になっちまったんだよ！」

　怒いかりとも、愛ともわからない思いを吐はき出し、シュウヤはユウキを睨にらんだ。

　だが、ユウキはそんなシュウヤを冷ややかに見つめ返すだけである。

　信頼を裏切ったシュウヤと、もはや話すことはない。そんな態度である。

　暑苦しいシュウヤの態度を怠だるそうに眺ながめながら、板いた倉くらは言った。

「そうかそうか。シュウヤ君は、どうして血盟団ブラツズが公共の敵パブリツク・エネミーに与くみしてるのか、知らなかったんだよなあ。今までずっと計画から外してきたし、仕方ねえよなあ」

　２人のやり取りを聞いていたカナタが、面倒そうに嘆たん息そくして言った。

「単純だ。公共の敵パブリツク・エネミーにお前達が協力する理由は──〝金〟だろう？」

　カナタは、板倉を鋭するどく見上げて断定する。

「少なくとも、お前のような男が、他人の理想や心情に共感するものか。お前のような人間を従わせ、繫つなぎ止めておくことができるとしたら、それは金くらいだ」

「金……！」

　驚いた顔をするシュウヤに、カナタは続けて言った。

「この作戦拠点を見れば〝羽振りが良い〟ことはすぐにわかる。設置された何台ものプリンタに、銃火器を造るための大量の材料の調達。何台ものトラックや、オレ達をこの場に連れて来るために使った車もあったな。犯行の規模も大きくなっていることを考えても、準備や計画を実行するには大金が必要だったはずだ。どういうわけか、ここにはそれがある」

　板倉は、ケラケラと笑いながら拍手をした。

「ずいぶんと頭が良いなあ、カナタ君は。それとも捜査機関の人間なら、それくらいは気付いて当然なのかい？　そうさあ、俺様達は何も公共の敵パブリツク・エネミーの思想ってやつに感化されて協力してるわけじゃあないんだよお。金。金。人間関係なんて金がなけりゃ成立しねえもんさあ。俺様達は公共の敵パブリツク・エネミーから〝金で雇われてる〟ってのが正解よお」

　シュウヤは呆あきれ果て、怒いかりを込めて問う。

「こんな大それた犯罪を、金で雇われたくらいでやってたって言うのか……！」

「ただの金じゃねえよお、シュウヤ君」

　板いた倉くらはにやけて言った。

「────〝５億円〟だ」

「……!?」

「前金で１億。残りの４億は、今夜の作戦成功時の報酬って段取りになってんだ。公共の敵パブリツク・エネミーに協力してる団員は、総勢47人。単純に山分けしても、１人に付き１０００万円は貰もらえる美味おいしい話なんだよ。経費も別払いだし。今までみたいに、東とう刃じん会かいの小間使いやって小こ銭ぜにを稼ぐようなくだらねえ仕事とはおさらばさあ。この金がありゃ、何でもできるってもんだろお？」

　板倉の後に、それまで黙だまっていたユウキがようやく口を開いた。

「学校に行けない奴やつ。身体からだを売るしかない奴。うちの団には、ゴミ溜だめを漁って生きるしかないような奴も大勢いたでしょう。この金があれば……〝立て直せる奴だっている〟はずよ」

　ユウキの話を聞き、そこでようやくシュウヤは、ユウキの考えを理解できた。

　──団のためだったのだ。

　公共の敵パブリツク・エネミーの思想に毒され、ユウキはおかしくなってしまったのかと勘違いしていた。だがそうではなかった。ユウキはいつも通り、団を思ってこそ、公共の敵パブリツク・エネミーに協力していたのだ。

　他の幹部連中や、協力している団員達の気持ちまではわからない。

　だがユウキの行動は……シュウヤと同じように、団を思う気持ちから生じたものだった。

「シュウヤ。アンタは全部を台無しにしようとした。私は絶対に許さないから」

「そんな……！」

　ユウキに真っ向から怒いかりの言葉をぶつけられ、シュウヤは愕がく然ぜんとしてしまう。

　打ちひしがれるシュウヤの様子に構わず、カナタは板倉を見やって問いた。

「テロ計画の阻そ止しが手遅れなのを、オレに知らせるためだけに、わざわざ連れ出したのか」

「それもある。君がどんな顔で悔くやしがってくれんのか、結構楽しみにしてたんだけどなあ。まあ、こうして表情１つ変えないんだから、その点は正直、俺様ガッカリなわけだあ」

　そうして勿もつ体たいぶって続けた。

「呼び付けた１番の理由は〝ケジメ〟をつけて貰もらうためさあ」

　そう言う板倉に、ユウキが渋しぶい顔をして尋たずねた。

「……公共の敵パブリツク・エネミーの意思に反しているわ。本当にやるの？」

「何だよ、ユウキ。乗り気じゃねえなら、もう持ち場に戻っても良いんだぜ？」

「……」

　ユウキは忌いま々いましそうに板いた倉くらを見つめた。

　だが、手に提さげていた自分の回転式拳銃リボルバーを板倉に手渡して言った。

「言われた通り、持って来たわ。弾たまはもう込めてある」

「ひひひ。ご苦労さん」

　受け取った回転式拳銃リボルバーを手に提げ、板倉は、ゆっくりと長机の周りを歩き始める。

　カナタとシュウヤの顔を交互に眺ながめながら、優越を露あらわにした表情で話した。

「ここに来た時、君が提案した通りだあ、カナタ君。君達を生かしておいた方が、俺様達は得すんだけどさあ。捜査機関に舐なめられたまま何もしねえで君達を帰すってのも、それはそれで下っ端共に示しってもんがつかねえんだよ。何でもかんでも公共の敵パブリツク・エネミーさんの言いなりなのかってよお。まあそれより何より、俺様の気分がスカっとしねえだろ？　だぁかぁらぁさぁ、公共の敵パブリツク・エネミーさんの指示に反しちゃいるが、やっぱり〝１人くらいならぶっ殺しても良い〟かなあって、考え直したわけだ」

　板倉は、カナタの隣まで来て立ち止まった。

　そうして手にしていた回転式拳銃リボルバーを、カナタの目の前で、机の上に置いた。

「今からコイツで、殺し合ってくれや」

　板倉はカナタの肩に手を置き、ほくそ笑えんで告げる。

「ロシアンルーレット。ルールなら知ってんだろお？」

　ゲームの名称を耳にした途端、シュウヤの全身には緊張の脂汗が滲にじむ。

　一方、冷ややかな無表情を崩さないカナタには、板倉も冷淡な表情を向けて言う。

「６発入る弾倉マガジンの内、１発だけ弾を込めてシャッフルしてさあ。銃口を頭にくっ付けて、バン！　弾が出た方が負けってゲームだ。すっげー簡単な遊びだよなあ？」

　楽しんでいる様子の板倉に、シュウヤは目を血走らせながら言った。

「正気で言ってるのかよ！」

「当たり前だろお？　公共の敵パブリツク・エネミーさんは、すでに〝作戦の仕上げ〟に出払ってて不在だからなあ。今ここで君達が死んでも、すぐには耳に入らねえよ。仮にシュウヤ君が死んだら、裏切り者をぶっ殺したって言えば説明がつくだろ？　カナタ君が死んだ場合はそうだなあ、脱走を計ったから、仕方なくぶっ殺したとでも言やあ良いだろう」

　板倉はカナタの肩を数度叩たたきながら、肩を震わせて邪じや悪あくに笑う。

「ひひひひ。裏切り者のシュウヤ君。捜査機関の犬ころ野郎のカナタ君。どっちも死んでくれて構わないクズだがあ、どっちか１人は助かるゲームだぜ。運次第じゃ生き残れるんだから、そんなに悪くない話だろう？」

「……なぜ両方殺さない。どちらか１人しか殺さない理由は何だ」

　そんな質問をすれば、本当に２人共殺されかねないというのに、カナタは尋たずねた。

　気が気でないシュウヤを余所よそに、板倉は肩を竦すくめ、皮肉るように答えた。

「大した理由じゃねえよお。みっともなく怯おびえながら引き金を引く、そんなカナタ君の顔が是ぜ非ひとも見たいからに決まってんだろお？」

　板いた倉くらは表情から笑えみを消し、忌いま々いましそうにカナタを見下ろして言った。

「初めて会った時から、君は俺様にビビリもしねえ。そんな奴やつ、滅多にいるもんじゃねえ」

　額ひたいに薄うつすらと血管を浮かび上がらせ、心底から苛いらついている態度だった。

「あのルークちゃんも同じ気にくわない目をしてたが、君はそれより、もっと気にくわない野郎だと思ってたよ。他人に図に乗られてるってのは、良い気がしないタチでねえ」

　カナタは板倉の意図を理解し、改めて嘆たん息そくを漏もらした。

　ようするにこれは──板倉の私刑なのである。

「１番の理由は、オレが気に入らないからか。本当に大した理由じゃないな」

「そういう、いちいち俺様を見下したような態度が癇かんに障さわるんだよなあ？　君は目的のために、平気で他人を蹴けり落とせる人間のクズだろう。俺様と同族だ。だからこそ〝序列〟ってのは大事なんだよ。どっちの格が上なのか、ちゃんと教育してやんねえといけねえ」

　板倉の話に呆あきれたのは、カナタだけではなかった。

　それまで腕組みをして話を聞いていたユウキが、踵きびすを返して板倉に背を向ける。

「見るに耐えないわ」

「何だあ。行くのかよ、ユウキ」

　板倉は尋たずねた。

「元々、君がこのままだと手下に舐なめられるかもしれねえって言い出したから、俺様がこうしてお膳立てしてやったんだぜ？　それに、君のシュウヤ君の最期になるかもしれないってのに、見届けてやらねえのは不義理なんじゃねえのかあ？」

「不義理なのはシュウヤの方でしょ。私を裏切った」

「……ユウキ」

「もしも……もう一度会うことがあるなら、その時は許してあげなくもないって程度の男よ」

　背を向けたユウキの背中を、シュウヤは見つめることしかできない。

「私はもう行く。捜査機関のかく乱のために、最低でも１人は生かしておいてね、板倉」

「……作戦後はしばらく身を隠さなきゃならねえ。合流時間に遅れんなよ」

「大丈夫よ。私は、どこかの誰かさんのおかげで〝恩おん赦しや〟を貰もらえるそうだから」

　すでにシュウヤと内閣情報捜査局ＣＩＲＯの密約も知っているらしく、ユウキはその場を去った。

　残されたのは板倉達と、これから死の遊ゆう戯ぎに興じなければならない、２人だけだった。
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　どれだけの時間が過ぎたのだろう。

　時計もない地下の広間で、カナタとシュウヤは向かい合って座っていた。

　ニヤつきながら２人を見守る周囲の男達は、いずれも武装している。

　カナタとシュウヤの間を隔へだてる長机の上には、回転式拳銃リボルバーがある。

　意味のない殺し合いを強要された２人は、ただじっと見つめ合っていた。

　逃げ出すこともできず、拒否することもできない。双そう方ほうの内の、いずれかが確実に死ぬゲームなのだ。始めれば最後、相手が死ぬ以外に自分の助かる道はないだろう。

「まずはシュウヤ君。君から言ってみようか？」

　開始の合図は、板いた倉くらのその一言だった。

　板倉は机の上の回転式拳銃リボルバーを、シュウヤの手前まで滑らせて渡す。

　じっとりと汗を搔かき、血の気の失うせた顔で、シュウヤはその回転式拳銃リボルバーを見下ろした。

　この冷たい銃口を自分のこめかみに当て、そして……引き金を引かなければならないのだ。

　弾倉マガジンには１発しか入っていないらしいが、何回目で発射されるのかは完全に運である。

「おいおい、ビビってんのかあ？　大丈夫だよお。弾たまが出る確率は６分の１。よっぽど運が悪くなけりゃ出ないって」

「……くっ！」

　シュウヤは急せかされ、回転式拳銃リボルバーを手に取る。

　銃口を恐る恐る自分のこめかみに当てた。

　途端、意識が朦もう朧ろうとし、視界がグニャリと歪ゆがんだような錯覚に見舞われる。

　何せ、ロシアンルーレットとは、小細工のしようがない最悪なフェアゲーム。純粋に、運が試されているゲームなのだ。運が悪ければ、予期せぬタイミングで弾が出て死ぬだろう。

　刹せつ那なの間にこれまでの人生が水泡と化し、自分は無価値な死を迎えることになるのだ。

　イヤだった。たまらなく恐ろしく感じられた。

　これまでの人生で、シュウヤは自らの死をこれ程までに身近に感じた経験はない。経験さえあれば平気というわけではないだろうが、心構えもできない間に死ぬのは御免だった。

　回転式拳銃リボルバーを握る自分の腕の感覚がなくなっていく。

「うう……ああっ！」

　脱力していくばかりの腕に精一杯の勇気と力を込め、シュウヤは引き金を──引いた。

　カチリ。

　撃げき鉄てつの可動する音が聞こえた。

　だが弾は出ない。シュウヤは──助かった。

「……！」

　一気に脱力し、シュウヤは回転式拳銃リボルバーを机の上に置く。

「運が良かったなあ、シュウヤ君。まあ、いきなりゲームが終わったら面白くなかったし、ちゃんと芸ってもんを心得てんじゃん」

　下げ卑びた笑えみで言う板いた倉くらにつられ、周囲の手下達も笑う。

　何が面白いのか、シュウヤにはまるで理解不能な態度だった。

「お次は、カナタ君だなあ」

　板倉はシュウヤの手前に置かれた回転式拳銃リボルバーを、机の上で滑らせる。

　そうしてカナタの前に、回転式拳銃リボルバーを移動させた。

「……許してくれ」

　半泣きの表情で、シュウヤはカナタに謝罪した。

　何を謝っているのか、言っているシュウヤ自身もよくわかっていなかった。

　だがおそらく、今回の手番で、自分の代わりとなって死ぬかもしれないカナタに配はい慮りよしてなのかもしれない。謝ったところで、意味などないというのに。

　カナタは、しばらく無言で回転式拳銃リボルバーを見下ろしていた。

　だがそれを手に取ると、自分のこめかみに銃口を押し当てる。

　そうして板倉を真っ向から見上げながら、表情１つ変えずに引き金を引く。

　カチリ。

　撃げき鉄てつは可動するが、弾たまは出ない。

「……ちっ」

　板倉の舌打ちから、露ろ骨こつに腹を立てている心情が透けて見えた。
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　カナタは躊躇ためらった様子すらなく、簡単に引き金を引いたのである。まるで死を恐れていないかのような態度だった。シュウヤのみならず、板いた倉くらや周囲の手下達も異様さを感じてしまう。

　それが、すこぶる板倉の理性を逆さか撫なでる。

「……いつまでその余裕の態度が続くか、見物だなあ」

　言いながら板倉は、回転式拳銃リボルバーをカナタの手前から引き寄せた。

「おら、シュウヤ。さっさと次やれや」

　板倉はシュウヤの腕を乱暴に摑つかみ上げ、そこに回転式拳銃リボルバーを無理矢理握らせる。

　躊躇う間もなく、手番は再びシュウヤに回ってきてしまったのだ。

「ダメだ、できない……！」

　１回目の手番だけでも、シュウヤの緊張は限界に近かった。

　半ば泣き出すような心境で、シュウヤは弱音を吐はいてしまう。

　だが、そんな弱音を許す板倉ではないのだ。

「さっさとやれって言ってんだろ。俺様がコイツを頭にぶち込んで終わりでも良いんだぞ？」

　板倉は手持ちのハンドガンを構え、シュウヤの頭に狙ねらいをつけ始める。

　シュウヤは板倉の残忍さをよく知っている。このまま躊躇っていれば、言葉通りにシュウヤを撃うち殺そうとしてくるだろう。わかってはいるが、自分で引き金を引くのもたまらなく恐ろしいのだ。

　血走った双そう眸ぼうは爛らん々らんと見開かれ、炎が迸ほとばしっているように瞼まぶたが熱くなる。

　加速する心臓の鼓こ動どうが警けい鐘しようを鳴らそうと、ただがむしゃらに、震える腕に力を込めた。

「う…………うあああああああっ！」

　カチリ。

　再び撃げき鉄てつが可動する。

　弾たまは──出ない！

「うう……ううう……！」

　回転式拳銃リボルバーを力なく取り落とし、シュウヤは机に顔を突っ伏してしまう。

「何だあ、泣いちまったのかあ？　だらしねえなあ。ひひっ。まあ、よくできましたあ！」

　板倉と手下達が、命ギリギリの状況にいるシュウヤを嘲あざ笑わらう。

　机の上に転がった回転式拳銃リボルバーを、板倉は再びカナタに渡した。

　板倉のその表情には、すでに愉ゆ悦えつの笑えみが浮かんでいる。

「さあ、残りの確率は３分の１。さすがに厳しくなってきたなあ、おい？」

　ここまで３回。いずれも弾は出ていない。

　板倉の言う通り、弾が出る確率は最初よりも遙はるかに高くなっている。今度の手番でカナタが自分の頭を撃うち抜くことになっても、不思議ではなくなってきていた。

　ロシアンルーレットは、ゲームの進行と共に互いが不利になっていく。そのスリルが板倉達をさらに興奮させていく。

　次こそ死ぬだろうという期待の眼まな差ざしを一心に浴びながら、カナタはゆっくりと、手前に転がる回転式拳銃リボルバーを取り上げた。

　そうしてふと、板倉に言った。

「１つ教えろ」

「は？」

　予期せず、カナタから要求が出たこともあり、板倉は虚を突かれる。

「賀か上がみユウキとシュウヤが幼馴な染じみだということを、お前や他の団員は〝知っていた〟のか？」

「……はあ？　この状況で、そんな質問に何の意味があんだあ？」

「答えろ」

　カナタは回転式拳銃リボルバーを見下ろしたまま、板倉に見向きもせず尋たずねた。

　質問の意図を読み切れなかった板倉だが、教えたところで何の不都合もないと考え、正直に答えることにした。

「知ってるに決まってんだろ。団の発足当時からいるメンバーなんだぜ？　幹部でもねえシュウヤ君がデケエ面つらしてられんのも、ユウキの威光のおかげってんもんだろうが」

「…………なるほどな」

　深く。深く納なつ得とくする。

　カナタはしばらく沈ちん黙もくし、やがて──固い頰ほほに不敵な笑えみを作ってみせる。

「……？」

　なぜ微笑ほほえむのか。

　板倉にも、手下達にも、シュウヤにさえもわからなかった。

　クツクツと、小さく腹底を震わせて笑っているカナタに、板倉は怪け訝げんに問う。

「……何を笑ってやがるんだあ」

　カナタは何も答えず、ただ自分のこめかみに回転式拳銃リボルバーの銃口を押し付けた。

　そうして間もなく、引き金を引いた。

　またもや弾たまは出ず、カナタの手番は終わる。

　呆あつ気けなく手番を終わらせたカナタに、板倉達はつまらなさそうなブーイングの声を漏もらす。

「ちっ、運が良い野郎だなあ。おい次、シュウヤの──」

　カチリ。

「!?」

　板倉が言い終わる間もなかった。

　カナタは自分のこめかみから銃口を離さず、もう一度、引き金を引いてみせた。

「な、何やってやがんだあ！」

　カナタは自分の手番で、２回も引き金を引いてみせたのである。

　これで引かれた引き金の回数は５回。

　残されたのは最後の１発。

　次に弾たまが出る確率は１００パーセントである。

「なっ……なあ……！」

　ゲームの敗北が確定したも同然のシュウヤは、言葉にならない悲鳴を漏もらしてしまう。

　どういうことなのだ。なぜカナタは２回も引き金を引いたのか。引いても弾が出ないと踏ふんだのか。なぜそんなことがわかるのか。カナタの行動の何もかもが謎なぞである。

　誰もが言葉を失って愕がく然ぜんとする中、カナタは冷淡に告げた。

「内閣総理大臣を狙ねらったテロの実行か。〝そこだけ〟を見れば、ずいぶんと趣向を凝らした大仕掛けな茶番劇を考えたものだと感心する。だが、今回の一連の事件の終着点ゴールは、そこじゃないんだろう？　お前達のこれまでの犯行の理由を、よくよく考え直せばわかることだ」

「……！」

　カナタの発言を聞いた板いた倉くらは、驚いた顔をする。

　その理由は、シュウヤにはわからなかった。

「お前達の行動は、オレには初めから不可解だった。まず警視庁の襲撃だ。公共の敵パブリツク・エネミーはなぜ派手に動き、〝テロ計画があること〟を、世間やオレ達に宣言する必要があった」

　言われて今さら気が付いたのか、シュウヤは驚いた顔をする。

「ただテロを成功させたいのであれば、黙だまっていれば良かったんだ。この国の捜査機関はテロ計画の存在すら気が付いていなかった。何も言わなければ、不意打ちを仕掛けることもできただろう。だが敢あえて公共の敵パブリツク・エネミーは、自らの手の内を晒さらした。マスコミを通じて大々的にな。それによって得られる効果は１つしかない。だからこそ、それが目的だったのだと考えるしかないだろう。つまり、テロ計画にはまず〝世間の注目〟が必要だったということだ」

　板倉は、苦にが々にがしい顔で急に黙だまり込む。

　カナタはそんな板倉を嘲あざ笑わらうように続けた。

「そしてミッドランドスクエアの襲撃だ。捜査機関が注目する中、なぜテロ本番を目前にして、捕まるリスクを冒し、いつもの公開処刑を行う必要があった。そこがわからなかった。だがお前の話を聞いて、ようやく理解することができそうだ。あの行動は、〝いつもの〟処刑ではなかったということだろう？」

「いつもの処刑じゃないって……何を言ってるんだよ？」

「このまま、今回の事件をただのテロ事件として扱えば、この国の捜査機関は、公共の敵パブリツク・エネミーに完全な敗北を喫することになるだろう。お前達の計画を〝本当の意味で〟叩たたき潰つぶすには、もう残り時間が少ない。ここでこうして遊んでいる暇もなさそうだ」

　カナタの目付きが変わっていく。

　虹こう彩さいをも塗り潰すように──瞳ひとみの黒色が深くなっていく。

　そのあまりにもおぞましい暗黒に見つめられ、板いた倉くらも、手下達も、その場で釘くぎ付づけにされてしまった。カナタから、異常なまでのプレッシャーが浴びせかけられているのだ。

　板倉は表情の余裕をなくし、青ざめた顔で、唾を飲み下す。

「……まさか君、気付いたのか……！」

　声が震えてしまったのは、真実の露ろ呈ていを恐れてか。それともカナタに恐怖してなのか。定かではなかった。その震えが腹立たしく、恥はずかしかったが、板倉はカナタの存在感に圧倒され続けるしかない。

「悪いがこのゲームは────〝オレの勝ち〟だ」

　カナタは言うなり、信じられないことに回転式拳銃リボルバーの銃口を自分のこめかみに当てる。

　すでに引き金は５回引かれているのだ。

　今撃うてば、確実に弾たまが出て死ぬ。

　それに構わず、カナタは微み塵じんの恐れも見せない果か敢かんさで──引き金を引いた。

「！」

「……！」

　弾は────出ないではないか。

「…………どういうことなんだ！」

「弾が……入ってねえだとお！　ユウキの奴やつ、入れ忘れたってのかよ！」

　カナタ以外の全員が、激しい動どう揺ようを隠しきれない。

　何が起きているのか、誰も理解できていなかったからだ。

　ただ１人、カナタを除いてである。

　最初に自棄になったのは、板倉だった。

「くそったれがあ！　死なねえなら俺様がぶち殺してやるあ！」

　手にしていたハンドガンを構え、ロシアンルーレットで勝ち残ったカナタを狙ねらう。

　今にもカナタめがけて板倉が発砲してやろうと、手に力を込めた瞬しゆん間かんである。

　その手に突とつ如じよ、力が入らなくなる。

「……？」

　ハンドガンの引き金に置いていた右手の人差し指が──なくなっていた。

「なあっ!?」

　板倉のハンドガンの引き金の裏に、細長いダイバーズナイフが挟はさまるように刺さっている。

　一いつ瞬しゆんの内にどこかから飛来して来たその投げナイフで、板倉の指は切断されてしまっていた。切れた指は板倉の足あし下もとに転がり、血ち溜だまりを作っている。

「がああああああああっ！」

　指がなくなった板倉は、ハンドガンを取り落とし、傷口を庇かばうようにしながら跪ひざまずく。

「しゅ、襲撃だ！」

「どっからだ！」

　手下の団員達は慌あわてて、板いた倉くらにナイフを投げ付けてきた敵の姿を探し始める。

　その敵の姿は、思いの外、簡単に見つけることができた。

　いつからそこにいたのか。その少女は、敵を探そうとする団員達の中心に立っていた。

「てめっ、い、いつの間に！」

「何だコイツ！」

　団員達は慌あわてて、手にした銃器を少女に向ける。

　だが少女の立ち位置は、団員達の集まっている中央である。

　少女に発砲すれば、その傍そばにいる味方にも弾たまが被弾するだろう。

　銃では、思うように攻撃ができないではないか。

　少女はパーカーにスカート姿であり、ニーソックスをはいている。フードを目ま深ぶかにかぶっており、そのフードの暗がりの奥では、すでに１対の獣の眼光が鈍にぶい光こう沢たくを放っている。

　少女はパーカーのポケットに両手を突っ込むと、大振りなナイフを厳おごそかに取り出した。

　両手に無骨なダガーナイフを握り込み、恍こう惚こつの笑えみを覗のぞかせて宣告する。

「────皆殺しの時間だよ」

　闊かつ歩ぽする巨人の如ごとく、戦車ルークは敵陣の渦か中ちゆうを堂々と進み始めた。
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　構えるわけでもなく、ルークは得物を手にした両腕を、無防備にぶらつかせていた。

　一見して隙すきだらけの様子であり、どこからでも付け入ることができそうな体制である。

　突とつ如じよとして現れた無防備な相手を前に、団員達は困惑してしまう。

　──殺されに来たというのだろうか？

　ルークの傍にいた団員の１人が、思い切ってルークに仕掛ける決断をする。

　応戦するべく、腰のホルダーからナイフを抜き放った。それは味方が密集している場所で、ハンドガンが使えないと判断したための咄とつ嗟さの行動である。

　隙すきだらけのルークに駆かけ寄り、その横腹を薙なごうと、刃やいばを水平に払おうとした。

　だが団員がナイフを繰り出すのと同時に、ルークも動き出す。目にも止まらぬ高速のジャブを放ったかと思った刹せつ那な、団員の肩口には、なぜかルークのナイフが突き立っている。

「!?」

　ルークの動きは速すぎた。

　カウンターのようにジャブを打ってきたのはわかったが、その手の動きはまるで目に追えない。気が付けば肩には深々とナイフが刺し込まれており、鋭するどく冷たい激痛が走っている。

　刺された団員が悲鳴を漏もらす間に、ルークは懐ふところ深い間合いまで接近して肉薄する。直後、肩を刺していたナイフを素早く引き抜き、そのまま刃やいばで、相手の喉のどを切り払う。

「あがっ！」

　裂かれた喉から血ち飛沫しぶきを上げ、団員は白目を剝むいて、その場に倒れ伏した。

　──瞬しゆん殺さつである。

　板いた倉くらは舌打ちして喚わめいた。

「コイツ、強いぞ！　数人がかりでやれ！」

　ひと目でルークの格闘能力の高さを見抜き、板倉は手下達に指示を下す。

　それに従い、ルークの近くにいた団員達が３人がかりで襲いかかった。

　左右から２人。背後から１人である。

　背後から接近してきた大男が、ルークに抱き付いて羽は交がい締めにしようとした。

　ルークの華きや奢しやな身体からだに覆い被さるよう、大男は両腕を広げて飛びかかったのである。

　それはルークから死角の位置からの攻勢であったはずだが、まるでルークは背中に目が付いているかのように反応する。大男の左右の腕に１発ずつ、鋭するどい回し蹴げりのワンツーを見舞う。ルークの蹴りで動きを止められた大男は、一いつ瞬しゆんその場で立ち止まってしまった。

　すでに向きを反転し終えていたルークは、間髪入れず、大男の顎がつ下かから頭頂部に向かってナイフを叩たたき込む。

「っ!?」

　顎下から頭を串くし刺ざしにされた大男は目を剝むき、脳幹を貫かれて即死してしまう。

　死んだ大男からナイフを引き抜く間もなく、左右から別の団員達が、ルークに飛びかかって来ていた。１人はナイフを、１人は角材を得物として手にしている。

「死ね！」

「クソアマ！」

　ナイフで突きを繰り出す男と、振りかぶった角材を振り下ろしてくる男。

　その攻撃はほぼ同時だった。

　男達の中央に立つルークは、まるでそれを避よけようともしない。

　ただ男達が得物を握る腕を摑つかむと、自身の身体に引き寄せるだけだ。

　予期せず腕を取られ、身体を引き寄せられた男達。飛びかかった勢いがあまり、立っていたルークに衝突しそうになる。だが奇き妙みようなことに、男達がルークに衝突することはなかった。

「……は？」

　ナイフと角材の男は、気が付けば互いに抱き合うような格かつ好こうでぶつかっていた。

　今しがた目前に立っていたルークは、いつの間にか、瞬しゆん間かん移動でもしたかのように１歩離れた別の場所に立っているではないか。男達からはルークの移動する仕草が見えていなかった。

　だが他の団員達は、何が起きたのかを見ていた。

　男達がぶつかってくる寸前で、ルークはその場から身を引き、衝突を避よけたのである。

　まるで揺ゆらめく水を彷ほう彿ふつとさせる手て捌さばきと足運びで、迫せまる男達の身体からだを──受け流した。

　いつの間にかルークは、殺した大男のホルスターから、ハンドガンをくすねていた。

　すでに構え終えており、２人の頭に１発ずつ、迷わず銃弾を撃うち込む。

　頭部から血ち飛沫しぶきを放ち、抱き合う２人の男は呆あつ気けなく即死した。

「あ、あ、あっという間に４人……！」

　誰からともなく、驚きよう嘆たんの声が漏もれた。

　板いた倉くらは、ルークの動きが何かしらの武術であることを気け取どる。

「あの動き、どこかで……！」

　これまで板倉は、様々なケンカや抗争の場で、あらゆる武術を目にする機会があった。

　その記憶を呼び起こし、懸けん命めいに思い出そうとする。

　空手、柔道、合気道。どの動きとも違う。敵の攻撃が出る前に全てを止めてしまう、さながら反撃と防御が一体化した動きだ。攻撃を浴びせられたとしても、まるで岩にぶつかる流水の如ごとく、それらをことごとく受け流してしまう。繰り出す一撃は烈れつ火かの如く速い。

　思い出した。だがそれを見たのは実戦の場ではない。テレビの中だけだ。

「冗談じゃねえぞ、まさか〝截拳道ジークンドー〟だとおっ……！」

　板倉は信じ難い思いのまま胸中で断定する。

　ルークに近付くのが危険だと察知した団員達は、ルークから距離を置く。

　ハンドガンを使える距離まで離れるつもりなのだろうが、その姿はまるで、ルークという怪物から逃げ出すようで、背を向けて駆かけ出していたのである。

　団員達が逃げ惑うのに紛まぎれ、カナタとシュウヤも席を立ち、その場を離れる。

　一方、返り血で赤く染まったパーカーの闇やみに、紅潮して微笑ほほえむルークの笑えみが見えた。

　興奮した荒い息を押し殺し、ルークは疼うずく身体の火ほ照てりを抑えるべく、血を求めて一気に駆け出す。その速度は、もはや人間とは思えぬ常じよう軌きを逸いつした速さである。

「……フフ」

　笑いながらルークは、背を向けている団員の背中を切り付ける。悲鳴を上げて転げるその団員の首を容易たやすく切断し、転がった頭部をサッカーボールのように蹴けり付けた。飛んでいった生首は別の逃げ惑う団員の背にぶつかり、バランスを崩して転倒させる。

「あははははははははははははははははは！」

　殺さつ戮りくの愉ゆ悦えつに酔い、ルークは哄こう笑しようを上げた。

　自分が転ばせた団員めがけて、駆かけ寄って行く。

「ひっ、ひいい！」

　転んで倒れていた団員は怯おびえ、持っていたハンドガンで、ルークに向かって弾たまを浴びせ続ける。だが信じられないことに、ルークはそのいずれをも、軽く身を翻ひるがえすだけで避けてしまう。

　意図的に避よけているということは、銃弾の動きを目で追えており、しかも反応できているということを意味していた。非常識な反射神経である。銃弾をいくら浴びせたところで、まるで水の塊を相手にしているかのように、ルークに対しては手応えがないではないか。

「化け物！」

「何なんだよお、てめえはあっ！」

　半狂乱になった団員達が、泣き喚わめくように叫さけんだ。

　転んで乱射していた団員の腕を、ルークは手にしていたハンドガンごと切り落とす。そうして即座に手にしていたナイフを捨て、宙を舞うその腕からハンドガンを奪うばった。

　先程、手に入れたものと合わせ、両手の武装をハンドガンに切り替える。

「フフフフ」

　西部劇のように、ルークはハンドガンをクルクルと回して弄もてあそんだ。

　そうして弄びながら、ルークは見世物のようなトリックショットで銃を乱射する。

　ルークの手に吸い付いているかのように離れないハンドガンからは、精密機械で撃うち出されたように正確な射撃が行われた。逃げ惑う団員達は次々とワンショットで頭を撃ち抜かれ、わけもわからないうちに絶命して倒れ伏していく。

　周囲が血の海と化した頃、ようやく団員達は、最寄りの柱の陰や木箱の裏に身を隠すことができた。遮しや蔽へい物から身を覗のぞかせ、反撃と言わんばかりに、ルークめがけて斉射を開始する。

「くそったれ！　殺せ！」

　遮蔽物に隠れた板いた倉くらが、銃声の中で喚き続けた。

　だが板倉が期待していた程の弾幕は展開できない。

　その場にいたはずの15人の団員達は、いつの間にか、板倉を含めて４人しかいなくなっていた。

　僅わずかな攻防の間に、ルークは11人もの団員を殺傷したのである。

　ただ人数が少なくなったとは言え、アサルトライフルで武装した団員がルークに向かって連射を始めると、さしものルークも物陰に隠れるしかない火力を発揮する。

　銃火の雨から身を守るため、ルークは近場の柱の陰に身を隠した。

　ルークが隠れた場所の特性に気付き、板倉はそれを好機と判断した。

「今だ、女を柱の傍そばに追い込んだぞ！　仕掛けた〝爆弾〟を起爆しろ！」

　激しい銃声と硝しよう煙えんの中、板倉は近くにいた手下に喚いて命令する。

　だが手下は仰ぎよう天てんした顔をする。それに構わず板倉は続けた。

「証拠隠滅のために、この作戦拠点を吹き飛ばす手て筈はずだったろうが！　あの女が逃げ込んだところにも仕掛けてあっただろう、爆弾！　こっから遠隔操作で起爆できんだろお！」

　団員達が広間のあちこちに埋設していた円筒形の物体は、遠隔操作可能な爆弾だったのである。ミッドランドスクエアに侵入するため、地下駐車場の床を吹き飛ばすのにも使ったものである。板いた倉くらに言われるまでもなく、その爆弾について詳くわしい手下は、板倉に警告した。

「１個でも車１台吹っ飛ばせるくらいの威力ですよ！　今起爆させたら、他に仕掛けたのにも誘爆するかも！　そしたらこの基地だけじゃなくて、俺おれ等らも生き埋めになりますぜ！」

　板倉は、反論する手下を撃うち殺した。

「知るか！　女に舐なめられたままやられるよりゃマシだあ！」

　手下の死体を漁り、そのポケットからスマートフォンを取り出した。

　爆弾の遠隔起爆用に改造されたリモコンである。

　それを操作しようとしたところで、端末にパスワードロックがかかっているのに気が付いた。パスワードを知っている手下は、今しがた殺してしまった。

　板倉はリモコンを足場に叩たたき付け、叫さけんだ。

「ちっくしょおおおおおがああああああああ！」

　板倉の叫びが広間に響き渡る頃。柱の陰に隠れていたルークは、広間の向こうの暗がりから無数の足音が聞こえてくるのに気付いた。

　その足音が、血盟団ブラツズの増援ではないことはわかった。

　ルークはガッカリしたように肩を落とすと、かぶっていたフードをどかし、ぼやいた。

「相変わらず良いタイミングで来るなー、ハンターは」

　暗がりから現れたのは、完全武装した特殊部隊だった。

　黒塗りのボディアーマーの胸部には、〝ＣＩＲＯ〟の文字が描かれている。

「全員、武器をその場に捨てろ！」

　拡声マイク越しの警告は、血盟団ブラツズの銃声に匹敵する大きさで、広間を駆かけ巡る。

　ルークに気を取られ、特殊部隊が襲撃してきたことにようやく気付いた団員達は、啞あ然ぜんとしていた。まだ自分達が追い詰められてしまった状況を理解できていないのだろう。

　ただ、ルークに対する発砲の手は止めた。

「内閣情報捜査局ＣＩＲＯだ！」「全員、武器を捨てて両手を挙げろ！　腹ばいになれ！」

　見る見る間に特殊部隊に包囲されつつある団員達に、逃げ道はない。

「……くっ！」

　板倉は突とつ如じよ────生き残っていた２人の団員を射殺する。

「！」

　味方を殺した板倉の行動よりも、板倉が発した予期せぬ銃声の方に、特殊部隊の面々は驚く。即座に板倉に狙ねらいが集中し、警告の声が上がる。

「両手を挙げろ！」「銃を捨てろ！」

　赤いレーザーポインタの点光が、いくつも板倉の体表に浮いている。

　板倉はゆっくりと両手を挙げて、降参の態度を示すことになった。

　その表情は、酷ひどく屈くつ辱じよく的なものだった。
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　血盟団ブラツズが作戦拠点として使っていた地下の車両基地。

　その中央広間からタコ足状に伸びているトンネルの内、１つは地上へ続く出口となっていた。カナタとシュウヤ、そしてルークの３人は、特殊部隊のメンバーに護衛されながら、地上までの道のりを進む。

　トンネルを抜けた先で、まず目前に広がった光景は、夜空の下に広がる閑かん静せいな住宅街だった。

　すでに家々の明かりはほとんど消えており、星々の明かりも見えない暗い場所である。

　雨はやんでいるが、周囲の草木からは湿し気けった臭においがした。

　そこは、住宅街の景色を見渡せる小さな丘の上だった。

「こんな平和そうな場所に、あの作戦拠点があったのか……」

　シュウヤが意外そうに呟つぶやいた。

　トンネルを出て、その入り口を改めて見直してみると、いかにも長い間、閉鎖されてきた廃はい墟きよ然とした雰ふん囲い気きだった。有刺鉄線付きのフェンスで入り口を取り囲まれたトンネルであり、「立ち入り禁止」の警告看板がかかっている。

　フェンスを越えた先には一般道があり、そこには無数の装甲車やパトカーが駐とまっていた。

　住宅街の静けさに反するように警察関係者や武装した男達が大声で話をしている。

　黄色テープを張り巡らせて封鎖した路上は、パトランプの明かりに照らされている。

　そのテープの周りには近隣住民の野次馬が様子を見に来ているようで、騒そう然ぜんとしていた。

　その場を見渡していた３人の横を、刑事達に連行されて行く板いた倉くらが通った。

　手て錠じようをはめられており、カナタとルークを忌いま々いましそうに睨にらんでいる。

　そんな板倉の背が遠ざかる頃、別の刑事が３人の前に現れ、「事情聴取をしたい」と言って、シュウヤを連れて行ってしまう。残されたカナタとルークも、やって来ている救急車前で手当を受けるよう、特殊部隊の隊員から指示を受けた。そうして警察関係者の行き交う路上を歩いていると、向かい側から歩み寄って来る人影が２つ、見えてきた。

　１人は、黒髪で小柄な少女である。

「カナタ！」

　少女は叫さけぶなり、カナタに駆かけ寄って来た。

　そうしてカナタの身体からだに抱き付き、心から安心した表情で涙を流した。

「無事だったんだね。またこうして会えて、本当に……本当に良かった……！」

　リセに抱き付かれたカナタは、戸惑ったように後あと退ずさる。

　少し躊躇ためらった後ではあったが、黙だまってリセの頭を撫なでてやることにした。

　そのカナタの優しさは、リセにとって予想外の反応だったのだろう。「ひゃうっ」と小さく声を上げる。

　リセはカナタに頭を撫なでられる感触をくすぐったく思う。だが心地よくも感じている。

　端はたから見れば、仲なか睦むつまじい兄妹の光景にしか見えなかった。

「よくもまあ生きてたもんだな」

　リセに少し遅れてやって来たのは、防弾ベストを着た中年の男である。

　ハンター。内閣情報捜査局ＣＩＲＯの上級捜査官であり、こうした荒事の際には部隊の司令塔にもなる現場指揮官である。その姿を見るなり、ルークが不満そうに苦言を呈ていした。

「遅いよー。あんまり来るのが遅いから、ブレイカーが殺されかけてたんだよー。仕方ないから、あたしが助けるしかなかったんだからねー」

「何が仕方ないからだ」

　ハンターは、胡う散さんくさそうにルークを見下ろして言った。

「どうせまた〝楽しんだ〟んだろう、イカレた小娘め。11人も殺したって聞いたぞ。まったく、いつもみたいにお前が皆殺しにする前で良かったよ。何とか１人は話しを聞く相手が残ったみたいだ。俺がいないと、スイッチが入ったお前は、すぐに誰も彼も殺しちまうんだから」

「んー、何のことー？」

　ルークはハンターの追求をかわし、空々しくそっぽを向いて惚とぼけた。

　いつもならうざったく感じるルークの態度も、窮きゆう地ちから生還してきた今は、不思議と許したい気持ちになってしまう。ハンターはルークの頭に手を乗せ、ワシャワシャと髪をかき混ぜるように撫でてやった。

「まあ、クイーンを最初に保護したのだけは褒ほめてやる」

「もー、そうやって上から頭ワシャワシャやるのやめてよー」

「遠えん慮りよすんな。お前もクイーンみたいに撫でて貰もらえて嬉うれしいだろ」

　イヤそうに、ルークはハンターの手を払いのけようとする。だがハンターの腕力に抗あらがう程の力はルークになく、ハンターが満足するまで頭を撫でられてしまう。

　カナタはシュウヤ同様に、事情聴取と手当のため、係の刑事に連れて行かれてしまった。

　そうしてその場に残ったのが、リセとルークだけになった頃だった。

　ルークは、リセの隣に立って言った。

「──生き残れたのは、リセの地理的プロファイリングのおかげだよ」

　不思議そうな顔をするリセに、ルークは微笑ほほえんで言った。

「あたし達がトンネルから出て、ここに来た時、ちょうどパトカーが通りかかった。だからそれに保護して貰もらえたでしょう？　あれは、運とか偶然なんかじゃなかったみたい」

「それって、どういうこと？」

「リセの分析結果を基にして、警察や内閣情報捜査局ＣＩＲＯは、血盟団ブラツズの拠点の捜索範囲をかなり絞しぼり込んでたんだってさー。それで、この拠点はまさに、リセの分析した疑惑領域の中にある場所だったみたい。だから巡回のパトカーとかも多くて、あたし達、見つけて貰もらえたんだよ」

　リセは驚き、そして照れて頰ほほを染めてしまう。

「わ、私の分析が……役に立ったの？」

「そういうことー」

　ルークは肯こう定ていした。

「寝静まった住宅街で、携帯電話とか入手するのは大変そうだったしー、リセの分析がなかったら、ブレイカーも真面目まじめにヤバかったかも。お兄ちゃんに、自慢して良いんじゃない？」

「……うん」

　他人に褒ほめられるのは慣れてなくて、恥はずかしくて。でも嬉うれしい。

　はにかんだ顔で、リセもルークに微笑ほほえみ返した。
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　現場捜査官達が、血盟団ブラツズの作戦拠点である地下車両基地を調べ始めて２時間程が経過した。

　武器や証拠品の押収、死亡した団員達の身元確認などを終えた頃だった。

　そこは、カナタとシュウヤがロシアンルーレットを行っていた場所である。血盟団ブラツズの作戦会議に使われていた長机の上に、現場捜査官達が押収した図面や地図などを並べ始めていた。

　その図面を見下ろしながら、ハンター、ルーク、リセ、それに手当を終えたカナタの４人は、机を囲んで佇たたずんでいる。

「だいたい、情報は出で揃そろってきたみてえだな」

　ハンターは腕組みをして言った。

『まずは私から、報告するとしようか』

　応答したのは、イヤホンマイクから発せられる女性の声だった。

　地下作戦本部バンカーフロアで分析官達と共にいるのであろう、ドクターの声である。

『ノルド・コーポレーションのサーバーに、ハンターが侵入口バツクドアを仕込んでくれたんだ。そこから取得したデータをイーグルアイが解析した結果、ノルドが新素材の開発に出資していた理由がわかったよ。すでに現物を見たブレイカー達に説明するのは今さらだろうが、結論から言えば、〝次世代の３Ｄプリンタ素材〟の販売事業に参画するためさ』

「えーっと。それって、４Ｄプリンタとかいうのだっけー？」

『ああ』

　ルークの質問に、ドクターはすぐに回答した。

『３Ｄプリンタでは、樹脂系の素材しか使用できないという不便があった。それゆえに製造できるものは、大抵がプラスチック製品のみなんだ。しかし金属や、樹脂、ラバーなんてものが市場に登場したならどうなる。大抵のものが３Ｄプリンタで製造できるようになる。製品ラインナップは一気に拡大されるだろうな』

　ドクターは続けた。

『それが何を意味するかというと、高価で大掛かりな工作機械がなくても、３Ｄデータが存在するものなら、個人が自宅で安価に製造できる時代が来かもしれなということさ。たとえばプリント基板や機械部品、人工皮膚や人工臓器みたいな医療製品まで製造できるかもな』

「おいおい、一般家庭で人間の臓器とかまで造れるってのか。気味が悪いな」

『現に、そういう研究は欧おう米べい諸国で活発に行われているよ。人体実験例も豊富にある』

　ドクターの後に、イーグルアイが語り出した。

『ノルドがやろうとしていたことは２つ。１つは、様々な新素材の開発投資。そしてもう１つは、３Ｄデータを大量に保管できる〝大容量データベースサービス〟の開始よ』

「大容量データベースサービス？」

　尋たずねたのはリセだった。

『スマホアプリのダウンロードサービスと同じだと考えれば、多少はイメージしやすいと思うわ。３Ｄプリンタは、３Ｄデータがあれば大抵のものが作れてしまうでしょ。その３Ｄデータを大量に保存しておいて、有料でダウンロードできるサーバーを作ろうとしてたのよ』

「スマホアプリを買う感覚で、製造したいものの３Ｄデータが買えるサービスってこと？」

『そういうことね。たとえばアップル社は、アイフォンの発売と同時に、第三者団体サードパーテイのアプリダウンロードサービスも開始したわ。それで莫ばく大だいな利益を得ることができた。ノルドも同じように、４Ｄプリンタの販売と同時に、データのダウンロードサービスを開始しようと準備してたみたい。ノルドの社運を担になう大企画だったみたいね』

　ドクターが補足する。

『将来立ち上げるダウンロードサービスの莫大な利益が目当てで、ノルドは新素材開発に出資していたわけさ。なかなか面白いビジネスを考えたものだよ』

『今回、血盟団ブラツズが銃火器の製造に使用していたのは、ノルドが出資していた４Ｄプリンタの試作品、ジェリコという開発コードで呼ばれる代物よ』

『そして、そのジェリコを血盟団ブラツズにもたらしたのが、公共の敵パブリツク・エネミーということになる』

　そこまで説明し終えると、ドクターはそれを断定した。

『公共の敵パブリツク・エネミー──本名を〝風かざ間まタダオ〟、元ノルドのウェブエンジニアだ』

「ついに素す性じようがわかったってか」

　ハンターの問いかけに、ドクターは無言の肯こう定ていで答えた。

　少しの間を置いてから、続けた。

『風間タダオは２年前の交通事故で、全身に大火傷やけどを負った。日常生活もままならない程の重傷で、その治療には莫大な費用が必要ときた。社会復帰はまず無理だったんだが、そんな風間に、ノルドが目をつけたわけだ』

「どういうこった、そりゃ」

『開発中だった新素材を試したかったノルドは、ちょうど良い被験者として、事故で臓器や骨を失った、自社社員でもある風かざ間まを選定したのさ。そしてジェリコで製造した臓器で身体からだを補ってみないかと、提案したんだ。莫ばく大だいな治療費用を、ノルドが負担するという条件でな。風間はそれを了承し……そしてあの容姿の男が生まれた』

「公共の敵パブリツク・エネミーか」

　ぼやいたのはカナタだった。

　ドクターは報告を続ける。

『風間が退院したのは、２ヶ月程前だ。その頃、ノルドは保管していたジェリコを８台程、紛失したようだ。だが紛失したのは試作ステージの旧ふるい筐きよう体たいだったこともあって、業務に目立った支障も発生せず、ノルド社内ではまだ騒さわぎになっていないという状況らしい。……というのは建前だが、開発中の素材が大量に持ち出されても騒ぎにならないというのは変だ。調べてみたら、素材貯蔵量の数値データが巧たくみに改かい竄ざんされていた。おそらく社員である風間が、自身のアクセス権を悪用して誤ご魔ま化かしたんだろう。〝盗んだことがばれないように〟な』

「身内にデータ改竄されてたんじゃ、俺達が調べるまで気付かないってわけだな」

『ジェリコ紛失と、奴やつの犯行が始まった時期はちょうど合致する。風間が盗み、そして今日、血盟団ブラツズの作戦拠点から見つかった８台がそれなのだと考えて、ほぼ間違いないだろう』

　イーグルアイも言った。

『風間が何を考えてあの名を名乗り、こうして凶行に及んでいるのか。……まだわからないわ。１つ気になるのは、風間は交通事故の時に妻子を亡くしてるの。それが今回の凶行に関係しているのかどうか……もう少し調べないとわからないわね』

「何を考えてるのかはわからんが、これから何をしようとしているのかは明確だろ」

　ドクター達の報告を聞き終えたハンターは、目前の机の上に展開された図面を見下ろした。

「──〝内閣総理大臣暗殺〟だ」

　口にしてみると、荒こう唐とう無む稽けいである。だが机の上に広がる証拠品はそれを否定できないのだ。

　さすがに、一般には極秘である官邸内部の見取り図はないようだが、官邸周辺の施設図面や、詳細な衛生画像が存在する。それにどうやって入手したのか見当もつかない、総理の今日のスケジュール表まで存在しているのだ。冗談では済まない、下調べの深さである。

「ルークの報告じゃあ、捕まえた板いた倉くらって幹部が、この円筒形の物体は〝遠隔操作が可能な爆弾〟だと言っていたらしい。そっちのラボにもサンプルを届けさせたが、解析はこれからだろう。だから今は、俺の推察の範囲で話をするぜ」

　ハンターは、足あし下もとに置いてあった取っ手付きのショーケースを取り出した。

　それは爆弾処理班が使用する対爆ケースである。水槽のように透明なケースであり、その中には、缶ジュースサイズの円筒形の物体が納められていた。

　ハンターはケースを、机の上に置いた。

「この円筒形は、４Ｄプリンタで製造されたもんだ。先の銃と同じで、製造された際の加工痕こんがない。繫つなぎ目がないんだ。簡単に解体できないから、中身の制御基板も、爆薬にも手出しができない。設置されたが最後、解体は不可能と考えて良いだろう」

「んー。かなり面倒な代物だねー……」

「起爆される前に、こうして対爆ケースに入れて無力化するぐらいしか、打つ手なしだな」

　ハンターはケースの上に手を置きながら、円筒形爆弾を見下ろして続けた。

「板いた倉くらが持っていた起爆リモコンを見たところ、どうやら数字をカウントアップさせて、設定しておいた特定の数値になったところで、起爆信号が送られる仕組みになっている」

『時限装置か』

「たぶんな。血盟団ブラツズの連中は、この爆弾を大量に満載した小型トラックで出発した。現場に残っているタイヤ痕から見て、台数は７台。車種は未特定だ。銃火器、弾薬、人員もそのトラックで運搬しているだろうし、爆弾は１台に付き約50個くらい積載されてると見られる」

『50個という数字に、根拠はあるのか？』

「プリンタに残っていた製造データを見た。ここで製造された爆弾は合計して３８０個。この場所に仕掛けられていたのが30個だな。残りの３５０個を、７台で等分したと仮定しただけだ。それら爆弾が、都内のどこかに運ばれてるってこったな。爆弾１個に付き、車両１台を吹き飛ばせる威力だという情報もある。途方もない火力になる」

　そこまで語ると、ハンターは重たい嘆たん息そくを漏もらした。

「たしか〝この国で最も罪深き者を殺す〟って予告だったな」

　ハンターの発言に、その場の全員が無言で顔を見合わせる。

　公共の敵パブリツク・エネミーの標的が判明した今、その意味を考えないことはなかった。

「この国で行われる諸悪の根源が、国を先導してる総理だってのか？」

「……今まで公共の敵パブリツク・エネミーに殺された人達は、何かしら目に見える悪事を起こしていました。総理に、そういうものってありましたっけ？」

「知る限り、世間で批判されるようなスキャンダラスな事件はないな」

『聞いたことはないし、内閣情報捜査局ＣＩＲＯもそうした事実は摑つかんでいない』

「いずれにせよ、爆弾と自動小銃で武装したギャング団30名が、首相官邸に向かったってんだ。まったく想像以上にとんでもねえ計画だったってことじゃねえか。近頃の若い奴やつ等らは、何をしでかすかわからんもんだ」

　ハンターが一通りの推察を口にした後、統括するようにドクターが言った。

『政権関係者には、すでに局長が警告している。官邸の警護を増やし、官公街はすぐにでも全面封鎖の態勢を敷いているようだ。陸上総隊の直下部隊も警護に出向くらしい』

　ドクターの口から出てきた単語に、ハンターは露ろ骨こつに驚いた顔をする。

「おいおい。陸上総隊っていやあ、防衛省直下の精せい鋭えい中の精鋭だろ。またとんでもねえ連中が出で張ばってきてるな」

『ああ。局長の古巣でもある中央即集団ＣＲＦの部隊が編成されている組織だ。公共の敵パブリツク・エネミーの計画がいくら大それていても、ロクに統率もされてないギャング団で相手が務まるような連中じゃない。公共の敵パブリツク・エネミーを含め、血盟団ブラツズの団員は数分持たずに皆殺しだろう』

「……爆弾を用いた何かしらの計画があるんだろうが、話を聞く限りじゃあ、もう官邸周辺にはネズミ１匹、忍び込む隙すきもねえ。官公街に爆弾や武器を持ち込むなんてもってのほか、無理だろうな。こりゃあもう、俺達の出番はないんじゃねえか？」

　テロの作戦開始前に、血盟団ブラツズの作戦拠点を叩たたく作戦は失敗に終わった。

　だがテロの標的が判明した今となれば、まだテロを未然に防ぐことはできるだろう。

　テロの標的を探さぐるという内閣情報捜査局ＣＩＲＯの役割は、果たされたのである。

　ここから先は水面下の攻防ではなく、正面からの物理的な戦い、つまりは銃撃戦になるだろう。ならば前線に立つのは内閣情報捜査局ＣＩＲＯではなく、高火力な武器や兵器を持つ、戦闘のプロ達である方が好ましいはずだ。

　だが唐とう突とつに、カナタが断じた。

「──無理だな」

　カナタが口にしたのは否定の言葉である。

　その場の全員が驚いた顔をしてしまう。無理とは、何が無理なのか。

「どんな精鋭部隊を集めようが、今さら、公共の敵パブリツク・エネミーの計画を止めることは不可能だ」

「どういうこった、そりゃ」

「オレの考えが正しければ、すでに公共の敵パブリツク・エネミーは、自分の計画の〝最後の一手〟を打ち終えている。テロ計画は完遂されているということだ。止めようはない」

「……何言ってんだ。まだ総理大臣は殺されちゃいないぞ」

「総理を狙ねらっているのは、公共の敵パブリツク・エネミーとは〝別の敵〟だろう」

「なっ……はあ!?」

　意味不明なカナタの発言を、誰１人として理解できる者はいなかった。

　だが、誰の理解を得られなくても、カナタは構わなかった。必要なことを口にする。

「この状況は、終了したチェスのようなものだ。すでに勝者と敗者は確定している。勝ったのは公共の敵パブリツク・エネミーで、負けたのはオレ達だ。だが、負けたゲームで勝つ方法もある。攻守の役割を変えれば良いんだ」

　カナタは不敵に笑えんだ。

　その真意を聞き出そうと、話を聞いていた人々が問いかけようとする。

　全員の気持ちを代弁してカナタに尋たずねたのは、不服そうな顔のリセだった。

「いったい何を言っているの。誰も付いて行けてないよ。これは情報を共有するための会議なんだから、みんなにもわかるように説明して」

「説明するかどうかは、局長の返答次第だ」

　カナタはインカムマイクで、ある人物を呼び付ける。

「局長、いるか？」

　この情報共有会議を黙だまって聞いているのであろう、局長の狩か月げつである。

　僅わずかな間の後、いつもの温和そうな老人の声が返ってきた。

『……聞いていましたよ。何でしょうか』

　カナタは、言葉短く尋たずねた。

「オレが〝提案した作戦〟は、了承できたか？」

『作戦とは、さっき、個人的にお話いただいた件ですね』

　いつの間にか、カナタと狩月は話をしていたらしい。無論、内容は２人以外に誰も知らない。蚊帳かやの外だった内閣情報捜査局ＣＩＲＯメンバーは、ただただ怪け訝げんな顔をしてしまう。

　狩月は、カナタの問いに即答する。

『君の立案した作戦ですが、残念ながら〝却下〟です』

「やはりそうか」

　どんな作戦を拒絶されたのかはわからないが、狩月の答えを、カナタは予測していたようだった。狩月は、却下する理由をカナタに説明する。

『まず第一に、君の推理には今のところ証拠がありません。内閣情報捜査局ＣＩＲＯはすでに、国家安全保障会議の指揮下に入っており、官邸を警護する陸上総隊の情報支援に回るよう、命令を受けています。この事件に関する決定権は、すでに内閣情報捜査局ＣＩＲＯの手を離れ、上位指揮権を持つ防衛省に移っているのです。相談するべきは私ではなく、防衛大臣ということですよ』

「……」

『組織に所属している者が〝命令〟を覆くつがえすためには、上層部の意思決定を揺ゆるがせるだけの根拠が必要なんです。命令を受けている以上、私は証拠もなしに、勝手な独断で内閣情報捜査局ＣＩＲＯを動かすことはできません。組織というのは、そういうところなんですよ』

　狩月の説明を聞いていたカナタは、特段に驚いた顔すらしない。ただ、それが当然だろうと、納なつ得とくしているような態度でさえある。

　そして最後にそれまでカナタの提案を否定していた狩月が、意味ありげに付け足した。

『ですが──民間顧問コンサルタントが〝独自に〟何をしようが、内閣情報捜査局ＣＩＲＯに口出しする権利はありません。民間顧問コンサルタントは報酬を貰もらって協力してくださるだけの、〝組織外の人間〟ですからね。君が非番中に独自に何かをしでかしたところで、内閣情報捜査局ＣＩＲＯに責任はありません』

「なるほど、良い答えだ。内閣情報捜査局ＣＩＲＯの助力はないということだな」

『ただ一般論を述べているだけです』

「なら、ここにいる人間には説明しない方が良いだろう」

『ええ。そうしていただけると、皆さん、余計なことを知らなくて済みます』

　狩か月げつの返事に、カナタは満足する。

　話をする２人以外の人間を置き去りにしたまま、カナタは狩月に言った。

「２つ、頼みがある」

『何でしょう』

「イーグルアイと、氷ひ坂さかシュウヤを貸してくれ」

『わ、私!?』

　いきなり名前が出てきたことに驚き、イーグルアイが素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「イーグルアイには、技術的な〝アドバイス〟を貰もらうだけだ」

『構いませんよ。もう１つは？』

「今からオレがやることを、見るな」

『喜んで』

　どことなく穏便ではないカナタと狩月の会話は、そこで切れる。

　カナタは、目の前の長机の上に置かれていたハンドガン入りのホルスターベルトを身に着けながら、ハンターやリセ達に告げた。

「ここから先、内閣情報捜査局ＣＩＲＯとオレは別行動だ」

「べ、別行動って、どこに行くの？」

　不安そうなリセの問いには答えず、カナタは、広間の隅の方に向かって歩いて行ってしまう。わけがわからないままハンター達は、カナタの後に続いて歩く。

　カナタの行き先には──刑事達に囲まれた、板いた倉くらゴウタが立っていた。

　後ろ手に手て錠じようをかけられており、立ったまま聴取を受けている様子だった。

　板倉は近付いてくるカナタを見つけるなり、歓喜の顔になる。

「おいおい、カナタ君。待ってたぜえ？」

　カナタは無言だったが、それがいつものカナタの態度であると板倉も理解し始めていた。

　構わず、板倉は一方的にカナタに話しかけた。

「君くらい賢いなら、すぐわかるよなあ。公共の敵パブリツク・エネミーの計画を阻そ止しするためには、俺様の持ってる情報が必要だってことだよお」

　余裕の態度でヘラヘラ笑えみ、板倉はカナタに訴える。

「俺様もシュウヤ君みたいに、君達に協力してやろうって話だあ」

「協力？」

「俺様にも、シュウヤとユウキみたいに恩おん赦しやをくれるってんならさあ、何だろうと計画の詳細をゲロってやろうって話。俺様との取引はかなぁり重要なはずだ。俺様は必要だろう？　だからさあ、お友達に君からも言ってくれよ」

　板倉は、捜査機関側に寝返ろうとしている様子だった。

　所しよ詮せん、公共の敵パブリツク・エネミーと板いた倉くらとは、金だけで結ばれていた希薄な関係である。

　捕まった今となっては、自分の儲もうけがゼロになるのがわかっているのだろう。

　もはや板倉にとっては公共の敵パブリツク・エネミーに義理立てする理由はなく、むしろ公共の敵パブリツク・エネミーを売った方が自分の得になるのだと、そう判断した様子だった。

　板倉の持っているテロの詳細情報を、内閣情報捜査局ＣＩＲＯは何としてでも欲しい。

　そう踏ふんでいる板倉は強気だった。

　そんな板倉の提案を、カナタは素直に肯こう定ていした。

「たしかに、お前は必要だ」

「だろう!?　ならまず、この手て錠じようを外してくれって！」

「勘違いするな」

　カナタは腰のホルスターからハンドガンを取り出し、それを板倉に向けた。

「必要なのは、お前の情報なんかじゃない。お前の〝頭〟だ」

　パンッ

　乾いた１発の銃声が、広間に響き渡った。

　板倉の眉み間けんに穴が開き、綺き麗れいに撃うち抜かれた頭部からは瞬しゆん間かん的に血ち飛沫しぶきが上がる。

　あまりにも唐とう突とつに、カナタは板倉を射殺してしまった。

　一いつ瞬しゆんの出来事に驚いた刑事達やハンター達は、目を剝むいて硬直してしまう。板倉の死体が膝ひざから崩れ落ち、熱された薬やつ莢きようが地面を転がったところで、ようやく反応することができた。
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　ハンターは、慌あわてて自身のハンドガンを抜き放つ。そうしてカナタに向けた。

「小僧、とち狂ったのか！　情報を持ってる唯一の手がかりを撃うち殺したんだぞ！」

　遅れて刑事達も、カナタに向かって銃を向ける。

「銃を下ろせ！」

「何しでかしてんだ、お前！」

　その場の誰もが、カナタの暴挙を理解できずにいた。

　だがカナタは落ち着いた態度でハンドガンをしまいながら、涼やかに答える。

「コイツの摑つかんでる情報ならわかっている。オレはすでに、それ以上のことも知っている」

「何だと……！」

　すでにカナタの双そう眸ぼうには、荘そう厳ごんなまでの暗黒が満ちている。覗のぞき込んだ者を凍いて付かせるような狂気の眼まな差ざしを向け、カナタは銃を向けてくる刑事達に命令を下す。

「糸鋸を持ってこい」

　カナタに射い竦すくめられていた刑事達。

　マイク越しに狩か月げつが、従うように指示をする。

　そうして、言われた道具を取りに去った刑事達の背を見ながら、カナタは呟つぶやいた。

「社会や一般市民に仇あだをなす。それが断罪されるべき〝公共の敵パブリツク・エネミー〟だったか」

　撃ち殺した板いた倉くらの死体に歩み寄り、俯うつぶせに倒れているそれを踏ふみ付ける。

　そうして死体を蹴けり転がすと、虚うつろに目を開けたまま即死した板倉の顔が見えた。

　戻って来た刑事達から糸いと鋸のこを手渡されたカナタは、刃はを板倉の首筋に当てた。

「ならここから先は──公共の敵パブリツク・エネミー同士の戦いだ」

　カナタが刃を引くと、死体の首筋から血が流れ出す。

　返り血を浴び、死体の首を切り落とし始めるカナタの姿に、誰もが恐怖するしかない。

　伝説の殺人鬼と、公共の敵パブリツク・エネミー。最後の攻防は、静かに始まろうとしていた。
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　呼吸と同じ周期で、ガスが抜けるような音がする。

　ベッド脇わきに設置された機械。

　そこから伸びたチューブは、自分の胸の奥深くに差し込まれており、幾度となく酸素を送り込んでくる。風船のように、膨ふくらんだり萎しぼんだりさせられる自身の胸部を見下ろす。いったいどれだけの時間が過ぎたのだろうか。時間の感覚も定かではない。

　そこは純白の壁に囲まれた個室だった。

　事故に遭って意識を失った後、気が付けば自分はこの場所にいたのだ。

　ベッドで仰あお向むけに寝そべっている自分の身体からだは、思うように動かすことができない。

　点滴や、心電図のモニター。人工呼吸器などの大がかりな機材に囲まれていることを考えれば、並大抵の怪け我がでは済まなかったのだろうと、予測はできた。鏡を見ることもできないため、自分がどんな状況になっているのかはわからないが……もはやどうでも良かった。

　家族が死んだ。

　こんな身体では、正確な安否を確認することなどできないが、すでにその確信はあった。

　この世で最も愛する、かけがえのない２つを失ってしまったのである。

　命を賭として守ると誓った大切な者を、守り切れなかったのだ。

　死が互いを分かつまで、仲良く老いることを約束した妻も。歌が好きで、賢く優しかった娘も。全て夢む幻げんであったかのように、自分の手元から消え去った。妻と２人で、娘の晴れ姿を見るささやかな夢さえも、もはや叶かなわぬ願いである。

　自分にはもう何も残されていない。

　自分はこの世界で、独りぼっちなのだ。

　それを自覚すれば、この世に未練など感じなかった。

　死にたい。

　その願いだけに、頭中が埋め尽つくされるのは必然である。

　醜ひどく焼け爛ただれた頰ほほを覆う包帯に、涙が滲にじんでいく。

　声の出ない喉のどからは、嗚お咽えつすら吐はき出すことができない。

　怪物はただただ、無力と絶望の底で、目ま映ばゆく白い病室の天井を見上げて泣くしかなかった。

「──悲しいね」

　ベッドの背後から、声がした。

　少年とも、少女とも区別の付かない中性的な声色だった。

　だが不思議だった。思い付く限りの知人に、そんな声の主はいないのだ。

　知り合いでないのなら、その声の主は、なぜここにいるのだろう。

　ベッドの上で身動きが取れない以上、振り返って顔を確認することすらできない。

「誰もが幸福になりたいと願いながら、誰もが他人の不幸を望む。他人の不幸こそが、自らの幸せであるという、歪ゆがんだ真実が根底にあるからさ。人は自分と他人を比べることでしか、自らが幸福であることを実感できない。大事なのは、〝アイツよりマシだ〟という思い込みさ」

　言われて、おぼろげだった記憶が蘇よみがえる。

　自分の大切な家族が、焼かれて苦しんで死ぬのを、楽しむように見物していた者達がいた。

　彼かれ等らは何だったのだ。

　なぜ楽しんでいたのだ。

　まるでわからない。

「いいや、わかるはずさ。他人の不幸に幸せを見いだす者がいる以上、この世界には〝他人を傷付けたい人間〟がいるということだよ。そいつ等らは、いつも目立たぬどこかに潜み、虎こ視し眈たん々たんと機会を窺うかがっている。彼等は敵なんだ。この世界は元々、敵だらけなんだよ。ボク達は傷付けられないよう、ただ備え、集つどい、いつだって戦うしかない」

　声はいつしか、耳元で囁ささやいてくる。

「あなたは敵によって酷ひどく傷付けられた。やられっぱなしで良いはずがない。あなたから大切な者を奪うばった敵を憎み、戦い、報復する。そうしなければ、殺された２人が報むくわれないのではないかな？」

「……！」

「あなたには、戦うべき理由があるはずなんだ」

　声の主は、男の手に短冊のような紙を手渡してくる。

　それは──小切手だった。

　数字はよく見えなかったが、考えられないようなゼロの数が記載されていた。

「微力ながら、ボクはそれをお手伝いしたい」

　そこまで囁くと、ベッドから遠ざかって行く足音が聞こえた。

　声の主が、病室を去って行こうとしているのだろう。

「あなたの退院を、楽しみに待っているよ。風かざ間まタダオさん」

　最後にその一言だけを発し、気配は消えていった。

　室内に聞こえるのは、もはや心電図と呼吸器の機械音だけである。

　──殺された２人。

　たしかにそう言われた。

　正面衝突した車は、助手席に突き刺さっていた。妻は即死だっただろう。だが娘はどうだっただろうか。後部座席に閉じこめられ、炎で焼かれ、苦しみ、助けを求めていた。

　それを笑って見ていた奴やつ等らは──〝敵〟だったのではないのか？

　胸の奥に、燃えるような歪いびつな思いが沸わき上がってくる。

　その激情は業火となって、まるで醜みにくく焼け爛ただれた身体からだを焼き尽つくす程に熱かった。

　敵は倒さなければならない。

　この世界に蔓延はびこる全ての敵を。

　炎に焼き尽つくされたはずの心も身体からだも、また静かに燻くすぶり始めているのが感じられた。
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　東京スカイツリーの４階フロアには、12の塔を模したアートオブジェクトが展示されていた。ライトアップされた独創的なフォルムを堪能した後……少女は静かに歩き出す。

　長い黒髪に、吊つり気味の双そう眸ぼう。

　漆しつ黒こくのライダースーツに身を包んだ、スレンダーなシルエットだった。

　少女は、一般来場者の群むれに紛まぎれていた。

　家族連れや恋人同士と思われる人々の中で独り、展望シャトル・エレベーターに乗り込んで行く。少女が目指す先は、地上高３５０メートル、展望デッキだった。

　エレベータ内は、深海を思わせる幻想的な照明効果で演出されている。

　扉の上部に取り付けられたパネルは、６階までをカウントアップした後、現在地が地上から何メートルであるのかを表すメートル表示に切り替わった。瞬またたく間に１００メートル、２００メートルと数値が増えていき、しばらくすると、３５０メートルの表示で止まる。

　扉が開き、「３５０展望デッキへようこそ」というアナウンスが流れた。

　目の前に広がるのはもう──関東平野を一望できる絶景だった。

「……」

　心奪うばわれるような、美しい夜景だった。

　黒い海の底に、輝く宝石を散りばめたような光景。ガラス張りの展望台の壁一面から、その有様が瞳ひとみに飛び込んでくる。展望デッキは、足あし下もとと天井に僅わずかな明かりが灯ともされているだけであり、屋内を照らし出しているのは夜景の光のみである。

　まるで水族館の水槽の前で深海の世界を覗のぞき込んでいるような、奇き妙みような沈没感さえ感じる。少女はガラス壁の１つに歩み寄ると、そこからしばらく夜景を眺ながめていた。

　この光の１つ１つに、生きている人々がいる。

　この光の１つ１つで、笑い、泣き、喜び、悲しみ、息づいているのだ。

　だがこの光の中には──忌いむべき者達も潜んでいる。

「……偽物ばかりが、輝く世界か」

　いつまでも見ていたい美しい世界ではあったが、そうしているわけにはいかない。

　ガラス壁の前に、腰掛けられるベンチを見つけると、少女はそこに座る。手に提さげていたバッグの中から、タブレットＰＣとハンディカメラ、それに三脚を取り出した。

　カメラを三脚で固定し、レンズの先の夜景を映す。それをタブレットに繫つなげると、準備はほぼ完了である。

　最後に少女は、バックからもう１つだけ何かを取り出した。

　喉のどに巻いて使用する〝人工声帯装置〟である。

「────やはりここに来たな、賀か上がみユウキ」

「！」

　隣のベンチから、予期せず名前を呼ばれた。

　少なからず衝撃を受け、少女、賀上ユウキは隣のベンチに目を向ける。

　その暗がりのベンチには、１人の少年が腰掛けている。

　荒々しくカットされた不ふ揃ぞろいな黒髪。外の闇やみよりもさらに深い黒を湛たたえた眼まな差ざし。ジャケットにダメージジーンズといった、見覚えのある格かつ好こうをしていた。その少年が誰であるのかなら知っていた。だからこそ、ユウキの胸中には焦あせりが生まれる。

「黒くろ木きカナタ……！」

　カナタはユウキを見向きもせず、深くベンチの背もたれに寄りかかったままである。

　そうして美しい夜景を見つめ続けている。

　余裕のその態度は、ユウキにとって不穏であり、非常事態でしかない。

　夜景に照らし出されたカナタの横顔に、思わずユウキは尋たずねた。

「……どうしてアンタが、ここにいるのかしら？」

「わざとらしい〝口調〟はやめたらどうだ。すでにカラクリならわかっている」

「！」

　カナタの言葉に、ユウキは戦せん慄りつする。

　気付かれている？

　そんなことはあり得ない。ここまで全て計画通りに事を運んだはずなのだ。

　血盟団ブラツズに捕らえられ、与えられる限られた情報を咀そ嚼しやくするしかなかった相手なのだ。

　看破されるはずがないではないか。

　黙だまっているユウキの焦りに気付いているのか、カナタは淡たん々たんと続けた。

「ミッドランドスクエアの襲撃の後だ。オレ達が捜査機関の人間ではないかと疑われ、最初に血盟団ブラツズの作戦拠点に連れて行かれた時だった。公共の敵パブリツク・エネミーは、明らかにおかしなことを口走った」

「……おかしなことですって？　いったい何がおかしかったというの」

　カナタは夜景を見つめたまま、視線だけを鋭するどく隣のユウキに投げ付ける。

「公共の敵パブリツク・エネミーはなぜあの時、あそこにいる幹部メンバーを〝全員〟だと言った？」

「……！」

　カナタの疑問の理由に気が付き、ユウキの背には、冷や汗が流れた。

　その致命的なミスを理解し、ユウキは思わず目を剝むいて絶句してしまう。

「テロ計画に関与している幹部メンバーが、本当にあの場に全員いたのかどうかはわからない。オレは幹部の顔を全て知っているわけじゃなかった。だが明らかに関係している幹部だと、〝わかっている顔〟があの場にいなかった。それなのに公共の敵パブリツク・エネミーは、あの場にいる幹部で全員だと言った。〝賀か上がみユウキ〟がいないのに。それはなぜだ？」

　カナタは背もたれに寄りかかるのを止め、ユウキの方に身体からだを向けた。

　凍いて付くような眼まな差ざしで、顔色の悪いユウキに告げる。

「ただの言い間違いの可能性もあった。あの場で公共の敵パブリツク・エネミーが噓うそをつく理由は、まるでないからな。だが気になっていたオレは、ためしに発想を逆にしてみた。公共の敵パブリツク・エネミーが言っていたことは噓ではなく、実は本当のことだったのだとしたら？　あの場に〝賀上ユウキがいなかった〟のに、本当は〝賀上ユウキがいた〟のだとしたら？　だからこそ口が滑ったのでは？」

「……」

「よくよく思い起こしてみると、最初から賀上ユウキという存在は奇き妙みようだった。公共の敵パブリツク・エネミーの作戦に協力している幹部でありながら、公共の敵パブリツク・エネミーの作戦に参加しているところを見たことがない。そして公共の敵パブリツク・エネミーと同時に姿を見せたこともない。まるで名前と姿だけを持った亡霊であるかのように、存在はしていても存在感がない。なぜだ？」

　わざとらしく、カナタは問いた。

　だが答えはわかっているのだ。カナタは続けて言った。

「あの場にあった４Ｄプリンタという機械は面白い。金属素材を使えば、銃火器や爆弾さえも造れるというんだからな。血盟団ブラツズの作戦拠点からは、他にも樹脂やラバーの素材も見つかっている。あれを使えば〝人工的な皮膚〟だって造れるそうじゃないか」

　カナタは、ゆっくりとベンチから腰を上げ、座ったままのユウキを見下ろす。

　その冷えた眼差しはユウキの焦あせりを見逃さない。

　手負いの獣を追い詰めるが如ごとく、ついにその、非常識な推理を口にする。

「お前は４Ｄプリンタを使って──賀上ユウキの姿を製造したんだ」

　ユウキは何も答えない。

　ただ悔くやしげにカナタを睨にらみ上げ、口を閉ざしているだけである。

「……噓うそ、だろ……？」

　カナタの腰掛けていたベンチの向こう、暗がりの中から、もう１人の少年が歩み出て来る。

　ターバンを額ひたいに巻いた少年、氷ひ坂さかシュウヤである。

　信じられない話を耳にしたシュウヤは、かなりの心理的な衝撃を受けている様子である。

　よろめくような足取りで、ゆっくりとユウキに近寄りながら言った。

「黒くろ木き、今何て言ったんだよ……ユウキの姿を製造しただって？　そんなことができるってのか。なら……ここにいるユウキは、ユウキじゃない〝別人〟だって言いたいのかよ」

　何も答えないカナタに構わず、シュウヤは泣き出しそうな顔でユウキに尋たずねた。

「冗談だろ……お前、ユウキなんだよな？」

「……」

「ユウキなんだろう？　偽物なんかじゃないよな？」

「……」

「何で……何で何も答えないんだよ！　何とか言えよ！」

　シュウヤが大声で喚わめくと、周囲にいた一般来場者達が驚いた顔をする。

　何か揉もめ事が起きているのであろうことを敏感に察知し、カナタ達から遠ざかり始める。

　今にもユウキに摑つかみかかりそうなシュウヤを、カナタは片腕で制止させる。

　そうしてカナタは、ユウキの姿をした〝何か〟に向かって言った。

「公共の敵パブリツク・エネミーの顔には、耳も鼻もなかった。その特性を生かせば、どんな顔のマスクでも、違和感なくかぶりこなせるはずだ。どんな顔の人間にだって変われるということだろう」

「…………」

「そのライダースーツは、火傷やけどで爛ただれた手足を隠すのにはちょうど良い。さらに女性にしては長身の賀か上がみユウキは、公共の敵パブリツク・エネミーと背格かつ好こうが同じくらいで、化けるのには都合が良かった」

「…………いい」

「公共の敵パブリツク・エネミーの医療記録を見たが、喋しやべれないというのは大噓うそだ。４Ｄプリンタで製造された人工喉こうを移植されているそうだな。その喉のどはユウキに〝なりすます〟ため、ユウキと同じ声色を発するように設計されているんじゃないのか。普段から人工声帯なしでは喋れない〝フリ〟をしていれば、どんな声で話をしても、声から正体が気付かれることもないだろうしな」

「もういい！」

　ユウキの姿をした〝何か〟は、声を荒げた。

　その怒いかりに血走った眼まな差ざしを真っ向から受けて立ち、カナタは不敵に笑えんでいた。

「ようやく、本性を現す気になったようだな」

　ユウキの姿をした怪物は、自身の後頭部に手をかける。まるで顔に纏まとわり付く薄膜を引き剝はがすよう、摑つかみ上げると──ユウキの顔の皮が剝がれた。

　マスクを脱ぎ去った下から現れたのは、あまりにも醜みにくく焼け爛れた男の顔である。

　その衝撃的な脱皮の光景に、様子を見ていた一般客達からは悲鳴が上がる。

　逃げ去ろうとする人々の波の中で、シュウヤは完全に青ざめて立ち尽つくしていた。

　散々、相手を挑発し終えたカナタは、ようやくそれを告げることにした。

「オレはお前を待っていた、賀上ユウキ。いいや────〝公共の敵パブリツク・エネミー〟、風かざ間まタダオ」

　幾千の光が輝く闇やみの中で、殺人鬼と怪物は対たい峙じした。
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　公共の敵パブリツク・エネミーは、クツクツと肩を震わせて笑っていた。

　何が愉ゆ快かいだったのかは、当人にもよくわかっていない。

　だが笑いながらも胸中は、破は綻たんを来きたし始めた計画を守ることで必死だった。

　焦しよう燥そうに駆かられる心を少しでも落ち着かせようと、公共の敵パブリツク・エネミーは深呼吸の代わりに、大きく嘆たん息そくを漏もらした。そうして、忌いま々いましそうにカナタを見つめて言う。

「……参りましたね」

　正直な感想である。

「まさか、たった１つの失言で、私の正体が暴かれるなどとは思ってもいませんでしたよ。他の団員や板いた倉くら君。幼馴な染じみのシュウヤ君でさえも欺あざむくことができていたというのに……驚きです」

　語る声はこれまでの機械音声ではなく、賀か上がみユウキの声だった。

「なぜなんだよ！」

　がなり立てるのはカナタではなく、その傍かたわらに立っていたシュウヤである。

　シュウヤは拳こぶしを固め、怒った獣のような形相で、公共の敵パブリツク・エネミーを睨にらんでいる。

「どうしてユウキのフリなんかしていたんだ！　答えろよ！」

　当然、公共の敵パブリツク・エネミーには正直にシュウヤに答えてやる義理などない。

　余裕の笑えみを浮かべて沈ちん黙もくする公共の敵パブリツク・エネミーに、シュウヤは今にも摑つかみかかっていきそうだった。そんなシュウヤを窘たしなめるべく、カナタが答えてやった。

「……コイツの狙ねらいは、初めからお前の行動を操あやつることにあったんだよ、シュウヤ」

「何だと！」

「考えてみろ。コイツが賀上ユウキになりすますことで、得られる利点は何だと思う」

　カナタは、冷ややかな視線だけで、シュウヤを一いち瞥べつして言う。

「この計画が完了した後、公共の敵パブリツク・エネミーはしばらく身を隠さなければならなくなるだろう。血盟団ブラツズの団員達もそれは同じだが、公共の敵パブリツク・エネミーには〝目立つ外見〟という、逃亡生活には不利な特徴がある。だがコイツは、賀上ユウキになりすまして生きることで、その問題を解決しようとした。氷ひ坂さかシュウヤの善意によって〝恩おん赦しや〟を得られることを計算に入れていたんだ」

「何だと……！」

　シュウヤは愕がく然ぜんとしてしまう。

　団を裏切り、引き替えに自分とユウキの恩赦を得る。それはシュウヤ独自の判断だったはずなのに、それが公共の敵パブリツク・エネミーの計算だったというのは、シュウヤにとっては衝撃的だった。

「賀上ユウキは、お前の幼馴染みで、団設立当初からいるメンバーの１人だったな。お前と懇こん意いだったことは、団員なら誰でも知っていたそうじゃないか。ユウキが幹部になってからは、簡単に会うことができなくなったと、お前は言ったな。だからだよ、公共の敵パブリツク・エネミーが賀上ユウキを選んだ理由は。自身の身体的特徴が合致することと、その絶ぜつ妙みような地位があったからこそだ」

「絶妙な……地位だって……！」

　カナタは続けた。

「比較的善良な団員であれば、団の暴走を見過ごすことに耐えられなくなるだろう。捜査機関に協力を申し出ることは予想の範はん疇ちゆうだったはずだ。〝逃走経路の確保〟という意味において、公共の敵パブリツク・エネミーの計画に、〝氷ひ坂さかシュウヤ〟という裏切り者の存在は必要だった。普段ほとんど会うこともないことから正体がバレるリスクも少なく、言葉や態度で行動を誘導しやすく、そして自らの手を汚さずとも〝恩おん赦しや〟を持ち込んでくるであろうことを見越されていた」

　そこまで言われれば、シュウヤでも理解できる。

「じゃあつまり俺は……公共の敵パブリツク・エネミーが恩赦を得るために利用されていたっていうのか……！」

「ああ。人の善意は、利用しやすいものだからな」

　カナタの推察の後に、ユウキの声色で、公共の敵パブリツク・エネミーが言った。

「フフフフ。見事な推理です。こうして正体を看破されてしまった以上、もはや言い逃れもできませんね。仰おつしやる通りですよ。私は計画後の逃亡生活を回避するため、恩赦が欲しかった」

　公共の敵パブリツク・エネミーは、嘲ちよう笑しようをシュウヤに向ける。

「恩赦を受ければ、テロ計画の罪はなかったことになります。指名手配で追われる驚異から解放され、あわよくば賀か上がみユウキの立場で、さらなる犯行を行うこともできますからね」

　ユウキの声で語りかけてくる異形の怪物。

　それがシュウヤにはたまらなく許せなかった。

「ふざけやがって、本物のユウキは今どこにいる！」

「想像力が乏とばしいですね。私が賀上ユウキに成り代わってから、２ヶ月程が経っているのですよ？　その間、私が彼女を無事に生かしておくとでも？」

「……っ！」

　あまりにも醜しゆう悪あくな事実を突き付けられ、シュウヤは真っ青になって黙だまり込む。

　脂汗を浮かべた苦く悶もんの表情で、俯うつむいてしまう。

　肩を震わせて悔くやしがり、シュウヤはみっともなく、ボロボロと涙をこぼし始めてしまう。

　公共の敵パブリツク・エネミーの返事に打ちのめされたシュウヤ。

　それをカナタが横目にしていると、今度は公共の敵パブリツク・エネミーがカナタに尋たずねてきた。

「１つ教えていただけますか。私の正体に気付いた、その経緯についてはお話いただきました。ではなぜ、私がここに現れるとわかったのですか？」

「いちいち説明してやらないとわからないのか？」

　そんなことかと、カナタは小こ馬ば鹿かにしたように肩を竦すくめた。

　公共の敵パブリツク・エネミーを正面から見み据すえ、カナタは冷めた口調で断言した。

「お前の計画の〝真の標的〟が、内閣総理大臣ではないことを知っているからだ」

「……なぜ、わかったのですか」

　もはやカナタが全てを理解しているであろうことを、公共の敵パブリツク・エネミーは感付いていた。

　言い訳が無意味である以上、もう素直に好奇心からカナタに尋ねるしかない。

　カナタは、仕方がないというような態度で、淡たん々たんと教えてやることにした。

「最初に違和感を感じたのは、ミッドランドスクエアの襲撃の時だ。これまでお前は、社会悪と見なした人間のみを殺してきた。だがどういうわけか、あのビルでは、標的以外の社員や家族も虐ぎやく殺さつしていたな。いつも動画で口ずさんでいた鼻歌も、不思議と歌っていなかった。これまでの犯行とは、明らかにパターンや行動が違っていたんだ」

「それで、何がわかったというのですか？」

「いつものようにお前が社会悪を殺そうとした時だった。社員の１人が、お前の犯行を持て囃はやすように言った。殺せとな。あの時、お前はあの発言に──〝怒った〟んじゃないのか？」

「……」

「平易に言えば、オレにはお前が〝取り乱している〟ように見えた」

　カナタの指摘のあまりの鋭するどさに、公共の敵パブリツク・エネミーは絶句する。

　その無言を図星と理解し、カナタは続けることにした。

「あの時の処刑は、ノルド・コーポレーションの社長や役員を含め、まるで周囲にいた観客達も一いつ緒しよに処刑して回るようだった。どちらかと言えば、観客達を傷付けることの方に力を注いでいたようにさえ見えていたな」

　もはや鋭いなどという話で、片付けられる範はん疇ちゆうを超えている。

　カナタの直感は、怪物じみているとしか言い様がない。

「捕らえられたオレの前に、お前達はわざとらしく、内閣総理大臣暗殺という情報を提示してきた。だがミッドランドスクエア襲撃の時のある疑問が、オレの頭から消えていなかった。目の前の〝わかりやすい悪党〟よりも、〝悪意ある観客達〟の方に怒いかりを向ける。そんな男の標的が、総理だという話はしっくりとこなかったんだ。その情報はあまりにもわかり易やすすぎて、まるで食い付かせるために撒まかれた餌えさのようだった」

　公共の敵パブリツク・エネミーは血走った目で、カナタを凝視する以外に何もできない。

「オレがお前の正体に気付いたのは、ロシアンルーレットの最中さ。お前がシュウヤを使って、わざと血盟団ブラツズに潜入捜査官を引き入れようとしたんじゃないかと考えた時、全ては、この情報にオレ達を食い付かせるための布石だったんだと理解した。そして、あの〝弾たまの入っていない回転式拳銃リボルバー〟で確信できた」

　視線だけで射殺されかねないカナタからの重圧。公共の敵パブリツク・エネミーはただ、歯は嚙がみして耐える。

　カナタは宣告するように、その事実を断定した。

「お前は最初から、オレ達が潜入捜査官として現れることを計算していたんだ。そしてオレ達に、総理暗殺計画という偽の情報を摑つかませてから、生かして帰す計画だったんだろう」

「……」

「板いた倉くらは制御不能な狂犬だ。放っておけば我が慢まんできず、オレ達をこっそり皆殺しにしてしまいかねないだろう。お前はそれを利用して、板倉があのゲームを始めるように誘導したんだ。ルーク達が逃走したのを、お前は気付いていたんじゃないのか。だから捜査機関が突入して来るであろうタイミングを知り得た。そして頃合を見て、空にしておいた回転式拳銃リボルバーでゲームを始めさせた。その理由は、部隊が突入してきて、オレ達が保護されるまでの時間を稼ぐためだ。弾たまさえ出なければゲームは長引く。お前はオレ達に偽の情報を持ち帰らせて、捜査機関を欺あざむくつもりだった。全ては今この時、捜査機関の目を〝真の標的から逸そらす〟ためにな」

「……教えてくれ、黒くろ木き」

　それまで黙だまって話を聞いていたシュウヤが、カナタに懇こん願がんする。

「コイツが、ユウキを犠牲にしてまで殺そうとしている、真の標的って言うのは、いったいどこの誰なんだよ……！」

　シュウヤは怒いかり狂っていた。

　自分の大切な者が奪うばわれた理由は、公共の敵パブリツク・エネミーが目的を達するためだったのだ。

　その目的が何なのか知らなければ、ユウキの無念を知ることもできない

　まるでユウキを弔とむらうような心境で、シュウヤは脂汗の滲にじんだ顔をカナタに向ける。

　カナタは、決定的なその真実を口にした。

「公共の敵パブリツク・エネミーが言っていた〝この国で最も罪深き者〟。公共の敵パブリツク・エネミーが一連の事件を通じて最も殺してやりたいと願っていた真の公共の敵パブリツク・エネミー。その正体は────〝動画の視聴者〟だろう」

「視聴者……だと……！」

「全てはミッドランドスクエアで〝悪意ある観客達〟の方に怒いかりを向けた、公共の敵パブリツク・エネミーの行動から推察してのことだ」

　公共の敵パブリツク・エネミーは何も言わなかった。

　だがその鼻も唇くちびるもない異形の表情には、見てわかる焦しよう燥そうが滲んでいる。

　カナタは、そんな公共の敵パブリツク・エネミーに向かって言った。

「インターネット公開処刑事件。コイツの起こしてきた事件は全て、ある１つの目的のために行われていた。真の公共の敵パブリツク・エネミーを〝見つけ出すため〟だ。そうだな。この事件を紐ひも解とくためには、一連の事件が宣伝活動プロモーシヨンだったと考えるのがわかりやすいだろう。全ては、今日この時に、これからコイツがアップロードする番組に注目を集めるための〝宣伝番組〟だったんだ」

　カナタの論述は止まらない。

「最初は小さな殺人事件だったが、回を増すごとに、コイツの犯行は派手さを増していった。そして病院の医院長や女優を殺した頃には、コイツの犯行は、ニュース番組が報道を競うようにさえなっていた。同時に、コイツの動画を追いかける熱心な視聴者も存在していた」

　シュウヤは啞あ然ぜんとしていた。だがカナタの推理は止まらない。

「警視庁本庁舎への攻撃。そして庁舎前でのマスコミ関係者の虐ぎやく殺さつ。鮮烈な事件は人々の関心を大いに集め、お前の処刑動画にアクセスする人間も、うなぎ上りだったことだろう」

　そこでカナタは、不敵に笑えんだ。

「そこまでくれば、あとは動画にアクセスしている人間が誰なのかを調べるだけだろう？」

「……」

「ミッドランドスクエアでの犯行。あの時、コイツは別働隊の団員を使って、サーバー室を押さえていた。あれは動画放送を邪じや魔まされないようにするための仕込みだと思われていた。だが、本当の狙ねらいはそれだけじゃない。コイツは、コイツの動画をリアルタイムで視聴していた〝視聴者の個人情報〟を入手したかったんだ。捜査機関の追跡の目が厳しい中、リスクを負ってまであのビルを襲撃したのは〝標的リスト〟を手に入れるためだったと考えれば説明がつく」

　そこまで言って、カナタは告白した。

「以上は、オレのただの推測だ。証拠は何もない」

　だからこそ狩か月げつは、カナタの推理を否定したのである。

「総理大臣暗殺計画の証拠は、それこそ山のように作戦拠点で見つかった。だがオレの推理を裏付ける証拠は何１つとして存在していなかった。だからオレも迷った。お前の真の標的が、本当に内閣総理大臣なのか。それともオレの予想する者なのか。正直なところ確率は五分だった。だから総理の方は内閣情報捜査局ＣＩＲＯに任せた。オレはこうして、後者に賭かけてここに来たわけだ。結果、あながち的外れでもなかったということだな」

　完全にやり込めた公共の敵パブリツク・エネミーを相手に、カナタは皮肉っぽく尋たずねた。

「ここまでのオレの推理は、何か間違っていたか？」

　やはり公共の敵パブリツク・エネミーは、それまで同様に、何も答えようとしなかった。

　だがポツリと、厳おごそかに口を開き始めた。

「……なぜここがわかったのか。あなたに尋ねた、その質問の答えはいただいていません。ですがそこまでわかっているのなら……たしかに、わざわざ説明いただくまでもないようです」

　もはや目の前の、カナタという非常識な天才を相手にして、誤ご魔ま化かしは無意味である。

　公共の敵パブリツク・エネミーは、全てを包み隠さずに語る決意をした。

「──最も唾だ棄きすべき悪とはどういったものか、ご存じですか？」

　そう語り出した口調は、少し寂しげでもあった。

「私にはかつて、妻と、８歳になる娘がいました。妻は大学時代からの付き合いで、長らくの交際を経た後に、会社員になってから結婚したんです。そうして授かった子供がミカ。私の愛いとしい娘でした」

　公共の敵パブリツク・エネミーの目は、どこか遠くを見み据すえて細められた。

「私が夜遅くに家に帰ってきても、妻はいつも起きていて、私におかえりなさいと言ってくれました。娘は歌が好きで、疲れている私を癒いやそうと、いつも懸けん命めいに歌声を聞かせてくれました。将来はお嫁さんになりたいのだと言っていましたが、いつか余所よそにやってしまうことをこれ程惜しいと思ったことはありません。私は彼女達を、心の底から愛していたんです」

　語る公共の敵パブリツク・エネミーの頰ほほに、一筋の涙が流れた。

　見開かれた目から流れる、焼け爛ただれた頰ほほを濡ぬらす水。それを拭ぬぐいもせず、公共の敵パブリツク・エネミーは続けた。

「私にとって、家族こそが全てだったんです。家族のためならどんな苦労も厭いといませんでした。どんな苦境からでも、この身を盾にしてでも守り抜く。そう誓っていたはずなのに。なのになぜ私は……あの事故で彼女達を〝殺してしまった〟のでしょう」

　事故とは、風かざ間まタダオが家族を失った交通事故のことを言っているのだろう。

　暴走していた対向車と正面衝突し、風間タダオの目の前で、家族は焼死したのだ。

　そうして、公共の敵パブリツク・エネミーが生まれたのである。

「妻は即死でした。けれど、後部座席にいた娘は、事故直後はまだ生きていたんです。後から聞いた話では、娘の席は火の回りが遅く、すぐに救出すれば無傷で助け出すこともできたそうです。私はあの時、懸けん命めいに助けを求めました。周囲には助けてくれそうな人々が大勢いたんです。けれど、誰も助けてくれなかった。彼かれ等らはただ、私達の不幸を嘲笑っていただけだった」

「……」

「事件の直後、インターネットでは、私の家族の話題で持ちきりでした。事故現場をカメラで撮影していた野次馬は、自身のソーシャルネットに、写真や動画を平然とアップロードしていました。炎にくるまれてのたうつ私の写真を面白がり、命がけで助けを求める娘の悲鳴を、動画にして楽しんでいる連中もいました。この世には、他人の不幸を心底から楽しむことができる、残ざん虐ぎやくな怪物達がいます。そんな途方もない悪が身近で息づき、平然と人間面づらをして存在しているのです。おぞましくて、私は吐はき気がしました。我が慢まんできるはずなどない」

　公共の敵パブリツク・エネミーは、激しく胸中で燃えさかる憎悪を、両の目に滾たぎらせる。

「さっき尋たずねましたね。最も唾だ棄きすべき悪。それは──〝裁かれない悪〟ですよ」

　目に怒いかりに滾らせたまま、公共の敵パブリツク・エネミーは、頰に深い亀き裂れつを入れたような笑えみを浮かべる。

　それは狂人の顔そのものであり、見る者に途方もない狂気を感じさせた。

「この世界には、他人の不幸を願ってやまない残虐な人々が大勢いるんです。そいつ等らはいつだって我々の傍そばに潜み、我々が傷付くのを今か今かと、虎こ視し眈たん々たんと眺ながめ続けている。私は、その悪が許せないのですよ。この国で最も罪深き者。私のアップロードする残酷な動画を、こぞって何度も視聴し、楽しむようなゲス野郎共のことですよ。だから私は２日前、カメラの前で警告してやったんじゃないですか──〝お前達を今日この時に殺してやる〟のだと」

　公共の敵パブリツク・エネミーは唾を飛ばしながら、こめかみに血管を浮かべて力説した。

　いつもの飄ひよう々ひようとした態度からは考えられない程、公共の敵パブリツク・エネミーの態度は荒ぶっている。

　公共の敵パブリツク・エネミーは、手にしていたタブレットＰＣを起動させた。

　その画面を、対たい峙じするカナタとシュウヤに掲げて見せる。

「間もなく、インターネットで生放送が開始されます」

「……」

「我々が製造した３５０個の爆弾は、首相官邸なんかに運ばれていない。私の動画を見た〝特定の視聴者宅〟に配達されたんですよ。彼かれ等らにはおあつらえ向きな最期を用意してあります。これから始める放送の視聴者数。その人数を、時限装置に連動させました。再生数が10万人に達した時、このスカイツリーから一斉に起爆信号が配信されるのです。彼等は自身の好奇心によって、爆死して身を滅ぼすんですよ」

「それが真の計画だったってのかよ！」

　余裕のない顔で、シュウヤが公共の敵パブリツク・エネミーを睨にらんで言う。

　タブレットの画面には、すでに放送を開始するかどうかを確認するウインドウが表示されている。公共の敵パブリツク・エネミーが「ＹＥＳ」のボタンを押せば、今すぐにでも放送が始まる状況だった。

「このスカイツリーが建造された理由の１つは、地上デジタル放送の電波を広範囲に安定供給することでした。その電波に起爆信号を乗せれば、超遠距離でも爆弾を起爆させることができるんですよ。それをご存じだったんでしょう。だからあなたは、私がここに来て作業をするであろうことを予測できた。それがあなたの答えのはずです」

　カナタは無言だった。

　その態度の意味は定かではなかったが、構わず公共の敵パブリツク・エネミーは喋しやべり続ける。

「お話を聞く限り、あなたは、自身の推測を基にここまで辿たどり着いたようですね。それは本当に見事と言わざるを得ないお手柄です。ですがお仲間である内閣情報捜査局ＣＩＲＯは、私のフェイクの情報に踊らされて、吞のん気きに誰も攻め込んでこない首相官邸を守っていると見受けられます。あなたには今、味方がいない。違いますか？」

「……ああ。今のオレには大勢の味方なんていない。内閣情報捜査局ＣＩＲＯの後援もない」

　カナタは素直に肯こう定ていした。証拠がない以上、カナタは内閣情報捜査局ＣＩＲＯを動かせなかった。この場にいるカナタの味方と言えば、唯一、シュウヤだけだろう。

　公共の敵パブリツク・エネミーからすれば、カナタ達は、たった２人の刺客でしかないのだ。

　今さら止められるはずなどない。だからこそ、公共の敵パブリツク・エネミーは自分の勝利を確信していた。

「配信開始前に、たった２人で私を止める算段でしたか？　なら残念ですね。あとはボタン１つで、配信が始まってしまいます。私がボタンを押すのと、あなた方が私を捕らえるのとでは、どちらが早いか、目に見えていますよね？」

「やってみればいい」

「……？」

「やってみればいいと言っているんだ」

　売り言葉に買い言葉なのか、勝ち目のない状況だというのに、カナタは強気だった。

　はったりなのか、何か考えがあるのか。

　どちらにしろ、公共の敵パブリツク・エネミーのすべきことは変わらない。

「言われなくても、お望み通りにして差し上げますよ！」

　公共の敵パブリツク・エネミーはそのボタンを────押した。

　配信がスタートし、夜景を映しているカメラの映像は、インターネットを通じて全世界で視聴可能な状況になったのだ。

　公共の敵パブリツク・エネミーの今夜の放送は、悪意ある視聴者達にとって格別である。

　これまで、散々に派手な事件で世間を賑にぎわせてきた公共の敵パブリツク・エネミーが、２日前から大々的に宣伝して、大がかりな殺人を行うと宣言していた〝お楽しみの〟放送なのだ。いったい何が起きるのか、お祭り騒さわぎのようにしてゲスな視聴者達は待望していたはずなのだ。

　放送を覗のぞいてみれば、そこにはスカイツリーの展望デッキから望める夜景が映っている。

　まさかその夜景の中に、爆発する自分の家が映り込むかもしれないとは、誰も思わないだろう。公共の敵パブリツク・エネミーは猛烈に愉ゆ快かいな気分だった。血湧わき肉躍おどる程に、興奮していた。

　わけもわからぬうちに、自身の好奇心によって爆死させられる者。

　そんな罪深い同類の死に、啞あ然ぜんとして打ちのめされる全国の視聴者の顔。

　今回死ぬのは、選ばれた特定の３５０人の視聴者でしかないだろう。だがその死によって、人々は気付くことになるのだ。自身の罪を。自身も狙ねらわれるかもしれないという恐怖を。

　裁かれぬ悪人が自らの罪に気付き、傷付く。その瞬しゆん間かんが、たまらなく待ち遠しではないか。

　公共の敵パブリツク・エネミーは、自らも他人の不幸を願ってやまない罪人なのである。

　だからこそ自らも、その名を名乗ることにしたのだ。

　その名を名乗り始めてから、この至福の瞬間まで、どれだけの時間を費やしただろうか。

　…………。

　……。

「……なぜだ」

　思わず、公共の敵パブリツク・エネミーは呟つぶやいてしまう。

　タブレットＰＣの画面を見下ろしながら、公共の敵パブリツク・エネミーは愕がく然ぜんとしていた。

　再生数が…………まるで上がっていかないのだ。

「おかしい……どうなってる……なぜだ！　散々、宣伝してきただろう！　見たいはずだろう！　他人の不幸を、お前達は見たくて仕方がないんじゃなかったのか！」

　画面の向こうにいる何者かに喚わめき立て、公共の敵パブリツク・エネミーは焦あせった。

　いつものペースなら、配信開始後１分以内に１万ヒットは固いはずだった。今夜の放送に関して言えば、それよりももっと速いペースで、再生数が増えていく見込みだった。

　それがまだ────たったの３００ヒットである。

「どうした？　もしかして、再生数が上がらなくて困っているのか？」

　露ろ骨こつに小こ馬ば鹿かにした態度で、カナタは公共の敵パブリツク・エネミーに尋たずねた。

　そのカナタのふざけた態度で、公共の敵パブリツク・エネミーはすぐに気付いた。

「いったい……いったい何をしたんだ……！」

「察しが悪い奴やつだ。まだわからないのか？　これだ」

　カナタは、座っていたベンチに置いてあったものを拾い上げる。

　それはハンディカメラである。撮影中を示す赤いＬＥＤランプが点灯しており、レンズの先は、先程から公共の敵パブリツク・エネミーに向けられていたようだった。カナタはそのハンディカメラを再び公共の敵パブリツク・エネミーに向けながら言った。

「たしかに、お前の放送開始を待っていた視聴者は大勢いただろう。だが〝お前の放送よりも面白い放送〟があったら、そちらの方を見たいと思うのは、当然じゃないのか？」

「……！」

「簡単だ。オレは〝お前と同じこと〟をしただけだ」

　カラクリに気が付いた。

　一気に悪寒が込み上げ、全身の細部にまで細かく伝う。

　公共の敵パブリツク・エネミーは震えた声で、カナタがしでかしたであろうことを口にする。

「まさか……この〝暴ばく露ろ劇を放送していた〟のか！」

「気付くのが遅かったな」

　カナタはハンディカメラを再びベンチに置く。レンズの向く先は、変わらず公共の敵パブリツク・エネミーである。あまりの奇策に衝撃を受けている様子の公共の敵パブリツク・エネミーは、硬直した彫像のように身動きをしなくなってしまう。そんな相手に、カナタは追い打ちをかけた。

「お前の放送が始まる時間は20時だとわかっていた。だからその前から、オレはこの暴露劇の放送を始めることにした。世間を賑にぎわす公共の敵パブリツク・エネミーの計画。それが破は綻たんする瞬しゆん間かんが見られるんだ。他人の不幸を願ってやまない視聴者が、お前の不幸を見逃すはずがないだろう。お前の動画の再生数は３００程度だが、オレの動画の再生数は──すでに１００万だ」

　公共の敵パブリツク・エネミーは、力なくその場に跪ひざまずく。

　脱力し、深く肩を落として俯うつむいてしまう。

　その態度は酷ひどく弱々しく、すでに敗色を露あらわにした負け犬の姿である。

「この国に蔓延はびこる、公共の敵パブリツク・エネミーの抹殺計画だったか。お前の企たくらみも、お前の正体も、全てがインターネットを通じて全世界にバラ撒まかれたな。残念だが、もうお前の負けだ」

　カナタに宣告され、公共の敵パブリツク・エネミーは俯いたまま何も言い返そうとはしなかった。

　だが──やがて予期せず小さく肩を震わせ始める。

「……フフ」

　公共の敵パブリツク・エネミーは、吹き出した。

　そして次の瞬間には、哄こう笑しようを上げ始める。

「フフフ、あはははははははははああっはははははははははははは！」

「……」

「やれやれ。やってくれるものですねえ。まさかそんな奇策で、私の計画を邪じや魔ましてくるなどとは予想もしていませんでした。素直に感心しましたよ」

　言いながら、公共の敵パブリツク・エネミーは再びゆっくりとその場に立ち上がった。

　異形の表情には、どういうわけか冷静さが戻ってきている。

　すでにカナタから敗北宣言をされたというのに、決して敗者の顔などには見えない。

「あなたにとって残念なお話があります」

　公共の敵パブリツク・エネミーは唐とう突とつに、自身の手にした、タブレットＰＣを操作し始める。

「あなたに視聴者を持っていかれたところで、再生数を起爆条件として使用する今の設定では起爆しないというだけのことです。ですが、すでに爆弾は視聴者の自宅に届けられており、起爆信号はここから発することができるのです。つまり──手動で爆破させることが可能です」

「なっ……！」

　カナタの傍かたわらで、シュウヤが何度目かわからない驚きよう愕がくの顔をした。

　何かを言いたげに声を発しようとするが、よほど公共の敵パブリツク・エネミーの挽ばん回かい策に驚いたのか。うまく言葉を発せられない様子だった。

　一方のカナタは、ただ冷ややかに公共の敵パブリツク・エネミーを見守っているだけである。

「これで、設定は完了です」

　公共の敵パブリツク・エネミーは再び、カナタ達にタブレットの画面を見せ付けてくる。

　そこには、起爆信号を手動送信するかどうか、判断を求める表示が出ていた。

　再び「ＹＥＳ」ボタンを公共の敵パブリツク・エネミーが押せば、今すぐにでも起爆信号が送られ、どこの誰ともわからない３５０人の視聴者が死ぬことになるのだ。

　多くの人間の死を、ボタン１つに集約し、公共の敵パブリツク・エネミーは宣告した。

「今度こそ……今度こそ終わりだ！」

　自棄の混じった咆ほう哮こうを上げ、公共の敵パブリツク・エネミーはタブレットのボタンを押した。

　直後────夜景の中に、大きな爆炎の塊が生じる。

　近くで、公共の敵パブリツク・エネミーの爆弾が起爆したのである。

　爆発の衝撃は地響きとなり、スカイツリーの展望デッキをも揺ゆらす。振動でミシミシと軋きしむフロアは混乱し、一般来場者達が悲鳴を上げていた。カナタ達の騒さわぎから逃げ出そうとしたものの、地上に続くエレベータの順番待ちで、いまだ取り残されていた人々のようである。

　振動が収まった頃、公共の敵パブリツク・エネミーは高らかに勝利の哄こう笑しようを上げていた。

　展望デッキに響き渡るのは、復ふく讐しゆうに狂った男の哀れな笑い声だけである。

　どれだけの間、その笑いを続けていただろうか。

「………………？」

　公共の敵パブリツク・エネミーは、気が付いた。

　自分が起爆信号を送ったことで、確かに爆弾は爆発した。

　だがその火柱の上がった場所は、夜景を見下ろす限り──たったの１カ所である。

　しかもどういうわけか、人などいないであろう、川かわ縁べりである。

　想定していたのは、夜景の中に、３５０の美しい火炎が立ち上る景色だった。

　それが生じない理由が、公共の敵パブリツク・エネミーにはどうしても理解できない。

「……本当に、言ってた通りの展開になるなんて」

「……！」

　ふと聞こえたシュウヤの呟つぶやきが、公共の敵パブリツク・エネミーの心臓を激しく揺ゆさぶる。

　今、シュウヤは何と言ったのだ。

　これが「言っていた通りの展開」と、そう言わなかったか。

　公共の敵パブリツク・エネミーは、恐る恐る、ゆっくりと、その少年を振り返った。

　少年は立ったまま──笑っていた。

　クツクツ。クツクツと。小こ刻きざみに肩を震わせ、まるで歓喜の哄こう笑しようを上げていた公共の敵パブリツク・エネミーを道化であるかのように嘲あざ笑わらっていた。

　少年が向けてくるその眼まな差ざしに、公共の敵パブリツク・エネミーは初めて、心底からゾッとした。

　氷ひよう塊かいでできているかのように、青白い光こう沢たくを放つ双そう眸ぼう。地獄の底よりも遙はるかに暗い闇やみで淀よどんだ瞳ひとみ。まるで人間ではないかのような気配。対たい峙じしているだけで、血が凍りそうな程の異様な重圧。少年の姿を象かたどっているだけの、何か得体の知れない怪物のようだった。

「オレからも残念な話がある。お前の爆弾はすでに、全て〝回収済み〟だ。親切にもトラック１台分だけ残しておいてやったんだよ。どうだった──せいぜい花火は楽しめたか？」

「ば、バカな！」

　公共の敵パブリツク・エネミーは動どう揺ようしていた。グニャリと視界が歪ゆがんだようだ。

　取り乱し、足あし下もとはふらついてしまっている。

　何がどうなっているというのだ。

　まるで異次元の世界に迷い込んでしまったかのような、激しい困惑である。

　尋たずねなければならない。尋ねなければ、納なつ得とくなどできるはずがないではないか。

「どうやって……どうやって爆弾を回収できる！　３５０個もあったんだ！　トラック７台分だぞ！　都内のどこに配送されたのかもわからない爆弾なんだ！　お前達はたった２人だろう！　たった２人で、いったい何をどうすればそんなことが！」

「誰がいつ〝オレ達が２人だけ〟と言った？」

　カナタは、わざとらしく首を傾かしげて言った。

「たしかに、オレには捜査機関の後ろ盾がない。オレの味方として動けるのは、ここにいる氷ひ坂さかシュウヤだけだろう。ただオレに味方はいなくても、〝お前の敵〟なら大勢いるだろう？」

　展望デッキの暗がりから、いきなり──予期せぬ銃声が聞こえた。

「！」

　飛来した銃弾は前触れもなく、公共の敵パブリツク・エネミーのタブレットＰＣを穿うがつ。

　破壊されたタブレットを、公共の敵パブリツク・エネミーは取り落としてしまう。

　ゆっくりとした拍手が聞こえると、薄うす闇やみのベンチに腰掛けていた１人の男が立ち上がる。

　いつからそこにいたのか、男は暗がりから夜景の明かりの中に姿を見せた。

　高級なスーツに身を包んだ、厳いかつい顔の中年男性だった。

　高そうな金の腕時計をしており、首に巻いたスカーフは派手な柄だった。銃口から煙りたなびくハンドガンを片手に、男は手て拍ばたきと共に現れる。公共の敵パブリツク・エネミーは、男を知っていた。

「東とう刃じん会かい組長、半はん藤どうゲンスケ……！」

「今まで、ずいぶんと舐なめ腐った真似まねしてくれよったもんよのう、公共の敵パブリツク・エネミーさんよお」

　現れたのは、血盟団ブラツズの上位組織、関東２大勢力のヤクザ筆頭である、半藤ゲンスケだった。

　手負いの犬同然の公共の敵パブリツク・エネミーを見て、にやついている半藤。

　その半藤を見向きもせず、カナタは公共の敵パブリツク・エネミーに教えてやった。

「血盟団ブラツズは、お前の指示で大量の武器弾薬、爆弾を製造していた。だが火薬を造る素材はない。火薬だけは、プリンタで製造する以外の方法で調達するしかなかったはずだ」

　カナタは言いながら、自分のポケットに両手を差し入れる。

　そうしてゆっくりと、公共の敵パブリツク・エネミーに歩み寄って行った。

「あれだけ大量に武器弾薬を作るための火薬だ。密輸なんてしようものなら、すぐにでも海上保安庁なりの捜査の網にかかってしまうだろう。調達先は海外ではなく国内。すでに大量に備蓄されている場所から入手するしかなかったはずだ。そんな場所は、非常に限られてくる」

　展望デッキの暗がりから、続々と人影が姿を見せ始めていた。

　まるで公共の敵パブリツク・エネミーを取り囲むように現れる影は、いずれもハンドガンを手にしている。

　全員が半藤の手下達であることは、すぐに察しがつくだろう。カナタは続けた。

「東刃会は、血盟団ブラツズが欲しい量の火薬を貯蔵している組織だ。リーダーである公共の敵パブリツク・エネミーは、豊富な資金力を誇っている。だから必要な分の火薬を買い付けることは可能だっただろう。だが果たして東刃会が、それだけ大量の火薬を下部組織が持つことを良しとするだろうか。それだけじゃない。そんな大量の火薬を手に入れて、いったい〝何をするのか〟を確認しないはずはないだろう。お前達の目的を知って、なお火薬を売ろうものなら、東刃会は公式にお前達のテロ活動を支援したことになる。東刃会にとってすれば、まるで割に合わない商売だ。オレが見るに、お前達が火薬を売って貰もらえたはずはないんだよ」

　図星なのだろう。公共の敵パブリツク・エネミーは歯は嚙がみしていた。

「ルークが火薬の出所を尋たずねた時、板いた倉くらは、火薬を扱っている身近な連中から〝拝借〟したのだと言ったな。あの意味は〝盗んだ〟という意味で間違いないだろう。東刃会は血盟団ブラツズを支援しているのだと捜査機関は思っているが、実は、東刃会は巻き込まれた被害者だった」

　カナタは、公共の敵パブリツク・エネミーの間近に立つ。２人が睨にらみ合うと、会話は途絶えてしまう。

　そこでようやく、半藤が発言した。

「まったく、笑えねえ話だってんだよ。血盟団ブラツズの目付役として送り込んだ板いた倉くらの野郎が、まさかテメエさんに金で釣られて、うちの組を裏切るとはな。奴やつが手引きしたせいで、うちの組の火薬庫は、まんまと空にされちまった」

　半はん藤どうは懐ふところからタバコのケースを取り出すと、それを開けながら続けた。

「子飼いの犬に手を嚙かまれた挙げ句、組の持ってた火薬も大量に失っちまった。余所よその組に対する、うちの組のメンツは丸潰つぶれ。おまけにうちの組が弱ったとみて、抗争仕掛けようとする馬ば鹿かたれ共まで現れてなあ。うちのシマでのさばり始めてんだよ」

　半はん藤どうがタバコを咥くわえると、すぐ傍そばにいた手下が急いでジッポーを取り出し、火を点つける。

「そこに、この兄ちゃんが登場しやがったわけだ」

　半藤は機き嫌げんが良さそうに、カナタを見て微笑ほほえんでいた。

「ぶったまげたぜえ。裏切り者の板いた倉くらの〝生首〟を手土産みやげに持って、うちの本家の入り口に突っ立ってんだ。組長と話をさせろと乗り込んできやがった時は、とんでもなくイカレた野郎が来たもんだと心底、痺しびれたぜ。そんな有望な奴やつを門前払いするわけにもいかねえだろ」

　半藤はカナタに惚ほれ込んでいる様子だった。だが笑っていた半藤は、急に笑えみを消し、鮫さめのようにギラ付いた眼まな差ざしを公共の敵パブリツク・エネミーに向ける。

「興味がてら話を聞いてみりゃおもしれえ。テメエと、血盟団ブラツズのガキ共が、都内でおもちゃ乗り回して、うちの組から盗んだブツを無む駄だ遣いしようとしてるってえじゃねえかよ。今までは、テメエ等らがどこにブツを隠してやがったのかわからなかったけどなあ。テメエ等がどこにブツを運んで行くのかわかってりゃ、待ち伏せは可能ってもんだろ？」

「バカな！　どこに配達されるか、わかって待ち伏せしたというのか！」

　公共の敵パブリツク・エネミーの驚きに答えたのは、半藤ではなく、カナタだった。

「何も難しいことじゃない。お前の視点に立って、〝お前と同じように〟標的を選べば良かっただけだ。爆弾が全部で３５０個しかない以上、標的となるのは最大で３５０人だ。お前が標的に選べるのは、お前がノルドで手に入れた〝標的リスト〟の人間だけ。ノルドのサーバーを経由してインターネットにアクセスした者に限定される」

　カナタは慈じ悲ひもなく、淡たん々たんと続けた。

「その中から、絞り込む条件は次の通りだ。スカイツリーの電波受信可能範囲に住んでいる者。これまで何度もお前の生放送にアクセスした者。毎回わざわざコメントを書き込んだりする者ならもっと好ましい。お前がそうしたように、オレもリストの中から、最低のクソ野郎を選んで探していった」

「……っ！」

「血盟団ブラツズの作戦拠点にあったダンボールは、宅配業者のものだったな。お前達はおそらく、宅配業者のフリをして、視聴者の家に荷物を届けるだろうと推測した。団員が〝１軒ずつ〟爆弾を配達している以上、お前の標的として選ばれた可能性が高い奴やつの家で待っていれば、いずれ姿を現すだろうことは簡単に予想できる」

「うちの組の総員に声かけて、あちこちで見張ってりゃあ、ちょろいことだったぜ。捕まえた奴やつ等らは、これからちゃ～んとおしおきしてやっからよ。テメエと一いつ緒しよになあ」

「そういうことだ。すでに配達した分は、捕まえた後で、どこに届けたのか聞き出せば良い」

　カナタと半はん藤どうに論破され、今度こそ完敗である。

　全ての計画が潰ついえたことを悟り、公共の敵パブリツク・エネミーは力なく、ただその場に立ったまま俯うつむいた。

　ダラリと垂れた両の腕が、いつもよりもずっと重たく感じられた。

　腕だけではない。足も、頭も、身体からだも。全てが重たく感じられている。

　まるで重力によって、遠い地面に激しく引き寄せられるかのような錯覚だ。

　公共の敵パブリツク・エネミーは────手にしたハンドガンをガラス壁に向けた。

　打つ手なしとなって、自棄になって何かをしでかそうとする公共の敵パブリツク・エネミー。

　東とう刃じん会かいの手下達が咄とつ嗟さに反応し、一斉にハンドガンを構えようとする。

「やめろ！」

　だが声を荒げ、制止の声を発したのはカナタだった。

　それに驚いた手下達に、半藤が「兄ちゃんの顔を立てろ」と指示を出す。

　手下達はカナタに従い、銃口を下ろした。

　そうすると公共の敵パブリツク・エネミーは、黙だまってガラス壁を撃うち始めた。

　何度も。何度も。何度も。繰り返し引き金を絞り、銃弾でガラス壁にヒビを入れていく。

　弾倉マガジンが空になる頃、何度も同じ場所を撃ち続けた甲斐かいあって、強化ガラスの壁が崩れた。

　ガラス片は地面に落下していった。すると吹き抜けになった場所から、外からの強烈な風が吹き込んでくる。展望デッキは風に満たされ、パンフレットなどの小さな紙類は勢い良く宙を舞い始める。風の吹き込む方角を見つめ、公共の敵パブリツク・エネミーはカナタに尋たずねた。

「……なぜ今、私を殺すことをやめさせたのですか」

「死にたがりの人間をわざわざ殺してやる程、オレは親切じゃない」

　顔を向けずに尋ねてくる公共の敵パブリツク・エネミーに、カナタはいつもの無表情で答えた。

「犯行を始めた時から、死ぬ覚悟だったんだろう。計画が成功すれば殺さつ戮りくを続ければ良い。失敗すれば死ねば良い。お前は初めから、捨て鉢の死人同然だった。こうして退路を断たれ、さらなる計画実行も不可能な今、お前はもう、生きる理由を持っていない」

「死ぬのを許してくれるのですか……フフ。私は、あなたの前では丸裸同然です」

　公共の敵パブリツク・エネミーはゆっくりと、吹き抜けに向かって進み始めた。

　崖がけっぷちまで辿たどり着いたところで、カナタを振り返って言う。

「時々、思っていたんですよ。私がこの世から消したかった公共の敵パブリツク・エネミーとは、他者の不幸に愉ゆ悦えつする、下劣な人間達なんかじゃない。身近にあるかけがえのないモノに目を向けようともせず、それを気付かぬうちに踏みにじっている、〝自覚なき悪〟だったのではないかと」

「……」

「きっと、私自身も、そういう人間の１人だったんです」

　公共の敵パブリツク・エネミーは、カナタに尋たずねた。

「教えてください」

　尋ねた異形の顔には微笑ほほえみが浮かび、温かな涙が流れている。

「あなた達はどうして、こんな怪物だらけの世界に留まろうと思えるのですか」

　吹き込む風に前髪とジャケットの裾すそを揺ゆらし、カナタは答えた。

「怪物だらけの残ざん酷こくな世界だからこそ、傍そばで守ってやりたいと願うんだ」

「……」

「まだ大切な者が傍にいるかいないか。お前とオレの違いなんて、たったそれだけの紙一重だろ。オレもお前も、大差がない。所しよ詮せんは、どこにでもいるありふれた〝公共の敵パブリツク・エネミー〟なんだ」

　それはカナタなりの優しさだったのかもしれない。

　異形の男は、その答えに満足したようだった。

「なら、あなたは決して大切な者を手放さないことです。生まれてから死ぬまでの間、私達が大切にできる人の数は少ない。たとえどんなに深い闇やみの中にあっても、最期まで寄り添い、傍にいなさい。あなたは私のように、この世界に絶望するべき人間ではないのだから」

　公共の敵パブリツク・エネミーはカナタに背を向け、そして────頭から地面に向かって飛び降りた。

　自ら命を絶つべく飛び降りた公共の敵パブリツク・エネミーの身体からだは、空に荒れ狂う風の奔ほん流りゆうに委ゆだねられる。
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　鼓こ膜まくを破るのではないかと思う程の風のうなり声がした。

　肺が圧縮される気色悪さを感じた。

　光り輝く宝石の海に飛び込んだはずであったのに、徐々に近付いて来るのは光ではなく、自らに相応ふさわしい、目前を埋め尽つくさんばかりの圧倒的な暗黒だった。

　地上高３５０メートルから地面に着くまでの間、男の脳のう裏りには様々な記憶が渦うず巻まいた。

　初めて妻と出会った日のこと。

　ありったけの勇気を振り絞って、プロポーズした日のこと。

　この世でたった１人の愛いとしい娘が生まれた、人生最良の日のこと。

　天使のように微笑ほほえむ娘が歌ってくれた、あの忘れられない歌のこと。

「……ただいま……父さんだよ……」

　いつしか男は、またその歌を口ずさんでいた。

　男の流す涙は暴風の中に霧む散さんし、歌声は無情にもかき消えていく。

　それでも構わない。その歌を歌う時、男はいつも、娘の存在を傍そばに感じられたのだから。

　──花咲く丘べに　憩いこえる友よ

　　──吹く風さわやか　みなぎる日差し

　　　──心は楽しく　幸せあふれ

　　　　──響くは　我われ等らの　よろこびの………………













　　Ending







　東京スカイツリーの足あし下もと、ソラマチ広場周辺は警察によって封ふう鎖さされていた。

　数え切れないパトカーの赤灯が輝いており、立ち入り禁止のテープが張り巡らされたタワー施設内では、防弾チョッキを着た警官達が慌あわただしく出入りしている。

　公共の敵パブリツク・エネミーと名乗る異常者が予告していた、今夜20時のテロ。

　つい少し前に、このタワーの展望デッキでそれが引き起こされようとしていたのだ。

　その時、敵の偽情報に踊らされた官邸の危機対策チームがどうしていたかと言えば、吞のん気きに見当違いな首相官邸を重警護していたのである。スカイツリーは完全にノーマーク。もはや開始された公開処刑動画流出を防ぐ手立てはなく、公共の敵パブリツク・エネミーは、まさに最後の舞台を完成させようとしていたのである。

　だが、そこに謎なぞの少年が現れたのだ。

　公共の敵パブリツク・エネミーが動画を投稿する少し前から、その少年は自身が公共の敵パブリツク・エネミーと対決する動画をインターネットに公開し始めた。公共の敵パブリツク・エネミーの番組開始を心待ちにしていた人々は、待ちきれず、こぞって少年の動画に食い付いたのである。

　背中しか画面に映らない、謎なぞの少年。

　少年が繰り出す、とんでもない推理は、公共の敵パブリツク・エネミーの目もく論ろみを次々と看破していった。

　そして動画によって明らかになった公共の敵パブリツク・エネミーの、真の標的の正体とは衝撃的であった。

　……真相は、人々に何かしらの影響を与えたのかもしれない。

　不思議と今夜は、スカイツリー周辺に野次馬の姿をあまり見かけない。マスコミも報道を自じ粛しゆくしているかのように大人しく、カメラマンは見かけても、リポーターなどはいない様子だ。

　慌ただしいはずなのに、妙みように静かな夜だった。

　現場に辿たどり着いたリセは、懸けん命めいに少年の姿を探して駆かけ回っていた。

　息を切らし。肩を揺ゆらし。

　少年の無事を確かめたい一心で、ソラマチ広場の噴水の横を過ぎようとしたところだった。

「あ……！」

　リセは、救急車の近くのベンチで、手当を受けている少年の姿を見つけた。

　見慣れた無表情の顔はいつも通りで、どこか目に見えて大きな怪け我がをしているわけでもない。少年の無事を確認できて、リセは胸を撫なで下ろす。ここに来るまで、リセは車中で、少年の動画中継をかじり付くように見守ってきたのだ。ずっと心配で、心配で、たまらなかった。

　手当が終わった様子の兄。カナタに歩み寄り、リセは声をかけた。

「……カナタ」

　カナタはリセに気付き、黙だまって視線を向けてくる。

　無言のその態度は、変わらない。

　しかし今夜のカナタは、少し雰ふん囲い気きが違っているように思えた。

「無事で良かった。ものすごく心配してたんだよ」

　良い機会だと思い、リセはカナタに自分の気持ちを話すことにした。

「ねえ、カナタ。私……内閣情報捜査局ＣＩＲＯを辞めないよ」

　何も答えないカナタだったが、どんなことを考えているかは想像がつく。

　リセがこの仕事をすることを、よく思っていないのはすでにわかっているのだ。

「今度の事件。正直言って、かなりきつかった。たくさんの暴力を見たし、酷ひどいと思う決断もあった。こんなに過か酷こくな仕事だなんて思ってなかったよ。内閣情報捜査局ＣＩＲＯの人達が、いかに覚悟と誇りを持って、この仕事に臨んでいるのかも痛感した。そしてカナタが心配してくれてる通り……私はとても傷付いた。その点、言い訳しない」

「……」

「でもこんな私でもね、役に立ったみたいなの。カナタや、他の人に比べたら微々たるものかもしれないけど。私の仕事でも、誰かの力になることができた。それがすごく嬉うれしい」

　自分の地理的プロファイリングが、血盟団ブラツズの作戦拠点発見に繫つながった。

　結果として自分の命やルークの命のみならず、リセはカナタの命を救うこともできたのだ。

「……すまない」

　カナタは予期せず、唐とう突とつに謝った。

「お前をこんな悪徳の世界に引き込んでしまったのは、全てオレのせいだ。オレがこうして、再びお前に会ってしまったから……お前は普通に暮らせなくなった」

　カナタは、少しだけ悲しげに双そう眸ぼうを細める。

　そんなカナタの態度を見て、リセは否定するために微笑ほほえんだ。

「……違うよ。またそんな風に何でも背負い込んで、５年も姿を消すなんてやめてよ」

　リセは、カナタの隣に腰掛けて言った。

「５年前のテロのことをまだ気にしているなら、ここではっきり言っておくね。あれはカナタだけのせいじゃない。全ては私から始まった。それなのに、見ないふりして、知らないふりして生きていける程、私は強くなんてないんだよ」

　泣き声のように、少し声が震えていたが、カナタに向けられたリセの表情は微笑みだった。

「だからね。ここで一いつ緒しよに、こうして戦おうとする私の弱さを、どうか許してよ。これまでカナタが１人で苦しんだ分も、これから私に償つぐなわせて欲しい」

「……」

「また１人だけで全部を背負っちゃうなんて、許さないから。カナタはもう独りなんかじゃない。いい加減に認めて。私達が、１００万人を殺してしまった、最低の兄妹ってこと」

　カナタだけではない。リセも共犯なのだ。

　弱虫だった妹が、今はそう言っている。

　５年の間、会わずにいた妹は、カナタの知らないところで逞たくましく育っていたようだ。

　カナタは無言で──そんなリセの身体からだを抱きしめた。

「きゃっ！」

　細いウエストに手を回し、まるで抱き上げるようにリセと身体を密着させる。

「え、ええ!?」

　いきなり強く抱きしめられたリセは、その抱ほう擁ようの意味がわからずにパニックになる。

　耳まで赤くなり、沸ふつ騰とうした頭から湯気を出しながら、グルグルと目を回してしまう。

「もう２度と手放さない」

　カナタは、リセの耳元で囁ささやいた。

　その囁き声は……気のせいか、いつもより弱々しく聞こえた。

「……」

　顔を向けない兄の態度を見ながら、リセは少し意外に感じていた。

　これまでカナタは、リセの前で、いつも強い兄であり続けてきた。弱音など１度も吐いたことはなく、いつだってリセの前に立ってくれていた兄なのだ。

　そんな兄の肩が、不思議と今夜だけは、小さく見える気がした。

　カナタは言った。

「傍そばにいてくれ。どこにも行かなくて良い」

「……うん」

　兄の温ぬくもりを確かめたくて、リセもカナタの背中に手を回す。

　抱きしめ合う、血の繫つながらない兄妹。それでも、その絆きずなは本物であると信じたかった。

　リセはカナタを抱きしめたまま、霧む散さんしていく雲の向こうに月を見上げた。微笑ほほえむ。

「おかえり」

「……ただいま」

　カナタは５年ぶりに、ようやくその言葉を口にすることができた。
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「おやおや。ルークからは不仲だと報告を受けていましたが、ずいぶんと良い感じになってしまっていますね。仲直りしたと言ったところですか」

「雨が降っていたし、地も固まったんだろう。良いことじゃないか」

　ベンチで抱き合う男女。それを遠巻きに見物しながら、白髪眼帯の老人と、白衣の女性は並んで立っていた。局長の狩か月げつとドクター、いつもの２人組である。

「いやはや、それにしても美味おいしいところはブレイカーの総取りでしたねえ」

「仕方ないさ。証拠もなしに防衛省の命令を無視できない。そういう局長の意見は正しかったよ。首相官邸が外れだとわかっていても、簡単に覆くつがえせないのが組織運営さ。だからこそ、問題解決能力が規格外に高い、ああいう人材を民間顧問コンサルタントとして雇ったわけだ」

　狩月はニコニコと微笑ほほえんで言った。

「まあ、それは建前だったというだけですよ。ブレイカーが１人でどれだけのことをやれる人材なのかという興味もあったわけです。せっかく苦労してスカウトしたんですから、試してみるには、今回の事件はちょうど良かったと思いませんか」

　狩月の発言にピンときたドクターは、まさかと思い、頰ほほを引き攣つらせて呆あきれる。

「おいおい。まさかわざと彼の作戦に協力しなかったのか」

「フフ。秘密にしておいてくださいね。防衛省の命令を無視してみるのも面白いかと思ったんですが、ブレイカーの様子を見る方が、もっと面白いと思ったんですよ。予想通りだったでしょう？」

「……性格が悪い、悪党ジジイだな」

「年の功だと言ってくれた方が、嬉うれしいのですがね」

　そこまで冗談めかして話していた狩月は、笑えみを消して続けた。

「それにしても……今回の事件も人質事件同様に、大きな謎なぞが残ってしまいましたねえ」

「公共の敵パブリツク・エネミーの〝資金源〟のことだろう」

「ええ」

　察しているドクターの言葉を、狩月は真顔で肯こう定ていする。

「血盟団ブラツズを協力させるために用意した大金。それ以外にも、今回の計画を実行するためには様々な資金が必要だったはずです。それを公共の敵パブリツク・エネミー、風かざ間まタダオがどうやって手にしたのか。まだ資金の流れが見えてきません」

「警視庁に、この件の追跡調査は期待できないだろうな。またうちの仕事になるんだろ。見てみろよ。刑事連中は潰つぶされたメンツを立て直すだけで、しばらく手一杯だ」

「本当に、旧ふるい組織の体面とは面倒なものですね」

「まったくだ。つくづく、内閣情報捜査局ＣＩＲＯという新しい組織は、小回りが効く良い組織だよ」

「そう言っていただけると、発足させた身としては、ありがたいですねえ」

　話し込む狩月とドクターに、歩み寄って来る男がいた。高級なスーツに身を包んだ、厳いかつい顔の中年男性だった。腕には金の時計を巻いている。

「よお、狩月さんじゃねえか。久しぶりだなあ」

　馴なれ馴れしく狩月に話しかけてきたのは、半はん藤どうゲンスケ。

　東とう刃じん会かいの組長である。

「これはこれは、半はん藤どうさん。こんなところで出会うなんて、奇遇ですね」

「まったくだ。偶然、夜の街を出歩いてたら、この騒さわぎを見つけて野次馬してたわけよ」

　狩か月げつと半藤は笑え顔がおのまま、空々しく語り合う。

「ところで、今夜ネットで大おお騒さわぎになってる、あの動画。ここで起きた事件なんだって？」

　自身がその場にいたというのに、半藤はさも関係がないかのようにわざとらしい口調で言う。

「実は、うちの組のモンも何人か出演してたらしくて、今聞いてビックリしたわけよ。幸い、誰かを怪け我がさせたりとかはしてねえみてえなんだが。わりいんだけど、内閣情報捜査局ＣＩＲＯさんとかの力で、上がった動画からうちの組のところを非公開にするよう融通してくんねえかな。今回、それくらいの貸しはあんだろ？」

「ご心配なさらずとも、政府はあの動画を放置などしませんよ。東とう刃じん会かいを裏切った者がどうなるか、他の組織が十分に理解できた頃くらいに消えれば良いですよね？」

「さすが局長さんだ。話が早くて助かるぜ」

　話が終わると、半藤は狩月の横を過ぎて去ろうとする。

　だが唐とう突とつに立ち止まって、狩月に言った。

「そういや、内閣情報捜査局ＣＩＲＯさんで新しく雇った民間顧問コンサルタントさんに、目付きの悪い小僧がいるそうじゃねえか。たしか名前は、ブレイカーとか言ったっけ？」

「ええ」

「そっかそっか。彼に伝えておいてくれないかねえ。仕事に困ったら、うちの組で面倒見てやるってな。いつでも大歓迎するぜ」

「おやおや、ご執しゆう心しんですか。そう簡単には差し上げませんよ」

「はは。狩月さん、あんたはホントに、最高のクソ野郎を見つけてくるのが上手うまい」

　半藤から賛辞とも侮ぶ辱じよくともわからぬ言葉をかけられ、狩月はただ、飄ひよう々ひようと微笑ほほえんでいた。




　　　　▲　Another　Day　▼




「ま、まさか君きみ等らが一いつ緒しよのクラスだったなんてな……」

「あは、あはは。奇遇だね……？」

　朝の教室で、顔を合わせたリセとシュウヤは、互いに引き攣つった頰ほほで笑い合っていた。

　葉よう台だい高校の２年Ｃ組の教室。

　リセは普通に自分の教室に登校してきただけなのだが、その教室内に、まさかの氷ひ坂さかシュウヤの顔を見つけて驚いたところだったのである。

　ここ２ヶ月程、血盟団ブラツズ内の問題で奔ほん走そうしていたシュウヤは、しばらく学校をサボっていたのである。その問題が一区切りついた今、久しぶりに学校に顔を出したところで、リセとルークに遭遇したのである。

　強こわ張ばった顔でシュウヤと見つめ合うリセの背後から、背中を突く女子生徒がいた。

　メガネの関西弁少女、大おお庭ばヒナである。

「な、何や、リセちゃん。氷ひ坂さか君と知り合いだったんか？」

「え、ええ。まあ……」

「何か因いん縁ねんつけられたりとか、ストーカーとかされてんのとちゃうか？　歓迎会の時にも言ったやろ、血盟団ブラツズのクラスメイトがおるって。関かかわったらヤバいって。いったいどういう関係なんや、２人共」

　シュウヤの前で堂々とヒソヒソ話をするヒナ。

　気き不味まずそうなシュウヤのことなど気にもしていないようだった。

　そんな様子を、自席から気け怠だるげに見ていたルークが口を挟はさむ。

「んー。シュウヤはね。この前、リセのお兄ちゃんと一いつ緒しよにロシアンルーレットして遊んだ仲なんだよ。どっちかって言うと、リセよりもお兄ちゃんの友達って感じなんじゃないかなー」

「お、おい！　もうちょっとオブラートに包んで説明しろって、ルーク！」

「な、何やそれ！　ロシアンルーレットで遊ぶって、何かいかがわしい犯罪的な行為の隠語か何かなん!?　不良の世界の専門用語は、うちにはさっぱりわけがわからんで！」

「えー。めんど。正直に言ってるのにー」

「あはは……」

　困惑しているヒナを説得するのは諦あきらめたのだろう、ルークは寝始めてしまう。

　リセとシュウヤは、周囲の騒さわがしさに呆あきれながらも、お互いに顔を見合わせて笑った。

　そうして自分の席に、荷物を置きに行くことにした。

　どうやらシュウヤは、血盟団ブラツズに所属していることもあって、かなり危険な不良少年という評判で、校内に知れ渡っているようである。久しぶりに登校してきたシュウヤを遠巻きに見ながら、あちこちで生徒達がヒソヒソ話をする姿が見受けられた。

　話してみれば、普通の男子でしかないのに。

　周囲の誤解が何だかおかしくて、リセは笑ってしまった。

　そのうち打ち解けられるだろう。

　楽観的に考え、リセは着席する。

　そんなリセの席に、シュウヤが歩み寄って来た。

「……世話になった君きみ等らには、報告しておこうと思ってさ」

　シュウヤは照れ笑いしながら、少し寂しそうに続けた。

「結局、ユウキの死体は見つかってないんだ。まだどこかで生きてるかもしれないし、そうでないかもしれない。わからないってことは、会える可能性は消えてないってことだろ。バカらしいかもしれないけどさ、また会えるって、信じることにしたんだ」

「そっか」

「ああ。公共の敵パブリツク・エネミーの追跡調査で、血盟団ブラツズの団員はかなりの数がしょっ引かれたし、東とう刃じん会かいも血盟団ブラツズの締め上げを強化してきた。また昔みたいな、小さな団に戻ると思うけど、構わない。その方が、俺やユウキが好きだった、昔の団っぽくて良いしさ」

　取り留めもなく話してしまっていることに気付き、シュウヤは咳せき払いをする。

「そ、そうじゃなくてだな。ええっと……君達や、君のお兄さんには、本当に世話になったよ。命を助けて貰もらったし、血盟団ブラツズを元に戻す手助けをして貰ったとも思ってる。感謝してもしきれないくらいだ。本人に会えるかどうかはわからないからさ。まずは、妹の君に話しておこうと思ったんだ」

「伝えておくよ」

「ロクな出会いじゃなかったけどさ、また会えると良いなとも、言っておいてくれよ」

「うん」

　リセの話に満足し、シュウヤは自分の席に戻っていた。

　窓の向こうから、麗うららかな春の日差しが、いっぱいに差し込んできている。

　この新しい環境の中に、ようやくリセは、自分の居場所を見付けられたような気がした。

　葉桜が風に揺ゆれるのを見つめ、これから訪れるであろう５月の気配に心が躍おどる。

　穏やかな気持ちでいると、ちょうど担任の先生が教室に入って来た。

　起立の号令と共に、朝のホームルームが始まる。

　担任教師は教きよう壇だんに立つと、朝の挨あい拶さつも早々に言った。

「──急ではありますが、今日は皆さんに転校生を紹介しますね」

「……？」

　クラスメイト達が、途端にざわつき始める。

　リセとルークが転校してきたばかりだというのに、珍しいこともあるものである。

　教室の引き戸が開けられ──その少年は姿を現す。

　途端、シュウヤとリセが堪たまらず同時に立ち上がった。

「はああああ!?」

「えええ！」

「……へー」

　最後にぼやいたのは、ルークだった。

　荒々しくカットされた黒髪。見るからに危険な気配を漂わせる黒の双そう眸ぼう。

　葉よう台だい高校の制服姿であり、取って付けたような通学鞄かばんを片手に提さげている。

「黒くろ木きカナタだ」

　リセはその場で硬直し、シュウヤはこれまでの恐ろしい記憶を一気に呼び起こしているのか、完全に血の気を失って青ざめてしまう。潜入の際に偽造した身分をそのまま使っているのだろう。年上であるくせに、カナタはリセ達の同年代を装っている。いずれにせよ、ただごとでは済まない学生生活になるであろうことは、容易に予想がついた。だが不思議とリセの胸中には、徐々に得体の知れない期待が込み上げてきてもいる。
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　未来は悪いものじゃない。

　これからは、きっとうまくいく。

　そんな予感がしたせいだろうか。気持ちは晴れやかだった。










あとがき




　１巻の作業完了後、「さ～て、２巻の作業に本腰入れるやで～」と思っていた矢先のこと。

　勤め先の会社で携たずわっている某ぼうプロジェクトが地獄絵図の状況と化し、いわゆるデスマーチに巻き込まれていました。技術屋商売の、逃れ得ぬ宿命ですな。

　と、２巻刊行までに間が空いた、言い訳が終わったところで！

　お久しぶりです、兎う月づきです！

　皆さんが、このあとがきをいつ読んでいるのかはわかりませんが、敢あえて本文を読んだ後であるという前提で、お話させていただきますぞ。

　いやはや、ザ・ブレイカーの２冊目も、１冊目に負けないくらい、悪人ばかりが目白押しでした。私のような善人の作者（？）が悪人を描えがくというのは、なかなかに大変でしてね！　そりゃあもう「悪の心」というやつを学ぶためには、色々と努力するわけですよ。町内を深夜徘はい徊かいして職務質問を受けてみたり、カップラーメンの汁を全部飲まずに捨ててみたりとかね。

　細々とした日々の悪事を積み重ねて、悪人の心理や行動を実体験してみるわけです。そうした数々の悪事の甲斐かいあってか、今回登場した人々には、立派な「悪の心」を与えることができたのではないかと、個人的には自負しています。そのへん、読者の皆さんから見てどうだったでしょうかね。




　本作を振り返るにあたって、ここで１つ余談を。

　皆さんは、「犯罪者とは何か」と聞かれたら、どう答えるでしょうか。

　犯罪学の父と呼ばれることのある、イタリアの精神科医ロンブローゾ。

　彼が行っていた犯罪の実証的研究では、ある集団を「実験群」、「統制群」とに分類して、２つの群の差異を統計的に調べるのが主流でした。

　小難しい話はさておき。

　ロンブローゾは、世界中の全ての人間を「犯罪者の集団」と、「犯罪者でない集団」とに分けて比較してみたいと考えていました。しかしここで１つ問題があったのです。すなわち「犯罪者とは、いったいどういう人であるのか」という定義がわからなかったのです。

　犯罪者の集団に含めるべきなのは、果たしてどんな人なのか。

　たとえば、刑務所にいる人はどうでしょう。

　彼かれ等らは犯罪を犯し、その罰として刑務所に収監されています。しかしちゃんと服役し、更正して、２度と犯罪行為を行わなかったとしても犯罪者なのでしょうか。１度でも罪を犯した人は、ずっと犯罪者なのでしょうか。少し視点を変えて、刑務所にいる人は犯罪者かもしれませんが、世の中の、捕まっていない人の中にだって、犯罪者がいるかもしれませんよね。

　刑務所にいる人間だけが犯罪者とは言えず、世の中の人間の中から、捕まっていない犯罪者を分類する方法だって簡単ではありません。なぜなら身体的特徴や生理的特徴では、「犯罪者」という存在は定義することができないからです。ロンブローゾは、人間社会にいる全ての人間を、「犯罪者」と「そうでない者」とに、どうやって分ければ良いのか悩み続けたのです。




　異形のテロリスト──公共の敵パブリツク・エネミー。

　今作で登場した彼は、「他人の不幸を願い喜ぶ者」こそが、真の罪人であるのだと考えていました。それは、ある意味でロンブローゾの疑問に対する、彼なりの答えなのかもしれません。すなわち犯罪者の正体こそは、その心の持ち主なのだということです。

　もしも異形の彼が、「犯罪者と戦う正義の者」だったのなら、作中で彼に対抗した全ての人々は、もしかしたら正義などではなく「悪」であったのだということでしょうか。

　結構なことではないですか！

　この作品は、悪と悪の戦いを描えがく物語。お互いに「個人の正義」という名の悪をぶつけ合い、自身こそが正しいと驕おごる怪物同士が、それに相応ふさわしい悪行を繰り広げているのです。

　この物語の顚てん末まつに、皆さんが何を感じたのか。

〝何を悪だと感じた〟のか。

　その気持ちを大切にして欲しいと思います。




　いつも通りに末筆となりますが、謝辞を。

　本作を刊行するに当たって、絶大なご尽じん力りよくをいただいた皆様に、深い感謝の気持ちでいっぱいです。イラストレーターのニリツさんからは、「ルーク大好きです！」という、嬉うれしいお言葉をいただくことができ、作者冥みよう利りに尽つきるというものでした。クールでカッコ良く、そしてエロいイラストを、本当にありがとうございます！

　そして本作を手にとっていただいた読者の皆さん。

　おそらく１巻から興味を持っていただいた方が多いのだと思いますが、皆さんの存在こそが、何よりもありがたい。拙せつ作さくが、皆さんの人生の中で、再び楽しい一時になれたのなら、それだけで幸せです。また次なる本でも、お会いできますことを切に願っています。
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兎う月づき山羊やぎ

昼はサラリーマン。夜は物書き。会社のデスマーチに組み込まれようとも原稿は書いてます。ディスティニーで、へたくそなウォーロックをやっているのが私です。
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イラスト／ニリツ

日々ノベルやカードゲームでカッコカワイイつり目を描くことを生業にしています。今回イーグルアイが描けたので幸せ、あとハンターとルークのコンビが好きです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「兎月山羊先生」係

「ニリツ先生」係











本書は書き下ろしです。
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ザ・ブレイカーⅡ




断だん罪ざいの処しょ刑けい人にんは唄うたう
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